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IV　兇行。華やかなること




１




　雨が降っていた。


　弔いの雨である。大きな戦いの跡を清浄化するための、儀式としての雨だ。〈気象楽者メテオ・シンフオニア〉たちが奏でる音色に導かれ、一切の血と怨えん恨こんを恕ゆるすため、無数の雫しずくが降り注がれていた。その透き通るような雨を全身に浴びて、地上では剣士たちが弔いの剣を振るっている。


　中位東ミドルイーストの街の、演習場だった。カタコームに攻め入るための剣楽隊バンドを編成し、訓練した場所である。この雨の中、大勢の剣士たちが己と己が剣の鍛練に励み、一人で黙々と剣を振るい、あるいは賭かけ試合に花を咲かせ、みな足を泥まみれにして濡ぬれている。


　彼らにとってはそれが、弔いと、自分たちが生き残ったことを祝う、最善の行いなのだ。


　ベルも、その中にいた。


　相手は、ガフである。


　二人の剣撃の音色が、ひときわ強く、その場にいる者の耳を打った。


　先のティツィアーノ討伐戦における最大功労者の一人ラブラック＝ベルと、〈剣の国シユベルトラント〉の筆頭剣士シャンディ＝ガフ。この二人の奏でる剣楽の響きは、自然と聴衆を呼んだ。


　賭け試合の類たぐいではないので、声援のごときものはない。が、二人の剣が撃ち合うたびに、溜ため息にも似た感嘆の声がそこかしこで上がった。


　剣はただの鋼鉄の塊ではない。剣という形を得て成長する一つの生命であり、それ自体が一つの花実である。剣士は、剣が奏でる音の中に響く無数のイメージをとらえる力があって初めて剣を振るう資格があるとされ、それは正しく鉱物の声を聞く力があることを意味していた。


　ベルとガフの剣楽に見入る者たちにとって、二人の奏でる剣楽の豊かさはまさに感嘆すべきものであり、そうした優れた剣楽を聞くこと自体が、剣士としての自分たちを鍛練することにもなるのだった。


　それがふと、やんだ。


　ベルが、剣を引いて、意外そうに言った。


「怪我をしてる」


　ガフのことだ。聴衆が目を剝むいた。誰一人として判らなかったのである。


　ベルが剣撃の中に響くイメージを読む力は群を抜いていた。その音を読み、自分の握る剣と一体化することで、撃ち合う相手の心理や身体の状況まで読み取ってしまうのだ。


　これにはガフも、少なからず驚いたようだった。


「痛みはもうほとんどないのでな。まさか気づかれるとは思わなかった」


　そう言って、演習用の胴巻の上から腹をさすった。


「今の今まで気づかなかったよ。どうしたのさ、誰かと剣闘でもしたの？　あんたの利き腕を斬ったあとで横腹突けるやつなんて、そうはいないと思うけど」


　正確に、負傷の箇所を示してのけた。しかもその前後まで言い当てた。


　まさしく才能であり、〈唸る剣ルンデイング〉との深い一体感の証あかしだった。


「……先の戦いで、更に磨きがかかったようだな」


　ガフが呻うめくように言った。隠しごとのきかないことを悟ったか、剣を下げてベルのすぐ前まで来ると、ぼそりと囁ささやいた。


「相手は、カタコームの神官だ。名は、トム＝コリンズ。手て練だれだった」


　無造作な言葉に、がつんと頭を殴られたようなショックがあった。ガフの言っていることがにわかには信じられず、雨に濡れた相手の顔をまじまじと見詰めた。


「なんであんたが……。あれはもう、終わったはずじゃないか」


　ひどく掠かすれた声が出た。脳裏に、洞どう窟くつを出たときの光景が鮮明に浮かび上がった。


　ティツィアーノの赤い空間はらから出たとき、キティは既にいなかった。だから、〈悪アンダードツグ〉の面々と別れ、アドニスの先導で洞窟を出たのは、アドニスとベル、そして左腕を斬り落とされ気を失ったギネスと、それを担ぐ隻眼のベネットの、僅わずかに四名である。それが、百余名からなる大楽隊の、生き残りであった。


　その四名が洞窟から現れるのを見て、それまで入り口を確保することで荒すさみきっていた剣士たちの表情かおが明らかに変わっていた。どの顔も賛嘆をあらわし、洞窟の入り口を確保するために辛酸を嘗なめ尽くしたはずの舞台監督さえ、手ずから四名を迎え、治療に当たってくれた。それほど、この四名の姿は、凄すさまじい戦いの跡をあらわしていた。


　もはや一切の怨恨はなかった。苦痛と悲しみを分かち合う、同胞の意識だけがあった。そしてその意識に触れることで、ベルははじめて戦いが終わったことを実感したのだ。


　あとは報償を受けるとともに、洞窟の中でいかにして戦ったか、その報告だけがあった。


　しかし──


「終わってはいなかったのだ。少なくとも、あの時点では」


　そう告げるガフの態度は、憎らしいほどに毅き然ぜんとしている。


「王の神言は、戦いの予定あらすじを、最終楽隊まで調和されていた」


　ベルは、はっとして洞窟を出た瞬間の光景を頭から振り払った。


「トム＝コリンズは!?　まさか、あんたが……」


「斃たおした」


　微動だにしない声音だった。


　もはや言葉もなかった。頭の中をがんがんと何かが飛び回っている。目がちかちかした。雨に濡れそぼった頰を、熱を帯びた暖かいものが流れていった。


　何も間違ってはいない。全く当然の行いが為されただけだ。そう思うと更に心が震えた。


「……あんたのその剣にだけは、斬られたくないな」


　ぼんやりとにじむ視界に、はっきりとガフの剣があった。


　ガフの表情に僅かな苦渋の色が浮かんだ。


　──EMOCLEW


　王国エモクルウーを意味する刻印スペルを刻まれ、淡紅インペリアルトパーズに透き通る、純粋かつ峻しゆん烈れつなる刃であった。神の樹より直接削り出されたというその剣は、ガフが〈正義トツプドツグ〉の剣士団の筆頭にあって、〈剣闘の間〉を司つかさどる黄牙アイボリーの神官団を束ねる役を負っていることを意味している。


「……カタコームは、最終楽隊をもってしても墜おちなかった。予想通りに。しかし俺は、いかなる場合でも神言に逆らって剣を引くことは出来ない。神官となって剣を封じられた多くの同胞たちを代表し、俺は、剣を振るうことを許されているのだ」


　ガフが言った。ベルのはじめて聞く声音だった。何かに耐えるようでもあり、逆にそれを誇るようでもある、どちらともつかない複雑な響きがあった。


「判ってくれ、ベル。これが、城の主族として生まれた俺の、宿命だ」


　ガフのはじめて見せる嘆願の姿に、ベルがはっとして自分の剣握る手に気づいた。


　その手法はぴたりとガフに向けられ、剣は憤ふん怒ぬの唸うなりを帯びつつあった。


　ベルは激しくかぶりを振った。手の甲で目元を拭ぬぐい、きっとガフを見据えた。


「……私に判るのは、あんたみたいなのが、都市パークの王になるんだろうなってことだけだ」


　ガフが、はっきりと頷うなずいた。王国エモクルウーは、王位を担う者にのみ許される刻印スペルだった。


「そのために、俺は、この国にいる。俺が、自らの〈剣と天秤ジヤステイス〉を試みるために。だから、お前の師にも、またお前のその剣を鍛つくりし者にも、俺は、ついてゆけなかった」


　──同じなんだ。そう、ベルは思った。


　ベルが旅に出ようとするのと、またあるいは、アドニスが神に懐疑するのと、同じ質の言葉を、ガフは今、語ろうとしていた。


　しかし、今のベルにそれを聞く余裕などない。


　むしろ冷ややかにガフを見返し、きつく首を振った。


「あんたが、そうまでしてあの神の樹に身を捧ささげる理由なんて、私には判らないよ」


「ベル……」


「悪いけど、今日はこれ以上、あんたと剣を交わしていたくない」


　きっぱりと言い放つと、くるりと背を向け、歩き出していた。大おお股またである。しかしさすがに数歩進んだところで足を止め、振り返った。途端にちくりと胸が痛んだ。


　独りきり弔いの雨に濡れているガフの姿が、ひどく遠くに佇たたずんでいるように見えていた。


「……その傷が治ったら、また、声をかけてよ」


　ガフが、寂しそうに微笑した。





　背を屈かがめ、うつむいて歩いていた。そのくせ歩調は早い。


　そのせいか、ベルはいきなり出くわした相手に、真っ正面からぶつかっていた。曲がり角である。はっとして顔を上げると、見たこともない女性が顔を押さえて尻しり餅もちをついている。その顔に当てた指の間から、つっと血が流れた。どうやら〈唸る剣ルンデイング〉の柄つか頭がしらが、まともに鼻っ柱を打ったらしい。女性は涙目になって、微動だにしないベルを見上げた。


　月瞳族キヤツツアイズだ。蛍光石ランプを吊つるした街灯の陰からぱたぱたと飛び出してきた蝶ちようを、うっかり手ではね飛ばしてしまった。そんな気にさせる可か憐れんさがある。それが余計にベルを恐縮させた。


「悪かった……うっかりしてたよ」


　手を差し出しながら、ベルは相手の気配に全く気づかなかったことを恥じた。すっかり自分の思いの内に没頭してしまっていたのである。ガフの言によって、


（裏切ってしまった……！）


　その気持ちが、どうしようもなく湧き上がってきていた。


　無論、ベルが何をしたというわけではない。だが、いっときとはいえ共に戦った者たちが、自分はすっかり終わったと思って安らいでいる間も、なお戦い続けていたのだ。自分は何も知らずにいた。そのことがきりきりと胸に食い込んで異様な心の痛みとなっていた。


「街とは、痛みに溢あふれている所ですのね」


　ふいに女性が言った。


　どきりとした。いきなり内心を読まれたと思った。


　だが、初対面の相手に、ベルの感情が判るはずがない。単に、女性が自分で被った痛みについて述べただけだと知れた。


「ああ、すまない。ぼうっとしてたこっちが悪かった。立てるか？」


　しかし女性は差し出されたベルの手を余所よそに自分の手についた血を珍しげに眺めている。はっとするほど柔らかそうな手袋をしており、純白の布地に赤く血が滲にじんでいた。それを、何を思ったか、突然ちろりと嘗めた。


「鉄かねの味がしますわ」


　ベルを見て、屈託なく笑った。鼻から血を流しながら、なんとも嬉うれしげな表情である。


　ベルはあんぐりと口を開け、返答に窮した。


　相手はまだ、街路に尻をついたままだ。


「街を歩き慣れていないせいかしら。私ね、もう何度も何度も転んでいるのよ。人にぶつかったり階段で滑ったり。でも怪我をしたのはこれが初めてなの。びっくりしましたわ。こんな風に鼻から血が出るなんて」


　頰に手を当て、くすくすと笑った。


　再び手を下ろすと、真珠色の白さをほんのりと淡うす紅あかい赤が縁取る蓮淡紅ロータスピンクの体毛に、なんとも間抜けな泥の手形がくっきり染みついている。


　なんという無む頓とん着じやくさか。ふとベルの差し出す手に気づき、泥まみれの手袋のまま、両手でベルの手を握った。相手の体を立たせ、


（仕返しの嫌がらせってわけじゃないよなあ……）


　べっとりと泥のついた自分の手を見て、思う。


「凄すごい。なんて大きな剣なの。あなた、剣士なのね。とてもそうは見えないわ」


　女性は、相変わらず無邪気に笑っている。


「大丈夫か？　他に怪我は？」


　相手の好奇なまなざしはさておき、ベルは手巾ハンカチを出して、自分の手を拭うついでに、相手の顔の泥と血を拭ってやった。血は止まりかけていた。相手があまりに素直に顔を拭ふかせるのに、なんだこいつと思った。従順というのでもない。誰かに拭って貰もらうのが当然といったていなのだ。


（城の主族か……？）


　いわゆる高貴な家柄というやつである。なんでも侍従者がやってくれるし、滅多に城から街へ下りて来ないので、常識を外れた無頓着な人格が形成されるのだ。


「あなた一人なのかい？　傘も持たずに、何処に行こうってのさ」


　乱暴な言葉づかいのベルをむしろうっとりと見詰めて、女性は楽しそうに頷いた。


「初めてお許しが出たの。一人で街を歩いていいって。傘は、城を出る時に持たせられたのですけれど……開き方が判らないので、捨ててしまいました」


　ベルは啞あ然ぜんとした。傘の開き方だって？　判らないってなんだ、判らないって。判らないってことがどういうことか判って言ってるのか。だがそう言ったところで、相手に伝わるわけがなかった。確信していた。この女性はまず間違いなく城の主族の娘だ。恐らく城を支える〈建楽者アート・シンフオニア〉たちの一員なのだろう。いわゆる深窓の令嬢というやつである。しかもこうまで並外れて無邪気で警戒がなく頓着しないのは、よほど重要な役柄を城で与えられているに違いなく、ゆえに籠かごの中の小鳥同然に育てられたせいなのだ。


　うんざりしてベルはちらと周囲を見やった。〈唸る剣ルンデイング〉の助けを借りて持ち前の鋭い感応力を全開に発揮すると、いるわいるわ、このお嬢様の周囲をがっちりと固め、密ひそかに見守っているのであろう気配と視線が、今降っている雨に負けず劣らず降り注ぐようだった。


　一人で歩いていると思っているのは、実にこのお嬢様ただ一人だけなのである。


（いきなり捕まえられたりしないよなあ、私……。罪状は鼻血、とか）


　ベルは真剣に心配した。ただでさえささくれた気分なのに、そんなつまらないことで言い掛かりをつけられては、到底自分を抑える自信がなかった。


「あの、剣士様……？」


「はい？」


　我ながらすっ頓狂な声を返していた。こんなお嬢様に剣士様扱いされるとは夢にも思っていなかった。


「ベルでいいよ。それが私の名前だ」


「あら」


　女性が口元に手を当てた。またもや顎あご先さきに泥がついた。馬鹿かこいつは。諦あきらめきってまた拭ってやると、女性が知った者を見るかのようにベルを見詰めている。


「あなたが、ラブラック＝ベルですのね？」


　ベルは頷いた。ずいぶんと有名になったものだと思った。


　そういえば、ベルのどんな種族にもあてはまらぬ異様ともいえる姿形にさえ、一向に頓着した様子がない。それが、あらためてまじまじと見詰められると、途端になんともいえぬ嫌な気分になる。可憐の代名詞みたいな女性と、異形そのものの自分とが向き合っていることを考えると、どうにもやるせない。


　だが女性は感じ入ったように胸に手を当てると、感嘆の声で言った。


「なんて素敵な方」


　ベルのぎょっとした顔の方こそ見物であった。


「な、な、なに……？」


「とても勇ましく[image: ]り々りしく……さぞ、お強いのでしょうね。シャンディの言われた通りの方だわ」


　ほうっと溜ため息つくように言った。そのまなざしには羨せん望ぼうの色が濃い。


　ベルはあんぐりと口を開いたまま今度こそ絶句してしまった。これはこれで馬鹿にされているとも考えられるが、とにかく相手の無邪気なこと、野に咲く花のごとき心根である。


　くしゅん。ふいに女性が大きくくしゃみをしたのに、ベルははっと我に返った。


「このままじゃ風邪を引くよ。いったん戻って傘の開き方を教わってきたらどうだい」


　いたわるような揶や揄ゆするような、ベル自身どちらともつかぬ気持ちで言った。


　女性はしかし、眉まゆをひそめて首を振った。


「大丈夫です」


　なんともきっぱりとした言い方だった。もしかすると根は案外に強情なのかもしれない。


「さきほど鼻をぶつけたせいで少しおかしいだけです。この雨が、私に仇あだすると考えることはありません。だって私が自分の歌声で呼んだ雨なんですもの」


　ふうん、と頷うなずきかけて、はたと気づいた。


「自分の歌声……？」


　こくんと女性が頷いた。


　呆ぼう然ぜんとした。確かに深窓の令嬢だった。


　弔いの雨は、気象楽者や農楽者、そして建楽者など、実にあらゆる分野の〈演奏者シンフオニア〉たちが集って催される、重要かつ盛大な儀式である。と同時に、ひとつ間違えれば都市パークの農工に打撃を与えかねない、危険で、入念な作業を必要とされる行為だった。


　その儀式全般を束ねる城の歌士団は、並外れた歌楽能力と、天地万物と交感するほどの感応力とを共に有する者でなければ務まらない。全ての〈演奏者シンフオニア〉たちの奏でる音を自分たちの歌に巻き込むだけの力量が必要とされるのだ。


　それを、この女性は、私の歌声で、と言った。


　不ふ遜そんとも聞こえるそれは、まさに歌士団の筆頭に立つ者の言葉だったのである。


「あんた、まさか……」


　そこで更にはっとした。今さっき、女性が口にした、剣士の名のことである。


「シャンディって……」


　女性の目が、ふと思い出したように丸く見開かれた。


「あら、いけない。そうだわ。私、シャンディに会いにここまで来たのだわ」


　そして不安そうに街路を見渡すと、嘆願するようにベルを見た。


「私、すっかり迷ってしまって。どちらに行けば、剣士たちの習い場に行けるのかしら」


　間違いなかった。それでも、確かめるために、訊きいた。


「ぶつかったお詫わびに、私が案内してやるよ。その代わりに、あなたの名前と、シャンディってやつが何者なのか、教えてくれないかな」


　あら、と女性は気恥ずかしそうに頰に手を当てた。


　止める間もなかった。


「申し遅れましたわ。私は、シェリー。剣士団の筆頭を司つかさどるシャンディ＝ガフにお会いしたくて、ここまで来ましたの」


　両頰にべったりと泥の手形をつけながら、城の歌姫はさらりと答えていた。
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　聞けば、正しく歌姫であった。


　名は、シェリー。なんとローハイド王の愛まな娘むすめである。


　幼い頃より歌士として生き、今は全ての歌楽者の筆頭を司る立場にあった。


　そのシェリーが、今はベネットの部屋にいた。


「なんとまあ、厄介な状況を持ち込んでくれたものだよ……」


　隻眼の弓使いは、呆あきれつつも本気で困ったような顔をしている。


「しようがないだろう。ガフはいなかったんだし、あの女ひとに合う服があるとしたら、あんたの所しかなかったんだから」


　水族マーメイドの服装というものは、たいがいが男女兼用である。だがベネットの部屋には特に女性ものが多かった。これは雌体おんなでいた時間がこれまで比較的長かったことを示している。


「私の服をあの方が着ているなどと噂されたらどうなることか……気が重くなるよ。私にも世間に対する面目というものがあるんだよ、ベル」


　ベネットの言葉に、噴き出す者がいた。ギネスである。陽の沈まぬうちから酒杯を手にして陽気に笑っている。


「あなたの場合は面目がなさすぎるんだ、ベネット。街の主族ならいざしらず、誰が城の主族に手を出したなんて思うんだ。見境のなさすぎるあなたが悪い」


　つまり、そう思われてしまうほど、ベネットは恋に愛にと謳おう歌かしているらしかった。


「酔っ払いは黙っててくれ。君には雄体おとことしてのみ生きる水族マーメイドの苦悩が判らないんだ」


　円卓テーブルには二人分の酒瓶と料理がある。ベルがシェリーを連れてやって来たとき、二人は早くも出来上がっていた。城や〈正義トツプドツグ〉の剣士団にある矛盾や不満をあげつらってはおちょくっていたのである。そこへ、当の城の代表者とさえいえるシェリー姫が登場するや、ベネットは哀れむようにシェリーを見詰め、かと思うとギネスはいっそう盛んに笑い声を上げたのだった。要するに泣き上戸に笑い上戸らしい。


　当のシェリーはといえば、今は湯場バスにいた。泥を落とし、冷えきった体を暖めるためである。これがまた、大変だった。


　そもそもベルは、雌体の方のベネディクティンを期待してここまで来たのだが、いたのは酔っ払いの男、二人である。男どもを部屋の隅に押し退のけ、どうにか湯場バスに続く道と一連の小部屋を力ずくで占拠したはいいが、シェリーの言がまた振るっていた。


　自分では服が脱げないと言うのである。確かに複雑な衣装ともいえるドレスであったがまさか脱げないということはないだろうと思い、放っておいた。すると身も世もないか細い悲鳴に何ごとかと部屋に入ると、蜘蛛くも手に絡まれた蝶よろしくシェリーが泥だらけのドレスに捕らえられ、じたばたともがいている。言葉もなかった。


　いっそひと思いに衣服を一刀両断してやりたかったが、こらえて一緒に脱がしてやった。


　透き通るような裸身も露あらわに脱衣場に立つと、ベルが思わずほうっと感嘆した。同性を綺き麗れいだと思ったのはこのときが初めてだった。剣士としての自分とは明らかに体つきが違う。豊満というのではないが、細く柔らかくたおやかで、清せい楚その一語に尽きた。


　同じように、ほう、という賛美の声が背後で上がった。


「おい、こら」


　ぞっとするような低い声で呟つぶやき、振り返って睨にらむ。


　二人の男がすっとんで逃げていった。


　それを追ってゆっくりと部屋に立ち、酔った顔で萎い縮しゆくする二人を睨み据えて言った。


「あんたらなぁ、こっちの部屋に入って来るときゃあ、相応の覚悟を決めてからにしな」


　言葉の半ばで、二人の顔が、へら、と緩んだ。


「ねえベル、これは何に使うんですの？」


　ベルは頭を抱えた。当のシェリーが真っ裸でベルのすぐ傍らに立っていた。


　手に、湯を封じた水晶球を持っている。ベネットとギネスの視線などこの世に存在しないかのごとき羞しゆう恥ち心の欠如だった。一切の身支度を侍従者に任せているのと、日頃から格式と規則に縛られているため、その二つがないところではこうして一切の常識が綺麗に消え去ってしまうのだ。呆れ返って部屋に押し戻しながら答えた。


「そいつは割るんだよ。そうしたら中から湯が……」


「割るんですね」


　いちいち止める間がなかった。あっと思ったときには床にバスタブ一つ分の水晶球を叩たたきつけている。泡の実のかけらを混入した水晶球だった。またたく間に湯煙がもうもうと立ち込め、部屋中の扉の下から湯が溢あふれ出し、一面シトラスの香りと白泡にまみれた。


　ベネットが絶叫した。水晶球も高級品ならば、部屋に敷き詰められた敷布カーペツトなど、アドニスがバンブーの部屋はらに置いてあるものに勝るとも劣らぬ最高級の品である。それが、水晶球の一撃によって一瞬で再起不能に陥った。


　完全に酔いの覚めたベネットと、げらげら笑い転げるギネスを、シェリーが不思議そうに眺め、言った。


「ベル、これでは湯が足りませんわね？」


　ベルは呆然としてものも言えない。


「ベル、君が責任を持って彼女に教えてやるんだ。これは明らかに過ちだ」


　ベネットが今にも泣き出しそうな顔で言った。


「あー……シェリー？」


「はい」


「一緒に入ろうか」


　なんとも嬉うれしそうな顔でシェリーは頷いた。輝かんばかりの笑顔である。その笑顔にべルは完全に負けた。


　とどまるところを知らないシェリーの奇行の末に、ベルは、ベネットとギネスの二人と、席を共にしていたのであった。シャツもズボンもベネットの物である。薄桃色に染まった肌からは、まだ微かすかに湯気が滲にじむように立っている。それをちらちらと覗のぞき込むようにする二人を、どうしようもない奴等だと呆れた。


　更にどうしようもないシェリーは、まだ湯場バスにいる。何が楽しいのか、ベルがさっさと出るのを惜しむように眺め、まだもう少しいると言って出ようとしない。


「とにかく、ガフには私から風聞しておくよ。直接だ。こんなことで筆頭剣士に目をつけられたくないよ、私は。君はあの方と一緒に自分の部屋で待っててくれ」


　ベネットが断固として言った。


「その割にはさんざん覗いてさあ。何が面白いのさ。あんただって半分は女だろうに」


　肩をすくめるベネットに、ベルはふと言わずにおけばよかったと思った。


「私自身には、どうにもしようがなくてね」


　残念そうに言う。カタコームでの戦い以来、自分の意志だけでは女になれなくなってしまっているのだ。男としてのみ生きなければならないというのは、水族マーメイドにとって痛恨の一打であるのだろう。一種の不具者としての負い目と、常に戦っているに違いなかった。


「私も、同じ、一人のベネディクティンなのだけどね」


　そう言うベネットの顔には、一抹の哀しさがあった。ベネットの左目のように、もしかすると本当に、女としてのベネディクティンは死んでしまったのかもしれない。そう思うと、ベルの中でも自然と悲しみが込み上げてくる。どうしてだろう。顔を合わせれば悪態ばかりの、嫌なやつなのに。


「それは、近ごろやたらと、恋だ愛だと見境がないことの言い訳かい」


　ギネスが笑って言った。からかうような口調である。


　眉まゆをひそめてベネットが見返した。


「辛しん辣らつだなあ。君だってあの〈悪アンダードツグ〉の娘にご執心なくせに。近頃は本当にその娘に似て、口が悪くなったよ、君は」


　ベルの脳裏に、あの快活な足長族フロツギーの少女の姿が浮かんだ。


　そしてふと、カタコームの戦いのことを、二人に話そうかどうか迷った。自分たちがすっかり終わったものだと思っていたときにもまだ、彼らは戦っていたのだと。


　そのときである。シェリーが湯場バスから出てきた。


「見て下さい、ベル。私、一人で着られました」


　ベネットの服に身を包んで、シェリーが言った。心底、嬉しそうな顔だった。





　キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉は、この雨の中どこをほっつき歩いているのか、部屋にいなかった。


「あら、シャンディのと同じ家具だわ」


　ベルの部屋に上がるなり、シェリーは懐かしそうに机に手を触れた。


「借りてるんだ。色々とお世話になってるよ、ガフには」


「私も、ずいぶんとあなた方にお世話になってしまったわ」


　ベルはちょっと驚いた。お世話になる、という観念自体、このお姫様には欠けているものとばかり思っていたのである。


「こんな私でも、何かお返し出来ることがあるといいのですけれど」


　まるで自分が恐ろしく無力な存在であるような口調だった。およそ、歌士の筆頭にある者らしくない言い方である。


「唄ってよ」


　ベルが、ベッドに腰かけながら無造作に言った。


「歌、ですか……？」


　今度はシェリーの方が驚いたような顔をした。


「うん。あなたの歌を聴いてみたい」


「でも、何を唄えばいいのかしら。この部屋は何も壊れていないし、柱だってしっかりしてるし……雨をやませるわけには、いきませんし」


　くすりとベルは笑った。いつか自分も、同じようなことをキティ＝〈賢者ザ・オール〉に言ったことがあるのを思い出したからだ。そのときキティは言った。彼かの女は、ただ唄うのだと。


「いいんだ。あなたが唄いたい歌を、聴きたい。たとえそれが何にもならなくても」


　シェリーは首を傾げて、ベルの言葉を理解しようとつとめているようだった。やがて、自分なりの解釈がついたのか、つと背を伸ばし、部屋の中央に佇たたずむと、目を閉じた。


　声が、歌になっていた。劇的ともいえる瞬間だった。それまでただ声であったものが、シェリーの口から歌となって響き出すさまは、無数の音の群を一つにつなぎあわせ、ともに一つの楽に鳴り合わせる、精せい緻ちな糸織りのようであった。


　時に静かに、また激しく、うねりをもって部屋中に響き渡る美しい歌楽の声は、なるほどこれが神の巫女みこたる歌士団を率いる力量かと思わせるほどの出来映えである。


　動くものがあった。目に見えるほどのはっきりとした動きではない。しかし確かに、シェリーの歌声に導かれて、自らの形を整え、現れようとするものがあった。それはたとえば机の材質である木片であったり、床に敷かれたカーペットの糸であったり、おぼろに光る蛍光石ランプの表面であったりした。剣や胸の時計石オクロツクさえ歌の震えに共とも鳴ならせ、ベル自身もまた、肌や髪に冴さざやきを覚えていた。


　形あるものたちよ、その形質の記憶に立ち返り、新たに生まれ出いでよ。そういう意味の歌だった。形という、それだけでは目に見えない意志が、木や石や肉といった質を得て、とうとうこの世に現れた。その瞬間の、喜びと悲しみのない混ざったような、物質そのものの感情を引き起こす歌楽だった。


　それにより、古く朽ちてゆこうとするものは、それ自体の形質の意志によって新たに生まれ変わり、それは決して過去へ戻るということではない。不思議なことに、机についた傷は消えても、そこに傷のあることは一見して判るのである。新品同然になった家具たちの、古い心はそのままに。むしろそこに傷のあったという記憶が、新しく生まれ変わったものたちの帯びる、複雑で沁しみるような雰囲気をつくりだしているのかもしれなかった。


　ベルはじっと聞き入った。いつしか雨の降る音と歌とが溶け合い、うねり、やがてかすれゆき、消えていったと思ったときには、耳を打つのはただ雨の音ばかり。


　しんと静まり返った室内には、疲れたようにふうっと吐息する歌姫の姿があった。


「ありがとう。とてもよかったよ」


「歌をお礼にだなんて、そんな風に頼まれたのは初めてです」


　微笑みながらもふっと肩をすぼめるシェリーに、ベルはなぜかふと哀れみを覚えた。


　そして、ぽつりと、言葉が口をついて出た。自分が言ったことさえ、にわかには気づかぬほど無意識のことだった。


「とても辛つらそうに唄うんだね」


　途端、シェリーの表情がさっと変わった。まるでいきなりベルに剣を突きつけられたかのような、怯おびえにも似た顔になっていた。その顔と真っ直すぐ向き合ったベルが驚きのあまり言葉を失ったほどの蒼そう白はくさである。


「シェリー……？」


　はっとしてシェリーが微笑した。まるで無理やり笑おうとしているみたいだった。


　ベルが不安にかられて立ち上がった。このまま突然相手が泣き崩れるか、気を失うかするのではないかという気がしていた。シェリーの足が僅わずかに退ひいた。


　ノックの音が、二人の間にいつの間にか形づくられていた緊張を破った。


「シャンディ……！」


　ドアが開き、見事な体たい軀くの月瞳族キヤツツアイズがあらわれた。


　ベルは、ほっと肩をすくめた。どうしてほっとするのか、我ながら判らない。


「おお、シェリー、まさかベルのところにいるとは……」


「ごめんなさい。私が無理に押し掛けてしまったの。でもあなたのおっしゃった通りの方でしたわ。強くて[image: ]り々りしくて、そして……」


　ふとベルを振り返った。


「とても深く感じ入るの。怖いくらいに鋭く」


　その顔は、微笑みの底に本当の恐怖を隠しているようにベルには思われた。


「すまなかったな、ベル。お前には色々と……」


「いいさ」


　ベルは手を振って、出来る限り明るく返した。


「私は私、あんたはあんただ。こっちこそ、悪かったよ」


「ありがとう……」


　ガフの手が、シェリーの肩を抱くように置かれた。その瞬間、ベルは、今の今まで一緒にいた相手が、城の主族たる王女であることを、深く理解していた。


　二人が連れ添うようにして部屋を出ていった。


　ベル一人だった。ベッドに座ると、無意識に〈唸る剣ルンデイング〉に手を伸ばし、腕に抱いていた。


　Lin、と音告げるものがあった。


　時計石オクロツクは、紫の刻ソワレへと色相いろを変えている。鈍紫色ヒーザーを示す石に、ベルはわけもなく突然、自分一人が取り残されたかのようなたまらない心細さを感じていた。
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　冷たく透き通る雨の降り頻しきる夕べに、傘もなく佇む者がいた。


　といって、その身は一向に濡ぬれた様子がない。


　足元から頭上まで、〈式フオーミユラ〉が精こまかな演算を展開し、雨の雫しずくを避けている。


　キティ＝〈賢者ザ・オール〉であった。


　その赤い瞳ひとみが、東側の三つの街を囲む壁の一角を、冷ややかに眺めている。


　──ＮＮＯＯＷＷＨＨＥＥＲＲＥＥ……！


　嘆きの声が、繰り返し闇に響き渡った。陽の当たらぬ陰湿な地面が広がり、そこに、影法師どもが群れ集い、妖あやしい叫びを上げ続ける様があった。


　この世の最高最大の法テーマ、〈楽〉から背き、一切の心の光を拒んで闇に蠢うごめく者たちは、あたかも街壁の向こうにいる、彼らの同志となるべき者に呼び掛けるかのようであった。


「煉れん獄ごくの夢にいざなわれし者は、いかに……」


　キティが、ぽつりと呟つぶやく。そのとき、ふと背後に気配が生じた。


「やれやれ、ひとの後ろから現れるのがお好きな御仁だ」


　振り向いた先で、その冷徹な赤い瞳が、壮齢も盛りが過ぎた月瞳族キヤツツアイズの男を映し出した。


　髪の先から指先まで、全身ずぶ濡れである。むしろ雨に冷たく打たれることを愉快と感じているように不敵な笑みを浮かべ、くわえていたパイプを手に取った。ふうっと吐き出した煙は、魔法による幻影まぼろしだ。本物は、もう長いこと味わっていない。


　キティがちらりと男の腰に吊つるされた剣に目をやった。生半可な鍛え方ではない。強きよう靭じんな刃の鋭さが、鞘さやの上からでも伝わってくるような剣だ。


　男が、そのまなざしに応こたえて、言った。


「今はまだ、この剣を抜くことは出来ないのでな。流浪王子どのには、しばしの助力を頼みたい」


「さて、本気で抜く気があるのやら。まったくカタコームやらいう洞どう窟くつでは、えらく酷ひどい目に遭いましたぞ。お蔭かげでいっそう、理由ことわりの少女には、お近づきになれましたがね」


「理由ことわりに対し、懐疑する者がいる。いつか、その存在を要するときが来るだろう」


　男が言った。まるで先の戦いでの依頼を果たした、その礼であるとでもいうように。


　暗号にも似た言葉のやり取りに、キティの赤い瞳が、雨の闇にきらりと光った。形のよい兎唇みつくちに、愛あい嬌きようのある笑みを浮かべ、見ようによってはひどく酷薄な表情になっていた。


「さて……理由ことわりの少女の、神楽します使命は、残り一つ。そは、いかに？」


　キティが、囁ささやくように問う。


「〈機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナ〉は、常にその身を遺棄する剣士を欲している」


「ふむ……かつて伝説の神々が聖星アースを遺棄し、自らその身を滅し砕いたように？」


「そうだ。だが、あの神の樹ユグドラシルは死に至る灰をもって、それを為そうとしている」


「死に至る灰ですか。さて……私のここに、その実物があります、と言ったら？」


　キティがふと、赤いチョッキのポケットの一つに、手を添えた。


「どうやって手に入れたかは知らんが、近いうちに、それを渡して貰もらいたいな」


「さて。これを欲しがる者を、私が邪ジヤと見定めた場合はどうしますか」


「邪ジヤか……。懐かしい、〈硬貨の国デナーリラント〉の言葉だ。この国では、それを〈魔ニドホツグ〉というと。神の樹の根をかじり、枯らそうとする者のことだ。そして、その〈魔ニドホツグ〉をもって死に至り、逆に永遠に死を死のうとするのが、〈機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナ〉なのだよ、流浪王子どの」


　赤い瞳にその身が無防備に映し出されるに任せ、男は影法師の群に目を向けた。まるで隙だらけのようでいて、ともすると小憎らしいほどの威圧感がある。


　キティもまた影法師どもに目を向け、呟くように言った。


「来るべき時代のパラダイス・シフトに、敢えてそのような者を……」


「だが、〈機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナ〉を滅するのもまた邪ジヤや〈魔ニドホツグ〉ではないのか。記録に残る最初のパラダイス・シフトが魔法アンチ・テーマの誕生であることは周知の通りだ。世界は〈魔ニドホツグ〉を召喚することによって変革を成す。そのためにならば俺は……育てし理由ことわりさえ、喜んで裏切ろう」


「しかし御仁、あなたは理由ことわりの少女を希望と呼んだはずではないか。それをどうして」


「さてなあ……教示者エノーラとしての俺の宿命が、そうしろと言っているのかもしれんな」


　男が、ふいに屈託なく笑った。


「希望とは絶望の泥池に咲く花だ。やがて風を媒まかせて飛び立つだろう、風聞の花の名だ」


「あなたの言葉の亡なき骸がらを、風聞する鳥花と……？」


「そうだ。そしてそれはいずれ世界における神言に背く者パラドツクスの先駆となるだろう。あいつが望むと望まぬとにかかわらず……な」


「偏屈ですな。私には判りかねます」


「それでいい」


　男が頷うなずいた。なんとも不敵な微笑を浮かべていた。





４




　ベルはなんとも困った心持ちでいた。


　世の中、面白くないのである。だが、何が面白くないのか、それがよく判らない。


　判っているのは、それが、シェリーの訪れ以来の心持ちである、ということだけである。


　ガフがシェリーの肩を抱いた瞬間、何かを感じていた。だがそれが何なのか判らず、なにやらいたずらに気が塞ふさいだ。こんなことはおよそ初めてのことだった。


　これで王による最後の使命が下れば、そんな気分も一気に吹き飛んだことだろうが、あいにく今は城全体が弔いの儀式の最中であり、それはひと季とき余りにも及んだ。


　細々とした戦闘は日々繰り広げられているが、ガフの言によれば、ベルが選抜されるのは大きな戦闘に限られている。自然と一人で部屋に籠こもるのを避け、ギネスやベネットらと付き合う時間が増えた。だから、はじめにベルが相談したのは、彼らだった。


「恋だね」


　ずばりとベネットが言った。確固とした口調である。


　ベルは、頭を抱えるようにして溜ため息した。


「私がガフに惚ほれてるって？　違ちげぇーよ。それは判るもの」


「いやいや、判るようでいて判らないのが……ねえ」


　ギネスが言った。にやにやと笑ってベネットを振り返る。ベネットも応じて深く頷いた。


　二人とも、酔っている。しかもベルの払いであった。


〈オン・ザ・ロック亭〉に、いた。


　カタコームの戦役ののち、ベルの案内でみなこの不思議な店を知った。とともに早くもいきつけになっている。ときにはキティやアドニスがこの面々に参加することもあったが、多くの場合、ギネスとベネット、あるいはそれにベルを加えた三人で円卓テーブルを囲んだ。


　左腕を失ったギネスと、隻眼のベネットに加え、どんな種族にも当てはまらぬ無形の姿のベルが席を同じくすると、傍はた目めにはつまはじきにされた傷兵者同士の傷の嘗なめ合いにも見える。確かに、腕や目を失うことは、剣士として致命的なことであろう。だが、彼らにしてみればそれは違う。彼らにとって障害は困難であったが、決して不幸ではなかった。


　カタコームの戦役以降、彼らがどのような苦く悶もんと悲しみの日々を送ったか、ベルは知らない。だが彼らと席を同じくするのに、そうしたことを知る必要はまるでなかった。彼らは、自分の力で障害を克服しようとする意志に満ちていたからだ。


　隻腕の脚本者リブレツトギネスは、カタコーム戦役で見せた陣操りに更なる錬磨を加え、徐々に鬼才の評価を獲得しつつあった。その手に握る剣が、指揮剣に変わる日も近いとさえ噂されているのである。脚本者リブレツトから指揮者コンダクターに転向することは、上級剣士としての地位を得ることと同義であった。指揮剣であれば、隻腕であっても振るうことが出来る。その一点にかけたギネスの執念と才能の開花は、今この場で飲んだくれている姿からは想像もつかない。


　それに対し、隻眼の弓使いベネットは、演出者デイレクターとしての腕を磨き直し、かつてのけれんを一切排した堅実一語の結界術を身につけている。平凡とさえいえるその結界には、剣士の命を守る鉄壁の重さがあった。と同時に、ギネスの指示する陣操りについてゆける結界術の使い手など、今やベネットしかいない。恐ろしく堅実で自然体なゆえに、どのような奇抜な陣形にも即座に応じることが出来るのだ。今やベネットが演出を担う限り、負けるべき戦いでさえ死者が半減すると噂されるようになっていた。


　加えて、その超聴覚を駆使した、目ではなく耳で射るその弓術は、闇の中やあるいは壁の向こうの敵さえ射い貫ぬくという。こんな者が、意味もなくつまはじきにされるわけがない。


　そんな二人がだらしなくも飲んだくれ、相談を持ち掛けたベルに逆にからんでくる様子は、むしろベルに少なからぬ誇りの気持ちを与えてくれた。みな、カタコームでの激戦を生き抜いた誇りと、そこで失ったものに対する確固とした意志に満ちていた。決して傷兵者同士の、暗いものを引きずった飲み合いではなかった。


　そのときは、シェリーによって部屋を台なしにされたベネットに対するお詫わびとしてべルが払ったのだが、二人の調子づくこと、ベルの〈唸る剣ルンデイング〉を財貨デナーリに代えさせても支払わせる心積もりらしい。


「さすがの軍師どのにも、この難題はむつかしかろうね」


「さあて、筆頭剣士ガフと、我らが鬼姫ベルを、めでたく結ばせる脚本ほんか……」


　一つ残った右手を額に当て、ううむと唸ってから、おもむろに机を叩いた。


「不可能ではない」


　きっぱりと言い切った。


　ベネットがやんやと喝かつ采さいを送る。


「いい加減にしてくれ……」


　言葉が溜め息で切れた。もう何度も口にしている。二人が本気で言っているのではないことは判っていた。単に、ひとをからかう材料を見つけて喜んでいるだけなのだ。特にベルをからかえることは、彼らにとって何より美味な酒の肴さかなである。容赦がない。


　一晩中でも元気にからかい続けるのだが、別段それがベルにとって不快というのでもない。それだけベルに親しみを持ってくれている証拠であり、それは確かにありがたいのだが、やはりこれでは相談にも何にもならない。


　彼らには、自分の感情は、最後に必ず自分で決着させることが出来る、という信念がある。あとはからかってからかい尽くして、相手にそんな悩みなど笑い飛ばせと教えるのだ。


　だが、自分がいったい何に悩んでいるのか判らない以上、むやみと笑っているわけにもいかない。そもそも、私はいったい何に悩んでいるのでしょう、といった相談を持ち掛けること自体、無理があった。しかし相談せずにはいられなかった。


　ゆえに、二人と飲み明かした次の日には、ベルはアドニスの部屋に足を向けている。


　一日あけても、不思議な孤独感は消えず、ますます募ってゆくばかりだった。


「寂しいと感じる理由だと……？」


　アドニスはそう呟つぶやいて、真剣に考え込んだ。


　とてつもなく難解な問いをぶつけられたかのように、微動だにせず宙を睨にらんでいる。


　この男にしてみれば、自分の感情の由縁を他人に尋ねる、ということ自体、不可解きわまる行為なのだ。それでも、眉み間けんに皺しわを寄せ、懸命に考えてくれる辺りが、ベルに対する親しみの証拠であったし、この男の、意外にも愚直とさえいえる真っ正直さであった。


　実はこの男、ひたすらに真っ直すぐなのだ。それが近頃では、ベルにも理解されてきている。噓がつけない。隠しごとが出来ない。だから、隠さねばならないと思ったことに関しては、愚直なかぎりひた隠す。それこそ、この世から消滅させてしまうくらいに。


　そのアドニスが、今は赤い頭巾バンダナを膝ひざの上に敷き、ベッドに腰かけ、うーんと唸うなっている。


　バンブーの部屋はらの中だ。これまでにもベルはたびたびこの部屋に迎え入れられており、そのこと自体が、ベルをひどく安心させていた。心のどこかがほんのり暖まるような、むず痒がゆいような気持ちだった。相談したことが解決される以前に、相談すべき寂しさの由縁が、徐々に解消されてゆくような気さえした。


「その、お姫様なんだが……」


　アドニスが口を開いた。慎重に言葉を選ぶような口調である。


「原因は、ガフではなく、むしろそのお姫様ではないのか？」


「私があのお姫様に惚れてるってぇ？」


　あまりにもすっ頓とん狂きような考えだった。


　果たしてアドニスは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になって手を振った。


「いい加減、惚れたのなんだのという考えから離れろ。今、凄すさまじい絵図を想像したぞ」


「……説明しなくていいからな」


「口にしたくもない。……いいか、俺が言うのは、お前が、そのお姫様には決してなれん、ということだ」


　嚙んで含めるような言い方だった。


「どういうことさ」


「のっぺらぼう」


　短く答えた。


　それで全て判った。ぐさりときた。要するに、ベルの、自分の外見に対する嫌悪が、原因だと言っているのだった。一理あった。シェリーと並んで立ったとき、異形の自分を痛烈に自覚したのは確かなのだ。孤独感の由縁を全て説明していないにしても、要因の一つには違いないと思われた。


　だがそれを平然と言い当てるアドニスも残酷だ。


「痛いこと言うなー。少しゃぁ言葉に気を付けろよなあ」


「相談したのはお前だろう。文句を言われる筋合いはない」


　しゃらっとしてアドニスが返した。ベルはぐうの音も出ない。


「ちぇ、外見で判断するのは私じゃないよ。特に男はいつもそうじゃないか」


「お前がそう思っているだけだ。俺は気に入っている」


「気に入ってるだって……？」


　笑いながらも、少し、どきりとした。


「俺は時々、耳も鼻もひげも削そぎ落としてお前のような姿になりたいと思うことがある」


「怖いこと言うなあ。なんだよ、それ」


「ただ、そう思うだけだ」


　ふっとアドニスが笑った。自じ嘲ちようというのでもない。不思議なことに、照れたような顔だった。


「それにしても、若齢ユースを半ばも過ぎて、ようやく一人歩きか……」


　腕を組んで、しみじみと呟いた。シェリーのことだ。〈外〉では、幼齢チルドから働き始めることが多々あった。深窓のお嬢様育ちというものが、いまいちぴんと来ないのだ。


　ふと、アドニスの碧あおい瞳ひとみが、ベルに向けられた。


「そういえばお前、齢相としは……？」


　たった今思い出したとでもいうように問うた。


　さあ……とベルも首を傾げるしかない。〈石の卵〉から生まれてから、どれほどの年暦が経ったか、ということは判るが、種族的な成長となると、同じ種族が一切いないわけだから、判りようがない。体毛が生え揃う、耳が立つ、尻尾しつぽが切り離される、水かきが消えるといったこともまた一切ないため、他の種族に当てはめて考えることも出来ない。


「赤齢は過ぎてるんだろう？　もしかしてそれもないのか？」


　これは、子供を産める体になった証あかしのことを言っているのだった。


　低俗な好奇心から来た問いではないのは、アドニスの真面目な顔で判る。


　それにしても遠慮のない問いだった。ベルは眉まゆをひそめて相手を睨んだ。


「そりゃ、あるよ……。面と向かって訊きくことじゃないだろ、馬鹿」


「そうかな。大切なことだと思うんだが」


「大切ってなんだよ。別にお前には関係ないじゃないか」


　アドニスは唇の端にちょっと笑みを浮かべると、至って平然と言った。


「お前、いつか俺の子を産んでみる気はないか」


　一瞬、頭の中が真っ白になった。


「な、な、な……？」


　言葉にならない。咄とつ嗟さに相手の真意を見失っていた。足元がぐらぐら揺れているような気がした。耳のすぐそばで心臓の鼓動が鳴り響き、まるで耳鳴りのようだ。体中がかあっと火照った。そのくせ心の底では乾いているとさえ言えるほど冷静だった。


　沈黙があった。いつかカタコーム戦役の直前に、二人並んで座ったときの沈黙に、似て非なるものだ。静かでもあり、煩うるさくもある、奇妙な気配に満ちていた。


　その沈黙に、そっと声を沁しみ込ませるようにして、アドニスが口を開いた。


「そうすれば……お前のような姿で、俺の子が生まれてくるかもしれない」


　そのときには、ようやく、ものが言える程度には、我を取り戻していた。


「なんだよ、それ。私みたいな姿になりたいって、そういうこと？　子供はあんた自身じゃないんだぜ」


　自然と、口調に辛しん辣らつな響きが込められた。アドニスが涼しい顔でそれを受け流す。


「判っているさ。息子も娘も両方欲しい」


　これは、異種族同士で結ばれた場合、主に男子が父方の、女子が母方の形質を、受け継ぐことが多いことを言っているのだった。


「要するに抱きたいんだよ」


「……お前、どういう気で言ってるんだ、それ」


「伊達だてや酔狂というのではないことは確かだ」


「もしそうだったら、怒り狂うぞ私は」


　睨み据えるようなベルのまなざしに、アドニスがくすくす笑った。憎らしいほどに平然としている。つと顎あごをしゃくって、ベルに返答を促した。


　このときほど、ベルが言葉に窮したことはない。しかし何か答えなければならない。


「……惚ほれたら、いいよ」


　やっとのことでそれだけ答えていた。どちらがどちらに、とは言わなかった。


　だが、アドニスは納得したように頷いた。


「実を言うと、俺にも、いまいちどういう気で言っているのか判ってなくてな……本気であるのは、確からしいんだがなあ」


　にこにこ笑いながら言った。さも愉快な話をしているかのような顔である。なんとも上機嫌だった。


　そういえば、アドニスは最初から上機嫌だった。


　普段なら、そもそもたやすく他者から相談を受ける男ではない。ただでさえ胸のうちを様々なもので満たし尽くし、閉じ込めるようにして押し隠しているところに、他人の思惑や悩みを受け入れる余裕など、あるはずもなかった。


　それが、今日に限ってはいかにも開けっ広げで、窓も扉もないバンブーの部屋はらの中にあって、その心の窓を大きく開け放っているような気配があった。カタコーム戦役から帰還して以来、どこか翳かげを帯びていたのが、噓のように晴れ晴れとした顔なのである。何か、よほどのことがあったに違いなかった。それが何であるにせよ、アドニスを心情の告白のごとき行為へと後押ししたのだ。


　今しかない。そう、ベルは直感した。この時を逃して、アドニスの内面に触れる機会が他にあるとは思えなかった。考えるよりも先に、口を開いていた。


「なあ、訊きたいことがあるんだ。その、お前の剣について……」


「剣……？」


　アドニスが不思議そうな顔で問い返した。


　ベルが神妙な顔で頷うなずくのを見て、ますます怪訝けげんそうな表情を浮かべる。


「剣がどうかしたか？」


「お前、剣を育てられないんじゃないのか」


　直ちよく截せつに言った。ベルにとっては、アドニスと出会って以来の疑問である。口にした途端に、ずしりと心にのしかかるほどの重さがあった。


　一方、アドニスは、驚いたように、しげしげとベルを見詰めている。奇妙なことに、何を言っているのだろう、とでも言いたげな顔である。やがて、ぽつんと呟つぶやいた。


「そうか」


「え……？」


「考えてみれば、そうだな」


「な、なんだよ。答えたくないんなら別にいいんだけど……」


　アドニスは手を振った。


「いや、そうじゃない。そういえば、何も話していなかったんだな」


「は……？」


「いつの間にか、何もかも話してしまったような気でいたんだ」


「なんだとお!?」


「考えてみれば、そんなはずもないのだが……すっかり安心していたよ。本当に、不思議なやつだな、お前は」


　アドニスは真面目くさって頷くと、にこりと笑った。


　不思議なのはお前だ。そう言ってやりたかった。肩すかしをくらうとはまさにこのことである。問い掛けたときの緊張ががっくり抜けて、もはや何を言う気にもなれない。


　つい、ふてくされた顔になってぼやいた。


「勝手に話した気になられてもなぁ……」


　からからとアドニスが大声で笑った。非常に珍しいことである。ひとしきり笑うと、すっと壁に手を伸ばした。ちらりとベルを見たその目に、隠さず話そうとする意志があった。


「バンブー」


　かたん、という音がして、ベッドの脇の壁に、掛け釘くぎと一緒に剣がひと振り現れていた。


　若じやつ剣けんである。腕一つ分の長さで、淡うす青あおい剣肌も瑞みず々みずしい。しなやかな鋼の様子は、鍛えようによっては見事な一品に成長する可能性を思わせた。本来の刻印スペルの下には〈？クエステイオン〉が刻まれ、アドニスの剣盗人たるゆえんを示している。


　その剣が、アドニスの手に取られた。右手だけ手袋を外し、素肌の手が剣を握っている。


「これが、俺の呪いだ。この世に生まれ出たときからの」


　ＥＥＥ……


　ベルのすぐ傍らで、〈唸る剣ルンデイング〉が微かすかに唸うなりを帯びた。


　悲鳴を聞いた。剣の悲鳴であった。アドニスの手に触れられた鉱物の苦く悶もんが、声音にならぬ叫びとなって、ベルの脳裏に響き渡っていた。


「こんなことが……」


　呆ぼう然ぜんとした。


　剣が朽ちてゆく。徐々に剣肌がくすみ、ひび割れ、目に見えて歪ゆがんだ成長を遂げてゆく。


　アドニスの様々な思いが、一つの灼しやく熱ねつの泥流と化し、剣握る手を通して鋼に流れ込むのが判った。凄すさまじいまでの剣に対する感応力である。剣はまさしくアドニスの肉体の一部と化し、それゆえ剣は異常な力の作用を直接に浴び、決して逃れられないのだ。


　──アドニスの触れる思いが強ければ強いほど、対象を激しく腐敗させ損壊させるらしい。カタコームの洞どう窟くつでの、キティの言が思い出されていた。


　鋼の腐敗とともに、アドニスの手にも変化が起こった。正確にはその爪である。剣に対する感応力が増せば増すほど、あたかも爪が錆さびつくかのような色に変じていった。


　赤錆の浮いた五ご爪そうが、剣の柄つかに食い込んだ。アドニスの目に切ない色があった。終始べッドに腰掛けたままで、手袋をした左手は、膝ひざの付け根を強く握っている。


　ひょいとその手が剣を振るった。かあん。乾いた断末魔の音が響き、壁に当たって鋼が折れていた。刃が中ほどから砕け、破片がぼろぼろになって床に散らばった。なんという脆もろさか。たった今まで若い剣肌をさらしていたはずの瑞々しい鋼が、完全に朽ち果てていた。もはや鋼の意志さえ霧消し、正しく亡なき骸がらであった。


「お前の言う通り、俺は剣が育てられない。これが、その理由ことわりだ」


　淡々として言ってのけた。砕けた剣を放り出すと、それが破片ごとふっと消えた。バンブーが処理したらしい。ベルの目に見えないところで、亡骸と化した剣がいったいどのようにして遺棄されるのか。考えると背筋が寒くなった。


「どうして、こんなことが……」


　肌が粟あわ立だっていた。耳の奥で、剣の無言の叫びがいんいんとこだまするようだった。


「旅の呪いさ」


　さすがのベルも、大きく目を瞠みひらいた。





　カタコームは〈正義トツプドツグ〉からも〈悪アンダードツグ〉からも超越した、中立的な聖所である。〈悪アンダードツグ〉がここの地理に慣れているのは、彼らがたまたま同じ〈外アンダードツグ〉の者であるからに過ぎない。カタコームを私利によって侵害する者は、たとえ〈悪〉でも、カタコームの管理者であるコリンズ一族によって撃退される。またカタコームに死者を見舞いに来る者は、たとえ〈正義〉でも彼らによって丁重に歓迎された。


　そのカタコームを、あるとき一人の老いた旅の者ノマドが訪れた。


〈剣の国シユベルトラント〉にはいない種族の者で、コリンズたちは一見してその老人が旅の者ノマドであることを悟ったという。


　死期を悟った旅の者ノマドであった。コリンズと出会うなり、死に場所を求めてカタコームにやって来た旨を告げた。コリンズ一族によって弔われることを望んだのである。その理由の一つが、死告鳥レイヴンの花であった。遺族の数だけ花を咲かせ、死を告げ知らせるために飛び立つ鳥花は、もう決して戻れぬ故郷に残してきた者たちに、かの者の訃ふ報ほうをもたらすだろう。旅に生き、旅に死ぬ者が、最後に求めたものが、それだった。


　葬られる代償として、旅の者ノマドは死ぬまでの僅わずかの間、コリンズ一族に助力することを申し出た。コリンズ一族はこれを了解し、ほんの短期間、ともにカタコームを侵害する者たちと戦うことを約した。


　かの者については、全てが不明である。今では、男であるということ以外、何も判らない。その名も、種族名も、出身地も、何一つとして話さなかった。ただ、旅の者ノマドであった。


　特殊な名づけえぬ武器を使い、戦うことで墓守の礼とした旅の者ノマドは、死期を迎える寸前、戦いの中で死んだ。あるいはそれこそ、かの者が望んだものの一つであるのだろうか。


　暗い洞窟の中、ざっくりと剣で断ち切られた身を横たえているのを発見したのは、当時同じ領域で戦っていたトム＝コリンズであった。アドニスの父である。同じ領域というのは、カタコームの洞窟が幾つかの領域に区分けされていることを指している。コリンズ一族とは、同一種の血族なのではなく、それぞれの領域を守る者たちの総称であったのだ。


　彼がともに同じ領域で戦ったということは、トム＝コリンズにしてみれば、彼もまた一族であり同胞である。悲しみがあった。周囲には無数の剣士たちの遺体が転がっており、これほどの数を相手に、たった一人で立ち向かったのかと思うと、ただ墓守の代償であるというだけでは説明のつかない思いがトム＝コリンズの中で湧き起こった。


　正しく剣友と呼ぶべき男である。夢中で介抱しようとした。だがしかし、助け起こそうとするトム＝コリンズを見て、彼が不思議なことを言った。


「我が血に触れてはならん」


　だがとき既に遅く、トム＝コリンズは血に塗まみれた彼の身を抱き起こしてしまっていた。


　トム＝コリンズの身も、激しい戦闘で、幾つもの傷を負っている。その傷口を媒介して、何かが流れ込んでくるのを、トム＝コリンズは戦せん慄りつとともに感じた。この戦慄の気持ちが、トム＝コリンズを救ったともいえた。かの者の血がもたらしたものは、呪縛と同時に試練であり、一切の恐れを克服して受け入れねば効果を発揮しないものだからだ。


「旅の呪いだ……」


　彼が言った。悲しげな響きが声にあった。


「旅の者ノマドの血によって、呪いが受承される。呪いが祝福に変わることを信じよと、伝えて欲しい……」


　誰に、とは言わなかった。彼は、間もなくトム＝コリンズの腕の中で死んだ。


　彼は約束通り埋葬され、死告鳥レイヴンの種が播まかれた。彼の遺体に咲いた花は、彼が旅で出会った多くの者に向けて、飛び立っていった。


　アドニスが生まれたのは、それから数年ののちのことだ。


　はじめは誰も、その異変に気づかなかった。


　触れたものが朽ちてゆく。枯れる。腐る。誰しも心のどこかで奇妙さを感じていながら、意識の表面にその疑念が現れることはなかった。実をいえばアドニスは幼い頃から、自分の手の異常のことを知っていた。自分では、それを異常だともなんとも思っていなかったのである。みな、普通はそうだと思っていた。だから、誰にも言わなかった。


　それが、誰の心にもはっきり異常だと確信されたのは、アドニスが剣を習うようになってからのことである。並外れた剣の才が、皮肉にも、呪いのかたちをはっきりとあらわしたのだといえた。剣を握ってはじめて赤い錆の色がアドニスの手の爪に浮かび上がっていた。同時に、剣が目に見えて枯れ、朽ちてゆく。


　それを目の当たりにして、父であるトム＝コリンズが、呆然として言った。


「旅の呪いだ……」


　あの旅の者ノマドの、死に際の言葉は、このことを示していたに違いなかった。


　幼齢チルドを終えて尾が自然と切れ落ち、若齢ユースにさしかかるとともに、アドニスは城内民トツプドツグに昇るための試練を受け、見事これを突破している。トム＝コリンズの指示であった。


　アドニスが〈内トツプドツグ〉に入ったのは、ほとんど宿命のようなものだ。


　第一に、聖灰を求めていた。アドニスの手の異常を癒いやすことが出来る薬があるとすれば、聖灰しか考えられなかった。だが聖灰はアドニスの手を癒すことはなく、それはまた、アドニスの手が病気の類たぐいではなく、呪いなのだということをはっきり示すこととなった。


　呪いとはいわば、神の手から逃れる代償として身に帯びる、別次元の秩序である。個人のみに適用される法テーマともいえた。それは癒すものではない。受け入れるものである。受け入れ、克服せねばならなかった。


　だが、受け入れるのは何のためか。これが第二の目的であり、宿命でもあった。旅に出るのだ。生まれながらにして旅の呪いを身に帯びるアドニスが、自分自身の呪いを祝福と変えるすべは、旅の扉を叩たたき、これを開くこと以外になかった。


「俺は、旅の者ノマドになるために生まれた。何のために旅に出るのか、全くなんの理由もないままにだ……。旅の扉を叩き続けるうちに最高階級トツプヒエラルキアまで昇りつめ、いまだに何の意味もつかめないまま、この呪いが他の剣士たちに悟られるのを恐れつつ剣盗人として生き、虚むなしい争いばかりの毎日の中、結局は誰もが自分の生きる意味など判ってはいないのだと悟り、それでも俺は生き残り続け、旅の扉は開かず、そうしてあの神の樹ユグドラシルはいったい何を求めて永遠の生を生きようとしているのだと懐疑するようになっていった……」


　アドニスが言った。恐ろしく淡々とした声音である。その分、アドニスが日常的に激しく感情を煮立たせているのが感じられた。あらゆる懐疑の由縁が、そこにあった。


　いつかの綿猫ポツプスの目をしていた。淡く透き通った疑問する目。不思議がっている。何のために生まれたのか、どうしてここにいなければならないのか。旅に出る理由ことわりさえないのに。


　答えのない問いであった。その問いこそ呪いであろう。望んで受け入れた呪いではない。


　だが、そのときであった。


　ベルは、はっきりと、孤独感の氷解を感じていた。


　シェリーの肩を抱いたガフを見てはじめて自覚させられたとはいえ、それは常に心の底で感じ続けてきたことであったのだ。その正体が、今はっきりと判った。


（私は、旅に出ようとしているんだ……）


　ギネスやベネットの顔が浮かんだ。キティもそこにいた。一人ではない。自分は今、決して一人きりではないのだ。仲間がいた。かけがえのない剣友であった。その者たちを、置き去りにしようとしているのは、むしろ自分の方であったのだ。


（私は、一人じゃないんだ。そのことが、今はこんなに辛つらいなんて……）


　王の前で、旅に出る理由を語ったときのことを思い出していた。自分の由縁を知りたい。自分と同じ種族と出会いたい。自分にも交じり合うことを許す世界の一員になりたい。


　それは何故なら、自分が一人であるからだ。そう思っていた。しかし一人ではなくなったとき、旅に出る決意が揺らいだか？──否。むしろいっそう、旅への思いが強くなっている。これまでは切羽詰まった感情的な部分で旅を求めていたのが、それが今は、より確固とした意志になろうとしていた。


　それは決して、旅を求め続けるあまり、その必要がなくなってのちも、旅を求めなければならないような気になっている、というのとは違う。旅を求めるということの意味が、喜びとして、悲しみとして、あるいは意志として、自覚されようとしているのだ。


「旅に出よう、アドニス」


　ベルが言った。アドニスが驚いたようにベルを見た。


「私と一緒に、旅の扉を開こう」


　無意識に言葉が口をついて出ていた。我しらず、激しい語調だった。


　ふっと、アドニスが目を細めて柔らかく微笑した。


「……なんだよ。嫌ならそう言えよ」


「嫌ではない」


　天井を見詰めた。見果てぬものを見据えようとする目になっていた。


「俺は、生まれてからずっと、旅の呪いになんの意味も見み出いだせなかった。ただ、生まれたときからそうだと言うだけで。ずうっと、旅の理由ことわり、己自身の理由ことわりに、飢えていた」


　乾いた、淡々とした声音であり、それだけ真実味を帯びた、哀切な響きがあった。


　その碧あおい双そう眸ぼうが、ベルに向いた。


「だが、お前が現れることで、何かが変わった」


　そして、くすくすと何かを思い出すように笑った。


「覚えているか、あの綿猫ポツプスを。俺は、お前があいつらに餌をやっているのに気づいて、本当に不思議だったよ。どうして餌をやるくせに飼わないのだろう。そもそもどうして訓練用の綿猫ポツプスなどに餌をやるんだろう。本当にどうして、綿猫ポツプスが膝ひざに乗っているだけで、あんなにも幸せな顔をするんだろう。どうして……自分から呪われてさえ、旅に出ようとしているのだろう……。自分もまた綿猫ポツプスの一匹であるような気さえして、綿猫ポツプスたちの代わりに疑問しているような気になっていた。そして気がついたら、馬鹿なことに、試し斬りにされているあいつらに代わって、本当に殴られていたってわけだ……」


　一拍の沈黙があった。


　沁しみるようなアドニスの言葉が、沈黙のあとに来た。


「……お前となら、旅に出たあとも、色々と面白いことがありそうだ」


　清々とした顔で笑った。
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　最後に、アドニスは自分の上機嫌のわけを語った。


「今日は、馬鹿に機嫌がいいじゃないか」


　ベルが、からかうように言った、その答えである。決して問うたわけではなかった。


「確かめるべきことを、確かめた。それだけで、案外、心は安らぐものなんだな」


　そう前置きして、話し始めた。


　椅子というものの、全くない部屋だった。そうアドニスは言った。荒すさんでいるという意味ではない。むしろ逆である。清潔で、無駄というものが全くなく、その部屋に座っているだけで、自然と心が引き締まるような、心地好い緊張があった。剣士の住まう場所としては、見事なまでの空間の在り方である。ガフの部屋や、バンブーの部屋はらとはまた違った趣向で、なるほどこれが最高階級トツプヒエラルキアにある剣士の部屋かと思わせるのだ。


　部屋の主あるじは、〈剣の国シユベルトラント〉における四大剣士の一人、キール＝ロワールであった。


　キールは四蹄族ケンタウロスである。その馬体に、椅子は無用だった。座るときは、膝をたたんで、直接床に座る。部屋の床は、イグサ編みの敷床タタミで、長方形のそれを並べて敷いていた。


「恐るべき剣撃シユベルトストライヒだ」


　キールが感嘆を隠さず言った。


　目の前に、重厚な黒光りする机がある。その机を挟んでアドニスと対さし向むかって座していた。


　机の上に、縦に真っ二つに断たれた剣があった。枯れかけた剣の肌に、LEGNAの刻印スペルがかろうじて読み取れる。使わす者レグナーの刻印スペル──ティツィアーノの剣だった。


「これをラブラック＝ベルがやったのだとすれば、もはや俺のかなう相手ではない。少なくとも、育てし剣を失った今の俺では、勝てん」


　悔しげに言うが、いかにもこの男らしい、けれんのないさっぱりとした口調である。


　勝てない。そう口にしてはいるが、内心では、それでもなおいかにして勝つか、そのことを懸命に考えているだろうことが傍はた目めにも判る。剣に生きる者としての、自然な姿がそこにあった。たとえ手にした剣をことごとく砕かれようとも、刃の破片を手に、いかにして勝つか、最後の最後まで考え抜くのがこの男の気性である。執念深いのではない。剣に生きる者としての、誠意であった。執念は、ベルとの二度目の戦いで、気持ち良いくらいにばっさりと断ち切られている。そう、キールはアドニスに語った。


「……そういえばお主、先の戦いでの悪い噂が絶えんのを、知っているか」


　キールがふと思い出したように言った。口調に忠告の響きがある。


「さあな。悪い噂は〈内トツプドツグ〉に入ってこの方、絶えたことがない」


　皮肉そうにアドニスが笑った。硬い革の手袋に赤い頭巾バンダナ。一切の表情を覆い隠し、その上で相手の本心を油断なく窺うかがうような、そんな男の姿があった。


「お主、カタコームの出だそうだな。コリンズ一族と言ったか？」


「……ああ」


「そのお主が、コリンズ一族を手引きしたせいで、先の戦いで我々は敗北を喫したのだというのが、噂の内容だ」


　ふっとアドニスが酷薄な笑いを零こぼした。明らかに嘲あざけりの色がある。哀れみといってさえよかった。


「お主は、本気で自分の血族と戦う気でいたのか」


「それが血族の礼儀だ。父や兄弟たちを斬る役は、俺のものだ。誰にも許す気はない。俺は本気で戦うつもりだった。共闘したのは、敵がティツィアーノただ一人と判断されたからに過ぎない。それに、ティツィアーノが死んだ後では、闘う理由も必要も、ない」


　アドニスが鋭い口調で返した。笑みが噓のように消えている。内心を下らぬ好奇心で覗のぞき見られることを、きっぱりと拒む顔だった。


　その様子をじっと見詰めながら、キールがゆっくり首を振った。


「純粋だな」


　揶揄からかいではない。感嘆というのでもない。むしろ相手をいたわるような口調であった。


「あんたがもし俺の立場だったら、同じ結論に達しているはずだ」


「だが、お主ほど、潔癖に剣を振るいはすまい」


「潔癖……？」


「他に、言葉が思いつかん。他者に触れられることを拒みながら剣を振るうのは、辛かろうと、そういうことだ」


　相変わらず、揶揄の響きはなかった。アドニスの不ふ遜そんな態度に、怒った様子もない。戒める気も、なさそうだった。少し困ったような顔で、若齢ユースも盛りの青年と向き合っている。


　あるいは、過ぎ去った自分の若齢の時代を、アドニスを通して見詰めているのかもしれなかった。そういう、懐かしげな目をしていた。


　それは、これまでのキールには決してなかった視点まなざしである。それが現れるようになったのは、ベルとの剣闘でその剣を砕かれてからだと、アドニスは推察していた。


　果たして、キールは言った。


「ついこの間まで、己自身の亡霊に憑とりつかれていた者の言葉だ。敢えて忠言したい」


　真面目くさった顔が、ともするとひょうきんに見えてくるのが不思議だった。


　くすり。アドニスが、この部屋に入って初めて、他意なく笑った。


「笑うか」


　キールもまた、照れたような笑みを浮かべている。


「……あんた、怨えん讐しゆうが消えたな」


「うむ」


「ラブラック＝ベルに消されたか」


「あれは、まさに申し子だ。剣交わすことで、まるで己自身を問われているようだった」


「問われる？」


「今ここにいるお前は、何者だと……」


　言葉が嘆息に変わっていた。


「あれこそ正しく居合いであった。剣撃と並行して、俺の中で過去の自分と現在の自分とが居合っていた。青年であった俺が敗れ、次いで現在の俺が敗れ、残ったのは未来永えい劫ごう、俺であり続ける、今ここにいる自分であった」


　その胸のうちをどのような言葉に変えたところで、直接アドニスに伝わるすべのないことを、もどかしく思うような口調だった。


「ベルとの居合いか……」


　このときアドニスは、心底、キールに羨せん望ぼうを覚えていた。かっとなった。衝動があった。気がつけば、自らその赤い頭巾バンダナに手をかけていた。はらりと、銀がかった白い髪が目の前を横切った。


「俺の中でせめぎあうものがある。確かめなければならないことがあるんだ」


　咄とつ嗟さにキールが顔を引き締めた。アドニスが本題に入ろうとしていることを十分に察している顔だった。あくまで自然な緊張を保ち、いたずらに身を乗り出すことさえしなかった。一拍の沈黙の間も、相手を急せかすことなく、赤い仮面ともいえるアドニスの頭巾バンダナが、音もなく床に落ちるのを静かに見詰めていた。


「試す者エグザミナーと呼ばれる存在のことは、知っているか」


　キールが頷うなずいた。その灰色の瞳ひとみが、ちらりと訝いぶかしげな光を帯びた。


「話には聞いたことがある。剣を砕かれた剣士のもとを訪れる、王の試者だ」


「その通りだ。そして今、俺が、その役を担っている」


　キールが僅わずかに目を瞠みはった。


「全てを話したい」


　そうしてアドニスは自分が剣を育てられないことを語り、それが旅の呪いであることを告げた。最高階級トツプヒエラルキアにあるはずの剣士の、驚きよう愕がくすべき真相であった。だがキールは終始黙もだし、アドニスが言葉を切るたびに、静かに先を待ち続けた。実に見事といえた。


「聖灰を貰もらう交換条件として、俺は、王の試者となることを了解した」


　アドニスが言った。ここからが、真に本題であった。


「聖灰は、自分と家族にしか用いないことが条件だった。そして俺は、聖灰とは似て非なる、試者の灰と呼ばれるものを渡され、剣を砕かれた者を訪れ、〈正義〉と〈悪〉を試して回った」


「試すとは……？」


　キールが初めて口を開いて問うた。


「砕かれた剣が生まれ変わるとき、剣が握り手を試すのだ。この役は、長い間、空白だったらしい。俺の前には、シアンという男が試者の役を担っていたが、あんたも知っての通り、この男はあらゆる軛くびきから逃れてしまった」





「シアン……？」


　ベルが首を傾げた。アドニスの目が、窺うようにその顔を覗き込んでいる。


「覚えていないのか」


　怪訝けげんそうに言う。だが、ベルの事情は既に知っているはずだった。果たしてアドニスは一つ頷くと、すぐに説明してくれた。


「お前の師だった男だ。もともと城の主族で、弟王フアタールの地位にいた男だよ。神官であったが、教示者エノーラとなることで神官の任を解かれ、ついで旅の者ノマドとなることで、この国から逃れた。俺などよりも、遥はるかに強く、この国を懐疑した者の名だ……」


　だが、ベルにはもはや、何の実感もない。ただ漠然とした記憶の断片が、意識の光の届かぬ心の底で、たゆたっているだけであった。


　アドニスは、話を続けた。





「その試者が、今、俺を訪れたということか……」


　キールが自分に言い聞かせるようにして呟つぶやいた。


「では、お主が、ガフに砕かれたティツィアーノの剣を復活させたのだな……」


「そうだ。試す者エグザミナーとして、敢えてあんたを選んだのも、ティツィアーノの剣に関して、確かめたいことがあるからだ」


「〈魔ニドホツグ〉か……」


　キールの目が、机上のティツィアーノの剣に向けられた。


　もはや〈正義〉でも〈悪〉でもなく、神の樹に仇あだする邪悪な存在として抹殺される者の名こそ、〈魔ニドホツグ〉であった。


「ティツィアーノは、復活した剣によって、〈魔ニドホツグ〉に堕おちた。それが、俺がカタコームで得た確信と、そして懐疑だ」


「どういうことだ」


　キールが、視線をアドニスに戻した。その表情は、疑問するというよりもむしろいち早くアドニスの言いたい事を察しているようであった。


「試す、ということの意味だ。復活した剣は、〈魔〉であることを試すのではないか。つまり、握り手を〈魔〉に堕とすための剣と化すんじゃないか……俺はずっと、その逆だと思っていた。剣は握り手の真実の心を試し、それに敗れた者が、〈魔〉に堕ちるのだと」


　アドニスの声には、はっきりと罪悪の響きがあった。もしそうならば、アドニスは知らぬこととはいえ、ティツィアーノを狂乱に堕とした張本人ということになる。それはこの青年の心を、真に脅かす考えであった。その疑念は拭ぬぐっても拭っても消えず、〈魔〉と化したティツィアーノを全力で殺し、本来のティツィアーノを救い出した後でなお強くその精神を圧迫した。そしてついに、〈玉座の間〉の神官団より新たな試者としての使命が下されるに至って、アドニスは全てを確かめなければならないことを悟った。


「あんたの剣を、俺がこれから復活させる。ティツィアーノの剣と、一緒にだ。それが、神官どもの出してきた、今回の命令だ」


　アドニスが言った。淡々とした口調に、苦悩の末の決断の響きがあった。


「復活させた剣がもし、握り手を〈魔〉に堕とすためだけのものであったと判断されたときは……俺が、それを再び砕き、神官どもに一切の是非を問いたい。あんたには、その際、俺があんたの剣を再び砕くことを、許して欲しい」


　キールは黙した。アドニスの嘆願の姿が、紛れもない真実のものであることを察している顔である。そしてそれゆえに、アドニスを不ふ憫びんとさえ思うようであった。


「辛いぞ」


　ぽつりと、キールが言った。


　もし、そうだった場合、それはアドニスが恐るべき罪業を一身に背負うことを意味していた。ティツィアーノの狂乱と、それが巻き起こした全ての悲劇、カタコームの惨劇の数々が、アドニスの心を容赦なく切り刻むはずだった。この青年にとっては、知らなかったではおよそ済まされない事件なのである。


「アドニスよ、王の神言は、常に全ての戦いを予定調和される。自ら〈魔〉を生み出す邪剣をこの世に放つことも、十分、考えられるのだ。全ては神の意志だ。お主が、そのことで心に負い目を感ずる必要は、必ずしもないのだぞ」


　キールの言葉には、慰めと同時に、思い詰めることへの戒めが含まれていた。


　だがアドニスは、はっきりとそれを否定した。


「そうでなければ俺は、あの神官どもと同じ、神の操り人形と化してしまう」


　精神の苦痛は、一個の意志持つ者としての証拠でさえある。そうアドニスは言っていた。


「あんたに訊ききたいのは、もしもの場合、あんたがどうするかということなんだ」


「俺は、王の神言とあれば、いかなる邪剣であろうと、喜んでこの手に握ろう」


　キールもまた、確固として断言した。


　それが、剣を振るうということに対する、キールの誇りであった。邪剣を与えられたということもまた、神に選ばれたことの証あかしである。〈魔〉に堕ちよ。その神言をもって、神に仇なす者として、神のためにこそ戦おう。それこそ正しく〈魔〉の在り方であった。


「駄目だ！」


　アドニスが激しく叫んだ。まるで憤ふん怒ぬのごとき形相である。


「俺は許さん。そんなことは、到底許せない。少なくとも俺が関わるところで、そんなものの存在を、俺は、決して許せない。何より、俺が俺自身を、許せない！」


　言葉があとになればなるほど、哀切な響きを帯びていた。


「砕くか……」


　キールが哀れむようにアドニスを見た。


　復活した剣が、〈魔〉を生み出す邪剣であった場合、砕くも苦痛、見逃すも苦痛、いずれにせよアドニスはたった一人で果てしない罪業の苦く悶もんを抱えなければならない。むしろそうすることによってしか、自分を意志ある者として認めることが出来ないのだ。


　哀しい青年であった。


　果たして、キールが言った。


「判った。ティツィアーノの最期を見届けたお前だ。ティツィアーノへの弔いとして、お前の望むようにしよう」


　ティツィアーノを理由としたところに、キールの優しさがあった。アドニスの負い目を、少しでも軽減しようとする言葉だった。邪剣に操られた哀しいティツィアーノを弔うためにこそ、邪剣を砕くのだ。決して、死者の罪悪をも、その心に負うことはない。だが実にこのことが、そののちの二人にとって、逃れられぬ罠わなと化すとは二人とも気づいていない。


　キールが席を立った。


　しばらくして、砕けた自分の剣を手に、再び席に着いた。


　机の上に、ふた振りの朽ちかけた剣が、並んで置かれた。


〈生き続けた者リヴド〉を意味する、キールのLIVED──


〈使わす者レグナー〉を意味する、ティツィアーノのLEGNA────


　いずれの刻印スペルも、ベルの剣によって砕かれたものだった。そこに、アドニスは無意識になんらかの因縁を感じていた。神の意志とさえ言ってもよい、漠然としたつながりである。だがそのときのアドニスにはそれを意識して考えることは出来なかった。


　懐から、小さな瓶を幾つか、取り出した。


　これまでは一つであったものが、今回に限って、複数、神官団によって渡されていた。加えて、一枚の図面があった。魔法陣を描いた図面である。筆記魔法グラマーとも演算魔法マスマテイクスとも違った、いわば試験魔法エグザミネーシヨンともいうべき特殊な文法式だった。


「この図に沿って、灰を撒まけとの仰せだ」


　アドニスが言った。


　膝ひざ立だちになって机の上に身を乗り出した。砕かれた剣の上に、灰でラインを引いてゆく。神官団にあらかじめ指示された通り、図面を参照しながら、細かく灰を落とすのである。二つの剣を、魔法陣に交差させる形であった。


　聖灰とは似て非なる灰だった。最高階級トツプヒエラルキアにある二人にとっては、それがよく判る。聖灰が、どことなく精練されたような印象を受けるのに対し、今、剣とその周囲に図形する灰は、目も粗く、何かの原料のような印象があった。


　二つ目の瓶が空になったところで、アドニスは赤い頭巾バンダナを被かぶった。髪と汗が作業の邪魔になったからである。それほど細かい作業だった。


　灰が明確な紋様を描き出してゆくのを、キールは黙して見詰めた。その灰色の瞳ひとみが、ふいに驚愕の色に染まった。


　図面通りに灰が撒かれるに従って、目に見えない力が作用し始めたことに二人とも気づいていた。剣士であり、また一通りの魔法の文法式をも習得している二人には、それが間違いなく鋼と試験魔法エグザミネーシヨンとの間に起こった共鳴であることが判る。


「再生の歌だ……」


　図面を読み解くようにして灰を撒くアドニスが言った。形あるものたちよ、その形質の記憶に立ち返り、新たに生まれ出いでよ。そういう意味の歌が、複雑な図面の紋様の中に、精妙に織り込まれているのである。それは城の歌士たちが最も基本とする歌楽であった。


「だが、それだけではない。まるで再生の過程を利用して、他のものにつくりかえようとしているようだ……」


　キールが言った。灰を撒き散らさないように小声で呟つぶやくが、その声が唐突に切れた。


　更に驚くべきことが起こっていた。


　二つの剣が、ばらばらになり始めたのである。鋼の細胞の一つ一つがめくれかえり、崩れたかと思うと、魔法陣の形に沿ってまるで意志ある別の生き物のように動き出していた。


　アドニスの手は止まらない。剣が溶け崩れるその上から、更に灰をふりかけ、ラインとスペルを整えてゆく。その様子は、砕けた剣に対し、あたかも無言の歌を唄うかのようであった。灰によって描き出される音なき歌が、既に意志を失い朽ち果てるばかりとなった剣をばらばらに分解し、それを再び組み合わせる過程で、これまでとは全く違う別の意志を吹き込んでゆくのである。


　最後の瓶が空になった。灰がすっかりなくなっていた。図式が完成したのだ。アドニスはキールとともに、異形の魔法陣を見守った。


　今や二つの剣は一切の形を失っていた。鋼の細胞たちが描かれたラインを食はんでゆく群生の細胞群と化し、図式に沿って灰をその内に取り込んでゆく。それに従って図式が変化し、徐々に何かに向けて収縮してゆく様は、あたかも花が咲き、しぼみ、新たな果くだを結実させるかのようだ。


「見ろ、刻印スペルが……」


　キールが呻うめいた。


　LIVEDとLEGNA、二つの刻印スペルが、ばらばらに分解され、再構成されてゆく。


　変化が早まった。今や二つの砕かれた剣は一つに溶け合い、ぐねぐねと動く異様な鋼鉄の細胞たちの乱舞と化していた。灰はもはや一粒も残っていない。鋼の細胞をある形に誘導するように撒かれた灰は全てその鋼に吸収され、鋼は新たな意志のもと収しゆう斂れんしていった。


「こんなことが……」


　呆ぼう然ぜんとした呟きが、二人の口から零こぼれた。


　なんとふた振りの枯剣が再生され、たった極ひとつの刃の形をあらわしていた。


　重くぶ厚く、長く巨おおきい。恐るべき鋭さに満ちた、苛か烈れつきわまる一品である。見る者の魂を吸い込むかのような漆黒の剣肌には、真紅に輝く刻印スペルがあった。


　──DILLEGNAVE


　LIVEDとLEGNAが分解され、組み合わされて出来た、未知なる言葉だった。


　キールの手が、誘い込まれるようにして、その剣の柄つかに伸びていた。止める間もなかった。はっとなってキールを止めようとしたアドニスの言葉が、感嘆に変わった。


「おおっ……！」


　二人、歓喜にも似た声を上げていた。


　咆ほう哮こうするかのごとき剣の感応があった。まるで力の爆発だった。その剣を握るキールが、思わず顔をのけぞらせたほどの激しさである。まさしく、二つの剣が一つの刃の形に生まれ変わったことの、歓喜に満ちた産声であった。


「福音成す者デイルグナーヴ……滅びし神代の言葉だそうだ」


　キールが言った。剣の刻印スペルの意味だと知れた。


　二人とも、心の底から驚嘆した。剣が自らその刻印スペルをあらわし、握り手に伝えるなど、前代未聞である。それだけでも、この剣が信じ難いほどの意志の強さを持っていることが判る。それを握るキールはほとんど陶酔したといっていい。


「こんな素晴らしい剣が、邪剣だと？」


　すっと刃を机に立てた。かつん。まるで獣が牙きばを嚙かみ合わせるかのような音が響いた。


　同時に、分厚い机が真っ直すぐ両断され、ごとりと音立てて床に崩れた。


　刃の意志だけで斬ったのだ。なんたる鋭さか。アドニスは総毛立つほど感動していた。


「お前の見込み違いだったな」


　キールが笑った。この剣は、握り手を〈魔ニドホツグ〉に堕おとすような剣ではない。剣士としてのキールに無限の力を与えるものであり、その力は決して邪悪さを帯びてはいなかった。むしろ無邪気とさえいえる、力そのものの意志かたちといえた。


　ティツィアーノの狂乱は、決して剣のせいだけではなかったのだ。アドニスは哀れにもそう確信し、涙を零さんばかりに震えた。哀しさだけが残り、懐疑は消えていた。


「たった今、ようやく、俺の中でティトが死んだ……」


　アドニスの硬い手袋をした手が、胸元を抑えた。声が震えていた。


「俺の懐疑とともに……」


　その様子に、キールが優しく微笑した。


「死した剣友が真に弔われ、育てし剣を失った俺が、こうして新たに剣を与えられた。全てはお主の勇敢な決断ゆえだ。感謝するぞ、アドニス」


　はばかりない賛辞に、アドニスはほっと肩を落とした。全身の力が抜けてゆくようだった。キールが剣を握る姿に、ちらりと羨せん望ぼうを覚えることさえ、むしろ心地好かった。





「そんなことがあったなんて……」


　ベルは呆あきれ顔を隠さなかった。そこまでアドニスが孤独に追い詰められていたことなど、話を聞くまでまったく知らなかったからだ。同時に、なんという波乱に満ちた生活を送っているのかと、自分のことは棚に上げて思った。


「キールのやつ、近いうちにまた、お前に剣闘を申し込む腹づもりだろうな」


　アドニスがけろりとして言うのに、ベルは腕組みして唸うなった。


「あの剣を自在に振るうのは至難のわざだろう。だが、あの男であれば必ずそれを為すはずだ。弔いの雨がやむまでには、お前もまた、あの剣を見るだろうさ」


「そんなに凄すごい剣なのか」


「お前の剣と、いい勝負だろう。到底、常人に振るえる剣だとは思えん」


　まるっきり怪物扱いである。ベルは苦笑した。傍らの〈唸る剣ルンデイング〉に手を触れると、まるで今の話に昂こう揚ようしたとでもいうように、微かすかな唸りを帯びている。


「負けないさ」


　それは純粋なる剣楽遊戯になるはずであった。





６




〈オン・ザ・ロック亭〉にいた。


　時刻は紫も深みを帯びた頃である。


　ベルは、はからずもカタコームでともに戦った面々に加えて、意外な面子メンツを場に招いていた。今、席を同じくしているのは、すっかりこの店の常連となったギネスとベネットの二人と、珍しく自分の方からベルを誘ったアドニス、そしてキティ＝〈賢者ザ・オール〉である。カタコーム戦役において最大功労を成し遂げた第一楽隊が、華々しくも一同に集っていた。


　そこに加わった意外な顔とは、なんとシェリーである。


　ローハイド王の愛まな娘むすめであり、城の歌楽士の筆頭を司つかさどり、歌士たちの憧しよう憬けいと賛辞とを一身に集める月瞳族キヤツツアイズの女性であった。


　シェリーがここに加わった次第は、ひとえにベルによった。


　その日、雨は黄ひるの時刻になるとともにやみ始め、時計石オクロツクが赤く染まる頃にはぱらぱらとまばらな雫しずくが水みず溜たまりにはねるのを見る程度になっていた。シェリーが再びベルの部屋を訪れたのは、ちょうど黄と赤の相半ばする頃合である。シェリーは一人だった。右手に傘を持ち、左手には、ベネットから借りた衣服が綺き麗れいに折り畳まれ、サシャンの布に包まれてあった。それを、本当は自分で洗って返したかったのだが、なにぶん不器用なもので、結局は侍女にやって貰もらったのだと、ちょっと悔しげに語ったものである。


「傘は、開けるようになったんだね」


　からかうようにベルが言うと、シェリーは真面目な顔で頷うなずいた。


「シャンディに教えて頂いたの。はじめは本当に難しかったわ」


　何が難しいのかは訊きかなかった。シェリーが自分からさも嬉うれしげに話したからである。


「傘というものは、開くのにとても力が要りますのね。真っ直ぐ持ち続けるのも容易ではありませんでしたわ。風に吹かれ、雨の重みに耐えながら、腕が痺しびれるのにも頑張りましたの」


　傘の柄が滑ったり、重みに耐えられなくなったりと、まるでとてつもない冒険を果たしたかのようにとうとうと語った。ベルの方もそのうちすっかりそれに慣れ、微笑ましい気分にさえなっていた。お互いに話すのは、それが二度目だった。それなのに、いつの間にかすっかり打ち解け、旧ふるくからの友人同士のように会話している。ベルは内心でそれを不思議がったが、口にされる言葉はどんどん親しげになっていった。決してあつかましげではなく、単に遠慮がないというのでもない、自然な親しみだった。どうしてだろう。こんなにも立場が違うのに。そんな疑問も、いつしか相手の無む垢くな態度にかすんでしまった。


　それが、ふとシェリーの顔に暗い影がさしたのは、赤の時刻も半ばを過ぎてからである。


　実にそれだけの間、絶え間なく供応していたのだった。キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉がともにいて話題を提供していたということもあるが、それも、雨がやみ始めるとともにいつの間にかどこかへ行ってしまっている。


「実は……今日、あなたにお会いしたかったのは、尋ねたいことがあったからなの」


　シェリーが言った。その全身が微かに緊張を帯びている。


　すぐさまベルは相手が意を決していることを察した。どんなことを訊かれるにせよ、冗談めかして答えられるものではないだろう。自然と頰が引き締まった。


「先日この部屋で私が唄ったとき……あなたはそれを見て、辛つらそうだと、そうおっしゃいましたわね」


　ベルは微笑して頷いた。笑んだのは、相手の緊張をほぐそうとするためだ。


「私、そんなことを言われたのは、初めてでした。誰もそんなこと……。だって、歌は私の全てなんです。城のために民のために、私は幼い頃から唄い続けてきました。唄えなくなった私など、誰がかえりみるでしょう。それを、辛いだなんて言われては……」


　言葉が震えるようにして消えていった。沈黙が降りた。痛ましい姿だと、ベルは思った。


　理由も漠然としたまま、急に怒りにも似た気持ちが起こっていた。違う。それは間違っている。だが何が間違っているというのか。


「どうしてですか、ベル」


　掠かすれた声だった。切羽詰まった目がベルをひたと見詰めた。


　たったひとことベルが零こぼした言葉が、この才ある歌士をこうまで動揺させるなど、他ならぬベルが仰天し、なおさら相手を痛ましく思っていた。


　この問いには、絶対に答えなくてはならない。強くそう思った。直感だった。シェリーの周囲にいる誰もかれもが、当てにはならない。今ここにいる自分が、これに答えなければならないのだ。だが、どうしてか。答えるとは何か。そんなことがあるのか。そもそも、自分がただなんとなく思ったことが、こうもシェリーにとって一大事となったのは何故か。ベルの頭の中で、形にならぬ思考が渦巻いた。


「ベル……？」


　はっとして我に返った。不安そうなシェリーの目と目が合った。


「お客様ではないのかしら」


　シェリーが言った。一瞬なにを言われたのか判らなかった。


　扉を開くと、確かに客人がいた。なんとアドニスである。ベルが目を丸くするのへ、赤い頭巾バンダナの下でばつの悪そうな笑みを浮かべた。ちらりと部屋の様子を窺うかがうと、


「先客がいたのか……。いや、なに、例の店で食事でもと思ったんだが」


　やけにかしこまって言った。ギネスたちもいるかもしれないし、と言い訳するようにつけ加えている。だがベルには、そんなアドニスの様子に気づく余裕はない。


「それだ！」


　思わず叫んでいた。直感に次ぐ直感であった。アドニスの言う例の店とは、〈オン・ザ・ロック亭〉である。そこに、一切の解答があるはずだった。少なくとも、どうして自分がシェリーを痛ましいと思うか、そこに行けば、ベルにもそれが判るはずだった。


　アドニスが呆ぼう然ぜんとするのを余所よそに、部屋を振り返ってわめいた。


「シェリー！　もしかすると答えが見つかるかもしれない！」


　そして再びアドニスの方を振り向くと、


「でかした、アドニス」


　いつも肝心なとき〈唸る剣ルンデイング〉にするように、相手の頰に唇くちづけていた。全く無意識の動作である。アドニスは衝撃を受けたかのようにふらふらと後ずさり、廊下の壁に背をもたれた。そのときにはもうベルの姿は部屋に消えている。かと思うとシェリーを急せかし立て、あっという間に二人並んで廊下に立っていた。


「なんてやつだ」


　万感を込めて、アドニスが呟つぶやいた。


　道すがら、アドニスとシェリーの互いの紹介を済ませている。しばらく歓談しながら歩くうちに、どこからともなくキティ＝〈賢者ザ・オール〉が現れた。〈オン・ザ・ロック亭〉に行くのだとベルが告げると、キティも喜んで参加した。


　店に着くと案の定、ギネスとベネットがいた。ベルを見るなり手を振って席に誘い、


「シェリー姫もご一緒させる気か」


　ベネットが目を丸くしながら、嬉しそうに席を用意させた。この連中は、城の主族だろうと旅の長耳族ラビツテイアだろうと、一向に臆おくするところがない。たちまち歓談に沸いた。


　シェリーはあまりものを食べなかった。もともと小食なのだそうだが、加えて唄うことに差し障る食べ物や飲み物は決して口にしてはならないという決まりがあった。花茶フラウも喉のどに障るというし、強い香辛料も駄目、酒は飲まず、果乳も体質的に受けつけなかった。口にしたものといえばほとんどスープ一杯とパンの実をかけらばかりとは、風媒花とりの食事かと呆あきれるばかりである。隣に座るベルはまるで自分が大食漢にでもなったような気分だった。といって余計な遠慮をせずに存分に食らうベルを、シェリーがつくづく感心して見詰めた。そのシェリーが、ふとベルに囁ささやいた。


「こんなにも素敵なお友達が、いらっしゃるのね」


　声に果てしない羨せん望ぼうの響きがあった。決して自分の手には届かないとでもいうように、座の賑にぎわいを遥はるか遠くに見詰めていた。


（なんて目をするんだい……）


　ベルの胸中を、怒りにも似た思いがちらりと過よぎった。


「あなたさえよければ、いつでも皆、あなたの友達だ」


　素っ気なく言った。決して優しい口調ではない。だがシェリーは目を見開いてベルを見詰めた。まるで恋する顔だった。頰を上気させて言葉に詰まり、微かすかに震える唇が、たまらない喜びに笑んでいる。


「ありがとう……」


　そっと目め尻じりを拭ぬぐう様子に、座の一同が気づいていながら誰一人として何も言わず、ただ歓談で包んだ。今では誰しも、この寂しき歌姫を招いたベルの真意を判っている。シェリーは目に見えぬところで支えられ、正しく求めているものを与えられていった。むしろ、与えられて初めて、自分がそれを求めていたことを、知ったのだといえた。


「現れましたよ、ベル……」


　キティがベルの袖そでを引いた。


　ようやく来たか。ベルは勢い込んでそちらを振り返った。いた。急いで店員を呼び、是非を問うた。歌が欲しいんだ……そう告げると、店員は渡された財貨デナーリを手に頷いて立ち去った。


「今、歌を頼んだよ」


　ベルがシェリーにそっと耳打ちした。


　燕尾族スワロウテイルの女が、座に目を向けていた。シェリーが振り向く。目が合った。透明な瞳ひとみが、遠くの方からシェリーを見詰めた。引き込まれた。女はシェリーの目に、その求める歌を読み取っていた。それが彼かの女の力であった。今では、ベルにもそれが判った。


　座が、しんと言葉を消した。


　Lone……と女が弦を優しく弾はじいた。それを合図に、店中がゆっくりと静まっていった。期待があった。あらゆる視線が注がれるのに気負った様子もなく、女が黄唇くちびるを開いた。


　歌が響いた。旅の歌である。ベルがキティに聞かされたものとは違い、むしろこの店に集い合う者たちについて歌っていた。この世に在るあらゆる者が皆、旅への理由ことわりを本来的に持っているのだ……そういう歌詞であり、喜びと悲しみの交互に響き渡る旋律だった。


　いんいんと響き渡るそれは、やはり何も生み出さず、むしろそれゆえ、聞く者の心に何か別のものを引き起こしてゆく。それを聞いて、ようやくベルはシェリーの痛ましさの由縁を確信した。どうして、ここに連れてこなければならなかったか、その答えがあった。


　この座に集っている者たちは皆、一人きりである時間が長すぎた者たちであった。


　種族的に弱い立場にあることから、常にその能力を押し隠し、付和雷同を続けてきた者がいる。自分の心を完全に他者の虚像と化すことで自分を失い、二人でいながらたった一人という、幸せにもなりえたはずなのにどこまでも独りであった者がいる。周囲に牙きば剝むき、己の存在をいたずらに主張することで更に孤立を深めていった者たちがいる。


　諦あきらめゆえに、怒りゆえに、あるいはその意志をもって、実に様々な理由から、皆、一人であった。むしろ一人でいることを己の適所ピツチとし、甘んずるより他にすべがなかったのだ。


　そうしたことを乗り越え、一人でいることの大切さと悲哀とを、等しく知っていること。あるいは知ろうとしていること。それが、立場も種族も、意志や能力や求めているものさえもが全く違う、異質者同士のこの集いに、唯一共通するものであるのだった。


　孤独をいたずらに賛美したり、またむやみに否定するのではない。むしろ自然当然と受け入れ、その当然性ゆえに見えにくいものを、しかと見定めようとするのである。


　旅の吟遊詩人トウルバドールが、歌う。彼らは、どこまでもみな一人であった。一人の者として、互いの意志と思いを酌み交わすべく集い合った。いつかまた一人旅立つためである。旅の糧と意味とを変化させ、自ら見み出いだし続けるためである。実に、生きるということが旅だった。彼らは旅に出ずとも旅の者であり、この店の客であった。旅の者の集い合う〈オン・ザ・ロック亭〉の客であったのだ。──そういう歌だった。


　実際に旅に出ようとしているベルや、既に旅の者であるキティの存在こそ、座の一同が等しく旅の者であることを教えていた。送り出す者も、迎え入れる者も、旅する者も、それぞれがみなともに、己の在処ピツチを探し続け、守り続けてゆく旅の者であった。


　それは、神と法テーマが支配する都市パークの「楽」の秩序にあって、そこから抜け出そうとするかのような、危うい心の在り方といえた。だがそれでも、自らの悲痛や苦く悶もんを、都市パークとその法テーマという自分以外の何かに預けてしまうことを肯よしとせず、むしろいかなる苦しみも己の由として平らげてゆく方を選ぶ者たちの、危険に満ちた生の賛歌であった。


　だがそうした生を送るために、いったいいかなる才能が要るというのか。ベルは今ではそれがみな必然な在り方とさえ思うに至っていた。ただ、今ここに居ることに、何の法テーマが必要だろうか。全ては無、無が全てであった。本当の自分を生きるために、偽りの自分をことごとく自ら食い尽くして、何が悪いのか。この店で旅の歌を聴くたびに、そう思うのである。しかしまた、ベルは自分の心の底流にあるそうした考えこそ、自分が野蛮ビーステイと呼ばれる由縁でもあることを、ここに強く自覚していた。


　最後に一つ弦が震え、溶けるように歌がやんだ。


　拍手が起こった。いまだに何も現実に生み出さぬが、いつかそれが心に起こした波紋が、聴く者を何らかの行為へ導いてゆくだろう歌であった。ベルは手を叩たたきながら、果たしてシェリーは何を見出しただろうと思った。それは決してベルと同じものではなく、また言葉にして理解しあえるものではないような気がしていた。それでも互いの思いを風聞することを、今ベルは強く望んだ。


　気がつけば、シェリーははらはらと泣いていた。手を叩くことすら適かなわず、指の隙間を零こぼれる涙に当惑した顔で、席のすぐ傍らに立った旅の女を前に、恥じるように目を伏せた。


「泣くのは嫌い。……卑ひ怯きようです。泣いて楽になんかなりたくない」


　シェリーが、[image: ]りんとして言った。それでも涙は静かに零れた。


　旅の女が、シェリーを祝福するように杯を掲げ、飲み干した。どきりとするほど透明な目で微笑んだ。無言だった。相手が何も応こたえないのをシェリーが不審げに見返した。


「喋しやべれないのですよ。唄うとき以外はね。耳も聞こえません。旅の呪いです」


　キティが、さりげなく説明を入れた。


　その言葉が引き金になったか、今度こそ本当にシェリーは泣き出していた。


　止まらない。その華きや奢しやな身に、いったいどれほどの感情が渦巻いているのか。ただ静かに震え、それでも[image: ]としながら、無心に泣いた。


「私は卑怯です」


　立ち去る旅の女の背を見詰めながら、シェリーが呟つぶやいた。


「どうしてだ」


　アドニスが囁くように問うた。およそ城の貴種に対する口調ではなかった。だが今のシェリーには、むしろそれが優しさとして感ぜられるのを、ベルは知っていた。


　果たしてシェリーはすがるような目をアドニスに向けた。


「だって、あの女ひとは決して泣いたりしないんでしょう。私、自分が嫌いです。同じ歌士として、あの女に嫉しつ妬として、悔しくって、哀しくなって、でも……私にも、まだ泣くことが出来るのだと思うと、とても嬉うれしくなってしまって……」


　くすくすとギネスが笑って、脇にいるベネットに肘ひじを当てた。


「泣くのは卑怯だってさ」


「馬鹿な。断じて違う。むしろ泣きようによっては勇敢さに通ずるものだととられたい」


　ベネットが呆れたように返す。この水族マーメイドには泣き上戸の癖があった。


　そこを更にアドニスが笑いを堪こらえるようにして言った。


「泣きようってな何の謂いいだ。辺り構わず女を泣き落としていることか」


「失敬な。君だって案外めそめそするくせに」


　まるで子供の喧けん嘩かである。ベルがくすりと笑った。それにつられて、シェリーも涙を拭いながら笑った。


「……はて、そういえばベルも、初めてここで歌を聴いたときは泣きましたな」


　いきなりキティが暴言を吐いた。ベルがあわを食うのを余所よそに、にわかに男どもの目の色が変わった。からかう相手が一気にベルに絞られた。ベルが泣くほどだ、お姫様もまんまと罠わなにかかったもんだ。こいつは泣き出すと一人二人ぶった斬るまで泣きやまないんじゃないか。泣きたいのなら僕の胸を貸そう、ただしその剣を床に置いてからにしてくれ。とうとうと三人が代わるがわる言うのだから、実に容赦がない。


「泣いて何が悪いんだ馬鹿」


　いい加減ばかばかしくなって一刀両断すると、それにシェリーが機敏に反応した。驚きよう愕がくしたといっていい。


「あなたも、泣くのですか……？」


　瞠どう目もくして問うた。


　ベルは呆あきれるあまり、なんとなく笑ってしまった。


「そりゃあね。自由に怒るし、泣くよ。そうでないやつほど、自分の感情をどこか余所に預けたまま、取り戻せなくなってるんじゃないのか。神とか民とか、そんなもんに」


　なんとも偉ぶってみせた。半ば冗談である。だがこの歌姫にとっては冗談ではない。まさしく胸を貫く驚天動地の言葉であった。


「感情を、取り戻せなくなってる……？」


　さすがにベルも相手のただごとではない様子を察した。


「すまない、言い過ぎた」


　しかしシェリーは突然ベルの手を摑つかむと、文字通りすがりついてきた。


「私は、必要とされていたいんです。泣いて、誰かに必要とされる者があるでしょうか」


　ベルはちらりと周りを見やったが、皆、肩をすくめて返している。お前が答えろ、というのだ。ベルは小さく頷うなずいて、シェリーのたおやかな手を握り返した。


「そうやってあなたは、誰かを必要とすることを忘れていくんだ」


　呑のん気きともいえる口調だった。


「辛つらいだろうなあ」


　シェリーの目がみるみる涙を溜ためた。顔を伏せようとする手を、ベルが抑えた。シェリーは哀しくうつむいた。涙がはらはらとベルの膝ひざにかかった。か細い返事が、返ってきた。


「……はい」


「もうこれ以上、辛いままでいることはないと思うんだけどさ」


「はい」


「いや、言い過ぎたよ、ごめん」


「はい」


「あー、つまり、必要とされたいのはこちらも同じことで、判るだろ……シェリー？」


　そう言って手を緩めた途端、シェリーが跳ね飛ぶようにして抱きついてきた。


　若齢ユースも半ばを過ぎた歌姫が、ベルの首ったまにしがみついたまま、子供のように泣いた。


「ありがとう、ベル」


　何度もそう繰り返した。そのつど、ベルはシェリーの身に不思議な重さを感じていった。


（この女ひとは自分では全然知らないくせに、こんなにも可か憐れんなんだ……）


　純粋すぎるほど一いち途ずなこの歌姫の涙を、誰がぶざまに思うだろうか。


　シェリーの言ではないが、このときベルは確かに嫉妬していた。シェリーに対して自分の異形を痛烈に意識した。そのくせ喜びや哀れみ、さらには優越感さえ感じている自分を発見して、ずいぶんと複雑な感情をこのお姫様に対して抱いているのだなと、他人ひと事ごとのように思った。


　ふと、いつか養父母と別れたときのことが、思い出された。


　怒りを飲み下し、異形の自分を嚙かみ締め、その上で寂しさをすすれというのか……。あのとき自分はそう思って、ただここに存在するというだけで、どうしてこんなにも貪どん欲よくであらねばならないのかと、歯嚙みしたものだ。


　そして今、異端の自分を頼る者がいて、自分もまた相手を受け入れようとしているとき、なおそれが辛苦の味を帯びているとは……。呆ぼう然ぜんとしたその思いが、いつか旅に去りゆく自分の孤独感とあいまって、シェリーの身をふいに途方もない重さに感じさせるのだった。


（友達、か……）


　その言葉を平らげるのは、思うほど簡単じゃない。


　シェリーの背を優しく撫なでながら、そんなことを考えていた。





７




　何ごともない日々が続いたある日のことだった。


　朝、目が覚めると、一羽の風聞デイールが届いているのを見つけた。


　シェリーからである。先日の礼を兼ね、城の舞踏会に招きたい。そんな言の葉が、送り主に似て可憐な蓮淡紅ロータスピンクの鳥花に咲いていた。


　風聞された花を机に飾り、さてどうしたものかと思案する。と、それに応じて、導き手ガイダンスが早速その膨大な知識をひもとき始めた。


（……舞踏会の行われる〈舞踏の間〉は、〈剣と天秤の間パブリツクオブジヤステイス〉を構成する三つの広間の一つ、上位西トツプウエストにあって紫の刻ソワレを司つかさどる広間だ。そこでは城の建楽を中心に、あらゆる気象楽や農楽の交響が行われ、剣楽と対を成して都市パークを担い、神楽します場となっている──）


「ふうん」


　ベルは素直に頭の中の声に頷いた。近頃ではすっかり慣れっこになっている。さらには、自分に向かって問い質ただすことさえした。


「舞踏会ってな、なんだい」


　何も知らぬ者には、奇妙な独り言をしているようにしか見えない。果たして、もう一人のベルともいうべき導き手ガイダンスは、ベルの脳裏で正確な知識を披露してみせた。


（歌楽士が他の大勢の楽者たちとともに神楽しませ、城の堅固と都市パークの安寧をはかることをいう。剣楽士がここに招かれることは、上級剣士の地位を約束されたに等しい。中にはここを出会いの場として、城の主族と結ばれようとする者も多い──）


「まあ、シェリーのことだから、そこまで考えてやってるわけじゃなさそうだな」


　一人で合点すると、他の者にもこの風聞が届いているか確かめに部屋を出た。


　行き先はベネットの部屋である。どうも相手が同性のつもりで、ここを一番先に訪れてしまうらしい。だが、雌性のベネディクティンはこのときもいなかった。代わりに、ギネスと、そしてなんとアドニスが、シェリーの風聞についてベネットとともに相談し合っている。アドニスの最近の上機嫌さは、すっかりこの男を外交的にしているようだった。


「俺たちは、カタコーム戦略のときの制服衣装グラスウエアを着ていくつもりなんだが」


　アドニスが、お前はどうする、と問うように言った。それが、どうやら三人の相談の内容だったらしい。話を聞いて、ベルは思わず笑ってしまった。


　破れた箇所は破れた通りにつぎはぎし、決死の戦いの跡をむしろ模様として修繕するのだという。返り血や自分の血が染みついて黒くなっているところを、わざわざ金で縁取るなどと悪趣味なことを言っている。それが本気であることは三人の顔を見れば明らかだった。王に対する無言の批判となるのは確かだが、それ以上にこれは三人の諧謔ユーモアでもあった。


　どうせお偉ぶった、主族やら貴種の者たちが集う場所である。階級はどうあれ一介の剣士が王女直々の風聞を受け取ったとなれば、相応のやっかみを覚悟せねばならない。


　それを、むしろ逆手にとって遊んでやろうというのである。アドニスはともかく、隻腕のギネスと隻眼のベネットがそれを着れば、猛烈な修羅場をくぐった者の姿が、無言の圧迫となって周囲を威圧することになるだろう。下手なことを言えば即座に剣を抜くかもしれない。そう相手に思わせられれば上出来である。一種の道化といえた。


　いたずらというか、茶目っけというか。戦いなどとは無縁な〈舞踏の間〉でそんな恰かつ好こうをすれば、恐ろしく目立つだろうという、ただそれだけの動機のようにも思われた。


「要するに、お前みたいに、野蛮ビーステイな扱いをされてみようというのさ」


　アドニスがにたりと笑った。


「馬鹿」


　ベルは呆れ顔で返した。内心では、ちょっとそれを羨うらやましがっていた。


　衣装に関しては、ベルだけ違う風聞がされていたのだ。シェリーがいうには、舞踏会でのベルの衣装はこちらで用意したいので、平素の服装で城に上って貰もらいたいとのことである。どうせろくな衣装を持っていないのだろうという皮肉にも取れる言葉だが、シェリーにそんな気が毛頭ないことは判る。ひとえに、そうしたいのだ。それは、〈オン・ザ・ロック亭〉に連れていったお礼というよりも、むしろ姉妹のごとき親しみによっていた。


「主催者のお姫様にしてみれば、お前みたいな男装馬鹿は、場持ちが悪いんだろう」


　またアドニスがにやにや笑った。こちらの方がよほど着飾るのが下手なベルを皮肉っている。


「別に男の恰好をしてるんじゃないよ。この方が性に合ってるだけさ」


　ベルがちょっとむっとして言い返す。


　それに対して、今度はベネットが溜め息するように言った。


「でも、お姫様の気持ちも判るよ私は。つい、こう……いじってみたくなるものねえ」


「うむ。判る判る」


　ギネスが迎合して笑った。


「何考えてんだお前ら。いやらしいなあ」


　ベネットが手をわきわきさせるのを見て、実際に触れられているような錯覚を覚えて鳥肌が立った。べえっと舌を出し、指一本触れさせるものかと腕組みして斜しやに構える。その様子に、みなが爆笑した。本当によく笑うやつらだ。そう、自分も笑いながら思った。


　そしてふと、カタコームの衣装というのが気になった。


（こいつら、実は知ってるんじゃないのか……？）


　カタコームでは、自分たちが終わったと思っている間も、戦いは続けられていたのだ。


　もしやと思い、意を決してそのことを訊きいてみたが、なんとその答えがまた振るっていた。


「知っていたのか……」


　むしろアドニスの方が、驚いたような、済まなさそうな顔をしているではないか。ギネスやベネットも同様である。これまた肩すかしを食わされた気分である。がっくりきた。


「お前は、知らない方がいいと思っていたんだが……」


　アドニスが言い訳がましく言った。考えてみれば、いくら〈殻バンブー〉に閉じ籠こもりがちだったとはいえ、最高階級トツプヒエラルキアにある者がそれくらいのことを知らないはずがなかった。


「なんだよ。悩んでたのは私だけってことかよ」


「いや、済まん」


「水臭いのは判っていたんだけど……」


「悪かったよ、ベル」


　三人が次々に謝るさまは、なかなか痛快なものがある。つい調子に乗った。


「そういえば、ガフがそのことで俺に話があるらしいと、風聞の中にあったな……」


　ふいにアドニスが思い出したように言った。無論、話をそらすためである。だがベルは思わずぎくりとした。


「ベル、お前、ガフから何か聞いてないか」


「さあ……本人の口から聞いた方がいいんじゃない」


　つとめて平静に受け返しながらも、ベルは胸中に騒ぐものを感じていた。


　十中八九、ガフが話そうとしているのはアドニスの父親のことであろう。


　ガフはアドニスの父トム＝コリンズと闘って、これを斃たおしている。


（それは知らないのか……）


　確信した。なんとも微妙な貝合である。しかしそうなるとベルには何も言えないし、何も出来ない。せいぜい、ガフとアドニスの間に起こるだろう波風が激しくならないことを祈るばかりである。


（お互いに、余計なことを言わなければいいんだけどなぁ……）


　信念の置き場所が、ガフとアドニスでは違い過ぎた。


（でもまぁ、今しかないだろうな）


　それほど最近のアドニスは上機嫌だった。だがそれがかえって災いの種にならないとも限らない。躁そう鬱うつの差の激しいアドニスである。ガフとのやりとり次第では、これまでの上機嫌さゆえに、むしろ恐ろしく落ち込むかもしれなかった。あるいは逆上するだろうか。


　ベルの内心を察してか、ギネスが、どきりとするようなことを言った。


「ガフか。〈舞踏の間〉で、筆頭剣士と喧けん嘩かになるかもなあ、アドニス？」


「ふん。相手に不足はないな」


　二人とも、声に楽しむような響きがあった。


「やめようよ。シェリーの面目を潰つぶしたいのかよ」


　ベルが暗い顔をして言った。自然と口調が厳しくなっている。


　だが三人とも言って聞く相手ではないのは、ベネットが笑って尋ねたことで明白だ。


「もし喧嘩になったらベル、君はどちらを応援するの？」


「馬鹿っ」


　低い声で詰なじった。男なんてみんな子供だ。ひとの気も知らないで。いざとなったら全員、自分の剣で仕置きしてやる。


　殺気にも似たその気配が伝わったのか、三人とも、いたずらを咎とがめられた子供のように肩をすくめた。そのくせ顔は笑っている。懲りないやつらだ。


　ベルは深く溜ため息を吐いた。





　赤から紫へ。時刻の移り変わりとともに、〈舞踏の間〉の扉が開かれた。


〈玉座の間〉とも〈剣闘の間〉とも違い、観客席というもののほとんどない広間だった。


　足を休めるための豪華なベンチが広間の縁に沿って並んでいるだけで、中央は全て広大な舞踏の場となっている。巨大なシャンデリアの吊つるされた天井、壁、柱のことごとくが明滅する刻印スペルとはめこまれた無数の時計石オクロツクとで、絢けん爛らんの一語に尽きる様相であった。


　舞台は上下に二つ、高い方はテラスのようになっており、歌楽士たちのいわば先陣が早くもそこに控え、厳かに国の〈剣と天秤ジヤステイス〉を謳うたう歌を披露していた。そこにシェリーの姿はいまだない。異様な風体のアドニスらが早くも広間中の注目を浴び、賞賛と侮ぶ蔑べつの相半ばする声が囁ささやかれているとき、ベルは控えの間でシェリーとともにいた。


　むしろそこで、アドニスら以上に、賞賛されかつ侮蔑の視線を浴びているといえた。


　ベルが、王女の印スペルの入った花弁を見せ、〈舞踏の間〉を司つかさどる神官に案内を乞うたときから、それは始まっている。


「ラブラック＝ベルだ。シェリー王女の招きにより、馳はせ参じた次第」


　まるで戦場に呼ばれたかのようなベルの口調に、神官は紫の仮面の奥でたじろいだようだった。〈舞踏の間〉の神官は、衣もマントも紫である。そしてなんとみな、女性であった。これが、ベルに対する反発と賛美の両極端の由縁ともなった。同性同士で特に感情が剝むき出しになりやすいのは、男でも女でも変わりはないようだ。


　最初にベルが声をかけた神官は、体格からして、幼女ともいえる齢相としらしかった。実際にちらりと仮面を外し、ベルの外貌かおをじっと見詰めた月瞳族キヤツツアイズは、まだ尾が切り離されていないのではないかと思われるほど幼げな顔立ちをしている。


　ベルがにっこり笑いかけると、途端にぽっと頰を赤らめ、慌てて仮面をつけ直した。


「姫様はこちらに御座います。どうぞ……」


　おずおずと手招きし、ベルを連れて歩いた。控えの間に入るまでも、また入ってのちも、ベルは注目されっぱなしである。何せ背に負っているものが桁けた違ちがいに巨大だった。どんなときであれ、ベルに〈唸る剣ルンデイング〉を手放す気はない。常に一心同体のパートナーである。それが、異様な迫力となって周囲の見聞を湧かせることなど、およそ歯し牙がにもかけない。


　控えの間に入るなり、幼い神官の少女を詰る者がいた。途端に少女がしゅんとなった。


「私の声も待たず、勝手に案内するとは何事ですか！」


　やけに甲高い、ベルの嫌いな類いの声だった。どうやら年長の神官らしい。これもあっさり仮面を外し、まるで髪飾りの一部のように頭上に被かぶせたところを見ると、紫の神官たちは他の広間の神官に比べて仮面に対する自由度が高いのかもしれない。


「あなたは？　ここが何処であるかお判りの上で入っていらしたのかしら？」


　今度はベルに向き直って、冷ややかに言い放った。嘲あざけりを隠そうともしない。


　ベルは無言で、王女の印スペルの入った花弁を見せた。


　その様子が相手には尚更気に食わなかったらしい。きっと目め尻じりが上がった。


「それは、あなたのような無頼者が持っていてよい物ではありませんのよ。それをどうやって手に入れたか、詳しく話して御覧なさい」


　なんと盗人扱いをした。もしかすると内心ではベルの招待に察しがついているのかもしれない。本当に王女からの招待であっても、そうだからこそ尚更、気に食わないのだ。今のうちにたっぷり詰っておこうという気配が見え隠れするような気がした。招待の真偽が判明してのちも、謝罪一つせずに知らなかったで済ませればいいのだ。むしろ自分は義務を果たしたとさえ言い兼ねない。果たして壮齢女の月瞳族キヤツツアイズは執しつ拗ようにベルをねめつけた。


「無用！」


　一喝した。幼も壮も同じくびくっとあとずさった。一瞬、控えの間全体が沈黙した。


「シェリーに会わせて貰もらおう。それで事は済む」


　わざとその名を素のまま呼んだ。壮齢の女が目を剝いた。わなわなと唇が震えている。


「なんと野蛮ビーステイな……」


「確かに私は介者だ。粗にて野ではあるが、しかし卑ではない。覚えておけ」


　高らかに、唱えるように言った。事実、控えの間全体に言い放ったつもりだった。ベルにしてみれば、この程度のやっかみなど慣れたものだし、もはやいちいち相手にしたり気に病んだりするつもりもない。都市パーク向けの言葉遣いも、慣れたものだった。


「案内、感謝する」


　少女の神官に一礼した。なんとも礼儀に満ちた、颯さつ爽そうとした所作であった。一瞬、少女は仮面の奥でぽうっとなって痺しびれた。


　そして、さっさと二人の神官から離れると、


「シェリー、いるかぁ！」


　大声で呼んで歩き回った。無頼といえば無頼きわまりない。だがその態度は、礼儀を尽くすべき相手は自分で選ぶという意志に満ちていた。これで、その場にいる面々の態度は両極端に二分された。賞賛と侮蔑である。いずれにせよベルの知ったことではなかったが。


「ここにいますわ」


　くすくす笑う声がした。


　振り返ると、きらびやかに着飾ったシェリーがいた。この女性はどうしてこれほど着飾ろうとも清せい楚そな印象を失わないのだろう。ベルが最初に思ったことはそれだった。


　さっとシェリーが手を振り、付き添う神官たちを下がらせた。


「あんまり大きな声で呼ぶんですもの、私、嬉うれしくなっちゃったわ。もうしばらく身を隠して呼び続けて貰おうと思ったくらいよ」


「なんだよ、意地が悪いな。最初に入ってきたときにもう気づいてたんだろう？」


　シェリーはちろっと舌を出して首をすくめた。嫌味のない自然な動作で、なんとも憐うい。


「ふふ、こっちにいらっしゃいな、ベル。あなたに着て貰いたい衣装があるの。決して、逃がしませんからね」


　ベルの内心を読んだような顔で、手を取った。ベルをいじめようとでもするように、また別の、歌楽士たちの衣装変えの間に、問答無用で連れてゆかれた。


　二人の姿が消えた途端、控えの間は笑いと賛美と屈辱と怨えん恨こんにさんざめいた。実に花が咲き乱れる様にも色とりどりといったていである。


「これ……」


　と言ったまま、ベルは絶句してしまった。


　大きな鏡の前に立って、脇から純白のドレスを胸元に当てられている。


　ドレスを手にしているのは、水族マーメイドの衣装師デザイナーであった。見覚えがあると思ったら、カタコーム戦役のとき、腕によりをかけてベルの衣装をしつらえた女性である。聞けば、アドニスたちの今日の衣装も、彼女がわざわざ修繕したという。あそこまで着込んで貰えるとは、衣装師デザイナーの冥みよう利りに尽きるとさえ言った。


　その衣装師デザイナーがふむふむと頷うなずき、あれこれベルの身にあてがいつつ選択していった。


「丈は丁度良いようですが、これに合わせるのは彼女の場合はこれの方が……」


「素敵だわ。でも、こちらの方がよろしいのでは？」


「ええ……ですが姫様、髪のことを考えるとこの色では」


「あら、そうねえ」


　二人とも、難しい顔をしたり、ぱっと顔を輝かせたりと実に忙しい。何対あるのか数知れぬ手袋、雑多な貴金属、様々な靴に髪飾り、爪を塗り、頰に朱を刷はき、唇に紅を引いては、無数ともいえる小道具の山を片っ端から合わせてゆく。


　その二人に挟まれて、ベルはかかし同然に突っ立つばかりであった。呆ぼう然ぜんとしているうちにどんどん自分が飾られてゆく。言葉を挟む余地もない。僅わずかに、シェリーが呼び掛ける言葉に反応するのみである。


「これはあなたくらいの齢としに、私が着ていたお気に入りのドレスなの。とても似合うわ」


「ありがとう」


「ねえ、これ素敵でしょう。あなたの手にぴったり合うわ。指輪は、これが一番ね」


「……うん」


「本当に綺き麗れいな髪ね。銀を使えばもっとよく映えるわ。耳もそれに合わせましょう」


「……ああ」


〈唸る剣ルンデイング〉は既に背から下ろされ、楽屋の隅に慎重に置かれている。その剣身が、ベンチを串くし刺ざしにして床にめり込んでいた。大事な剣だからとわざわざベンチに置かせられたのが、剣の超重量でそうなったのである。お蔭かげで恰かつ好こうの剣掛けになっていた。


　もし剣が倒れでもしたら大騒ぎである。誰一人としてそれを持ち上げられないし、動かすことさえ出来ないからだ。万が一歌楽士のやわな足の上にでも落ちて来たら骨が粉々に砕ける。ベンチの一つなど安いもので、それを貫く様子はいかにも鞘さやに収められたという感じがして、楽屋にいる者たちを安心させていた。


「絶品です」


　やがて、衣装師が、自分の成し遂げた仕事に満足したような声を上げた。


「本当に素敵だわベル、まるで白鳥の花のよう」


　すっかり着込まされた鏡の中のベルを前に、シェリーが心の底から感嘆の声を上げた。


　ベルはもはや絶句している。疲労困こん憊ぱいの状態だった。ただ突っ立っているだけでこれほどまでに疲れたのは初めてである。だがその甲斐かいあってか、ベル自身、馬子にも衣装だと我ながら呆あきれるようなむず痒がゆいような気持ちになるほど、冴さえるように映えた姿だった。


「確かに、鳥になったみたいだ。足元がふわふわする」


　言外に、剣を背負っていたいと願い出ていたのだが、シェリーには通じなかった。


「身軽さは舞踏に役立つわ。今夜は楽しんでいって下さいね」


　そのときふいに神官たちがシェリーを呼んだ。


　実は先ほどからしつこく呼んでいるのだが、シェリーが半ばそれを無視してベルにつきっきりになっているのだった。ただでさえ歌士を率いる多忙の身である。ガフと同じく、本来ならば、こういった場で個人的な付き合いに没頭している場合ではなかった。


「行きなよ、シェリー。私はもうこれで十分だよ」


　ベルの言葉に、シェリーはむしろ寂しそうに眉をひそめた。つい先ほどまで姉のようにベルを着せ替えていたのが、いつの間にかシェリーの方がベルに甘えていた。ベルがにやっと笑うと、そのことに気づいたか、ちょっと赤くなった。


「さっきね、ベル、あなたが怒鳴った神官ひと……いつでも私に唄いなさい唄いなさいって言うのよ。どんなに沢山、大声で唄っても、やめさせてくれないの」


　囁くようにシェリーが言った。


「きっと自分が唄えないからなのね。でも今度からは、あなたを見習うわ」


　くすりと笑い、ふわっと翻るようにして退出していった。


　ベルは苦笑した。ちらりと鏡を見やると、純白の花のごとき可か憐れんな自分の姿に、もう少しで爆笑しそうになった。悪い冗談だ。地べたを駆け回る狼が、白鳥の羽を貰ってどうするってんだ。そんな風に思っていた。





〈舞踏の間〉に入った瞬間、恐るべき浮遊感が襲った。文字通り足元をすくうかのようだ。大地との結び付きの稀き薄はくさを、否応なく自覚させられた。なんともぎこちなかった。


　これで傍らにアドニスがいてくれたら、それだけでずいぶんと気が楽になるのだろうが、それも叶かなわなかった。


　アドニスは、軽く酔っているようだった。


「鳥の花のようだな。実にうまそうだ」


　一目見るなり節操のないことを言って、脇腹にベルの鉄てつ拳けんを食らっている。


　その直後、すぐにガフがやって来て、ベルに対する挨あい拶さつが済むと、さっさとアドニスを連れていってしまったのだった。


　ギネスやベネットはといえば、それぞれなりのやり方で周囲をざわめかせ、また女性に囲まれてと多忙の様子である。ギネスは隻腕の姿で器用に膝ひざに皿を載せ、実にうまそうに料理を食らい酒を飲んでいる。だらりと左の袖そでが垂れ下がったその姿は、隻腕の無残さなど微み塵じんも感じさせず、むしろ道化の明るさに満ちていた。自然と周囲に剣士や戦に興味のある貴種の人々を集め、共に食らい、飲み、指揮や脚本の話を披露している。


　一方、ベネットはその隻眼にいくばくかの憂愁をあらわし、お涙頂ちよう戴だいの仕し種ぐさでその手の男が好きな女性を集めている。ぽつりぽつりとその傷の由縁などを話したりして、着実に相手の心を惹ひかせているのが傍はた目めにも判った。判ってて騙だまされてるんだろうなあ。ベネットの周囲に群がる女どもの気持ちを考えると、ついそんな気がする。


　どっちもどっちだ。勝手にやってろ。ベルは幾分ふてくされてぶらぶらと一人で歩いた。


　なんと驚いたことに、ベルに声をかける男は一人や二人ではなかった。ことごとくが踊りや酒杯に誘い、中には表のテラスに出て夜風に当たろうという者さえいた。なんとまあ、もう少し相手を選べよ。思わず忠告してやりたくなる。最初のうちはそれでも礼儀を失せぬよう丁寧に断っていたのだが、徐々に無礼な輩やからも現れていた。それにも、もうすっかり慣れたものである。


「ほう、其れが件くだんの剛剣使いの女か。剣砕きの異名もあるとか。噂によらぬ細腕だ」


　いきなり手を握ってくるのに応じて、すっと寄り添い、花の咲くように笑いかける。


　互いの息がかかるほど近づき、体を預けるような素振りを見せると、途端に相手の顔がだらしなく緩んだ。男ってやつぁ本当にどいつもこいつも子供だ。握られた手で軽く握り返すと、すぐに男の顔が真っ青になった。猛烈な劇痛に目を剝むいている。離そうとしても一向に離れない。ついには手首全体の骨がぎしぎし軋きしみ始めた。これ以上握られ続ければ確実に手が砕ける。恐怖が男を支配した。ベルは相変わらず初々しく微笑んでいる。


　男が絶叫する寸前、ぱっと手を放した。男はふらふらとあとずさり、床に尻しりをつけるのをかろうじて堪こらえた。


「私に触れるんなら、腕の一本は覚悟しとくんだね。食い殺すよ」


　呆然とする男に向かって、ベルがにこりと笑んでみせた。


　これに痺しびれた男、挑発と受け取った男は数知れない。同じくらいの数の男がなんて野蛮ビーステイな女だと侮ぶ蔑べつし、ここでも実に両極端な評価を受けていた。まるで中間というものがない。


（ああ、うっとうしい）


　ベル自身は、いかにも涼しげである。どうせつまらぬ好奇心が動機で近づいてくるような男どもだった。その外貌かおや異常な出生、手にする剛剣、波乱に満ちた生……好奇の対象になるにはベルは十分過ぎた。ともに踊ることに応じたところで、低俗な話題の種にされるだけである。相手の甘い口上など、ともに剣振るう戦場での痛切な駆け引きに比べれば、見え透いた戯ざれ言ごとに過ぎない。何もかも、馬鹿馬鹿しいことこの上なかった。


　ふわふわとした浮遊感はおくびにも出さず、つまりは相手に一片の弱みも見せず、付け入る隙の全くないまま、飄ひよう々ひようとして待った。何を待つというのか。具体的なことは判らない。ただ待った。待つ相手はシェリーである。どうして彼女が自分たちをここに招待したのか。その意図を見極めなければならなかった。


　といって、おおよその見当はついている。シェリーが歌士団とともに、上部の舞台のテラスヘ登ってゆくのに気づいて、既に確信した。


　すうっと、広間のざわめきが外の闇に溶けるように静まっていった。


　シェリーがいた。歌士たちを率い、城中の建楽者たち、気象楽者たちの上に立ち、背後には巨大な神の樹の威姿を負って、なお[image: ]りんとした姿で手を掲げた。


「栄えあれ。神の御み枝えの業をもって、その貴き〈剣と天秤ジヤステイス〉に永久なる光栄を唄わん」


　シェリーの、神言にも匹敵する貴き巫み言こと葉ばであった。


　わあっ……広間中が歓声に満ちた。それが、再び掲げられたシェリーの手に応じて、ゆっくりと静まってゆく。微かすかなざわめきが急に強く耳を打った。心地好い緊張があった。完全な沈黙が訪れるかに見えたとき、低く静かに歌が始まっていた。〈舞踏の間〉に集う様々な楽者たちの演奏が開始され、ついで、にわかに高らかな詠唱チヤントが広間を満たした。


　ぞくり。ベルは感動のあまり鳥肌立った。百余名からなる歌士・楽士の全てが、シェリーの一挙手一投足に合わせてうねるように音を奏でてゆく。その演奏ぶりも素晴らしいが、とにかく今そこに立って、全軍を率いる剣長のごとく歌を唄っているのは、果たして〈オン・ザ・ロック亭〉で悲しげに自分の膝で泣いたあのシェリーと同じ人物なのか。


　美しく可憐なその姿が、今や神々しささえ帯びてベルの心を打っていた。


　何よりその歌だ。張りがあり、実に楽しげであった。厳かでいんいんと響く中に、確かな〈楽〉への意志に満ちた光があった。いつかベルが無意識に感じた悲壮感はほとんどなく、まさに輝かんばかりの栄えある姿だった。


（これか……）


　ベルは確信して、思わず涙ぐみそうになった。これを、シェリーはベルに見せたかったのだ。といって、それは何も、シェリーが歌士団の筆頭にあってまさに王女としての威厳を見せつけたいというのではない。自分自身の辛苦の由縁を自覚した以上、何も辛つらいままでいることはない、というベルの言葉に、はっきりと応こたえようとしているのだった。


（頑張ったんだなあ）


　それはたとえば、ギネスやベネットやアドニスが、ベルの知らないところで苦く悶もんの日々を過ごし、あるときぶらりと顔を見せ、自分がそれまで苦しんでいたことなどおくびにも出さず、こんなことが出来るようになったのだよと照れ臭そうに話すのと似ていた。シェリーはあの豪ごう奢しやな舞台の上にあって、実にそれだけの親しみを失ってはいなかった。半ば目を閉じ、陶酔するような顔でいて、微かにしかし確かにベルの存在を感じながら、それを支えに、いつしかそのことさえ忘れ、与えられた枠組みの中で、精一杯自由に唄っているに違いなかった。ベルには、それが涙が零こぼれるほど嬉うれしかったし、羨うらやましくもあった。


（負けてらんないなぁ……）


　鳥のようなふわふわとした落ち着かない感じがいっそう強く、嫉しつ妬とにも似た対抗心を煽あおった。自分は所しよ詮せん、地を駆け、剣という牙きばを振るう狼なのだ。鳥の華麗な飛翔や歌声は、自分の領域ではない。ここにいる限り、決して自分はシェリーに勝らない。その思いがあった。見栄を張り合いたいのではない。引け目をそれと自覚し、どこまでも互いに対等に接してゆきたいのだ。それこそがベルもシェリーも同じく望んでいることに違いなかった。


　二、三曲立て続けに、王国や神を称たたえる歌が荘厳華麗に唄われた。


　それ以降は声を静め、演奏者たちを優先し、踊りを再開させている。


　同時にベルはこれ以上ここにいる必要のないことを悟った。あっさりと背を向けた。


　性懲りもなく誘いをかけてくる男どもの手を、それこそ踊るようにしてすりぬけ、すたすたと出口へと向かった。その、扉とベルの間に、するりと入り込む人物がいた。


「今晩は、ラブラック＝ベル。なんとも麗しいお姿ですね。よくお似合いだ」


　小柄な身に今は正装タキシードを着込んで、形のよい兎唇みつくちに愛あい嬌きようのある笑みを浮かべている。


「あんたはいつも唐突だよ、キティ＝〈賢者ザ・オール〉」


　ベルは笑った。あるいはと思ったが、やはりこの男もまた招待を受け、応じていたのだ。


「やれやれ、愛なでし娘こはお帰りの様子だ。宴もたけなわだというのに」


　一人ごとのようにキティが言った。しょんぼりとした口調のくせに、長い耳をぴんと立て、いたずらげな目でベルの顔を覗のぞき込んでいる。


「ここにこれ以上いる理由ことわりは、ないさ」


「いやいや、それは早合点というもの。理由ことわりは常にあなたの影あるところに」


　なんとも剽げた仕種で言った。ぷっとベルが噴き出すと、応じてにこっと笑った。


「あなたのような方を、〈硬貨の国デナーリラント〉では本来、空クウと呼びます」


「なんだい、そりゃ」


「その意味をば、御覧に入れたく存じますれば……」


　すっとそのミルク色の手を差し出した。なんとも自然な動作であった。


「私めと踊っていただけましょうや」


「……私が踊ったのなんて、幼ちいさい頃の集落フアームの祭りくらいなもんだよ」


　断りながらも、実にその手はいつの間にかキティの手を取っていた。そうするのがしごく当然のように思わせるものが、キティの挙動の中にはあった。


「花とて舞います。獣とて踊りましょう。いわんや我らが愛なでし娘こにおいてをや。折角ここまで足を運び衣装を揃えておいて、舞踏の喜びを知らずに帰ることもありますまいに」


　ひとことひとことが、ベルを広間の中央へと引き戻していった。まさしくキティのリードはその段階から始まっていたといえる。あとはまさしく踊るだけであった。風に吹かれた花のように。獲物を追う獣のように。そしてそれだけの自然さをキティは見事、演出してみせた。あたかもカタコームの戦いにおける結界の合図きつかけのように。


「あなたは、軽さという名の自己の由縁を知らない。生まれながらにして、重力という名の軛くびきから半ば解放されているあなたを、私は心底、羨みます」


　にこやかに言いながら、すっ、すっ、とその身をもってベルを舞踏の場に導いてゆく。これまでベルに注目してきた者たちの視線を浴び、それを気にした風もなく、キティは語り続けつつも音楽に合わせ、二人の身を動的な何かにひたらせていくのだった。


「空クウってな、なんだい」


「自由自在」


　きっぱりとした口調でキティが言った。


「自らの由縁を知り、自らの在あり処かを知ってなお、それに囚とらわれず、あらゆる束縛から逃れ出んとし、やがて逃れ出んとすることさえ乗り越える者のことを言います」


「それが、空クウかい」


「全ては空クウ。生きとし生けるものはみな、本来的に真の自由者なのですよ。それに気づいた者のことを、特に空クウの者と呼びます」


　いつしか踊っていた。その挙動は、剣楽にも似ていたし、居合いにも似ていた。それでいてそのどちらとも違う。飛翔と、歌舞の挙動であった。キティが囁ささやくように言った。


「ステップは偶然。しかして必然。踏み出さねば生まれますまい。踏み出しては死にゆきます。一切が空クウ。あらゆるものから解き放たれ、同時に結びついてゆく。うらみはなく、のぞみもない。花が舞いに舞い、獣が追いに追い、ただ動き、流れてゆきましょうや」


　それらの言葉を、ベルは床鳴らす歩の音とともに聞いていた。軽妙。流麗。たおやかで、まるで自分の身とも思われぬ軽さ──あるいは、自分の身がそこに本当にあるのかと思われるほどの軽さに、翻り、跳び、手をつなぎまた放し、微笑み、髪が流れ、ドレスが翼と化してはばたいてゆく高揚と痛快さの中、ふと自分は今、大地と訣けつ別べつしようとしているのだと思った。その途端、あれほど幸薄く情もなかった大地全体が、ベルとの名残を惜しむように重力の手を伸ばし、ベルの身を微かにその手に摑んでは離れてゆく──その明滅する光、流れゆく演奏のさなか、一切が結晶化するがごとき唐突な思念があった。


（いつか、〈唸る剣ルンデイング〉とさえ、訣わかれる日が来るんだろうか……）


　途端に胸中が悲しみに蒼ざめた。沈む言葉が、零れるように口をついて出ていった。


「駄目だ……。少なくともまだ今は、そんな自由を、自由と感じることは、私には無理だ。あんまりに孤独過ぎて……寂しくて、おかしくなってしまう」


　キティが微笑んだ。それ以上何も言わず、ステップを導いた。挙動を奏でた。ベルはその通りに全身で唄い、飛翔した。


　このとき、ベルは鳥の喜びを知った。それまでは、確かに鳥になった気分だったが、決して喜んでいるわけではなかった。あるのは違和感だけだった。もし、それまで地を駆けていた狼が、その牙と強きよう靭じんな四肢を奪われ、代わりにたおやかな翼を与えられたらどうなるか。恐らくは、翼の使い途みちさえ判らないまま、あまりの違和感から、自らその背に生える翼を食い千切ってしまうしかないだろう。狼が狼である由縁を失ってまで、空を翔かけたいと思うのは、根本的に間違っている。自己を失い、結局は求めたものまで失うからだ。


　だが、今こそ真に、ベルは翼持つ狼であった。全身で唄い踊りながらも、歌楽者ではなく剣楽者であった。狼が狼でありながら、同時に翼はためかせていた。


　身軽さ、というたった一語に込められた実に多くの思いを、ベルは身をもって知った。


　喜びと不安、悲しみと怒り、優越感と羨せん望ぼう、様々なものの入り交じったすえに現れる、琥こ珀はくの結晶のような言葉だった。だからこそ皆、身軽さそのもののベルを忌むのだ。そしてだからこそ皆、それに憧あこがれるのだ。ベルは等しくそれらの気持ちに理解がついていた。


　いつしかステップが緩やかになっていった。全身の歌がふいに高く一定の調子で流れ、それが夜の闇に消えてゆくように、徐々に場の雰囲気に溶け込み、霞かすんでゆく。


　歌が終わっていた。演奏がいっときの休息に入ったのである。だが踊る者たちのための演奏は、交代要員によって成されている。踊り続けようと思えば出来るはずだった。


　だがキティは足を止め、ベルもほっとして身を止めた。


　翼のはばたかせ方を知ったばかりの狼には、これが限界といえた。そしてキティはよくベルの状態を理解し、深々と一礼すると、空いているベンチへといざなった。


　拍手に気づいたのはそのときである。それまで耳がどこか遠くの音を聞いていた。それがだんだんと近づき、やがて割れんばかりの拍手がベルとキティに向けられているのに、はたと理解がいった。


「素晴らしい！　なんという野蛮ビーステイな美しさだ」


「旅の長耳族ラビツテイアと、剣砕きの女剣士……彼らの踊りのかくも見事なこと！」


「見たか、あの悠々さ。まるで誉れ高き舞踏会の風習さえ砕くようではないか」


　妙な言葉が交じりながらも、むしろそれゆえ偽りない賞賛となってベルたちに降り注がれていた。半分が喝かつ采さいし、もう半分は嫌忌の表情もあらわに侮ぶ蔑べつの声を上げている。ベルにすげなくふられた者たちも、そのどちらかの立場に分かれ、喚声した。あたかも広間を二分せんばかりの観衆の様子に、ベルはなんとも良い気分だった。バランスがいいじゃないか。本気で好かれるのと、本気で嫌われるのと、半々で丁度いい。


　行儀良くベンチに座りながら、その思いを、ぽつりと口にしていた。


「天てん秤びんだな。結局は一人一人、みんな持ってるのかもな」


　なみなみと注がれた杯を二つ持って来たキティの目が、僅わずかに反応した。微かすかな緊張を帯びた兎唇みつくちが、それを紛らすようにして微笑し、ベルの言葉を受け流したかに見えた。


　ベルはその様子に気づいたが、何も言わなかった。このキティが、ただの好意以上の何かをもってベルに接しようとしているのを、ベルは持ち前の敏感さで悟っている。ある種の期待であり、悪くいえばベルを利用して何ごとかを果たそうとしているような、そんな気配があった。だがそれが何であれ、キティは何も言わなかったし、ベルも何も訊きかないままだった。黙って杯を受け取り、飲み干した。





　テラスに、二人の最高階級者トツプヒエラルキアがいた。どちらも月瞳族キヤツツアイズである。一方は黄金色きんの体毛と堂々たる体たい軀くに壮齢者としての威厳をたたえ、他方は、銀がかった白毛とその細身に、水みず鋼がねで出来た〈撓う剣レーピア〉のごとき若齢者のしなやかさを感じさせた。


「本来ここに共に佇たつべき相手を邪魔したな。無粋を許せアドニス」


「ベルのことか？　あんたに言われるほどのことはないさ、何もな」


　相手の言葉を、夜風とともに涼しげに受けながら、アドニスが言った。手の酒杯につけた唇を、皮肉そうに吊つり上げている。


　ガフが微笑した。内心ではあるいは、自分の妹弟子を任せるに足る相手か、じっと見極めようとしているのかもしれない。そんな目をしていた。アドニスはふっと笑った。


「それより、あんたとここに出たってだけで、また深読みするやつらが出るだろうな」


　テラスは恋人たちが語らう場所であると同時に、政談や共謀のための場でもあるのだ。


　事実、最高階級トツプヒエラルキアにのぼり詰めるまでには、アドニスもこの場所を少なからず利用したことがあった。それは、単純にそうするのが面白かったからだ。出世欲によるというよりも、むしろ何でもいいから夢中になれるものがあると落ち着くといった、無頼な動機によった。


　面白がっているうちに気がつけば最高階級トツプヒエラルキアにまでのぼってしまったとは、他の剣楽者からしてみれば、なんともこしゃくで業腹な謂いいではある。この男が大半の剣士から嫌忌される由縁の一端だった。


「その者たちに、お前が真に望むものは違うものなのだと語とうてやればいいものを」


「馬鹿馬鹿しい。言い聞かせて判る相手でもない。判って欲しいわけでもない」


「相変わらずだな」


「傲ごう慢まんだって？」


　ガフは首を振った。


「お前の影に、若齢の俺や……あるいはまた、ティツィアーノのことを、思い出す」


　いつかのキールと似たようなことを言った。いずれにせよ、揶や揄ゆの響きはなかった。


　アドニスが笑みを消し、相手の真意を見極めるように赤い頭巾バンダナのすぐ下で目を光らせた。


「……最初にティトの剣を砕いたのは、あんただったな」


「砕いて欲しいように見えた」


　ぼそりと、呟つぶやくようにガフが言った。


「抱いてやれない代わりにか」


「そうだ」


　なんらけれんのない直ちよく截せつさで、ガフが頷うなずいた。


「ティトが、あんたのことを慕っていたのは、知っているんだろう？」


「お主こそ、あの者と、もっぱら恋仲を噂されていたのではないのか？」


　ガフが、珍しく、問いに問いで返した。アドニスが苦笑した。


「俺は結局、いつでも坊や扱いだったよ。慰められていたのは、むしろ俺の方だ」


　それを聞いて、ふとガフもまた笑みを零した。


「俺には、既に心に決めた女性がいる」


「知っているさ。ティトも、みな、知っていたことだ。もともと、水族マーメイドが、そんな下手な恋沙ざ汰たをすること自体、おかしいんだ。──ティトは、ただ、寂しかったんだよ」


「そうか……」


「ああ」


「俺にあの者の哀しみを理解することは叶かなうまい。だから、俺には、あの者を救えなかったのだ。残念なことに……」


　そう告げるガフの言は、決してティツィアーノを邪悪な〈魔ニドホツグ〉とするものではなかった。今なお剣友であり、その剣を砕いてさえ心の窮地を救ってやれなかった無念さがある。


　それがアドニスにも判った。赤い頭巾バンダナの下で、表情が無意識に緩んでいた。


「筆頭剣士どのにしては、ずいぶんと弱気なことだな。あんたが剣を砕き、俺が復活させた。救えなかったのは、何もあんただけじゃない」


　気がつけば、励ますがごとき口調だった。これまでガフとは常に斜しやに構えた応対をしてきたのが、ずいぶんと変わったものである。なんとなしに苦笑が浮かんだ。


「ここに出たのは、そんな話のためか？」


「あながち、無関係ではない」


　そして、無造作に言った。


「カタコームにおいて、俺は、お前の父上……トム＝コリンズと剣闘し、斃たおした」


　言葉に鉄の重みがあった。だがアドニスはそれさえも夜風とともに涼しく受け流した。


「知ってるよ」


　口元に静かな微笑があった。淡うす青あおい聖星照アースシヤインの下、アドニスの手の中で、酒杯のガラス細工が氷の溶ける音を奏でた。


「死告鳥からすが、風聞してくれたからな」


「そうか……」


「父も本望だろう。カタコームを守り切って死んだんだ。しかも相手は城の筆頭剣士どのときてる。死の瘴しよう気きに冒されてくたばるより、ずいぶんと贅ぜい沢たくな死に様だ」


　一拍の間が、ゆっくりと流れた。ふっとアドニスがふくみ笑いを零こぼした。


「あんた、闘った相手の遺族に許しを乞うような男じゃないだろう、本題は何だ？」


「さすがに、鋭いな」


　ガフが呟いた。アドニスはそれを無視して待った。


「……剣だ」


「なに？」


「お前の父上の剣を、俺が預かっている」


　アドニスの目が、すうっと細められた。その目が見詰める先は、溶けゆく酒杯の氷であり、決してガフではなかった。他者にその思いを理解されることを拒む冷たい目だった。


「……俺が、その剣を手に入れるには、どうすればいい？」


「これまでお前が様々な死者から奪った剣を、全て遺族のもとに返すことが条件だ」


「それが、筆頭剣士としての裁きか」


「……そうだ」


「では、剣士として、あんたに居合いを申し込む」


　ふいにアドニスが手を放した。酒杯が氷とともにテラスに砕け散り、一瞬、淡い紫の輝きが二人の足元に散った。酒の色は赤だった。血のような色だ。その赤い液体に溶け込みかけたばかりの氷が、アドニスの足に踏み潰つぶされ、粉々になっていた。


「居合いで、剣を奪い取るか」


「あんたがその手を放さない限り、俺も一方で手を握ったままだ」


　はじめて振り向いた。冷たく凍えた目が、ガフの王者の双そう眸ぼうを冷ややかに見据えた。


「互いに口で説けぬならば、剣で説くのもよかろう……だが、何故だ」


「何故だと……？」


「剣盗人と呼ばれてまで、どうして剣を蒐あつめようとするのだ。俺はそれが……」


「話せないな、あんたには」


　言葉とともに、アドニスの足の下で更に氷と杯が砕けた。


「バンブー」


　すらりと、虚空から剣を抜き放った。冷たい殺意が剣先きつさきにみなぎっている。アドニスの剣闘は、常に相手を殺すことを前提にしている。だから、財貨デナーリもかからぬ無益な剣闘は、たとえどれほど痛めつけられようと行わない。そこに、単純で凄せい絶ぜつな意志があった。


　だがガフは微動だにしない。代わりに、黄牙アイボリーの影が数名、テラスの階段を素早く駆け登ってきた。ガフの身辺に付き従う〈剣闘の間〉の神官たちである。またたく間にガフの盾となって、アドニスの前に立ち塞ふさがった。先手を打つ隙もない。その錠とざされた剣に早くも手をかけ、ガフが神言の司弁をもってこの無法者を討つよう命じるのを待っていた。


　それだけではない。神官たちの一人が黄の衣をさっと翻し、広間への入り口を封じ、彼らのいるテラスに出ようとする者を塞いだ。これでアドニスは完全に孤立していた。


　また別の神官がガフの剣を捧ささげ持ち、柄つかもとをうやうやしく向けるのを見やって、アドニスが冷ややかに言い放った。


「宴うたげの余興だ。筆頭剣士どのには、一人の剣士として、その剣を握られたい」


「俺は即興剣楽インプロンプに応じるつもりはない、日を改めよ……」


　ガフの言葉が、ふと、尻しりすぼみになって消えた。


　その聡明なまなざしが、アドニスから外れ、神官たちの上がって来たテラスの階段に向けられている。


　声が、あった。


「どうした、両人。剣闘か？」


　かつかつと、階段を鳴らす蹄ひづめの音が、声に続いた。


　アドニスの目が、神官どもを視界に入れたまま、ガフの視線を追った。呟きが漏れた。


「キール……」


　赤い馬体の剣士が、楽しげな笑みを浮かべて二人の間に立った。


　その異様な風体に、アドニスもガフも目を瞠みはった。


　なんと、キールは、水みず鋼がねの袖無し外套クロークを着込んでいた。水みず鋼がねの衣は、水族マーメイドが好んで着る戦場の出いで立たちである。表は黒に染め上げられ、裏地は燃えるような猩々緋オツクスブラツドだ。その下は四蹄族ケンタウロスの絢けん爛らんたる鎧よろい姿であり、両腕は外套クロークの裾すそに隠れて見えないが、衣の下で抜き身の剣を握っているような、異様に鋭い雰囲気がある。四本の馬脚にも鉄片を打ち込んだ脚衣を着けており、あからさまな戦闘衣装といえた。アドニスたちの諧謔ユーモアとは根本的に違う、全身に凶暴な闘いの気配を身にまとった、不吉なまでの豪壮さであった。


　そのくせ顔はにこにこと微笑みながら、キールは対たい峙じする二人を交互に見やって言った。


「ここで闘うのか。観覧者がいないではないか。証人もおらん。勿もつ体たいない」


「キール……そうではない」


　ガフが呆あきれたように遮った。キールの姿を、年とし甲斐がいもないと戒めるような顔で見詰めた。


「なんだ、闘わないのか」


「まだ、話が済んではおらん」


「アドニスは剣を抜いているだろう」


「俺はまだ剣を抜くとは限らん。お前が口を出すことではない」


「剣を抜かない……？」


　キールが首をひねった。にこにことした顔のまま、ふいに目だけすっと表情が消えた。


「ならば死ね」


　あまりに唐突な斬ざん撃げきであった。


　ガフとアドニスの目が、同時にかっと見開かれた。


　漆黒の外套クロークが翻り、深紅の裏地が聖星照アースシヤインの淡い夜闇を鋭く切り裂く。その刹せつ那な、外套の影から闇よりもなお昏くらい刃が放たれ、猛然とガフに向かって振るわれた。


　もとよりキールの異様な雰囲気を察していたガフは十分の間合いをとって刃を逃れている。この傍若無人な振る舞いに一喝を食わせんと口を開いたとき、異変が起こった。


　かつん。刃が通ったあとを追うようにして、何もない空間に音がはぜた。牙きばが嚙かみ鳴らされるような凶暴な余韻が過ぎ、かと思うと突然ガフの胸元が目に見えぬ刃に貫かれた。


「ぬうっ!?」


　さすがの筆頭剣士が、滴る鮮血とともに膝ひざをついた。呻うめきとともにごぼりと血ち反吐へどが溢あふれ、声が消えた。ふいをつかれたとはいえ、たった一度の剣撃で立つことも出来なかった。


　黄牙アイボリーの衣の神官たちが騒然とガフを守った。手は〈錠す剣チエーンド〉にかかっているが、ガフの言を待つとも、今のガフには声を放つ余裕さえない。一人が小瓶を取り出し、急いで聖灰をガフに処方した。


　そのときである。ちりん、と鈴の音にも似た響きをもって、神官たちの剣を封じた鎖が一斉に解かれた。ガフはまだ何も言命していない。これはすなわち、神自身が、神官どもに剣振るわす意志を見せたことを意味していた。他ならぬ神官たちが驚きよう愕がくし、ついで歓喜の声にも似た雄お叫たけびを上げて一斉に抜剣した。躍りかかった。


　アドニスは凍りついたように動かない。キールの剣握る腕を一目見た瞬間から、激しい恐怖にかられそうになるのをやっとのことで抑えていた。動けない。震えた。眼前で繰り広げられる殺さつ戮りくを、呆ぼう然ぜんとして見詰めた。異様な光景であった。


　一方的だった。キールの外套クロークが翻るたびに、最高階級トツプヒエラルキアの剣士にも匹敵する剣力を持つはずの〈剣闘の間〉の神官たちが、たやすく薙なぎ払われてゆくのだ。


　一つキールが剣を振るうごとに確実に神官の数が減った。子供が遊びで玩がん具ぐを壊すようなものだった。神官どもの五体が斬り飛ばされ、黄牙アイボリーの衣がまるで血と臓ぞう腑ふを詰めた風船さながらに割られた。ははっ！　キールが吠ほえるように笑った。無邪気でさえあった。相手の返り血を浴びるごとに外套の表は黒く、裏地は更に赤くなってゆくようだった。


　かつん。音がする。目に見えぬ空間を穿うがち、両断する。無形の刃の音であった。ある者はキールの剣を弾はじき返した瞬間その身を両断され、ある者は跳びすさって逃れたかに見えたが再び剣を構えた途端に両腕がぶっつりと断たれ音を立ててテラスの床に転がった。


　いったいいかなる魔法を用いてか、キールの剣が振るわれるたびに、刃の通ったあとを追って、何もない空間に無形の刃が迅はしった。受けられない。逃れられない。斬りつけた途端に逆に倒されている。勝ちようがない。どの神官も、絶叫する間もなく死んでいた。


　豪ごう奢しやな窓の向こうでは華やかに宴うたげが続けられている。この殺戮にもかかわらず、誰もテラスの異変に気づいてはいなかった。光の舞踏会と窓一枚隔てて、闇の修羅場があった。


「他愛ない」


　やがてキールがアドニスを振り返って嬉うれしそうに微笑した。息一つ乱していない。


　かつかつと蹄が床を打つたびに雫しずくが跳ねた。テラスの床は一面、鮮血に溢れ返っている。その血ち溜だまりの中で、ただ一人生き残ったガフが、荒く息をついてのたうっていた。


「どうだ。凄すごい剣だろう。ここまで我が物とするのに、ずいぶんと苦労したぞ」


　キールが言った。屈託のない響きがあった。キールの精せい悍かんな壮齢者の顔に、少年のような笑みが浮かんでいた。


「ああ……キール……ああ……」


　アドニスが嘆きもあらわに呻いた。猛烈な血臭に息がつまりそうだった。


「あんた、なんてことを……なんて……」


　おののく手で、キールの腕を指し示した。その剣を握る右手はすっかり剣に飲み込まれ、もはや手と鋼の区別もつかない。闇になお黒い刃の腹には未知の刻印スペルが深紅の輝きを点ともし、


　──DILLEGNAVE


　今は滅びし神代の文字が、うっそりとアドニスを嘲あざ笑わらっていた。


　福音成す者デイルグナーヴ──神に風聞される者のことをいった。自ら握り手に語とうた剣は、今まさに神の樹の風聞を、供物のように捧げられた剣士の身にあらわそうとしているのだ。


「なんてことを……」


　アドニスの震える指先を、しかしキールは別の意味にとった。


「なに、剣握らぬ者などこの国に要らぬわ。ガフと何があったかは知らんが、あとはお前の好きにしたらいい。どのように殺すも自由だ。俺からの礼だと思ってくれ」


　滅茶苦茶である。ほとんど遊び気分で神官たちを惨殺したとでも言うようだった。


　まさしく無邪気という名の邪悪に満ちたキールに、アドニスは総毛立った。


　慄りつ然ぜんとし、わななきながらも、アドニスは悲痛な形相で剣を構えた。本能的な動作だった。剣尖きつさきがぴたりと据えられると、不思議と震えが止まった。またたく間に全身が引き絞られた弓と化し、凍れる殺意が恐怖と悲哀を冷たく包んでゆく。迷いが消えた。


「せええっ！」


　裂れつ帛ぱくの呼気がアドニスの口から迸ほとばしった。


　迅速な剣撃が、床のすれすれのところから、キールの馬体を狙った。脚を斬り、ついでその右腕を両断するつもりだった。


　キールの剣がさっと振られた。


　かつん。音だ。そしてアドニスの剣がほとんどなんの衝撃も感じさせずに断たれた。すぐさま別の剣を〈殻バンブー〉から抜き放つが、それも握った瞬間、根元から目に見えぬ刃に嚙み砕かれている。更に剣を抜こうとしたところを、アドニスの顔を撫なでるようにして無形の刃が走った。赤い頭巾バンダナが額のところで切り裂かれ、アドニスの背を滑って血まみれの床に落ちた。銀白の髪が顔にかかり、浅く切られた額からはぷつりと血が零こぼれ、一筋になって顎あごで滴った。斬りかかったはずが、逆にあっという間に追い詰められていた。


　動けば斬られる。アドニスは殺意の固まりになりながら、もはや指一本動かせなかった。


「たわむれを」


　キールが笑った。剣に飲み込まれた腕をさすり、暗黒の刃を愛いとおしげに撫でた。


「素晴らしい剣だろう、こいつは」


　斬られる……アドニスが決死の覚悟で最後の剣撃を放とうとした瞬間、くるりとキールが背を向けた。そのまま悠々と広間へ足を運んでゆく。


「待て、どこへ行く気だ」


　押し殺した声で止めた。両手を交差させ、いつでも両手で剣を抜けるよう構えている。


「ラブラック＝ベルが、俺を待っている」


　嬉き々きとした答えが返ってきた。婚礼におもむく花婿さながらだった。と同時に不可避の死神であった。この男を、なんとしても広間に行かせてはならない。


　アドニスがなお相討ち覚悟の剣を振るわんとした、そのとき──


「お前のお蔭かげだ、アドニス。お前がいなければこの剣はなかった」


　その言葉がアドニスを真に呪縛した。恐怖と悲哀に全身の体毛が逆立ち、ついで死に物狂いの形相が浮かんだ。それでいてその身は指一本意のままに動かせない。血溜まりの地獄に凍りついたまま、アドニスはキールが颯さつ爽そうと広間に向かうのを絶望の目で見送った。
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　歌がふいにか細くなった。ある瞬間、全く唐突にとぎれていた。


　他の楽者たちが文字通り鳴りをひそめた。歓談し舞踏する者たちも一様に動きを止め、口をとざした。広間全体が異様な静けさに包まれてゆく中、誰もが不審な顔を出来る限り押し隠し、舞台上のシェリーを仰いだ。シェリーは蒼そう白はくな顔で震えていた。


　たった今まで輝かんばかりの笑顔で唄っていたのが、ふいに冷や水を浴びせられたように身を固めて震わせている。その目は畏い怖ふに満ち、まるで眼前に何か恐るべきものを見ているかのようであった。事実、シェリーはそれを観ていた。その存在を感じ、そしてその言葉にならぬ意志を聞いていた。それは神の意志であった。絶対的な支配の意志である。シェリーは巫み言こと葉ばを告げるべく歌をやめ、ついで神言の内容を悟り、愕然として震えた。


　いや……！


　シェリーが叫んだ。実際は掠かすれた吐息が一つ、ひゅっと哀れな音を立てただけだった。


　悲痛がシェリーを襲った。舞踏会場が茫ぼう漠ばくとした光景となってシェリーを打ちのめした。その会場の片隅にベルの姿を見つけていた。すがるような目になった。ベルもいち早く異常を察し、必要とあらばすぐにも舞台上に駆け登ろうとする構えである。そのベルを見詰めたまま、シェリーが独り言のように言い放った。


「神の風聞を我が声音にて伝えましょう。今こ宵よい、神の御み根ねを食い荒らさんとする〈魔ニドホツグ〉が邪悪なる剣とともに生まれ落ち、この舞踏会場にてその剣を振るわんとしております」


　静まり返った広間に響き渡るそれは、まさしく絶対なる神言テーマであった。


　にわかに緊張の走る広間に、シェリーの、何ら感情を伴わぬ乾き切った声が続いた。


「〈魔ニドホツグ〉の名こそ剣士キール＝ロワール。最高階級トツプヒエラルキアにあってなお凶暴なる力に酔い痴しれる者……神の御み枝えたる神官の剣を砕き、筆頭剣士シャンディ＝ガフに邪悪なる刃を振るい、命を奪わんとしました」


　シェリーの目に悲痛がはぜた。涙が両の瞼まぶたに溢あふれ、ぽつりと雫になって落ちた。それ以上は何も現れなかった。いっそう声は澄み渡り、乾き切っていった。


「ここに剣闘の使命を下します。〈魔ニドホツグ〉キール＝ロワールを討ち、死に至らしめよ。この闘いで剣を執る者の名は、旅の扉を叩たたく者、ラブラック＝ベル」


　シェリーの全身がおののいた。その姿に、一瞬ベルは蜘蛛くもの巣にかかった蝶ちようの哀れさを見た。決して逃れられぬ宿命の網に、生まれながらにして搦からめ捕られた者の姿だった。


「ラブラック＝ベル、ただ一名のみ！」


　シェリーが高らかに神言を唱え上げた。


　途端、その心身を内側から掌握する絶対的な神の手が放され、シェリーは己自身の重みに耐え兼ねるようにふらりとその身を傾けると、そのまま舞台の手て摺すりにしがみつくようにして膝ひざを折って倒れ込んだ。手足に力が入らず、極度の緊張から解放された代わりに猛烈な頭痛が襲っていた。紫の衣の神官たちが素早く走り寄ってきて、壊れ物を扱う手で、シェリーを抱え起こそうとする。


「逃げてっ！」


　だが、神官の手をはねのけるようにして起き上がるなり、蒼白な顔で叫んでいた。


「逃げてベル、逃げてーっ！」


　紫の衣の神官たちが、一様に仮面を上げ、目を剝むいた。神言こそが国の基盤、絶対なる真実である。それを、他ならぬ神言を唱えた者が否定しようとしているとは。神官たちはシェリーの正気を疑い、慌ててなだめすかし、あまつさえ取り押さえてしまった。


　一方、会場のベルには、何がなんだか判らない。


　どうやらキールと自分が闘うよう、神が命じたらしい、という程度の理解である。


　だがシェリーの様子を見て、事態がそう単純ではなさそうなのを悟った。傍らのキティを振り返って怒鳴った。


「なんだよ〈魔ニドホツグ〉って、逃げろってなんのことだよ。私にここで闘えってのか？」


　まるでキティが神そのものであるかのようにがなり立てた。自然と声が切迫している。


「神言が、旅に出るための最後の使命を、あなたに下したということです」


　キティが冷静さを失うことはなかったが、さすがに早口になっていた。


「この場合、〈魔ニドホツグ〉とは、いわば神の風聞に狂わされた……」


　広間の一角でにわかに起こった悲鳴に、キティの声がかき消された。


　二人が座るベンチとほぼ対角線を結ぶ位置にあるテラスへの出入り口で、つい今まで歓談していた婦人たちが、自分たちの背後の闇で起こった惨劇に気づいたのである。けたたましい金切り声で惨殺者の存在を告げ、それが広間中に伝わり、にわかに騒然となった。


　テラスのガラス戸が開き、闇の中からぬっと現れた四蹄族ケンタウロスに、更に金切り声が上がった。


　当然の悲鳴といえた。その男の姿はまさしく死神であった。黒い外套クロークに深紅の裏地、豪壮な鎧よろい姿の全身に返り血を浴び、異様な微笑みを浮かべて辺りを見回す様子には、次に誰を死に至らしめるか無造作に選んでいるような不気味さがある。


　真っ直すぐ広間に出てこようとする異様な姿のキールに、恐怖のあまり立ちすくんだまま叫び続ける婦人がぶつかって悲鳴を上げた。血の雨の中を歩いてきたようなキールの外套クロークにぶつかり、婦人の服や体毛がべったりと赤く染まった。絶叫した。止まらない。


　キールの目が、倒れ込んで叫ぶ婦人に向けられた。まるで今初めて広間に自分以外の誰かがいることに気づいた顔だった。ひょいと外套が翻り、その下から右腕が婦人に向かって突き出された。ともすると助け起こすために差し伸べられたかに見えたその腕が、鋭い剣先きつさきを振るって真っ直ぐ婦人の胸元に刃を突き込んでいた。


　剣撃の音にも似た激しい音が、婦人の最後の叫びをかき消した。


　婦人は静かになった。


「乾杯チアーズ」


　きざったらしい男の声が、気を失った婦人の頭上からかけられた。


　ベネットであった。婦人を背後から抱きかかえ、もう一方の手で、キールに向かって中身をぶちまけるようにして杯を掲げている。なんとその杯で、ベネットはキールの剣を受け止めていた。正確には、酒杯の中の液体を媒質として小型の結界を作り出し、剣尖を食い止めていたのである。たったそれだけの量の媒質でつくられた結界が、鉄塊の重みをもってキールの乱剣を封じていた。


　杯を突き出したまま、ベネットは闘いの常として両目を閉じている。これほど堅固な結界を瞬時に作り出し、かつその超聴覚で正確に相手の剣先に合わせて杯を突き出すとは。


　キールがさすがに瞠どう目もくした。ついでにたりと嬉うれしそうな笑みを浮かべる。


「近頃噂の、隻眼の弓使いか」


　呟つぶやきながら素早く剣を引いた。


　その剣を追って、杯から半ば凍りついた液体が飛び出した。まるで植物の蔦つたが猛烈な速度で生え、絡みつくかのように、キールの剣身に絡んで駆け登っていった。鍔つば元もとで蛇のように跳ねると、液体の尖せん端たんが鋭い矢となって正確にキールの顔面を襲った。あまりにも意想外な奇襲に、さしものキールにさえ避けようがないかに見えた。刹せつ那な──


　かつん。ベネットは不吉な音を聞いた。目を閉じているため、かえって強くその牙きばの存在を感じ取っていた。それがベネットを救った。異常を感じると同時に、一方の腕に婦人を抱いたまま、大きく脇に跳んだ。それまでベネットがいた空間を何かが嚙かみ裂き、同時にキールを襲った氷の蛇も斬り飛ばされ、宙に霧散して香酒の薫りを撒まき散らしている。


　その薫りに、猛烈な血臭が混じった。ギネスが、キールの後背に忍び込み、テラスの窓を開き切って惨状を明らかにしたのだ。血なまぐさい光景に厳しく顔をしかめながらも、飄ひよう々ひようとして砕けていない神官の剣を手に取り、武器を調達した。


　ふと、ギネスが、生存者の存在に気づいた。


「アドニス……」


　だがアドニスはキールの背を見詰めたまま、硬直したように動かない。


「おい、大丈夫かアドニス。うわっ、ガフどの……」


　ギネスの声に、キールがうっそりと振り向いた。ギネスとキールの目が合った。


「ちょ、ちょっと待ってくれ……」


　神官の剣を隻腕の肩にひっかついで、ギネスが言った。


「神が言うには、あんたの相手は僕じゃないってさ……！」


　言うなり剣を投げた。投げた途端に背を向けて逃げ出している。キールは放たれた剣をあっさり避けると、物も言わずにギネスの背に向かって剣を振りかぶった。そのキールの後背から、斬ざん撃げきが襲いかかった。なんとベネットである。ギネスが剣を投げたのはベネットに向かってであり、自分は囮おとりだった。キールが身を転じて素早くベネットの剣を弾はじき返すと、逃げたはずのギネスが別の剣を拾って襲いかかっていた。


「小僧ども！」


　キールが吠ほえた。無形の牙を繰り出すまでもなく、立て続けに二人の剣を手から弾き飛ばしている。他者の手で育てられた剣では、いかにも粘り強さがない。


「アドニス！」


　再び無手になったギネスが叱しつ咤たするように叫んだ。アドニスの身がびくりと震えた。呆ぼう然ぜんとした顔のまま、ギネスを見た。何が起こっているのかまるで理解していない顔だった。


　ギネスは即座にアドニスの存在を闘いの枠組みから外した。闘いといっても、キールと本当に闘うのはベルの役目である。神言がそう告げていたからだ。キールが自分から剣を引いてしまえば、ギネスもベネットも手出し無用ということになる。せめてベルが〈唸る剣ルンデイング〉を手にするまで、この狂乱の剣士をとどめておかねばならなかった。そうすることで相手の得体の知れない剣質を少しでも暴くことが出来るかもしれない。


　そう考えるギネスを嘲あざ笑わらうかのように、キールが猛然と剣を振るった。


「キール！　私はここだ！」


　そのとき、ベルが堪たまらずに叫んだ。叫びながら、なんとそれまで腰かけていたベンチを投石のように投げ飛ばしている。


　キールに向かって真っ直ぐすっとんでゆくベンチの周囲を、激しく炎が舞った。


　宙を飛ぶベンチに、神業のごときキティの〈式フオーミユラ〉が、精せい緻ちな演算を展開したのである。ベンチは炎の鉄てつ槌ついとなって、キール目掛けて叩き込まれた。


　キールが猛然と剣を振るった。ベルの声を聞いて、その顔が歓喜に輝いている。


　かつん。獰どう猛もうな牙が激しく嚙み鳴らされる音が広間に響き渡った。


　見事に両断されたベンチが、縦に分かれて左右のガラス戸を粉々に砕いた。飛び散るガラスの破片とともに、〈式フオーミユラ〉が切断されたことによって分解された演算が、細かな光の屑くずとなって宙に霧散した。火も同時に消えている。キティが驚きよう愕がくに目を瞠みはった。


「なんと、演算を断つとは……」


〈唸る剣ルンデイング〉に優るとも劣らぬ、恐るべき剣であった。


　しかもいまやキールと対たい峙じする者たちのいずれも、キールの剣が目に見えぬ牙を放つことを理解している。その謎をここで今なんとしても暴いておきたかった。


　だが、キールはもはやギネスやベネットには目もくれず、真っ直ぐベルに向かって蹄ひづめを鳴らし、悠々と歩み寄った。誰もそれを止められない。舞踏会場の群衆は争ってキールの前からどいた。ベルとキールの間に婚礼の花道にも似た道が出来ていた。


「お前の剣はどこだ、ラブラック。今すぐ剣を執れ。執らねば殺すぞ！」


　キールが叫んだ。まるで駄々をこねる子供である。


「俺に剣のないお前を殺せというのか！　俺を裏切るのかラブラック！」


　およそ正気とは言い難かった。


「人聞きが悪いなあ」


　ベルが呆あきれた。言われるまでもなく、剣を執りに走れる瞬間を探っていた。だが背を向けて走り出した途端、キールが逆上して追いかけてくるかもしれない。待てと言っても聞かないだろう。


　ふいにギネスが叫んだ。


「くそくらえだ！」


　神言に抗あらがうことを宣して剣を執った。それにベネットが続き、キールの後背に向かおうとしたとき、ギネスとベネットを止め、キールの行く手をただ一人阻む者がいた。


「剣闘すべき互いが、剣を執るまでの間、私がお相手を仕つかまつりましょう」


　キティである。言うが早いか、その足元の床一面に〈式フオーミユラ〉を放ち、演算を展開させた。


　旅の長耳族ラビツテイアたるキティの、旅の者ノマドとしての法外権が適用され、神言に反する行為を可能にさせていた。ギネスが剣を振って喝かつ采さいした。


「邪魔だ！」


　キールが猛烈な駆け足になるのを、キティの演算が抗して押し止とどめた。火炎を立ち上がらせたかと思うと床石を媒質に壁を作って動きを封じ、氷の刃を雨あられと降らせた。


　機を見て駆け出そうとするベルは、キティの展開させた演算のことごとくがキールの刃に吹き飛ばされるのを見た。無形の牙を繰り出すその剣と、それを握るキールの腕を見た。


　愕然として立ちすくんだ。


「あいつ、腕が……」


（なんで──）


　ベルの脳裏を、瞬時に様々な思いが駆け巡った。ふいにいつかキールの剣について語ったアドニスの笑顔が思い浮かんだ。ティツィアーノのずたずたになった体が思い出された。斬っても斬っても死なないあの体が、内側からすっかり剣に食われてしまったあの哀しい剣士の姿が、ベルを支配した。


「ベル！」


　キティの叱咤が飛んだ。びくっとベルの身が震えた。


「神言はあなたを選んだ！　これがあなたの最後の使命だ、旅に出るための！」


　ベルに背を向けたまま叫んだ。その間も、立て続けに演算を展開させている。声にいつもの泰然とした余裕がない。


　ベルはこのときになってようやく事態を悟ったといってよかった。それまでは、ただ見境のなくなったキールが、強引な剣闘を押しつけてきているくらいにしか思っていなかったのだ。それが、一転してとてつもない重みをもった闘いとしてベルにのしかかった。


「私が食い止めている間に、早く剣を！」


　ふわりとベルのドレスが翻った。


　ベルが振り返ると、さっと群衆が割れた。狭い扉から我先にと逃げ出してゆこうとする者たちさえも、周囲につられて慌ててベルの前から退どいた。


　ベルは駆け出した。





　控えの間には誰もいなかった。ベンチを鞘さや代わりに貫き、ぽつねんと取り残されたようにして〈唸る剣ルンデイング〉が独り佇たたずんでいるだけである。


　その巨大な剣を前にして、ベルは驚きを覚えていた。


　まるで、今初めてこの剣に出会ったかのような未視感ジヤメヴユがあった。いつか城の宝物庫で誰にも振るわれることなく鎖につながれ、ただ朽ちてゆくばかりだった剣の姿が、今ここにあった。出会ったその瞬間に感じた激しい想いがまざまざと胸に蘇よみがえり、それが決して幼い頃を懐かしむ気持ちに属さず、たった今新たに生じたものであることに驚いたのだった。


　──EREHWONエレフオーン


　無む何か有ゆう郷きようという、今では意味の失われてしまった旧ふるい神代の刻印スペルが、出会ってからの長い時を超越して、今ここに新たに初めて現れたかのようにベルと向き合っていた。


「そうか……」


　ベルは呟つぶやきながら、〈唸る剣ルンデイング〉に向かってそっと手をかざした。


「変わったのは、私の方か」


　剣がベルの手に応こたえるようにして唸うなりを帯びた。その手が剣の刻印スペルに触れた途端、にわかにくすんだ剣肌が白銀リリーホワイトに輝き出した。貫いたベンチをみしみしと軋きしませ、鋭利で優雅な姿をあらわしてゆく。まだ果くださえ結ばぬ、生まれる前の鋼で作られた剣は、あたかも一瞬ごとに新たに生まれ続けるかのように、無尽の力をたたえてベルの眼前に唸りを上げた。


　ベルの手が剣の腹を滑り、柄つかへと走った。剣が身を震わせ、その柄がベルの手に向かって飛び込んできた。握った。もう一方の手を添え、狼が獰猛な牙きばを剝むくように引っ提げた。


　恍こう惚こつとした笑みが浮かんだ。もはやキールの異変に対する動揺は微み塵じんもない。


　ただ、剣振るう意志があった。それは闘う意志であり、旅の扉を叩たたく意志であった。感情と感覚の全てがその意志に従い、収しゆう斂れんされ、煮え滾たぎった。そのくせベルの微笑は穏やかの一語に尽き、静かな呟きが零こぼれた。


「行こうぜ相棒。お客様がたが痺しびれを切らせてお待ちだ」


　いつかガフとともに〈剣闘の間〉に赴いたときのように、ようやく自分が一つになって現れ、歩み出す足、剣握る手、見据える目の細胞の一つ一つに至るまで力に満ち、連れん繫けいして相乗し合うようだった。


　控えの間を出た。広大な広間が眼前に広がった。群衆のざわめき。床打つ自分の足音。剣撃の響き。剣友たちの叫び。それらの全てを貫いて、ベルの剣が唸りを上げた。


「退ひけ、キティ＝〈賢者ザ・オール〉！　そいつの相手は私だ！」


　キティよりも早く、キールが振り返った。


「ベル、この者の牙を！」


　悠々と隙を見せるキールに、キティが演算魔法マスマテイクスの炎を浴びせかけた。キールの刃がその演算を無造作に断ち切り、一瞬、無防備になったキティに無形の牙が襲いかかった。明らかなキールの誘いに、敢えてキティが乗ったのだとベルには知れた。


　かつん。牙が嚙かみ鳴らされ、演算の一部がえぐり取られるようにして消えていた。切り裂かれることで炎がその牙の姿をあらわし、牙はそのままキティの肩口を深々とえぐった。


「飲食魔法レスト・ラントの効果を帯びた剣だ！　次元断裂の刃に盾はない！」


　新たな演算を繰り出して身を守りながら、キティが叫んだ。その息が荒い。ベルが広間から姿を消した短時間で、カタコームでの闘いにも増して疲労しているようだった。キティのその様子こそ、いまやキールが恐るべき力を振るっていることの証あかしだった。


　ベルはキティの用意した演算の隙間に素早く駆け込んだ。キティを庇かばうようにして、キールの眼前に立った。先ほどとは逆の形になっていた。


「ありがとう、キティ」


　キティに背を向けたまま、ベルがどこか照れ臭そうに言った。


「私には、やっぱりこの剣がないと駄目みたいだ」


　そう言って、一歩、演算の外に出た。キティが素早く〈式〉を消すと、背後からギネスが聖灰の入った小瓶を片手に駆け寄ってきた。ベネットがその傍らに立って、治療を受けるキティとともにベルを見守った。


　ベルは一足跳びでキールと剣撃を交わす位置にまで近づくと、静かに対さし向むかった。


（因縁てやつか……）


　喜悦の表情もあらわなキールを前に、ベルは心の中で呟いた。群衆が慄りつ然ぜんとして見入る中、たった一人の孤独な闘いに身を置きながら、不思議と心平らかだった。


（初めて剣を手にしたときから私とキールは因縁があるって、ガフが言ってたっけ……）


　ベルはふいに、キールの背後に巨大で重い扉の幻影を見ていた。いつか〈唸る剣ルンデイング〉を手に、城から逃げ出そうとしたときの扉に、それはよく似ていた。


（……旅の扉を叩く権利を得るために私はキールと闘ったんだ。〈剣闘の間〉……黄ひるの刻を司つかさどる場所で。そのとき私の力の大かたは、寂しさと怒りから生まれていた）


　キールがゆっくりと剣を掲げた。剣を握る手などもうどこにもない。肘ひじから先が剣と同化し、鋼と肉が互いに食らい合っていた。


（黄の刻マチネの闘いか……）


　ふいにキールが囁ささやいた。


「これは居合いだ、判っているな」


　ベルは剣を構えたまま、静かにキールに見入った。


（紫の刻ソワレの闘いだ……）


　ふと、悲痛がベルの中に生じた。


（今この紫よるの刻、この〈舞踏の間〉で、私は、昼マチネと夜ソワレのように姿も心も変えてしまったキールと闘おうとしている。……いや……変わったのは私も同じか）


　まるでキールを今の状態に陥れたのが自分のような気がしていた。思えば、最初にキールの剣を砕いたときから、この男の生涯の歯車は狂いだしていたのではないだろうか。この自分と出会い、剣交わし、剣砕かれてしまったせいで、この男は狂った。そう感ずるべルの脳裏で、もう一人のベルである導き手ガイダンスが、戒めるようにして抗議の声を上げた。


（──いたずらに悲しみを浴びてはならない）


　ベルがふっと笑った。夜露に濡ぬれた花のような、物哀しい微笑であった。


（──悲しみの雨は、お前を凍え、飢えさせる）


「判っているさ」


　ほとんど数拍の間のうちに駆け巡った幾つもの思いを込めて、ベルが高らかに答えた。


　キールが納得したように頷うなずき、悪鬼の形相ともいえる殺意に満ちた顔になった。


　二人、沈黙の舞踏会場で対たい峙じした。


　実際に相対して剣を構え、佇んでいたのはごく僅わずかな間であった。


　ベルの背後で闘いを見守る三人の予想を裏切って、二人、真っ向から駆けた。


「なんと……！」


　キティが目を剝いて飛び上がらんばかりに感嘆した。


　叫び。剣握る手と手、振るわれる剣と剣、いずれも一歩も引かぬまま衝撃の交響を奏で、凄すさまじいまでの剣撃を響かせた。たった一度の奮迅たる剣撃が、広間を震しん憾かんさせた。


　超重量のベルの刃をキールが受け切ったかと思うと、ベルの剣はなんとその牙をも弾はじき、その巨大な剣幅ゆえに剣握る手にさえその牙を届かせなかったのである。


「我が愛なでし娘こにおいては、次元断裂の刃さえ逆に断ち切るか……」


　キティの呟きが、剣楽の音にかき消されていた。


　互いに剣を受け切るとともに、それぞれ左右に走り込んで反転し、また剣撃を放つ。それを受け、なおまた剣を振るう。蹄ひづめ鳴らす鎧よろい姿のキールと、純白のドレスも鮮やかに身を翻らせるベルの、それは居合いの舞踏であった。撃ち、弾き、流し、かわし、跳び、振るい、強く鋭く研ぎ澄まされ、人馬と翼持つ狼の二者の獣が咆ほう哮こうし、美しい戦慄の剣楽が交響する。二人の剣楽舞踏に群衆は恍惚として見入り、また同時に、遠くから手を伸ばしただけでその指を切り飛ばされそうなほどの剣楽の鋭さに肌を粟あわ立だたせた。


　ベルは捨て身になることさえいとわず、キールの剣とそれが繰り出す無形の牙を、まさしく紙一重でかわし、弾いていた。確実でいて危ういほどの激しさである。それがカタコームで得た、死せる生者の覚悟だった。死を想い我が身に沁しみ渡らせることで、むしろ全身全霊が生の火に燃え上がった。苛か烈れつな躍動に満ちていながら、そこに死の静せい謐ひつさが混在することで、熱くなるべきは更に熱く、冷たくなるべきは更に冷たく冴さえ渡ってゆく。


「それがご自慢の剣か、以前の剣よりどれほど強くなったってんだ！」


　剣撃に合わせてベルが叫んだ。キールが憤ふん怒ぬの形相になった。


　既に、互いの剣質はあらかた見えている。あとはそれを踏まえた駆け引きの勝負だった。


「以前の方がよっぽど素晴らしい剣だったじゃないか、それをそんな駄物にしちまった揚げ句、あんた、剣士としての魂まで食わせちまったのかよ！」


　それはベルの正直な感想でもあった。たとえ自分がこの剣に斬り殺されたとしても、決してこんなものをみとめる気はなかった。なんの感動もなければ剣交わす喜びもなかった。


　ただひたすらに哀しいだけだ。剣を打ち交わし、剣楽を奏でるたびに、沈むような悲痛がベルの中で積もった。そしてそれだけ、自分の剣撃が研ぎ澄まされ、容赦がなくなってゆく。それがまた、どうしようもなく哀しかった。


「語れよ！　あんたの剣は、何も語ることさえ持っちゃいないんだよ！」


　キールが躍起になって気合う声を上げ、剣を振るった。〈唸る剣ルンデイング〉が、ベルにその唸りを正確に伝えていった。無惨のひとことに尽きた。


　飢え。飢え。飢え。強く、もっと強く。狂おしいまでの強さの欲求。食う。食う。殺す。殺せ。快楽。嬉々。歓喜。血を浴びたい。何も考える必要なんてない。思い通りに剣を振るえばいい。そう。いつでもどこでも、全く思い通りに。自分にかなう者などいないのだから。慄然とする、無邪気という名の邪悪さに満ちた思念であった。


　雑多な思念の中、その核を成す、確固とした剣の語といがあることにベルは気づいていた。


（我は福音成す者デイルグナーヴ──）


　それは、そう言っていた。


（福音とは神に風聞されることをいう──）


　──DILLEGNAVE


　刹せつ那な、ベルの目に、漆黒の剣肌に輝く深紅の刻印スペルこそが、斬るべき真の敵として映った。


「キール！」


　受け損なえば即必殺となる剣撃をしっかり受け止めながら、その名を呼んだ。


「キィィール！」


　だが、ベルの知っているキールはもはやどこにもいなかった。哀れな剣士と、その身を食らう剣があるだけだった。神楽しませ、神楽します己を楽しませ、揚げ句の果てに神楽しませる剣に、キールは身も心も食い尽くされた。決してみとめられない無惨さであった。


「この野郎っ！　剣士はお前の餌じゃない！」


　悲哀と憤怒が、ベルの剣を加速させた。更にその身を相手の剣の前にさらし、猛然と踏み込んだ。ドレスは既にずたずたに裂かれ、じわじわと血が滲にじんでいる。しかしいずれも浅傷あさでだった。もしそれらの全てが骨まで届く致命傷であったとしても、今のベルには自分が止まるとは思えなかった。更に踏み込んだ。無形の牙きばが手と言わず足と言わず切り裂き始めた。あとごく僅かの差で、剣楽の均衡が崩れ、ベルが八つ裂きになるかに見えた瞬間、キールが微かすかに急せいて剣尖きつさきを乱れさせた。


　──ＥＥＲＲＥＥＨＨ……！


　高らかな唸うなりとともに、極限にまで研ぎ澄まされた〈唸る剣ルンデイング〉の刃が、キールの隙を正確に衝つき、その剣目掛けて迅はしった。これまでキールの身に向けられていた剣撃が、一転してその剣を狙ったという虚もあった。完全に意表をついた。避けることは出来ない。


　だが、それを、キールは生身の左腕を盾にして庇かばった。キールの左腕が肘の付け根から斬り飛ばされ、転がり落ちた先で群衆を恐慌させた。ベルが凶暴な表情かおで相手を見据えた。


「……あんた、斬れちまうんだな」


　呟つぶやきが、剣撃の音にかき消された。


　ベルは、隻腕のキールが何ら苦痛をあらわさず剣を振るい続けるのを哀しく受け止めた。


　断たれた腕からは申し訳程度に鮮血が零こぼれ、代わりに傷口から神の枝にも似た明滅する何かがぞろぞろと生え出で、キールを異形と化してゆく。ベルは悲痛さのあまり、これ以上キールの身を傷つけたくなくなった。ただその剣を一刻も早く砕くのだ。あの右腕をキールの身体から断ち切ってやる。しかしその覚悟が逆にベルを追い詰めていった。狙いが限定されればそれだけ防ぎやすくなる。仕掛けも単調になる。二手三手先を読まれ、じりじりと後退していった。


　キールの剣撃を打ち交わし、それと同時に次元断裂の見えない刃をもかわさねばならない。〈唸る剣ルンデイング〉との深い感応によって、ベルは見えない刃を正確に観ていた。その刃が、徐々に数を増やしてゆく。それだけキールの剣が迅速になってゆくのだ。一度の剣撃でキールの剣が繰り出す次元断裂の刃は一つである。現実の刃と、別の空間から振るわれる影の刃が、対を成して襲ってくるのだ。二つの剣を同時に相手にしていると思えばよかった。だがそれが、あまりに速い斬ざん撃げきのため、影の刃がまだ消えぬうちに、次の現実の刃が襲いかかり、それと同時に新たな影の刃が生じ、更にそれが消える前にもう現実の刃が振るわれている。そのため、結果的に三つ四つの現実と影の刃を交互にまた同時によけなければならなくなっていた。しかもその一つ一つが確実にベルの命を奪う。対応は熾し烈れつをきわめた。それが乗ずべき隙を呼んだ。キールが巧みに現実と虚の二つの刃を使い分け、虚をかけた。ベルの剣が一瞬、宙を薙ないだ。一手遅れた。致命的だった。キールの現実の刃がべルに襲いかかった。漆黒の刃がベルの胸元に突き込まれた。無傷でよけることはもう不可能だった。一瞬にも満たぬ時間の中で、ベルは左腕を捨てた。鮮血が散った。キールの刃はベルの二の腕を散々に斬り裂き、直後に見えない刃がベルの首筋に襲いかかった。ベルはむしろそこから踏み込んだ。死を免れるにはそれしかなかった。ベルの頭上すれすれを刃が通り過ぎた。キールとベルの間に、〈唸る剣ルンデイング〉の巨体が互いの身体に密着するようにして入り込んだ。突き込んだ。時間にすればほとんど同時に、二人、剣を突き出したことになる。ベルは左腕を、キールは鎧の胸板を斬り裂かれ、砕かれた。ベルの左腕は、奇跡的にまだつながっていた。骨も完全に砕かれたわけではない。ただもう肩から下の感覚がなかった。腕が燃えていた。あまりの痛みに灼しやく熱ねつ感しかない。目の前が真っ白になり、真っ白になった世界にキールの暗黒の姿が鮮やかに映った。右腕だけで剣を振るった。世界が灼熱に包まれた。キールの鎧がばらばらと破片を飛び散らせ、白熱する世界に黒い雨が振り撒まかれるようだった。だらりと下がったベルの左腕は鮮血にまみれ、白いレースの手袋も指輪もドレスも何もかもが真紅に染まっていった。それとは裏腹に意識が極限まで研ぎ澄まされ、ベルの中で一つの覚悟が決められた。〈唸る剣ルンデイング〉に内在する力を、無限に解放する一瞬を狙って待った。その瞬間、あるいはキールの剣ごとベルの右腕が粉々に吹き飛ぶかもしれない。それでもよかった。それでよかった。もう他には何も考えられなかった。全身全霊が灼熱の渦のただ中にあった。


　群衆は早くも絶望の声を上げ、ベルが惨殺されることを予想し、あまつさえその悪夢を口にした。それまでただベルの戦いを見守っていたシェリーが、それに激しく反応した。


「誰か助けて！」


　取り押さえようとする神官を振り払って、悲鳴を上げた。


「ベルを助けてっ！　お願い、誰かベルを……！」


　今度は更にそれにキールが反応していた。ふいにベルを牽けん制せいする大振りな剣撃を放ち、後方に跳躍して距離を取ると、なんとシェリーに向かって憤怒の形相で怒鳴った。


「この戦いを汚すか！」


　言い放つと同時に、舞台に向かって一気に跳んでいる。実にとてつもない跳躍力であった。群衆の頭上高く跳び渡り、シェリーに向かって見境のない剣撃を宙から浴びせかけた。


　ベルも一瞬遅れて跳躍しているが、間に合わない。しかもシェリーは一向に逃げようとしない。シェリーが恐怖に顔を引きつらせながらも、敢えてキールの斬撃に身を委ゆだね、それをもってキールを神官団全員で斃たおさせる決意であることを悟った刹那、ベルはほとんど反射的に〈唸る剣ルンデイング〉を逆手に構え、空中でキール目掛けて投げていた。


　──ＥＥＲＲＥＥＨＨＷＷＯＯＮＮ！


　凄すさまじい唸りを上げ、〈唸る剣ルンデイング〉がいまだ宙にあるキールに猛然と迫った。キールが剣を翻し、横殴りに襲いかかる〈唸る剣ルンデイング〉を受け止めた。刹那、爆発的な力がキールに向かって放たれた。キールの蹄ひづめが床を打ち、床に亀裂が走った。こらえた。〈唸る剣ルンデイング〉を受け止めた姿勢のまま猛烈な勢いで後ろに押され、舞台の前面を斜めに滑った。四つの蹄がけたたましい音を立てて床を抉えぐった。背が舞台の手て摺すりを打った。ばらばらに砕けた。手摺がキールの後退に沿って吹き飛び、舞台の前面は一瞬で壊滅した。キールが咆ほう哮こうを上げた。憤怒と悲痛のないまざった叫びとともに、上階の舞台から〈唸る剣ルンデイング〉ともども落下した。舞台からキールが消えるのと同時に、ベルが舞台上に降り立っていた。


「私は大丈夫だよ、シェリー」


　シェリーを振り返って優しく言った。血の雫しずくがシェリーの目の前でしたたった。


「おお……ベル……なんてこと……」


　シェリーが両手で顔を覆った。指の間から目が覗のぞき、ずたずたになったベルの左腕に釘くぎ付づけになっている。純白のドレスが赤くべったりと濡ぬれた様子に、シェリーは今にも失神しかねなかった。


（似合うな……）


　両手で頰を押さえる、シェリーの癖についてであった。ほとんど思考にさえなっていない。目がかすんだ。舞台のへりに向かって手をかざし、剣を呼んだ。それさえもはや無意識の動作だった。決着をつけねばならない。それだけが確かな思念としてあった。世界は灼熱のただ中にあって全てが朦もう朧ろうとしていた。


「とても、楽しそうに唄っていたね」


　呟きが漏れた。シェリーが笛の音のような泣き声を上げた。紫の衣の神官どもが何かを言っていた。〈唸る剣ルンデイング〉が誰の手にも握られぬまま戻ってきた。それを追うようにして、全身をずたずたにされたキールが跳んだ。ベルの頭上はるか高くを跳び越え、背後に降り立った。外套クロークはずたずたの布切れと化し、鎧は砕け、左の前脚がなかった。傷口から血は零れず、代わりに神の樹にも似た明滅する何かが生え出している。


　本物の神の樹が、キールの背後にあった。巨大な剣の樹が、無限に増殖する刻印スペルを繰り返し繰り返し明滅させ、神の樹が坐いますこの舞台の天井には、天空を仰ぐ巨大な空洞があった。気象楽者たちがここから天を奏でるのだ。なんてカタコームの天道墓地に似ているんだろう。そんな思念がベルの中で起こった。無数の、形にならない思念が、渦巻いた。


　神の樹はいったい何を風聞するというのだろう。風聞させるべき花もないくせに。剣をその風聞の花とし、剣士の身体を苗に、癌種の剣がただ成長を繰り返しているだけだ。神の樹は成長すると同時に永遠に枯れ続け、目に見えない支配の意志そのものである神を宿らせ、王をその内に棲すまわせ、国の優れた剣士たちの身を食らっている。これが神か。こんなものがこの国の神なのか。〈魔ニドホツグ〉とはこの神の樹の風聞する花じゃないのか。〈魔ニドホツグ〉が神の樹を食い荒らそうとするのは、つまり神の樹が自分自身しか風聞する相手がいないからじゃないのか。導き手ガイダンスの声が、思念の合間に聞こえていた気がしたが、もとい、ベルにはキールと対決することしか頭にない。漠然とした思念が、強烈な悲痛を伴ってベルの中に渦巻いていただけであった。そしてその渦の中から立ち現れてくる一つの確信が、ベルを最後の剣楽へとつき動かした。


　神の樹は、いまだに自分を見てはいない。この樹は、誰も見ていない。ただ己だけ……


　キールが最後の咆哮を上げた。


　漆黒の剣を掲げ、ベルに向かって走りかかった。その身体が大きく右に傾いているのは、三つしか蹄がないからだ。ベルもまた滑るように駆けた。その身が大きく右に倒れ込んでいるのは、左腕が痛みに灼やけついているからだ。


　シェリーが叫んだ。神官どもがざわめいた。群衆が息をのんだ。舞台の上でベルとキールの影が一瞬のうちに交錯し、刹那、高らかな剣楽の音が天道の舞台に響き渡り、お互いの身体をすりぬけ合うかのように走りすぎた。


　いんいんとした余韻の中で、時間が凍りついた。ベルとキール、二人ともに背を向け合い、それぞれ剣を振り切った姿勢のまま、微動だにしない。


　深海の底に沈むような静けさの中、ベルは神の樹を仰いでいた。振り切った剣握る手は、あたかも神の樹に斬り込んだかのようだった。その視界がふいに赤く染まった。かつん。音がした。ベルの顔の両側を、真っ二つに断たれた髪飾りが落ちていった。結い上げていた髪がはらりとほどけ、額をつたう血がまつげに跳ねて瞼まぶたの上で朱色の雫を散らせた。


　がらん……。鈍い音を立てて〈唸る剣ルンデイング〉が床に落ちた。柄つかはまだ、握ったままだ。ベルが、倒れ込むようにして片膝ひざをついていた。


　シェリーが、か細い声を上げてベルに駆け寄った。と、ふいにその足が止まった。


　キールの声が聞こえた。


「……お前は、強いな」


　声はそう言っていた。ベルが、膝をついたまま、ゆっくりと振り返った。キールの背があった。その精せい悍かんな後ろ姿に、誇りに満ちた雰囲気があった。


　突然、ふっつりと音もなく、キールの右腕が離れた。暗黒の剣肌に刻まれた刻印スペルが真紅に輝き、断末魔の声にも似た音を立てたかと思うと、舞台の上でそれは粉々に砕けていた。


　キールが、背を向けたまま、言った。


「悔いるなよ」


　なんと誇りに満ちた声か。あるいはキールは、〈魔ニドホツグ〉になるべき自分の命運を知った上で、剣を手に執ったのだろうか。広間を見詰めるその目は既に光をともしていない。ゆっくりとキールの上体がかしぎ、倒れた。落ちた。馬体はいまだに舞台の上に三つの蹄を立てている。その剣ごと、その右腕ごと、ベルは真実、キールの体を両断していた。どさり。キールの上体が湿った音を立てて落ち、ぼろぼろの外套が、赤い裏地の中に骸むくろを覆った。


「ベル……」


　シェリーがおずおずとベルに歩み寄った。ついで大声で神官を呼びつけ、ベルの治療に当たらせた。ほとんど絶叫するようだった。シェリーもまた、憤ふん怒ぬと悲痛で満ちているように、ベルの目に映っていた。しゃくり上げながら、声にならない声で詫わびた。


「許してベル……あなたをこんな……許して下さい」


　神の巫女みこたる王女の、一人の女としての嘆願に、ベルは最後の力を振り絞って微笑した。


　視界がぼやけた。完全に気を失う寸前、キールの骸が目に映っていた。


　やがて闇が降りる中、綺き麗れいに斬り離されたキールの上体と馬体とを、まるで夢の中に持って行こうとするかのように、じっと見詰め続けた。


　斬れてしまうということが、ひどく哀しく、蒼あおざめて見えていた。




Ｖ　沈黙。奏でぬ鍵
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　霧雨が続いた。弔いの余韻ともいうべき清さやけき水滴が層雲からゆっくりと舞い落ち、柔らかく天地を覆っている。


　陽はとうに沈んだ。街灯の青白い光が列を成し、その下で小柄な白い影が光に現れては闇に消え、歩いていった。


　キティ＝〈賢者ザ・オール〉である。いつになく真剣な顔だった。


　やがて下方東アンダーイーストの街を外れ、街壁に沿ってそのまま歩き、丘の上に立つと、にわかに妖あやしい叫びが強く耳を打った。影法師の群が無数の怪しげな天幕を行き来し、ひっきりなしに嘆きの声を上げている。飢餓同盟タルトタタンだ。はじめて都市パークに現れたときより格段に規模が大きくなっている。まるで都市パークという果実にへばりついた黒い黴かびだ。


　影法師どもが巣食う一角を、ちょうど高みから全景する位置に、先客がいた。


　男──壮齢の月瞳族キヤツツアイズである。霧雨に白亜の髪を濡らしながら、影法師たちの様子を花でも見るように眺めている。ふうっと幻の煙を細く吐いた。キティを振り返りもせず言った。


「流浪王子どのには、また助けて貰もらったな」


　キティが小さく肩をすくめた。男の傍らに立って同じく影法師の群を見下ろす。


「ほとんど何もしてはおりませんよ。愛なでし娘こに退ひけと言われては手の出しようがない」


　声にどこかすねたような響きがあった。


「あいつらしいな」


　男が笑った。それから、ごく何気ない風に本題に入った。


「問われた理由ことわりが、ついに最後の使命を果たしたようだな」


「三つの神楽カグラ、すべてをね。あとは、鍵かぎを奏でるだけ……」


「だが、鍵がまだあいつにそれを許すまいよ。旅の刻印スペルを刻まれるには、あいつの魂はいまだ未熟だ。その前に、機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナがあいつの存在の予定を調和しにかかる」


　キティの赤い瞳ひとみが、ちらりと男の横顔を向いた。


「抹殺ではなく……？」


「本来、あの神の意志は支配であり抹殺ではない。排除ではなく束縛を選ぶ。民を殺してはあの神の存在する意味まで失われてしまうからだ。あの神が抹殺するには、あいつは既にこの国の一員でありすぎる。だからあの神は今、理由ことわりをいかにして永遠にこの国の一部に組み込み、自分が支配するか、その予定調和プログラムを組み立てているはずだ」


「では、この国の神が、鍵を破壊することも……？」


「いや、それはないだろう。あの神には、たとえ鍵が目の前にあっても、見ることも聞くことも出来ん。あの神にとって旅の者ノマドとは、この世に存在しなくなった者のことをいう。そもそもの初めから、存在しないのさ」


「ふむ。擬神が手出し出来ぬゆえのパラダイス・シフトと考えてよろしいわけだ。では、この国の神が調和する予定あらすじはいかに……？」


「四者の王だ」


　男がはじめてキティを振り向いた。


「この国の王の形は、兄王フオルチユネの陰に弟王フアタールが、姉王ベロネツトの陰に妹王レードウロネツトがいるのを最善とする。光と影のようにだ。幸福の王子フオルチユネの影として不幸な王子フアタールを、美しい王女ベロネツトの影として醜い王女レードウロネツトを立て、兄と姉、弟と妹を、それぞれ婚礼させるのが、本来の城の主族の在り方だ」


「やれやれ、我が〈硬貨の国〉と似たりよったりですな」


「擬神どもの支配の構図は、どの国にも共通するものだ。かつて俺が弟王フアタールの役を逃れたのと同じように、妹王レードウロネツトの役から逃れた者が、今、あの影法師どもの中にいる」


「なんと……」


「理由ことわりを収められるほどの支配の器は、もはや妹王レードウロネツトの座しかあるまい。その証拠に、例の懐疑者クエステイオンやらいう小僧がきが早くも弟王フアタールの座に押し込められようとしている。今の兄王フオルチユネには神の意図を拒むことは出来ん。申し子たちが抗あらがう機会は、一つまた一つと確実に潰つぶされてゆくだろうさ。神が旅の扉の破壊さえ意図するのは時間の問題だが……しかし、今の兄王フオルチユネが旅の扉を肯定する限り、善くも悪くも今の状況は維持されるだろう。問題は、次代の兄王フオルチユネたらんとする者がどう動くか……見定めが肝要なのはここだ」


　男の言葉が、独白にも似た長い呟つぶやきとなって、闇に溶けた。


「……奇妙な因縁だ。理由ことわりの少女が、前代の妹王レードウロネツトが鍛つくった剣を手に、現代の妹王レードウロネツトにさせられようとしている。前代の弟王フアタールである俺から旅に出るすべを教えられ、やがて現代の弟王フアタールにさせられようとしている哀れな青年と出会い、あいつは、旅に出る意志をようやく覚えたのだ。あいつの中の導き手ガイダンスが、いつでも俺に風聞している……その宿命を」


「宿命ですか……」


　キティが囁ささやくように言った。


「理由ことわりを見定めるべく遣わされた私にとって、それは禁忌の言葉なのですよ。彼女を見定め続けるのが私の役割……。もし宿命という言葉が彼女に襲いかかるのならば、私は身をもってそれを防ぎましょう」


　赤い瞳が、男と対たい峙じした。


「私は、もはやあなたの依頼で彼女を守ってはいない」


　男がふと微笑を見せた。


「……王子どのだけが、神にかわって世界の支配を企てる長耳族ラビツテイアの中で、真に小鳥を鳴かせることなく鳥とり籠かごに入れることが出来るのかもしれんな。だが、世界の理由ことわりを問わずに、小鳥を籠に帰すわけにはいかん。あいつの郷愁が、やがてこの世界を砕くまでは……」


　キティがそれをひどく厳しい顔で遮った。


「御仁……あなたは危険だ。あなたは宿命といった言葉に従いすぎる。己の希望のために、多くを犠牲にしすぎる。あなたは何もかえりみない。希望のために希望を殺すことさえ肯定してしまう。あなたは……死ぬべきだった」


　キティがふいに総毛立った。自分の言葉に慄りつ然ぜんとしたようにぴんと耳を立て瞠どう目もくした。


「……御仁、あなたは理由ことわりの少女に斬られたときに死ぬべきだったのだ」


　そう告げることが自分の意志ではないとでもいうように歯がみした。悲しい顔だった。


「流浪王子どのの見定められることに、誤りはないよ」


　男が言った。優しいとさえいえる口調だった。


「俺は亡霊だ。舞台の上で死んだ者が、なお宿命に従って彷徨さまよっているだけだ」


　キティが痛々しく首を振った。男は不敵な笑みを浮かべている。


「もう、俺が話すべきことはない……」


　男の指が、キティの赤いチョッキを指し示した。


「今度会うときは、その試者の灰を貰い受ける」


　そして立ち去った。


　飢餓同盟タルトタタンの嘆きの叫びが、茫ぼう々ぼうとした霧雨の夜にこだました。
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　アドニスがいなくなった。


　キールの兇行があったその夜のうちに〈殻バンブー〉の中に閉じ籠こもり、それっきり出てこようとしない。どこにもいなくなったアドニスが何を考えているのか誰にも判りようがなかった。


　がらんとしたアドニスの宿舎に、ベルの姿があった。


　冷たく乾いたベッドに座り、顔をしかめて薄汚れた天井を見詰めている。剣はベッドの脇にあって静かに不機嫌なベルの側にはべり、開け放した窓から吹く風に死告鳥レイヴンの黒い花弁が舞った。この宿舎の窓が開いているのは死告鳥レイヴンを迎え入れるためであり、それ以外の目的で開いているわけではないことに、ベルは気づいていた。


「……極端なんだよ、馬鹿」


　もう何度となく、姿を消したアドニスに向かって呼び掛けている。アドニスがベルの声を聞くとしたらこの場所しかなかった。他に、知らないからだ。ときおり、〈殻バンブー〉が耳をそばだてているような気もしたが、ついにその姿を見せることはなかった。


　キールの剣による傷は、既に癒いえてきている。聖灰のお蔭かげだった。もう暫しばらくすれば、そうと言われねば気づかぬほどの微かすかな傷きず痕あとを残し、すっかり消えてしまうだろう。


　そして実にそれだけの間、ベルはこの部屋でアドニスを待ち続けていた。キールの剣について、あるいは旅に出ることについて、話したいことが山ほどあった。


「……一緒に、旅に出よう」


　返事もないままに、繰り返し虚空の部屋に呼び掛けた。旅に出ることを唱えるたびに、腹の底からどきりとするものが込み上げて来る。恋情にも似ていた。大半は勝利感である。異端の存在として、世界と軋きしんだ関係を強いられてきた者の、勝利のときが近づいてきているのだ。もう間もなく、旅の扉を開く鍵が、王によって示されるはずだった。


　その瞬間を思うと堪たまらなくなって叫びたくなる。訣けつ別べつの悲しみと喜びとが混ざり合った旅立ちの歓喜がベルを震わせた。およそあらゆる感情がひとところに収しゆう斂れんし、結晶化して光り輝くようだった。その思いを話し合い、分かち合う者が欲しかった。


　だが話せる方のキティはこのところ姿を見せていない。いるのは〈愚者ザ・ナツシング〉の方ばかりだ。


　ガフはキールにやられた傷が癒えぬまま伏せっている。即死してもおかしくない傷だったが、聖灰を溶かした水をすすって生き延びていた。


　ベルが最初に見舞ったときにはまだ喋しやべることも出来ず、次に見舞ったときはシェリーがつきっきりになって入れなかった。


　シェリーは、ガフの手を取ってはかなげに泣いていた。


「……許して下さい」


　筆頭歌士たるシェリーの声は、ときにひどくか細い。


「あなたの剣を、私などの涙で錆さびつかせてしまってはと、そう思いながらも、そうすればあなたはもう危険な目に遭わないと、心のどこかで思っていますの……」


　部屋の入り口でたたらをふんだまま、ベルは思わず盗み聞きしたその言葉にあらためてシェリーの複雑な思いを知った。ガフはシェリーにとってこの城に束縛されて生きるための命綱にも等しい存在なのだ。果たして、シェリーは言った。


「まるで城全体が、私から歌を唄うことの喜びを奪い、あなたが剣を振るうことの喜びを、私に奪わせるよう仕向けているようにさえ思われてしまって、私にはもう、どうしていいのか……あなたにこんな話をすることも、私には間違っているのかそうでないのか判らなくなってしまって……。ああ、ベルに会いたいわ。会って、あのひとの強さを分けて貰もらいたいの。でも怖いのです、シャンディ。……私はベルに残酷な闘いを強いてしまった。そのことで、もし、ベルに恨まれていたらと思うと……」


　それまで黙って聞いていたガフが、ふと口を開いた。


「……シェリー、我々はこれまで、誰かを必要とすることに乾き過ぎていた。必要とされることにばかり頼り過ぎていたのだ。かつて俺の師である前代の弟王フアタールは、必要とされようとすることは、相手を支配しようとすることに通ずると言っておられた。そのことが、最近になって……ベルが現れ、俺の客となって、ようやく判ったような気がする」


　ガフのもう一方の手が、シェリーの手を優しく包んだ。


「我々は、誰かを必要とすることを、恐れているのだ。……シェリー、それゆえ今、あなたは苦しんでいる。勇気を持たれよ……」


「ああ、シャンディ……」


　シェリーの声が、また異なる震えを帯びた。


「あなたが私にいつも勇気を与えてくれます」


　部屋の入り口で右往左往しながら、ベルは二人の互いに寄せる思いがはっきりと恋情として告白されてゆこうとしているのを感じた。なんとなく、だしにされた気分だった。


（帰るか……）


　もっと早くそうしていればよかったと思いながら、部屋をあとにした。


　それにしても、と思う。


（あんな言葉、血ち反吐へどを吐いても言えないなあ……）


　なんとなく、シェリーに対して、一敗地にまみれた気分だった。


　その後、シェリーとはまだ会っていない。自分の方から会いにゆくのも気が引けた。シェリーが互いの存在を必要とするのに対して、ベルは旅立つことの喜びを分かち合いたかった。どうにも立場が悪い。


　ギネスやベネットたちとはひんぱんに会っていたが、彼らは二人ともこの国で生きてゆくことを望んでいる。やはりどこかで旅への思いを語ることを遠慮しがちになった。


　そういうこともあって、ベルはひたすらにアドニスを待った。


　一日の大半をアドニスの宿舎のがらんとした部屋に一人うずくまっていると、実に様々な思いがさざ波のように寄せては返し、繰り返し立ち現れた。旅のことだけではない。あの舞踏会の夜に、ガフとアドニスの間でどのような対話があったのか、今アドニスがどのような苦しみの淵ふちに沈んでいるのか。知りたいと思う気持ちは日増しに強くなってゆく。


　幾つかの確信があった。


　一つは、アドニスがまだこの国にいるということだ。旅の者ノマドになるということは、目に見えない刻印スペルを魂に刻み込まれることをいう。それがなくては、いかなる神の障壁も乗り越えることは出来ない。ベルの中の導き手ガイダンスが、そのことをはっきりと告げていた。


　一方、旅の者ノマドと対を成す存在がある。飢餓同盟タルトタタンだ。アドニスがこの国から逃げ出そうとしてそれに絶望するあまり、この世のどこにも〈楽〉を見み出いだせなくなった影法師どもの群に飲み込まれたという可能性である。だがベルはその可能性をはっきりと否定していた。


　アドニスは飢餓同盟タルトタタンにたやすく飲み込まれるような男ではない。また、決して自ら影に飲み込まれるほど絶望し切ってはいない。


〈殻バンブー〉に閉じ籠りっぱなしなのは、アドニスが己自身と闘っているからだ。そしてそこに他者の存在を許せないという潔癖さが、余計にあの青年の苦しみを増しているのだ。絶望し切ってしまえば、それ以上何も苦しむ必要はない。それならとっくに、〈殻バンブー〉の中から出てきているはずだった。


　また更に、アドニスが現れるとしたら、この宿舎だという確信がある。これはもう願望に近い。ベルは、この部屋以外に、アドニスと風聞する場所を知らなかった。


　もしアドニスが、ここ以外のどこかに別の風聞する場所を持っていたとしたら──


　想像するだけで腹が立った。


（そりゃァないだろう、この唐変木）


　出会ってからの季日は短いとはいえ、共に死地に赴き、闘い、生還し、あまつさえ共に旅に出ることを風聞し合っている間柄ではないか。それではあまりに水臭い。


（一生そうやって自分以外の誰かから逃げ続けるつもりか、馬鹿ったれ）


　アドニスの呪われた手が脳裏に浮かんだ。なまめかしい手だ。その爪が赤あか錆さび色に変じ、手にした剣がまたたく間に朽ち果ててゆく様が、まざまざと思い出された。


　だがその手は、問題の原因に過ぎない。本当の問題は、アドニスが自分の呪いを受け入れられていないということなのだ。


　だから、他者に触れることを恐れ、また触れられることを恐れ、相手の存在自体を拒んでしまう。他者さえいなければ、自分のその手を意識する必要はない。子供の頃、その手が普通のことだと思っていた状態に、繰り返し立ち戻ろうとして失敗している。ベルはアドニスの心の惑いを、そう読み取っていた。


（そのうちお前、自分の両腕を切断するしかなくなるぞ）


　そしてそれは、何の解決にもならないのである。


　今では、アドニスの剣振るう姿に、哀れみさえ覚えていた。アドニスの剣は、相手を殺傷し、抹殺することしか考えていない剣だ。そんな剣と交わす喜びなどあろうはずもない。


　居合いでさえない。ただお互いの存在を否定し合うだけの哀しい剣闘に、〈楽〉の意志があるとは思えなかった。歪ゆがんだ快楽だけがあり、またそれは単なる財貨デナーリ稼ぎの手段に過ぎない。せめて自分が枯らせてしまう剣を、一時的にせよ愛する勇気を持てないのか。


（臆おく病びよう者め……）


　哀れみはそのままもどかしさに、そして腹立たしさに変わってゆく。今のベルは、アドニスを哀れに思うと同時に、怒りを覚えていた。そして怒りの根本には、そうして他ならぬ自分が、アドニスに拒まれているのだという感覚に陥ることにあった。


（けっこう、傲ごう慢まんだ、私……）


　アドニスの本当の苦悩も知らず、ずいぶんと一人よがりな怒りだと思う。


　しかし今は敢えてそれを自分に許したかった。





　何者でもなかった。ベルは透明だった。


　三つの使命を果たした今、敢えて剣闘に赴く必要もない。だから、剣士ソリストでもなかった。


　ただ、〈唸る剣ルンデイング〉を背に負った、無形の者である。どんな種族的特徴もない、誰とも血のつながりを持てない、これが自分なのだと表明する何かを持たない。アドニスの手の呪いにまだ名前がないように、ベルのその無形もまたいまだ名づけざる透明な存在だった。


　だが今はじめて、何者かになるのだという期待があった。全身が躍るような、震えるような期待である。それは旅の者ノマドになることへの期待であり、傍らにアドニスの存在があってはじめてそれが本来的な意味を持つような気がしていた──何故かは、判らないままに。


　ベルのもとに、一羽の風聞の鳥ウイデイールが届いていた。


　ガフからである。


　指定の日、赤い時刻の前には城に上り、〈玉座の間〉を訪れるよう、告げしらせていた。


　最後の使命を果たしたベルに、王が旅の扉を開くための鍵かぎを用意して待っているというのである。そこで最後の試練が行われ、それさえ突破すれば、もうベルをいたずらに束縛し、異端者扱いすることは、なんぴとたりとも出来ない。


　個人の独立した法テーマを有する、歴れつきとした旅の者ノマドになるのだ。そんな言葉が、まるでガフ自身の喜びのように綴つづられていた。


　なお、付き添いはない。この試練には誰も立ち会うことは出来ないきまりだった。


　いまだ傷の癒いえきらぬ身のため、直接ベルと会って言葉を交わせぬことを詫わびてあるのが、ガフらしかった。


　同じような文句が、アドニスの宿舎に来た風聞の鳥にもあった。なんとこの期に及んでもアドニスは〈殻バンブー〉から出て来ていない。まさかと思ったが、試練の日の前日になっても、一向に現れる気配がなかった。


「なァ、明日だぞ、どうするんだい」


　哀れみも怒りも通り越し、もはや呆あきれ返る思いだった。


　何度か、がらんとした部屋に立って、アドニスに宛てられた、ガフからのその風聞を読み上げてやったが、果たして、聞き届いたものかどうか。


「意地を張ってんじゃないだろうね」


　呟つぶやいてから、苦笑した。そして、意を決した。


　こうなれば意地でも待つ。ぎりぎりの時間まで待ち続けてやる。あるいは試練の刻が過ぎても待つ。アドニスが現れない限り、自分も試練を受けることが出来ないということを見せつけてやろう。気分としてはもうほとんどいじめに近い。自分一人の問題で苦しんでいるつもりのアドニスに、無理やりベルという存在を押し込んでしまうのだ。


「お前が現れない限り、私も試練を受けないからな。ざまをみろ、この馬鹿」


　何もない空間に向かって挑むように言い捨てると、いったん自分の部屋に戻り、身支度を整えた。部屋では、キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉がぼんやりと居座っていた。用意しておいた食事が、綺き麗れいに食器ごと消えている。ベルは満足して頷うなずいた。


「ちゃんと食ったなァ。いいか、円卓テーブルの上にある物以外は食うなよ。円卓テーブルもだ」


　円卓テーブルの端が少し欠けているのを指差して言った。


　キティは相変わらず表情のすとんと欠けた顔で、それでもベルの顔を見詰めた。言葉を返すことはしないが、ベルの言うことを理解していないわけではないようなのを、今ではベルも理解している。


「今夜は帰らないから、鍵を開けっ放しにして出て行くんじゃないぞ」


　茫ぼう漠ばくとした赤い瞳ひとみが、ちらりと動いた気がした。ベルはそれを了解と取ると、さっさと荷物をまとめて部屋を出た。


　道すがら、それにしても、と思った。


　どうしてこんなにもアドニスにこだわるのか。あるいは、他者を気にするようになったのか。


　あの長耳族ラビツテイアにしたって、わざわざ食事を作ってやらねばならない理由など全くないのだ。それでも、むしろそうすることで自分がちょっとした満足感を味わっているのにしばしば気づいていた。それは傲慢だろうか。それとも寂しさからか。判らない。いずれにせよ、それは都市パークにやって来たばかりのベルからは想像も出来ない心持ちだった。


（変わっちまうもんだなァ、心ってやつは）


　しかしまだそのときは何の実感も湧かなかった。


　アドニスの部屋に戻ると、自分のために食事を作り、ベッドに腰掛けて食った。椅子というものの全くない部屋なので、腰かけるとしたらそこしかない。


　ベッドのシーツはすっかり綺麗に洗濯してある。部屋の床もきちんと埃ほこりを掃き、机もテーブルも片づけ、花は花瓶を幾つか買ってくると自分なりに整えて飾っていた。色あせたカーテンも洗うだけは洗い、ちゃんと窓も磨いてある。がらんとした感じはそれでも拭ぬぐえなかったが、なんとか生活感の感じられる部屋にはなっている。


　意図してそうしたわけではない。ひまつぶしや、考えごとに飽きて体を動かしたくなったとき、少しずつ片づけていったのが、いつの間にかすっかり掃除してしまっていたのだ。


　部屋の惨状がそれだけ目についたのだともいえるが、それにしても図々しいとも思う。


　一度も使われたことがないかのような湯場バスもきちんと掃除してあり、食事を終えると、道すがら買ってきた水晶球を割って湯を溜ためた。みるみるうちに湯気が立ちこもり、ふとベルは部屋を振り返った。幻の視線を想像して、にわかに腹が立っていた。


　もし覗のぞいていたりしたら、問答無用で斬りつけてやろうか。本気でそう思いながら、湯場バスのドアを閉め、ゆっくり衣服を脱いだ。


　キールの剣にやられた傷は、もうほとんど癒えている。その他、大小合わせて実に多くの傷を負い、それを癒いやしてきていた。傷のあった場所、あるいはうっすらと傷きず痕あとが残っている場所を指でなぞったが、どれも、もう痛くはない。


　ふと、まるでそれらの傷に応じるようにして、心ばかりではなく体もまた変化し、成長しているような気がした。生者として、あるいは女として、背が伸び、骨が固まり、肉が引き締まるとともにしなやかに育ち、いつか消えるだろう稚おさなさを残しつつ柔らかく胸が膨らんでゆく。まるで花が咲くように。


　そう思うと、変化してしまうということに、多少なりとも実感が湧いた。


　一抹の寂しさを引き連れてやってくる、何かが決定的に進行してしまったような感覚とともに、ベルはゆっくりとその身を湯船に沈めた。わけもなく泣きたくなるような一瞬が、そうして静かに過ぎていった。


　泡の実を湯船に直接入れるのが、ベルの好みだ。淡いシトラスの香りに包まれながら、ぼんやりと天井を見上げていると、ふいに、今度はまた別のことで腹が立った。


（抱きたいっつったなァ、お前だろうが）


　といって、まさかその身を捧ささげるつもりなど毛頭なかったし、アドニスの現れる気配は微み塵じんもなかった。時計石オクロツクは紫の色を深めている。窓の外はもうすっかり暗い。


　風ふ呂ろから出ると、用意していた寝間着に着替えてベッドに潜った。〈唸る剣ルンデイング〉を右手に抱き、上着を丸めて枕代わりにして、毛布をひっかぶった。もう一方の手を伸ばして蛍光石ランプに穿うがたれた刻石を回すと、刻印スペルが明オールから暗グラツセに変わり、一瞬遅れて光が消えた。


　闇が満ちた。目が慣れるにつれてゆっくりと暗がりが引いてゆき、ある瞬間から闇が輪郭を帯びて家具の形になるとそこに溜まった。音が消えた。静寂が耳を打ち、自分が動かなくなった途端に、周囲の音が心細いまでに遠くに聞こえた。


　ふっとベルは自分の存在が闇の中で漂遊するように感じた。いつも感じる浮遊感とはまた違うものだ。〈唸る剣ルンデイング〉を抱く手に力が入った。微かな剣の唸うなりを聞いた。苦笑した。


　そういえば、ここは自分の部屋ではないのだ。そのことをふと思い出して、囁ささやいた。


「そのうちこの部屋、貰もらっちまうぞ」


　しんと静まり返った部屋が、アドニスに代わって、どうぞと言っているようだった。


「なァ、明日なんだぜ。どうするんだよ。旅に出る気まで失うせちまったのか……？」


　今度は部屋も答えなかった。


　囁きに応こたえるのは微かすかな風の音ばかりだ。雨はない。雲が晴れたらしく、カーテンの隙間から聖星の光アースシヤインが細く差し込み、淡うす青あおい光が闇に溶けてベルを包んだ。


　なおベルは待ち、やがて瞼まぶたを閉じた。


　ことんと眠った。


　どんなに心が急せいていても、食うべきときは食い、眠るべきときは眠るのが、ベルの強さだ。静かに時が満ちてゆくように、カーテンの隙間から差し込む細い光が、しずしずと角度を変えていった。


　どれほどの時間が過ぎていったのか。


　触れていなければそれと判らぬほど微かな剣の唸りがベルの目を覚まさせた。


　次の瞬間には完全に覚かく醒せいしている。


　だが奇妙な違和感から、瞼は閉じたままでいた。呼吸もそのまま寝息を演じた。


　闇の向こうに、誰かしらの気配があった。


　同時に、混乱があった。自分の今いる場所が判らなくなっていた。ある男の部屋で寝ているのだと思い至ると、急にどれだけの間寝ていたのかが気になった。眠りに落ちてから一瞬も過ぎていないような気がした。


　微かな衣きぬ擦ずれの音が聞こえ、少しずつそれが近寄った。音が気配をまとい柔らかな足音がその存在をベルの傍らへと運んだ。


　ふと感じた激しい胸の鼓動が、相手の歩みに従って増しに増した。それでも瞼は閉じたままでいた。そのせいで鼓動の騒音が全身に響き渡るようだった。その音が外側に漏れてしまわないか祈るような心持ちとともに自分がどんな姿勢でいるのかが気になった。


　剣を右手に抱いて、仰向けに寝そべり、僅わずかに顎あごを上げて浅い呼吸を繰り返している。途端にとんでもなく大胆なことをしでかしてしまったような気分に襲われた。そういえば、ここは自分の部屋ではないのだ。眠る前に思い至ったそのことが、振り子のように大きく弧を描いて戻ってくると何倍もの重さで心を叩たたき、衝撃で唇が震えた。僅かに呼吸が乱れた。


　はっとしたように足音が微かに乱れ、たたらを踏むような気配があった。


　気づかれたろうか。そう思うと、急に安あん堵どとともに悔しさが生まれた。もはや眠り姫はどこにもいない。微かな絶望がちくりとベルを苛さいなんだ。このまま相手の気配が再び消え失せてしまうのだろうかとぼんやり思っていると、ふいに大きく気配が近づいた。


　まったく意表を衝つかれた。


　最初に触れたのは吐息だった。


　ついで柔らかな唇の感触が額の一点にともり、火のようにベルを灼やいた。


　目を閉じながら、ベルは瞼の裏にその光景をまざまざと見み出いだしていた。


　ベルに唇づけを捧げる男の姿は臆おく病びようなほど整然として僅かな衝撃でいともたやすく崩れ去る脆もろさに満ちている。その脆さを隠すように全身を影に包み込んで、互いにこれだけ近づいていながらその表情かおを窺うかがい知ることさえ出来ない。ただ瞳だけが聖星の輝きアースシヤインを容いれて微かに淡青い光を溜め、それは惑いながらも決して表に零こぼれ出そうとはしなかった。


　ベルはふと、その姿に、誰かを思い出しそうになった。


　夢の続きのような曖あい昧まいな直感があった。


　銀がかった白い体毛、碧あおい瞳、それは失われた全体像を断片的に思い出させる記憶のかけらであり、無意識の海の底に沈みたゆたいながらももはや決して意識の上にのぼることのない何者かのかけがえのないコラージュだった。似ていたのだ。ベルは思った。この男は。だが誰に……？


　すがるように、慰い撫ぶするように、唇がベルの鼻び梁りようをなぞり、ゆっくりと降りていった。


　そこではじめてベルは慌てた。思い出しかけた記憶のかけらから心が離れ、現実の状況に思いが立ち戻った。


　まさかこの自分がこんな目に遭うとは思ってもいなかった。それこそ夢のようだが、今この状況では甘さや怖さよりも、違和感や戸惑いの方がよほど大きかった。


　まるで、静止していた湖に泳ぎ出したつもりが、いつの間にか強い河の流れに押されて一つの方向へと流されてゆくようだった。それに対して本能的とさえいえるような強い抵抗を感じ、同時に唇くちづけの一つや二つ別にどうということはないとも思った。


　猛烈な照れと冷たく乾いた心持ちとが等しく胸の内に広がり、相手の身をその胸に受け止めてやりたくなるのと同じくらい、今すぐ相手を突き飛ばして罵ののしってやりたくなった。


　いずれにせよ鼓動は騒々しさに満ち、相手の唇の熱がゆっくりとそのおもてを灼くにつれ、衝動のような焦りのようなものが自分の奥底のとても深い部分から急激にせり上ってくると、もはや一瞬後の自分が何をするのか予想もつかなくなり、喉のど元もとがおののくように何かを運び出し、それがなんであるか判らぬまま口全体がその言葉を放っていた。


「惚ほれてもいないくせに」


　実際に口に出してからはじめて自分が何を言ったのか理解していた。相手の唇がほとんど自分の唇と重なり合おうとしたその瞬間の出来ごとだった。なぜ相手の唇がそこで止まったのか、どうして熱が急激に冷えていったのか、自分でそれを失わせたくせにそのことに気づかぬまま、一瞬の間置き去りにされたような寂しさを感じた。


　ゆっくりと、傷ついたように、相手が離れた。


　返事はなかった。相手はついに何も言い返さなかった。ベルはなお目を閉ざしていた。


　カーテンの揺れる音がすると微かな風の動きが部屋に入り込み、それに押されるようにして闇の中の気配がもっと深いところへと消えるようにしぼみ、遠ざかった。


　ベルは瞼を開いた。僅かに顔を傾け、青い闇に相手を探した。


　再び相手が消えてしまったこと、自分が消してしまったことに淡い哀しみを感じかけた。そのとき、視界の隅にその姿が映じていた。


「アドニス……」


　その名を呼んだ。


　アドニスは無言でベルを見詰めた。光に満ちた所からは闇の中にあるものの姿がはっきりとしないように、その表情かおは判らぬまま、それでも影法師のようなその姿が少し傷ついたように佇たたずんでいる。


「……はじめは、別の部屋に出たのかと思った。床が暖かいのに驚いた。住まう者によって、部屋もずいぶんと変わるんだな」


　アドニスが囁くように言った。


「住まうことは苦手だ」


　それは、ふと恥ずかしげもなく零したアドニスの本音だった。


「俺は、いつでも生命的なものに虐げられているような感覚の中にいるんだ……俺は、不完全な死者として生まれたから」


　ベルは静かに相手の姿を見詰め、問うように、微かに首を傾げた。


「いつか完全な死者になるために……生あるもの全てに拒まれ、長い年季としつきをこの腐敗をもたらす両手とともに過ごし、いつか完全な死によって解放されるときをただ待つだけの、死んでいないだけの生……そんな在り方しか、俺は自分自身に与えてやれないでいる」


　ベルが小さく首を振った。闇の中に立つアドニスには、ベルのその姿が聖星アースの青い輝きに包まれているようにも見えたろうか。


「どうしたらお前のように、そんなにも生きていられるのだろうな」


　諦てい念ねんの固まりのような言葉だった。


　ベルは急に苛いら立だった。悲しくなった。そんな言葉が聞きたくて、これまでずっと待ち続けていたわけじゃないのに。そういう寂しさに、無意識に背を丸めた。


「だったら、もう一度、生まれ直せよ」


　影絵のような相手の姿を上目遣いに見据えて囁くと、我知らず悔しさを押し隠した、穏やかな声音になっている。


「なんなら、私がお前を生み直してやる」


　心の隅で、僭せん越えつきわまる傲ごう慢まんな言葉だと自分をなじった。後悔するぞ。そういう直感があった。だが言わずにはいられない。そうでなければあまりに自分が報われない。


「だから……一緒に、旅に出よう、アドニス。そうすればお前も……」


　言葉が尻しりすぼみになって消えた。


　今度はアドニスが首を振った。


「明日、鍵かぎを奏でるまでは、まだ……」


　そしてもう一度首を振った。


「俺にはまだ確かめることがある。それが終わるまで、約束は出来ない」


　それがなんであるにせよ、絶対に確かめることが叶かなわないかのような口調だった。あるいは、それを確かめることでもう旅には出られなくなるとでも言うかのようだった。いずれにせよ、ベルにはどうすることも出来なかった。


「明日は、来るんだろう……？」


「もとから、そのつもりだ」


「……お前、どうして私がここにいるのか、訊きかないんだな」


「どんな部屋だって、俺よりもお前が住む方が相応ふさわしいさ」


「そうかよ」


「ああ」


「本当、馬鹿だな、お前」


「お前が言うなら、そうなんだろうな」


「絶対に来いよ。明日だけは、絶対に」


「行くさ。ただし、お前が俺を待つことはない。先に行けばいい」


「馬ァ鹿ァ野郎ッ、言われなくてもそうすらあ。自惚うぬぼれるんじゃないよ」


　なんだかとても泣きたくなった。


　そのくせそれをごまかすために、いたずらげに少し笑って見せる自分がいる。


　自分の感情の由縁が判らない。


　相手もまた影の中で微かすかに苦笑する気配を見せている。


　相手に期待すればするほどそれが裏切られているような気がするのはどうしてなのか。


　アドニスが言った。


「……すまない、ベル」


　次の瞬間には〈殻バンブー〉の牙きばの扉がアドニスの足元から広がり、またたく間に包み込んだ。


　そして再び消え失うせた。


　追いかけることさえ出来なかった。そのための時間もチャンスも無限にあったように思う。それは同時に、互いの生命感覚があまりに隔たりを見せた時間でもあった。その隔たりと、違和感が、一方的に理解することを拒み、一方的に理解されることを望んだ。そのせいで互いに裏切られてばかりだった。誰も裏切ったりはしていないのに。


　一人部屋に残され、寂しさを抱えて夜の闇に漂遊する感覚に、ベルは指一本動かせないでいた。


「……馬鹿だ、私」


　小さく溜ため息吐いて、呟つぶやいた。


　Lin、と時計石オクロツクが音告げた。それが真に呪縛を解くきっかけになった。


「もうこんなに蒼あおい」


　ベルはしばらくじっと石を見詰め、それからそれに唇づけた。


「本当に馬鹿だ」


　もう一度だけ呟き、目を閉じた。





３




　時刻は黄から赤へ──


　日頃、多くの参拝者を迎える〈玉座の間〉が、今日に限ってはまったく人影が絶え、話し声一つ、足音一つとして聞こえなかった。ベルは扉の前に立って、まるで城全体が森閑として静まり返っているみたいだと思った。


　季ときのはじめのこの日、聖星が空から姿を消すとともに、全ての農楽や建楽がぴたりと鳴りをひそめ、城は一切の安息日に入るのだ。


　神の樹に実る〈天てん秤びん〉もこの日だけは何も計ることがなく、まるで時さえ止まったかのように一日中同じ平衡の状態を保っている。


　剣は鞘に収められた音ケースバイケースを最後に沈黙し、〈正義〉も〈悪〉も共に同じく安息するこの日に、旅の者ノマドを志す者は〈鍵〉を奏でるのだ。


（まるで、そんなやつはいないとでもいうみたいだ……）


　観覧する者さえおらず、表明されるものもなく、ただふいにいなくなるようにして、都市パークの者は旅に出る──そのことの意味に、ふとベルは思い当たったような気がした。


（……自由か）


　扉のこちら側から、向こう側へ──


　それは、何かからの自由であると同時に、何かへの自由だった。都市パークの法テーマから解放されることであり、独自の法テーマを有する存在になることであった。


（いつかキティが言っていたっけ。自分の由縁を知ること、知っていて囚とらわれないこと、囚われず更に知ろうとすること……そう、彼らの不思議な響きの言葉、空クウ……）


　それはあるいは、キティ＝〈賢者ザ・オール〉なりの、旅への誘いであったのかもしれなかった。


　ベルがアドニスにそうしたように。決して孤独になることへの恐れからではなく、むしろそうすることで互いをたった一人の者としてみとめられるように。それぞれが他者には理解することの叶かなわない呪いのかたちを背負いながら、それぞれが願う何かを求め──そして、独立した一つの音のようにどこまでも自由に響いていけばいい。


　ベルはふと城を振り返った。がらんとした城の廊下や階段の入り口のあちこちに目を走らせるうちに、いまだ到着せぬアドニスの姿をどこかに見た気がした。


　そればかりではない。養父母や、これまで出会って来た全ての者たちや、自分がこの手で斃たおしてきたティツィアーノやキールの影さえも、そこにみとめていた。


　それらは皆、扉のこちら側に存在する者たちであり、ベルが扉を開き、それをくぐり抜けることによって、訣けつ別べつすると同時に新たに再会するだろう者たちであった。


　沈み込むような静寂のうちにそれらの無数の影は城の柱や壁や階段の向こうに立ち現れ、そして音もなく消えていった。


「私は、旅の者ノマドになるよ……」


　声に出して言った。そのまなざしは、答える者がいないことを確かめるというよりも、そこに不在の者の姿を実際に見るようだった。


　やがてベルは一人になった。と同時に、どうして、自分がアドニスを旅に誘おうとしたのか、不思議と合点がいった気分だった。


　微笑にも似た穏やかな表情で、再び扉に向かい合った。


　両手を扉に触れた。


　それはいつか見た扉に似ていた。その向こう側に広がる無限の可能性を感じさせながら、いつでもひどく遠いところにあって、自分の手には届かないことを思い知らせてきた扉だった。いわばベルの原風景とでもいうべきその扉に今はっきりと手を伸ばし、開け放つのだという感覚がベルを奮い立たせた。


（出て行ってしまおう。どこへ行くかは知らないけれど、ここではないどこかへ──）


　はじめて〈唸る剣ルンデイング〉と出会い、その手に振るったときから思い続けていたそのことが、確かな高揚の感覚とともにベルを静かにゆっくりと押し進めた。


　扉の開く重々しい音が静寂を割り、ベルの目の前におびただしい数の青い観覧席に囲まれた〈玉座の間〉が広がった。


　神の樹のそびえる舞台では既に王が姿をあらわしており、その双そう貌ぼうが、たった今開かれた扉を見詰め、ついでベルの姿をみとめた。


「安息を経ぬままに、この〈玉座の間〉を訪れる者の名を告げよ」


「ラブラック＝ベル、それが私の名だ」


　名乗りながら舞台への花道を踏んだ。青玉サフイユの床には無数の鳥花のはばたく姿が彫り込まれ、青く透き通る石の中であたかもそれらの鳥たちが互いに風聞するようだった。


「一名ある者よ、安息を投げ打ち、この〈玉座の間〉に何を望むのか」


「都市パークを出て、神の定めた国の境界を超えること。そのための〈鍵かぎ〉を手にする理由ことわりが、私にはあるんだ」


　舞台へとなだらかに下っている青玉の花の道を進みながら、ベルは自分の中にもまるで安息するように黙り込むものがあることに気づいた。


　導き手ガイダンスである。これまでベルの内外にかかわらず何か疑問が問われるたびにベルの中で口やかましく声を上げていたくせに、今日このときに限っては一向に答えようとしなかった。


　そもそも〈鍵〉とは何なのか。旅に出るための最後の試練とは具体的にいかなるものなのか。実際にそれを目の当たりにするまでは知りようがなかった。


「では、安息を離れ、この〈玉座の間〉より国を立ち去らんとするはいかなる業か」


「旅に出るのさ」


　ベルの足が止まった。


「全ては、本当に私がいったい何者であるのか──それを知るために」


　すぐ目の前に舞台への階段がそびえ、その先に墓標にも似た冷たき玉座が鎮座している。更に玉座の上はるか高みで神の樹にその身を捧ささげた王の巨大な双貌がベルを見下ろした。


　はじめて〈玉座の間〉を訪れたときとは比較にならぬ猛烈な圧迫感がベルに降り注いだ──が、ベルはあえてその緊張に逆らわず、むしろゆっくりと穏やかにそれを受け入れ、抗あらがうことなくその畏い怖ふにも似た気持ちと自分の心とを一体化させていった。


　ふいに、ベルの背後、花道の向こうで、やってきた扉が静かにゆっくりと閉ざされる気配がした。


　扉が閉まった瞬間の、微かに広間の空気全体が震えを帯びるような、重低音の響きが訪れてやって来たのは、ベルがこれまで経験したことのないほとんど完全といっていい静寂の世界であった。


　しかしベルは振り返りもうろたえもせず、ただ王の双貌を、垂直に顎あごを立てるようにして見上げ、口元には本人さえ意識せぬ穏やかな微笑が浮かんでいる。


　もはや恐れるものはなかった。今ほどベルは自分自身の存在を確固とした躍動する一つの生命のかたちであること、それが他ならぬ自分そのものであるのだということを感じたことはなかった。完全な静寂が教えるのは、自分の心も身体もまた無数に鳴り響く鼓動の騒音、生ある限りそこに存在しえねばならない生きた楽器ヴエツセルであるということなのだった。


　そしてそのとき、ベルと王とは、静寂の青く透き通る世界を穿ちながら向き合う、二種の騒音的存在であった。


　一方は永遠なる神の剣の樹に棲すまい、神に最も近しくあって全ての民を統べ、天秤の秤動バランスを司つかさどる者としてあらゆる種族的特徴を一身に担い、この国の全ての種族を支配する神の動機モチーフそのもののような姿をもって、唯一無二の、全一なる騒音的存在として、安息せる城の沈黙の中でその口を開き語りうる何者か──王そのひとであった。


　それに対して独りきり佇たつのは、その身の由縁をいまだ知らぬ、あらゆる種族的特徴から見放された皆無なる者として、まるで全種族の原形のような姿でこの世に現れ、今ではその身をもって神の支配から逃れようとする、これもまた唯一無二の空無なる騒音的存在なのだった。


　いずれも異形であり、また異形であることをもってはじめてこの世を穿うがち存在せる二者の間に、まるで青く彩られたこの広間の一部がふいにひとのかたちをとって立ち現れるかのように、青い仮面と衣の神官どもが舞台のそでから姿を見せ、ベルに向かって厳かにその一つ一つ微妙にデザインが違う仮面を並べてみせた。


　ベルはその神官どものあまりの気配のなさにちょっと驚き、じろじろと眺めた。なんだかまるでよくある幽霊話ガイストテラみたいに本当にそのまま青い帳とばりや壁に溶け込んでいきそうだった。


「安息を影として踏みしめる者よ、この〈玉座の間〉にていかなる呼ばれ名を望むか」


　王の双貌が、声を合わせて厳かに問うていた。


　上の貌かおは時とともにますます整ってゆくようで、月瞳族キヤツツアイズに特有の小高く尖とがった耳鼻や、清浄なる水を封じ込めた水晶球のような紺こん碧ぺきの瞳ひとみも美しく映えて、気品と秩序に満ちた相貌を呈している。下の貌はそれに対して時とともにますます崩れてはまた新たな変容をあらわし、瞳の色も形も一定せず、鮮やかに白く並んだ歯し牙がの形さえ枯れ溶けてはまた鋭く堅固に生え出ずる、まさしく混こん沌とんの相貌であった。


（どっちにしたって、神の手の内か──）


　ベルにしては珍しく、ちょっとむつかしげなことを我から思って、心の中でそっと呟いてみた。キティ＝〈賢者ザ・オール〉あたりの影響だろうか。多くの民がその姿にいいようのない畏怖を感ずる王と神の樹の様子を、なにやら興味深く面白げに眺めやりながら、ベルは舞台への階段をのぼった。


　一段一段踏みしめるようにして舞台に上がり、やがて玉座の脇を通り過ぎ、広大といっていいくらいの巨おおきな舞台の中程に立つと、声高に答えていった。


「私は旅の者ノマドになりたい。それが私の望む、私に最も相応ふさわしい呼ばれ名だ！」


　と──


　ベルがそう宣告した刹せつ那な、王がその身を猛たけらせるようにして震わせた。あるいはベルにはただそのように見え、いきなり相手が怒り出したのかと目を丸くしたが、どうやらそうではないと知って思わずほっとした。


　なにしろ導き手ガイダンスのように、正確な知識を踏まえたうえで王の言葉に答えられる自信など全くないのだ。ただ、自分がなんとなく確信しているから、ということだけが頼りで、それがもし誤りであっても自分にはどうすることも出来やしない、という大いに開き直った心持ちでこの最後の試練に赴いていたのである。せいぜい、自分が納得出来る答えを堂々と王の前にさらけだすしかないではないか。


　そして今のところ、それはおおむね成功している。ベルにとっては、なかなかに自分を褒めてやりたい気分だったところを、


（驚かさないでよ、まったく……）


　王の思わぬ反応に口の中でぶつぶつ呟き、取り敢えずは気を落ち着かせることに努めた。


　そんなベルの気持ちには全く頓とん着じやくせぬ様子で、王はその身を震わせ続けた。ざわざわと、無数の腕やら脚やらわけの判らぬものが神の樹より生え出でては右へ左へと動き、それに、応じるようにして青い衣の神官どもが一人また一人、ふわりと音もなく動き出した様子を見ると、どうやら何かを神官どもに運ぶよう命じているらしかった。


　それにしても大仰な王の身振りである。まるで何か大きな目に見えぬ者が王の背後にあって暴れもがき、それを王が必死で制止しながら、神官どもに急いでなにごとかを命じているようだ──ベルはふと、そんな風に思った。そしてなにやら合点がいった。


（王は、旅に出ようとするやつに関しては弁護者なんだ……神に対しての）


　いかなる民も、わが領土より手放してはならん。神の樹が声もなくそう叫び、それを、王がその身を挺ていして押しとどめ、こらえている。そんなイメージがベルの脳裏に、多少茶化されて浮かび上がった。


（余計なお世話だ）


　苦笑しながらそっと一人ごちる。


（だいたい神もわがままなんだよ。誰がどこにいようが、こっちの勝手じゃないか）


　そんな、能天気な気持ちを抱いていると、


「では……小さき者ベルよ、〈鍵〉を奏でるがよい」


　やがて王の双貌が言った。


「いかなる方法を用いてもかまわぬ。自らの魂の音色を明らかにするがいい。それにより、神の障壁を乗り越えるための刻印スペルが、そなたの内に刻み込まれるであろう」


　王の言葉とともに、神官どもの手によって舞台の脇から中央へと運び出されるものがあった。


　車輪が回転し、ごろごろと地鳴りのような音とともに近づいてくるそれは、ベルのあらゆる予想を遥はるかに超えた、一つの漆黒の固まりのごときものであった。ベルにはそれが、巨大な棺にも、また農作物の種を保管しておく苗箱のようにも見えていた。


　それは、一つの楽器ヴエツセルであった。


　神官が数人がかりでそれを押すとともに、それ自体があたかも沈黙そのものの結晶であるかのような、巨きな漆黒の箱に備え付けられた三本の脚と、それぞれの脚の先についた車輪が回転し、重く響くような音を連れてゆっくりと舞台に登場した。


　やがてそれがベルの目の前に置かれ、ちょうど、ベルと王との間に位置すると、神官どもがその位置取りを調整するように、長方形の箱の一辺が奇妙に湾曲した方を観覧席に向けた。


　そして、何やら横に細長い机のようになった部分を舞台の左脇へと向け、その机のような部分のすぐそばに、背もたれのない、赤いクッションの付いた小さな長椅子を用意したのだった。そしてそれを最後に、神官どもはふわりと青い衣を翻らせ、奇妙にぎくしゃくした、魂の抜けたような所作で、舞台の左右の裾すそへと、本当に幽霊じみた自然さで消えていったのだった。


「これが……〈鍵かぎ〉……？」


　なんとも呆あつ気けに取られて、ベルは誰に尋ねるともなく呟つぶやいた。


　それを、いったい、なんと形容すべきか──


　ベルは、巨大なその箱を様々な角度からためつすがめつしてみたが、一向に理解がいかなかった。いったい、何なのだろうかこれは。何と呼ぶべきなのか。果たしてこれをどのようにして使うのか……さっぱり見当もつかなかった。


「ローハイド王、これは……？」


「それこそ、〈鍵盤キーボード楽器ヴエツセル〉と呼ばれる、旅への〈鍵〉なのだ、小さき者よ」


　どうにも困った面持ちのベルに、王が諭すように言った。


「その椅子に座り、〈鍵〉と向き合うがよい。そののち〈鍵〉がそなたをみとめれば、おのずとそれを奏でる方法が見えてこよう」


　ベルは首を傾げ傾げ、眉まゆをひそめながら、とにかく椅子に座るためにまず剣を背から下ろそうとした。この椅子は、どう考えても〈唸る剣ルンデイング〉の超重量を支えるに足りるとは思われない。


　するとまた王が言った。


「剣を下ろす必要はない」


　ベルはちょっと驚いて王を見上げた。


「〈鍵〉はそれを奏でようとする者の全てを容認する」


「このまま座れってこと？」


　ベルは確かめるように問いながら、剣を背負ったまま、恐る恐る腰を下ろしていった。


（椅子が壊れたからって、試練がふいになるってんじゃないだろうな……）


　やがて完全に体重を預けた。今度こそ本当に驚いた。剣の重みがまともに椅子にかかっているはずなのに、それはみしりともなんともいわなかった。ただ当然のようにベルとその剣を支えているばかりである。


「へえ……」


　こいつは便利だ──と、場違いながらも、日常ではなにかと困りがちなベルとその剣にしてみれば、当然な感想を抱いた。


　なんらかの特殊な魔法が施されていなくては、こうはいかない。


　ずいぶんと年代の古い魔法のようで、椅子に刻まれた刻印スペルの文法を一見しても、それが精せい緻ちを極めたものであるということ以外、てんで判らなかった。


　そのときである。


　椅子の方に気を取られていたベルの目の前で、ふいにそれが開いた。


　まるで蔵しまっていた種がらが自然と芽生えて苗箱を内側から押し破るかのように、それは音を立てることもなくゆっくりとひとりでに蓋ふたを開いていったのだった。


　蓋は、二つあった。


　一つは、ベルが座る目の前の机のようだと思っていた箇所である。


　もう一つは箱全体を覆う、一辺が奇妙に湾曲した大きな蓋で、それに対を成すように棒がこれまたひとりでに起き上がると、大きな方の蓋を支えて立ち、そこに固定された。


「おお……。〈鍵〉が、それを奏でる者の到来を、接触をみとめたのだ」


　王の声には、幾分、感嘆にも似た響きがあった。


　だがそれでもなお、ベルにはわけが判らないでいる。


　大きな方の蓋の内には、沢山の楽器の弦らしきものが真っ直すぐベルに向かって並んでおり、また机のようだと思った箇所には、白と黒の、綺き麗れいに切り整えられた獣の歯のようなものが現れていた。


　その、歯のようなものは、どうやら一つ一つが奇妙に機巧からくりめいた装置で弦とつながっているかあるいは接触しているらしく、足下には幾つかのペダルがあった。


　弦と何等かの形でつながっているらしいことを思うと、つまりはこの歯のようなものを押すか何かして、弦を鳴らすのだろうことは判る。だが、そう思うからといってうかつに触ってよいものかどうか。


　ベルは真剣に考え、だいぶ戸惑いながらも、つとめていたずらに焦らぬよう自分に言い聞かせながら、あっちに少し触れ、こっちを撫なでさすり、とやっていると、王がまた諭すように声をかけてきた。


「そなたの目の前にある白き鍵と黒き鍵こそ、〈鍵盤キーボード〉と呼ばれるものなのだ。それをいかにして奏でるかは、我にも定めることがかなわぬ。全てはそなたの自由にするがいい」


「そう言われても……」


　ふと、蓋の裏に何ごとかが刻まれているのに気付いた。それは漆黒の色に隠れて今までベルの目にとまらずにいたのが、いったん目に触れるとにわかにベルの眼前に立ち現れ、その異様な刻印スペルをあらわしたのだった。


　──MOONWORK


　と、そこには刻み込まれていた。


「なんだこりゃァ」


　見たこともなかったし、何と読んでよいのかも判らない、霊妙なる刻印スペルであった。本当にそれが何かしらをあらわす刻印スペルであるのかどうかも判然としない。導き手ガイダンスが沈黙している限り、こういう分野のものに関しては全くのお手上げである。


　代わりに、答えはベルの外側、王の双そう貌ぼうの口より放たれていた。


「月することモーナークをあらわす、神代の刻印スペルだ、小さき者よ」


　と王が言った。


「月することモーナーク……」


　ベルはふと、自分の口にしたその言葉に違和感を覚えた。


　月とは、主に螺ら旋せんの形を意味し、一般的にいって、外側へと広がると同時に中心へと無限に落ち込んでゆく形をあらわす言葉であった。発展と回帰とをあらわし、常に拡がり、常に中心足りうると同時に、常に終止符と化しうる、〈月スパイラル〉のことである。


　そして〈月するモーナーク〉というとき、それはたとえば季節の巡りや、星座の変化や、聖星の満ち欠け、生命の誕生と死といった生命世界全体の様相が、たとえば月瞳族キヤツツアイズの瞳ひとみのように、また月歯族マウテイーの死後にさえ伸び続けるといわれる歯のように、あるいは時計石オクロツクの色のごとく、刻一刻と諸相を変じてゆきどこまでも展開を拡げながら常に再び同じ状態へと回帰し続け、そして回帰したそれは決して以前のものと同一ではありえず、時とともにうつろいゆくのである──と、そういうことを意味するのだった。


「月……」


　だがベルがその言葉に違和感を覚えたのは、そもそもそれが何を意味しているのか判らないからだ。


「月って、いったい、何だ？」


　ベルは王を見上げながら、勝手にその疑問が口をつくようにして問われるに任せた。答えを求めているのではなく、むしろそんなことはいかにも知りようのないのを確かめるための問いであった。


「……それは、今となっては誰にも解せぬ、神代の謎なのだろう」


　王もまたベルの内心に同意するように言った。


「螺旋の図形スパイラルをあらわす言葉として、また、それゆえ、月は、世界の本質をあらわす言葉として太古より受け継がれているが、今では、その本来の意味を失った、古い、神代の言葉なのだ」


「神代の言葉……」


　漆黒の楽器に刻まれたその刻印スペルを見詰めながら、ベルは王の言葉を確かめるように繰り返した。


　普段であれば、ベルがこのようなことでわざわざ思い悩む必要のまったくない、気に留めもしないようなことなのだ。それが、他ならぬ旅の扉を開く〈鍵〉に刻み込まれていたということ、そしてまた、ベル自身がこの言葉にいいようのない衝撃のようなものを受けていたことから、なんともとらえがたく根深い思いをベルの中に引き起こしていたのだった。


（まさか……）


　それはどこか似ていた。どこがどうとはいえぬ。言葉の響きや、それ以上の、もっと根本的な、言葉そのものの存在感が──


（生まれたときに、知っていたはずの答え……誰に教えられることもなく喋しやべっていたという、私の、言葉……）


　その昔〈石の卵〉から生まれたベルが、口にしていたという、幻の言葉。生まれたとき、既に知っていたのかもしれない、自分自身の由縁──


（なんだろう、この感覚……まるで、〈唸る剣ルンデイング〉と初めて出会ったときのような……不思議な、そのくせひどくほっとして、否応なく納得させられてしまう……この感じ）


〈唸る剣ルンデイング〉の刃の腹に刻み込まれた、今では誰にも解りえぬ旧ふるき神代の言葉──それと邂かい逅こうしたときのような、あるいはそれと知らず自分の根底に関わる何かと再会したときのような、根深い感慨。


　それを、なんと言ったか。


　この、自分の中でどうしようもなく湧き上がり、言い訳のきかないでいるもの──


（郷愁……）


　ベルはいつか名づけられたその自分の感情の名を思い出し、口の中で呟つぶやいた。


（そう呼んだのは……呼ばれたのは、いったいいつのことだったろうか。もうこんなにも遠く離れてしまった、いつかの時……そのとき確かに私はそれを知った。その感情の名と意味とを知った。故郷を想う気持ち、理想郷への憧あこがれ、今いる自分も場所も愛せないでいる心の苦しみ……と）


　いったいどこの誰に教えられたものか、決して思い出せぬまま、ベルはそのことを可能な限り思い返し、ひそやかな胸の震えとともに、ゆっくりとそれが一つの確信へと向かうのを感じた。


（間違っていなかった──）


　ベルはふいに、何もかもが明らかにならぬこの状況で、ただそれだけが確かなこととして、叫び出したいような気持ちにかられた。


（こうして旅に出ることも、〈唸る剣ルンデイング〉と出会ったことも、都市パークに来たことも、私が私自身を知るということから決して外れてはいなかった。間違っていなかった。決して……）


　それは、意識の上にはのぼらぬまでも、常に心の底では不安に思い続けていたことであった。ただ導き手ガイダンスの示す先に、あるいは自分の直感の赴く方に、自分の郷愁を満たすものがあるであろうこと──ただそれだけを予感しながら、自分はここまでやってきたのだ。


　その際に、なにかが間違っていないか、何かが誤りではなかったか、たとえ疑いを抱こうと、確かめるすべはほとんどなかった。ただ、信じること、それだけが自分を支えてきたのだ。そしていま、それとは全く違った、確固とした手て応ごたえのようなものを、ベルははじめて感じていた。


（私は、正しい道を歩いている──）


　ただその確信だけが、ベルを漆黒の楽器に向き直らせ、旅への扉を開く〈鍵かぎ〉に対する決断を促した。


　ベルの手が鍵へと伸びた。盤上の中央にある、二つ並んだ白い鍵の右の方に、人差し指を載せた。


　さきほどそれに触れたとき、鍵の一つ一つにも固有の、精こまかな刻印スペルが無数に刻み込まれているのが判っている。今あらためてそれに触れると、なんともおびただしい数の刻印スペルが複雑に絡み合って作用しあっていることが判った。あたかもこの楽器自体が鼓動なき生命として、旅に出ようとする者を見定めんとするように。ベルはそれに従った。刻印スペルの作用と反作用に従い、その意味するところにおのずから踏み込んでいった。


（全ては自由……）


　王の言葉を頭の中で繰り返しながら、鍵に触れた指先に力を込め、ゆっくりと、慎重にそれを落とした。


　Tone……


　最初の、そして決定的な音色が奏でられた。


　楽器の前に座るベルを振動が風のように通り抜け、広間全体へと波紋の螺旋を描くように透明に拡がってゆく。


　ぞくり。背筋が震えた。総毛立つような感動があった。〈オン・ザ・ロック亭〉で聴くあの燕尾族スワロウテイルの女が奏でる楽の音に似て、この国にある多くの楽器と違い、それは何ものも生み出さぬ音響感であった。


　この漆黒の楽器は、何も生み出さない──大地を奏でず、天を奏でず、建物を支えることも、肉体の病を癒いやすこともなかった。だがそれは、この楽器が、もたらすものであって、生み出すものではなかったからだ。生成と枯死を促すものではなく、聴く者の内に波紋を投げかけ、いつかそれがその者に影響し、それまでとは全く異なる心の在あり処かへと赴かせるためのものであるのだ。


　そのことを、ベルはほとんど一瞬のうちにはっきりと理解がいった。


　そして同時に、これまでになく困惑し、落とした鍵から指を離したまま、それ以上、どうすることも出来ないでいた。


「〈鍵〉は、そなたに呼応して、旅への旧き魔法を奏でる……」


　一種呆ぼう然ぜんとした面持ちのベルに、王の双貌が頭上から声をかけてきた。


「旅に出るための刻印スペルをもたらす、神の法外たる楽奏アンチ・テーマ──それこそ、〈最後の魔法〉と呼ばれるものなのだ、小さき者よ」


「最後の……？」


「そうだ。そしてその魔法アンチ・テーマこそ、かつて大いなるパラダイス・シフトの時代を経て、全ての国々の王が、神と民の間にある局外のものとしてその存在を受け入れた、旅への扉を開く〈鍵〉なのだ……」


　王は何かを伝えようとしていた。王のその口調は諭すというよりもむしろ王自身の昂たかぶりが自然とその口からふり零こぼれたというべきものであったが、それに続いて語られるべきことに対して、ベルはなんらかの予感を覚えていた。


　果たして、王の、秩序なす上の貌かおが言った。


「〈鍵〉を奏でるために必要なものは既にそなたの内にあり、またそれはそなたの外からの影響によって〈鍵〉の前に鳴り響くものだ。そしてそれは、〈偶然〉と呼ばれている」


「前にもそれは聞いたけど、旅に出るか出られないかは、たまたま決まるっての？」


「そうではない、小さき者ベルよ。だが……また、そうである、とも言える」


　王は恐ろしく真剣な様子でつづけた。


「〈偶然〉とは、我々がそうとしか呼ぶことの出来ぬ、いわば月することモーナークの発展と回帰のことだ。もし、旅に出ることが〈必然〉であるとしたら、それは今そなたが居住するこの都市パークの法テーマの、反復リフレインと変化ヴアリエーシヨンの中でのことにすぎぬ。だが、旅に出るとは、そもそもそういうことではありえない。都市パークの神なる法テーマが〈必然〉として調和する存在であることから外れるには、〈偶然〉と呼ばれる現象の実在を信じ、それと出会わねばならないのだ」


「じゃあ……その〈偶然〉とやらに出会えば、〈鍵〉は自然に鳴り出すとでもいうの？」


「そうではない、種族無き者よ。だが……また、そうである、とも言えるな」


　と、今度は、王の混こん沌とんなす下の貌が返した。


「そのために、手に入れるべきものの名を、〈手段と方法〉といい、これがなくては、何ものも奏でることはかなわぬのだぞ」


　その声さえもが、音域の違う楽器を並べてめちゃくちゃな順序で奏でるかのように一定しない。ともすると、大勢の者が順番に喋っているような違和感を覚える。


　ベルは鼻にしわよせて王の下の貌に目を向けた。


「どういうことだよ。それじゃ、〈手段と方法〉ってやつがあれば、〈偶然〉に、〈鍵〉が鳴り出すってのかい」


　王の下の貌は、ふんと大きく鼻を鳴らすと、ごろごろと低く轟とどろくような声音から気色悪いほど美麗に澄んだ声音へと変化させながら、言った。


「手法とは、己の内なるものを表明することだ。また方法とは、己の外なるものを受け容いれることをいう。手法とは手段への筋道であり、また方法とは目的への到達をいう。それこそ、神の法外なる者に呪いをもたらし、また呪いを祝福へと転じさせうるもの……それがなくては〈鍵〉に到達することさえかなわぬ」


「じゃ、私はもうその〈手段と方法〉って名の何かを、持ってるってわけだ。だって、こうして〈鍵〉の前に座って最初の音を鳴らせたんだからさ……」


　すると再び上の貌が新たに異なることを口挟んだ。


「だが、それそのもの自体が、いかなるものであるかを識しらねばならぬ。そうでなければ、そなたは、他ならぬ到達せる場所で、そこがいずこたるかを知らぬまま、永遠にさまよい続けることになろう。そして、それそのもの自体は、〈人ビユーテル〉と呼ばれておるのだ」


「〈人ビユーテル〉……？」


　いかにも聞き慣れない言葉だった。


「〈人ビユーテル〉とは、心のかたちゲシユタルトを持つもの全てをいう。たとえそれがいかなる物でも。木々であれ岩であれ、そういうものであってもだ。心のかたちゲシユタルトを持つもの、すなわちあらゆる人格的存在ペルソナリテのことを、〈人ビユーテル〉と呼ぶのだ」


　ベルはふと、いつぞやのまだ都市パークに来る以前に、時計石オクロツクの産地であるクォーツの森で石精ノームに襲われたことを思い出していた。くだんの森の守護精に、本来、ちゃんとした肉体はない。その意志のかたちが、そのつど体のかたちを、体格的存在を変えて体現されるのだ。


「……〈人ビユーテル〉、ねえ」


　ベルはそれでも困惑して首を傾げ、


「それじゃあ、つまり、こういうことかい。私は、〈人ビユーテル〉と呼ばれるものを識ることで、〈手段と方法〉を手に入れ、それでもって、〈偶然〉と出会うことが出来て……で、〈鍵〉が鳴り出す……？」


　口にするそばからどんどんわけが判らなくなっていった。


　しかし、不思議と、苛いら立だちはない。


（要するに、王は何か、でっかい根本的なひとつのことを言いたいんだ。でもそれをそのまま言葉にすることは出来ないから、その外側を言葉で埋めてゆくことで、どうにかその輪郭だけでもはっきりさせようとしてるんだ……）


　うすうす、そのように王の態度に納得がいっていたからこそ、目の回りそうなうざったい言葉の群にも不平せず、じっと我慢して付き合ってきたのだった。


　そこに更に、下の貌かおが、だめおしとばかりに告げた。


「だが──よいかな、血族なき者よ。〈人ビユーテル〉を識るためには、そのありよう自体を理解せねばならぬのだぞ。そして、それそのもの自体の名は、〈現存ナウヒア〉と呼ばれている」


　またか。


　さすがに辟へき易えきしてそう呟きかけた途端、ベルの中でにわかに合点するものがあった。


　ベルはひそかに目の色を変えて王の言葉を待った。


「この〈現存ナウヒア〉こそ、旅への刻印スペルの名だ。神の法外に自らを追放し、大いなる呪いを身に帯び、いつかその呪いが祝福へと変じることを信じるほかすべのないまま、いかなる場所にいようとも、ただ今ここ、という独りきりの在り方を自らに課す刻印スペルなのだ──」


「世界を穿孔せよデユルヒ・ブレツヒエン──」


　ベルは、半ば王を遮って叫んだ。


「適所ピツチを外れて、唸うなりを上げるんだ……そのとき、世界に私という名の孔あなが開く。世界に私の名のかたちをした刻印スペルが刻まれる。私という存在が、真に花を咲かせるデユルヒ・ブレツヒエン──これは、私の剣が、私に教えてくれたことなんだ。ああ、つまり……その、あなたの言うことは、それとすごくよく似てると思う、ローハイド王」


　今度は王の方が黙もくしてベルの言を待った。


　だがベルはふと口ごもると、自分のその言葉がどういう結論へ辿たどり着くのか──それに感づき、にわかに言葉を失っていた。困惑し、ベルにしては珍しいことに非常にうろたえ、助けを求めるように〈鍵かぎ〉にちらりと目を向けた。


　漆黒の楽器は沈黙をたたえ、今ここで自分の下すべきことがらを暗に告げしらせている。


　べルは唇を嚙かんだ。


「でも、私には……まだ、それがなんだか判らない……いや、判ってしまってはいけないような気がする……」


　そう言葉にしたあとで、はじめて自分がどういう状況にあるのかを悟った。


　早すぎるのだ。今、手を触れている楽器が、暗に示すものは、沈黙とはなにか、という問いと、それに対するベルのおぼろ気な理解である。しかしそこにあるあまりに奥深い深しん淵えんを感じることで、ベルはおのれを無意識にその問いから遠ざけていた。その深淵を前にして、正直、立ちすくむ思いだった。


「この鍵を最初に奏でたとき、この楽器が勝手に鳴り出すような気がした。それは多分、本当なんだと思う。ただ指を〈鍵〉にかけるだけで……いや、それどころかただそれを願うだけでもいい。もし私が本当に望むのであれば、この剣を、この楽器に振りおろすことさえ、この楽器に私自身を奏でさせることになるんだ。〈鍵〉は全てを許している……でも、それでも──」


　それでも、ベルはそれ以上、〈鍵〉を奏でることが出来なかった。そしてまた、〈鍵〉に、自分という存在を奏でさせることが出来なかったのだった。


「駄目なんだ……今はまだ……」


　それは、いつかキティ＝〈賢者ザ・オール〉のリードで、舞踏に身を踊らせたときに知った、蒼そう茫ぼうたる孤独に通ずるものだった。ほとんど絶望的なまでの、決定的に自分という存在をこの世界から独立させ、切り離す、大いなる孤独である。


「今……私はまだ、この楽器が示すような自由を、自由と感じることは出来ない……寂しくて……あんまり寂しくて、おかしくなってしまう」


　その途端、〈鍵〉がそれ以上、鳴らなくなってしまったことを、悟ったのだった。


「では、小さき者よ、そなたはこの試練を放棄するというのか……？」


　王の双そう貌ぼうが、厳かに問うた。


　その口調に微かすかに感じられる落胆の気配が、ベルをちょっと傷つけた。だが、それでも、今のベルにはどうすることも出来はしない。


「だって、ほら……」


　ためらいと恐れ──そして諦あき念らめの入り交じった風で、なげやりに指をかけた。


　こつん……。


　黒い鍵が盤上で乾いた音を立てた。静寂の水面に放り込まれた小石のように、その響きはまたたく間に沈黙のうちに吸い込まれ、ただの無意味な音として宙に散った。


（なんて重いんだろう……）


　それがベルの実感だった。


　沈黙というものの深淵に秘められた、ほとんど無限とも思われる可能性の深みが、ただ一つベルという存在のかたちに全て請け負われているということの衝撃──そのあまりの不可思議さに、ベルははっきりとそれが自分にとって尚早であることを思い知ったのだ。


　その可能性の深みとは、〈鍵〉の奏でるなにかしらの刻印スペルの旋律であり、同時にベルの生そのものであった。その生がどれだけ多様で無限にも近しい在り方を秘めていようとも、どこまでもベル自身はただ一人であり続けるのだ。


　無限に対する、ただの一個──虚無にも等しい自分という存在そのものが、ひたすらにベルを打ちのめし、愕がく然ぜんとさせ、それでもなおその衝撃を、都市パークや神や法テーマといったものにすっかりあけ渡してしまうのではなく、それを丸ごと一人で請け負わねばならなかった。


　旅に出るということ、自分一人の独自の法テーマをもって立ち続けること──それを目指す限り、自分以外の誰にも、その生なる沈黙を請け負うことは出来ない。


　いわば、その重さに、心の用意が、魂の所在の確信が、まったく出来上がっていないのだ。そしてその重さに耐えられず、自分の手でそれを掲げかけたまま、放り出すようにして再び下ろしてしまった。


（なんだか最近、そんな目に遭いっぱなしだ……）


　ベルは大きく溜ため息を吐いた。


　その扉を再び開くことは、決して不可能には思われなかった。けれども、ひどく困難で、少なくとも今のベルの状態では、到底無理な話だといわざるをえなかった。


　思わずうらめしそうに〈鍵〉を眺めた。


　漆黒の楽器は超然として、それを奏でない、ということをも全ての自由の一つとして、暗にみとめているかのようであった。
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「試練を放棄するということは、この国に永住することをみとめているのか……？」


　王の双貌が穏やかに問うた。


　まるで教示者エノーラがあらかじめ定められている答えを教え子に問うように。


　その優しげでいて厳粛な声の調子に、ふとまたベルはいつか感じた誰かの影を、王の向こうに見る思いがしていた。


　唐突な、既視感デジヤヴユ。


　壮齢の落ち着いた雰囲気──明るく碧あおい瞳ひとみ──いたずらげな仕し種ぐさ──白い──しかしどれもこれもが何ら記憶のかたちを成さず、断片的で、ばらばらなイマージュとして心の底でたゆたっているばかりだ。


（どうして──）


　ベルはその想念をしいて振り払うと、声を張り上げて王に抗議した。


「それは違うよ、ローハイド王。私はまた次の機会を待つつもりさ。その権利は、私にだってまだあるはずだ。そうでしょう」


「……その通りだ、小さき者よ。しかしこれまで実に様々な者たちが、そう言いながらも結局は旅に出ることを放棄し、この都市パークの神なる法テーマのもとで住まうことを決めているのだ。旅を志していた期間が長ければ長いほど、より不利な地位や生活をしいられてな」


「でも、そうじゃないやつだって、いるはずさ」


　そうだ。ベルの中でわけもなく強く応じるものがあった。そして自分はいつでも、そうじゃなかったその誰かに倣って、旅立とうとしているのじゃないか。


「次の季ときのはじまりまでに、私は私自身をどうにかするつもりだよ。そしてそのときが駄目でも、いつかきっと──」


「小さき者よ」


　王の上の貌かおが、穏やかにベルを遮った。


「唸りをもたらす者よ」


　下の貌が、皮肉そうにあとをおった。ベル自身がそれに気づいていないのを指摘するような調子である。事実、ベルはそんな風に呼ばわれたことはかつてないことだった。


「唸りをもたらす……？」


「そうだ」


　と王の上下の貌が斉唱した。


「そなたが旅に出るとき、多くの者がそのことで堪え難いまでに思い悩まされることになるであろう。そなたの発する存在の〈唸りルンド〉──そなたが黙もだしていながら常にさえずる、〈人〉たらんとする者の〈吟う心ルンド〉に。またそれによって、定められた適所ピツチから外れるということに。身軽さの呪いと祝福とを憎み、それを渇望し、愛しながら拒み、求めながら忌まわしく思うであろう……。事実、そなたのあずかり知らぬところで、都市パークの忠実なる住まい人であった多くの者たちが、そなたの〈唸りルンド〉の衝撃に思い立ち、悩み惑いながら起たちあがろうとしているのだ。それはその者たちにとっては呪い以外のなにものでもない……そなたがただそこに存在し、旅立とうとしているだけで、それはその者たちを呪縛する」


「それは……どういうことさ」


　ベルは怪訝けげんそうに鼻にしわをよせ、


「それは……私が親しくしてるやつらに、私が、あんたにとっての悪い影響を、与えてるってことが、言いたいのかい？」


　突然の、詰問にも似た言葉に対し、ひとことずつ質ただすように問い返した。


　その途端、ベルはなんだかふいにきなくさいものをかぎとった。王の調子がどこかで一変し──おそらくはベルが今回、〈鍵かぎ〉を奏でることを諦あきらめたその瞬間に、にわかにベルを抑えようとするかのような感じを受けていたのである。


「そなたは知らぬのだ」


　王が、ゆっくりと、諭すように言った。


「そなたのもたらすものを、そなたがただそこに在って思想するだけで、一つの運命がかたちづくられるということを。そなたは、全てのものが〈唸りルンド〉を上げる、騒音に満ちた世界を望むのか……？　いや、いずれはそうなるであろう……安息せる世界に背きながら、全ての者が互いに理解しえぬ法テーマをいたずらに主張し合う、騒音の争いを求め……」


「ローハイド王、私は──」


「神の調性トナリテイは、それを望まぬ」


　いやにきっぱりとした、ベルのいかなる言葉をも断つかのような言い方だった。


「そしてまた、多くの民も、本来、それを望まぬのだ。小さき者よ……鍵を奏でる機会は、いずれまた来よう。だが我には、神に抗あらがうことは、それがいかにささいなことであれ、許されておらぬのだ。それがいかにやむをえぬ世界の推移シフトであるとしても、我にはいかなる蛮勇の旗を掲げることも許されておらぬ。ただ、神の唯一見定めぬ、見捨てられたこの楽器の存在をみとめることが……」


　王の口調が感慨を帯び、僅わずかに勢いを弱めた。


　その隙をついて、ベルは立ち上がって口を開いた。


「見捨てられた楽器だって……？」


　だがそんなことはどうでもよかった。問うたのは、一方的に言葉を浴びせかけられることへの抵抗であって、それ以上のなにものでもなかった。それがより深くこの世界の秘密に近づいた問いであることにも気づかず、ベルは王の返答を待たぬまま、相手の勢いを挫くじくというよりも、それを思い返して、むしろ穏やかに受け流すようにして言った。


「ねえローハイド王、これまで旅に出るために私がこの国でしてきたことが、どんなに神の楽にすぎなくても、私自身は決してそれに当てはまらないよ。私にだって、それはどうしようもないことなんだ。たとえそのことで、誰かが私を見捨てられたやつ──神のまなざしから放り出されてしまった盲点だと、私を罵ののしっても、私には……」


「そうではない、小さき者よ。この剣樹に棲すまう神は、決してそなたを見捨てはしない。それでは、神が自ら神自身を見捨てることにもなってしまうからだ。神は常にここに坐いまし、我と我が身を捧ささげしこの剣樹を通して、国の全てを見定めておられる」


（大事な宝物ってわけだ。いったいどっちがそれを所有してるんだか知らないけど……）


　ベルは危うくその言葉を飲み込んだ。それを言ってしまうことで、王との関係が互いに一歩も引けぬ、抜き差しならぬ対立の様相を呈してしまうことが、持ち前の直感で感じられていたからだった。


　だが、それはいったいどうしてなのか──ベルはふいに湧き起こる考えを、心の中でだけそっとひそかに呟つぶやいてみた。


（神は支配しているのか？　それとも、民の方が神に自分たちを支配させているのか？）


　その疑問は、それ自体が激しく禁忌のにおいを放っている。


「小さき者よ、もしそなたが、〈鍵〉の奏かなわぬことを悟ったときは、あらためてこの都市パークに、……いや、この城にこそ、住まうがいい」


　刹那、ベルは猛烈な忌避感に襲われていた。


　それはとてつもなく強固で厳重な、支配の意志のそのきなくさいにおいともいうべきものであった。すなわちそれこそ神の意志であり、それがローハイド王を通して発揮されるやいなや、ベルの中で烈はげしい抵抗が湧き起こった。


　ＥＥＥ……


　その背で微かすかに〈唸る剣ルンデイング〉が唸りを帯びるほどに、ベルの心は張り詰めた弓のように緊張していた。次の一瞬には、自分でもどこへ動くのか判らない、どのような動きにも転じることの出来る、強きよう靭じんでしなやかな緊張であった。


　そのときベルを押しとどめたのは、他ならぬ神と民との唯一絶対の仲介者、王そのひとであった。


　ローハイド王の双つの貌のそれぞれのまなざしが、ひたとベルに向けられ、それがベルを緊張から実際の行動へと移ることを固くとどめていた。それがなければ、反射的に神の樹に向けて剣を構えていたのかもしれない。そればかりか、実際に剣撃を放っていたかもしれぬ──それほどの緊張だった。


　いつかはじめて王に謁見したとき、剣尖きつさきを王とその背後にある神に向けたのとは比較にならぬ、きわめて凶暴で、自分の存在そのものに関わる衝動であり、またそれを押しとどめた王のまなざしは、


（なんて──哀しい……）


　蒼あおざめた思いに満ちた、ひどく切としたものであるのだった。


「私は……」


　無意識に、ベルは、いつか王に対して質したことを繰り返し、言った。


「私は、そうしたら、この城にも……呪いを持ち込むかもしれないよ。あなただって、さっき、そう言っていたじゃないか。私のせいで、悪い影響が出てるみたいなことを。まぁ、それがどんなものなのか私には判りようがないけれど……もしそうなったら……」


「その全ては──」


　王の声が、ふいにひどく哀しく沁しみるような響きを帯びた。


「我が責さいなのだ、小さき者よ。それが、王の役なのだ」


　そして遠くを見据え、ベルの姿を通し、遥はるかかなたを見透かした。


「神は全ての民の予定あらすじを調和し、決してそれに反するようには、罪を定めたまわぬのだ……たとえ、罪を背負うことで、かえって報われ、救われたとしても、ただ全ては神なる調和のもとに帰する……そなたは城に住まうとき、もはやなにも思いわずらうことはあるまい。また、思いわずらうことが、やがてそなたに大いなる災いを呼ぶであろう」


　わけもわからぬまま、ベルははっとして王の双そう貌ぼうに見入った。


（まるで……その罪ってやつを背負おうとして出来なかったやつや、城の中で思いわずらわないでもいいのに、どうしてもそうなってしまったせいで災難にあったようなやつが、実際にいたみたいな言い方だ。いや……この言いい種ぐさじゃ、いたんだろうな。そして、そいつらがどうなったかは知らないけど……えらく哀しい終しまいに、なっちまったんだろうか）


　ベルは急に張り詰めていた緊張が抜け落ちてゆくのを覚えた。


　はるか頭上に現前する、王の姿が、ひどく悲しげに、小さく見えていた。


「ローハイド王……」


　しかしベルが口にすべきことは、決して王を慰めない。そのことが判っていてなお、べルは王を呼んだ。


「考えとくよ、その話。でも私は旅に出るよ。決めたんだ。ここは私の住まうべき故郷じゃない。私はそれを探さなきゃならない。たとえ〈鍵〉を奏でることが出来なくっても、そのときは、神の障壁に抗って──運が悪ければ死ぬだけさ。そう。それだけのことだよ」


　達観的でさえある、神の調性トナリテイへの、宣戦布告に等しい言葉であった。


　王は頷うなずくこともせず、ただ何かを背後に抑えるように、静かに瞑めい目もくした。
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　同じ昼下がりの時刻──


　中位東ミドルイーストの街から、城を抱く中央の貴族街へと続く幹道を、乗り合いの甲俥花タンプラーがその巨体に似合わぬ軽快さでのしのし走っていた。


　御者が奏でる八弦楽器の音色に導かれて走る二十人乗りの巨大な六本足の亀である。


　専用に品種改良を加えられ、丹念に形状を整えられた屋根付きの甲羅の内側には簡素な座席が設けられている。そこで、様々な種族の剣士やら楽者やらがそれぞれに特異な楽器を携えて座り、中には安息日のため、学まなび舎やへ行く必要もなく、若齢ユースになったばかりの少女たちが楽器も持たずに集まって、どこへ遊びに出掛けようかとたわいのないお喋りに花を咲かせている。


　その乗客の中に、一人、異様ともいえる風ふう采さいの男がいた。


　赤い頭巾バンダナで表情をひた隠し、剣を帯びているわけでもないのに、一見して剣士であることが、その鋭い雰囲気から察せられる。


　アドニスである。


　一応の正装であったが、前ボタンを外し、帯タイもしめず、着こなしは荒い。その上、カタコーム戦役のときの衣装を羽織っていた。


　水鋼を丹念に織り込んだ紅色カメリアの生地も映え、戦闘の際の負傷のあとをわざわざ模様として修繕し、血の染みなど金糸や銀糸でいちいち縁取っている。悪趣味の一歩手前でそれがなかなかさまになっているのは、アドニスの全身がぴりっと緊張を帯び、そもそもその姿態はごくしなやかで、余計なものを削そぎ落とし切った、澄明ささえ感じられる立ち居振る舞いゆえであった。かえって多少あくの強い服飾の方が、むしろこの男を清々として引き立てるようだ。とはいえ、やはり目立つことこの上ない。


　やがて甲俥花タンプラーが停止し、御者の奏でる音がひと区切りすると、アドニスが無言のまま立ち上がった。その姿が甲こう俥しやの上から消えると、途端にその風体についてひそひそと囁ささやき合う者が出た。


（なんとも、ばさらな──）


（あの目を見ましたか、実に剣けん呑のんな──）


（いやはや、もしあれが剣士であるのならば、またえらくけれんみのある──）


　そんな風に言われながらも、アドニスはさして気にした風もなく、安息に静まる商舎街を抜け、そこだけ安息に反してわいわいと賑にぎわう酒楼パブ街を通り、多くの者たちが修練を休んで憩う広場や演習場や公園を通り過ぎていった。


　その風体は自然とどこでも注目を集め、なんともばさらな出いで立ちでいるあれは何者かと風聞し合う声がそこかしこで湧いては風に散り、その声がどうというよりもその微かなざわめきのにおいが、アドニスのぴりぴりと緊張した鼻先に届くのだった。


　そのざわめきと、すぐさままたそれぞれの安息に立ち戻り、のんびりとくつろぐ者たちの合間合間で、ふいにまた別の気配が湧き起こった。


（来たか……）


　アドニスの口元がふと奇妙な笑みのかたちに歪ゆがんだ。


　無造作に街並みを抜けるアドニスの背後で、安息にくつろぐ者たちの中に、アドニスの姿を見掛けるやそのあとをつけるように方向を変え、互いに目配せしながら頷き合い、急ぎ足でどこへともなく動き出したりする者たちがいた。


　その動きが、微かな気配として、アドニスの肌に直接感じられるのだ。


（一人……二人……）


　アドニスは、赤い頭巾バンダナの下で表情を押し隠したまま、ぶつぶつと口の中で呟いた。


　頭巾バンダナはキールに断ち切られたときのものよりも数段赤みが濃く、その銀がかった体毛と淡く澄んだ碧い目には深紅の色も映え、鮮やかに風景を穿うがった。アドニスの表情はいつにも増して磨き出したばかりの鋼のように冴さえ渡り、半眼で鋭く辺りを見据える目は、とてもそこに感情的な何かがあらわれようとは思われなかった。


　両手を硬い手袋ですっぽりと覆い、だらりと下げた両腕は一見してまったく力を抜いているようにも見え、体のどこにも寸鉄帯びぬ姿はひどく威勢のいい代わりにおそろしく無防備な印象を与えるものだった。


　それは狩られることをいつでも予期していながら、実際には狩られることに対してまったくなんの防御力も持たぬ獲物の姿を思わせた。そのどこに牙を剝むくべき顎あぎとを持てるというのか──剣一つ持ちえぬその姿に引き寄せられるようにして、アドニスを背後から見据える視線が徐々に数を増し、


（四……、五……、六……）


　そのつどアドニスは口の端を奇妙に歪ませ、ぼそぼそとした呟つぶやきを洩もらした。


　黙々と歩き続けるアドニスの姿は城へ上るための幹道からそれて、ふいに方向を変えると城へは真っ直すぐ向かわず、木々の生い茂る庭園域へと入っていった。


　その姿はぶらぶらと無造作に木々の合間を歩き、岐路にぶつかるたびになんとなしに道を決めているようにも見え、結果的に薄暗く人通りの極端に少ない方へと入り込んでゆくようであった。


　と──


　石畳に立てる靴の音が、ふいに消えた。


　アドニスが、道を外れ、芝草の上に乗ったのだ。そのまま、緑深い森の方へと歩いた。


　やがてアドニスの周囲を、樹齢も定かならぬ太く高い木々が囲んだ。


　ゆるやかな風が行く手から通り抜け、葉ずれの音が微かすかなざわめきとなって辺りを包む。


　アドニスの白銀の髪が、ゆるく風になびいた。


　その風の流れから身を外すようにして、アドニスが唐突に身を屈かがめた。前方に向かって、跳んだ。おそろしく俊敏で、しなうような動作だった。


　ほんの一瞬遅れて、それまでアドニスのいた空間を、何かが猛烈な勢いで薙なぎ払った。


　剣を収めた鞘さやだ。柄つかもとに鞘ひもを巻き、思い切り振り回しても剣が抜けないようにしてあった。その柄もとを握る手が木の陰からぬっと現れ、アドニスがそれまでいた場所に、男が立った。黒い体毛の、月瞳族キヤツツアイズである。物騒なこわもてを、アドニスに向けた。


「ちっ」


　と黒毛の男が唾つばを吐いた。


　それに応じるようにして、そこら中の木の陰から月瞳族キヤツツアイズや水角族ミノタウロスの男たちがわらわらと現れ、アドニスを取り囲んだ。数は八名。誰もが剣を帯びており、その立ち居振る舞いは、剣士としてはひとかどの修練を積んだあとが見られる。


「安息日だぞ」


　アドニスが、うろんそうに言った。


　男たちが、低い声で笑った。いつものことだとして済ますには、剣呑に過ぎた。目的ははっきりしている。アドニスがこれまで手に入れてきた剣のうち、それぞれの家系に属する剣を取り戻す気でいるのだ。とはいえ、それをもはや話し合いで済ませる気はないのは明らかだった。


　アドニスは表情を変えぬまま、男たちを見回した。


「わざわざ俺の剣を奪うこともないだろう」


　男たちはみな手に手に剣を握っている。鞘の上からでも、それが既に幼剣の段階にはなく、そこそこに鍛え、育て上げられていることが判る。


「何を言う。貴様が素直に手放しておれば、誰がわざわざ苦労してこんなものを！」


　黒毛の男が吠ほえた。ぶん、とわざとらしく力を込めて剣を振るった。鞘には水みず鋼がねを巻いて加工し、それ自体が重々しい鉄てつ棍こんのようになっている。


「のこのこ出てきおって……相応の覚悟は出来ているのだろうな」


　舌なめずりをせんばかりの獰どう猛もうさでじりじりと迫った。


　おおかた、ガフが負傷したせいでたがが外れ、またなかなか姿を現さぬアドニスに対しそれだけ憤ふん懣まんがたまっていたのだろう。今にも数にものを言わせて殺到してきそうな気配に満ちている。


　アドニスはちらりと周囲を見やった。


「判った。あんたの欲しがっている剣の刻印スペルを言ってくれ」


　淡々としてそう返した。


　男は眉まゆをひそめ、尖とがった耳をひくひくかしげた。片方の手の平で剣の鞘を叩たたきながら、同輩の男たちと目を交わす。他の者もみな、訝いぶかしげな、拍子抜けしたような顔でアドニスと男を交互に見詰めた。


「刻印スペルは──」


　黒毛の男が、注意深そうな目付きで、自分の欲する剣の刻印スペルを口にした。


「バンブー……」


　アドニスが呼ぶと、何もない虚空からふっと剣が現れ、アドニスの手がそれを握った。


「鞘はない。そちらで用意するんだな」


　アドニスと男のちょうど中間の位置に、剣を放って、言った。


　剣尖きつさきが地面に突き立ち、男は警戒しいしいそれを手にした。〈？クエステイオン〉が刻まれていることには何も言わず、ただ怪訝けげんそうにアドニスの冷たくさめたおもてを見据えている。


「他には？」


　アドニスが、振り返って問うた。男たちは次々と自分たちの欲する剣の刻印スペルを挙げ、そのつどアドニスが歩いて回り、ひと振りずつ地面に突き立てていった。


「妙な魔法を使いおって……どうりでいくら探しても見つからぬはずよ」


　男たちの一人が、手に入れたばかりの剣とアドニスとを見比べるようにして、言った。


　バンブーのような使い魔は、〈剣の国シユベルトラント〉ではごく珍しい獣花である。


　アドニスも、これをたまたま幼齢時代に、カタコームを訪れた旅の者ノマドから譲り受け、都市パークにのぼるときに携えていったのだった。その旅の者ノマドとは、トム＝コリンズと出会って己の死の風聞をカタコームに求め、間接的にアドニスに旅の呪いを受承させた、あの名もなき旅の者ノマドである。


　だから、正確には、それを譲り受けたのはトム＝コリンズだが、アドニスの呪いが発覚して以来、それはアドニスのものだった。誰もがそれを自然なこととした。だが、今、アドニスを取り囲む男たちには、そんな事情は知ったことではない。ただ、アドニスの得体の知れなさと、その得体の知れなさゆえにどれだけ傷めつけても誰からも非難されることはないという確信と、数にものを言わせた嫌なおごりとがあった。


「もういいだろう」


　そのまま通り過ぎようとするアドニスの前に、黒毛の男がぬっと立ち塞ふさがった。


「そういうわけにはいかんな」


　男はにたりと笑って、たった今手に入れたばかりの剣を、アドニスに向かって構えてみせた。


　鞘にくるめられた先ほどの剣に比べて、見るからに質が高い。よほど熱心に鍛え上げたものであろうことが容易に見て取れる。男が思わず笑みを零こぼすのも判る。


　他の面々も同様に剣を手に執ると、アドニスに向かってやけにぎらぎらした目を向けた。


「お前が隠している剣を、今ここで全て吐き出せ。そしてその重さと同じ分だけの財貨デナーリを寄越すのだな。それで、こんなものを大事な剣に刻み込んだことは帳消しにしてやる」


　そう言って、こつこつと、指で〈？クエステイオン〉の刻み込まれた剣の腹を叩いた。


「全て差し出せと？」


「そうだ」


「それを手に入れてどうしようというんだ」


「決まっている。貴様に代わって、貴様の今いる地位を頂くのだ。どんな下級剣士であれ、貴様に比べれば剣士としてよほど最高階級トツプヒエラルキアには相応ふさわしいわ」


「あんたには無理だ」


　そう言って、するりと男の横を通り抜けた。


　一瞬、男の反応が遅れた。すぐさま何を言われたのかを理解すると、憤ふん怒ぬの形相になって手にしたばかりの剣をアドニスの背に突きつけ、何ごとか叫ぼうとした。


　その声が半ばから本当の叫びになった。


　男の手から、剣が落ちた。剣のあとを追って、ばらばらと地面にまきちらされた物──


　寸断された指であった。アドニスの手に、いつの間にか〈？クエステイオン〉を刻み込まれた剣が握られている。それで、振り返りざま男が剣を握る手の指を、拇おや指ゆびを残して全て切り落としたのだ。一瞬の、まさしく目にも止まらぬ迅速な斬ざん撃げきであった。


「貴様っ！」


　黒毛の男が、金切り声を上げた。指を切られた程度の負傷であれば、聖灰を用いて治療すれば元に戻る。傷を気にするよりも、怒りの方が、断然、強かった。もう一方の手で素早く剣を拾い上げると、アドニスに向かって猛然と振るった。


　その何倍もの速さで、アドニスが動いた。


　男と擦れ違うようにして、再びその脇を通り過ぎ、ゆらりと相手の剣風をかわすと、打ち合わせもせず剣を疾風のように走らせた。


　他の男たちが、目を剝むいた。立ちすくんだ。信じ難いことが起こった。男はアドニスと擦れ違ったままふらふらと歩き、唐突に立ち止まった。その背から、刃が生えている。


　男が、呆ぼう然ぜんとした顔で振り返った。男の、剣を握っていたはずの腕がない。


　男の胸元を鋭く貫く剣の柄を、しっかりと握ったまま、男の腕がぶら下がっていた。


　男の、食いしばった歯の間から、勢いよく血が噴いた。その勢いに押されるようにして、かぱっと口を開く。どっと血を吐いた。途端になまぐさい臭いが立ち込めた。


「ひぃ……」


　と湿った声を上げたかと思うと、いきなり男の体が内側から燃え上がった。剣の刻印スペルが、効力を発揮したのだ。


　他の男たちは、あまりの出来ごとに呆然として手も出せない。剣がその握り手を害するなど──いくら手にしたばかりとはいえ、そもそも己の家系に属する、血族の間に伝わるものである。そんなことがあっていいはずがなかった。


　燃え上がる男にしてみればそんなことはもはや言っていられない。剣を抜こうにも両手を断たれてしまっては抜きようがない。全身を焼き尽くす熱に絶叫しながらじたばたとあがき、地面に転がり、総身をおののかせ引きつらせながら、徐々に力尽きていった。


　だが誰もそれを助けない。いや、助ける余裕などなかった。


　男と擦れ違いざま、おそるべき剣技でそれを仕留めたアドニスが、素早く身を転じ、別の男の腹を深々と抉えぐっていた。


　いったいいつの間にか──無論、一人一人に剣を手渡していったその合間合間にであるが、男たちに取り囲まれていたはずのアドニスが、順番に、一直線に、男たちに向かってなだらかな斜面を駆けおりてくるような位置取りになっていた。


　再び取り囲もうとしても、木々の太い幹の間を迅速に駆け抜けるアドニスに、誰も追いつくことが出来ない。


「こうなることは、判っていた」


　また一人斬り斃たおし、アドニスが言った。


「いつかそうしなければならないことも。そして今がそのときだということも」


　次の男を残酷に斬り伏せながら、致命傷を負ったその男に囁ささやきかけるように、呟つぶやく。


　結局、そもそものはじめから──街に姿を現した最初から、アドニスはこのつもりだったのだ。男たちにもそれが判った。激げつ昂こうした。それでいて完全にアドニスの気息にとらえられていた。


　一人また一人と、確実に、残虐に殺されるに従い、徐々に焦りと、恐怖とが、彼らに降りかかった。


　剣技において、彼らは決してアドニスを過小に評価していなかった。そのために、数をたのんだのだし、四方八方から襲うことの出来るここだからこそ、襲いかかったのだ。


　だがまさかこれほどのものとは──誰もが、騒然として思い知らされた。


　あまりにも次元が違い過ぎた。剣の才も、またカタコームの守護者であるコリンズ一族の精せい緻ちな剣さばきも、たまたま剣士になった方が割が良かったからという理由だけで職業剣士になった彼らとは何もかもが違った。


　そもそも、その本質からして違う。彼らからしてみれば、まったく異様とさえいえた。


　本来、血もつながらぬまったくの他者の手で育て上げられた剣を、こうも自在に操りうるとは、凄すさまじいほどの剣に対する感応力のあらわれであった。


　だがそれゆえ、それよりももっと彼らを慄りつ然ぜんとさせたのは、アドニスの剣に対する心持ちそれ自体といえた。


　剣に対する感応力が強ければ強いほど、剣が失われたり、使い物にならなくなったりしたときの衝撃度は高くなる。ありていにいって、心に傷を負うのだ。それを、この青年は、己の心を外部に対して閉ざし切ってしまうことによって防いでいる。


　アドニスは、相手と剣を交わし、互いに打ち鳴らすというようなことを、ほとんどしなかった。


　それだけ、アドニスがその手に握る剣を信頼していないということだ。


　そもそも全ての剣楽器シユベルトの本来の特徴は、それ自体では鳴り響かないということである。それと交わされるべき相手の剣があってはじめて剣は剣楽器シユベルトとして成立するのだし、剣もその握り手も成長することが可能になるのだ。


　アドニスの剣技は、それをまったく放棄していた。その手に握られるべき剣とは、育てるものではなく、使い棄てるものだった。交感するものではなく、ひたすらに道具として相手を殺傷することしか考えていなかった。


　そのような、自分が握る剣に対してさえも孤立しているような、恐ろしく寂せき寞ばくとした在り方を、いたって当然のような顔で受け入れている──いや、もはやそんなことさえ感じることもなく、ぴたりと心を閉ざし、一個の機械と化し、一片の楽の意志さえ捨て去ってしまっている。ただ相手を屠ほふり、その生命を切り裂いたときにのみ時折浮かぶ、奇妙に歪ゆがんだ愉悦の笑みが、唯一アドニスの浮かべる表情であった。


　その幽鬼のごときさまと、もはや自己になんら〈人〉としての在り方をもみとめえぬかのような壮絶な在り方に、誰もが恐怖を感じ、それでいてもはや逃げ場もなかった。


　一人がそれでもいきなり身をひるがえして走り出した。背を向けた途端、それまでの数層倍の恐怖が男を支配した。背を向けたことへの後悔から男は走りながら泣き声を上げた。そしてアドニスの剣は、相手の最も弱いところを確実に衝ついて仕留めてくる。


　男が絶叫した。


　アドニスが素早く動き、手にした剣を放った。ただ放つのではない。剣に対する猛烈な感応を込めて、矢のように剣が飛んだ。


　男の後頭部を刃が正確に貫き、男は顔面からすぐそばの木の幹に縫いつけられた。


　刃はまたたく間に刻印スペルの効果を発揮し、鋭く振動すると男の頭部を風圧の刃で内側からずたずたに裂いた。まるで熟した果実が、木に叩たたきつけられたようだった。


　頭部を粉砕された男の屍しかばねが木の幹にもたれかかりながらずるずると滑り落ちた。死の痙けい攣れんに踊り狂った。


　木に突き刺さった剣もその力の反作用をまともに受けて激しく損壊し、亀裂を走らせた。砕けた。男の死し骸がいの背に落ちた。


　アドニスはそれを振り返りもしない。


　そもそも相手の肉体を貫いた状態で刻印スペルの効果を発揮させるなど、よほどの覚悟がなければ出来ない芸当のはずである。効力の反作用によってその剣にも、また剣士にも、相応の障害がおよぶからだ。だがそれを、アドニスは剣を放ち、あるいは刃を折って自らは身を離すことで、ただ剣だけを相手の肉体とともに損壊させ、殺傷するのである。


　剣の放つ声なき悲鳴と、地に伏しとどめを刺された剣士のあげる絶叫とが、木々の間にさんざめき、こだました。


　葉も草も血に濡ぬれ、むせかえるようななまぐさい臭いに満ち、吹き込む風はなまぬるい血風となって森に広がり、ずたずたにされた剣士たちの骸むくろが一つまた一つと確実に増えていった。


　まさしく地獄絵図であった。恐ろしく無惨で、何の楽も生み出さぬ、ただ殺すためだけに殺し、傷つけるためだけに傷つける、剣の戦争であった。それでいて、アドニスはほとんど返り血一つ浴びていない。


　最後の一人になったとき、異様な声が木々の間に響き渡った。


　アドニスである。それまで堪こらえに堪えていたものが、とうとう溢あふれ返り、硬い無表情の結界を突き破って奔流となって放たれたかのようであった。ぎらぎらとした目をほとんど丸の形に見開き、口は裂けんばかりに開かれ、歯牙きばをむき出しにして叫んだ。


　一人生き残った水角族ミノタウロスの男は、そのあまりの光景に蒼そう白はくになって後じさった。


　アドニスは笑っていた。同時に泣いていた。怒り狂い、歓喜に酔っていた。


　あらゆる感情が爆発し、手にした剣が悲鳴を上げた。それを握る手を覆っていた手袋はもはやぼろぼろに崩れ、その十じつ爪そうは不気味な赤あか錆さび色に変じて柄つかに食い込んでいる。手に握った剣の肌が目に見えてくすみ、青黒く染みが浮いたかと思うと刃筋が歪み、剣尖きつさきが幾つものささくれに割れて、柄が醜悪な形状に握り潰つぶされてゆく。


「こうなることは判っていた！　都市パークに来たとき既に！　剣士となったとき既に！」


　アドニスが吠ほえた。


　男がびくりとして立ちすくんだ。しかしここで背を向けては確実に殺されるばかりだという悲壮感から、最後の気力を振り絞って剣けん斧ぷを構え、かろうじて叫び返した。


「貴様などが剣士であってたまるものか！　この化け物が、獣に劣る畜生餓鬼めが！」


　アドニスが鋭く剣で空を切った。恐ろしく歪んだ剣風が、壊れた楽器同然に狂った音を立てた。


　男の言葉がとぎれた。


「剣士とはなんだ」


　押し殺した声で、アドニスが問うた。同時に、一歩、男に向かって迫っている。


「剣とはなんだ」


　また一歩、迫って言った。


「お前は誰だ。何だ。何者だ。何のために生きている。何のために死ぬ。死とはなんだ。俺に見せてみろ」


　こんな風に殺される方はたまったものではない。


　アドニスの声も顔も立ち居振る舞いも、一歩進むごとにかえって冷たくさめ切ってゆき、凍えるかのような殺意に閉ざされていった。鋭く尖とがった氷の棘とげを全身に生やすように、触れるもの全てを拒み、対たい峙じしようとするもの全てを損壊させ、斬り裂くようであった。何の目的ももはやなく、ただ〈？クエステイオン〉の刻印スペルだけが、本来の刻印スペルが腐敗し歪みきってしまう中でますますはっきりと深く穿うがたれてゆく。


「こうなることは判っていた。そうせねばならないときが来るのは判っていた。しかしそれを先送りにするために、いつでも俺は無抵抗のままでいた。しかしそれが教えてくれたことは都市パークでは痛みさえもが幻のようなもので俺に何の実感も意味も与えてはくれないということだけだった」


　低く囁きかけるように、まったく無造作に男のすぐそばまで近寄った。


　あっという間に戟げき尺しやくの間合いに入り、男の太い腕が叫び声とともに膨れ上がり、しなった。


　その一撃を、アドニスは左腕を掲げ、真っ向からしのいだ。


　そもそも戦闘のための衣装を着込んでいるのだ。丹念に織り上げられた水鋼の糸がしなやかに刃を封じ、戦役ののち更に修繕する際に打ち込んでおいた、魔法を帯びた鉄片が、見事にその一撃に耐え切った。だがむしろアドニスの目には失望の色が濃い。きりきりと歯を嚙かんで男を怨うらむように迫る。


　男が声にならぬ悲鳴を上げた。


　同時に、剣を引き返そうとした腕を、一方断ち切られている。歪んだ刃に、肘ひじから下を吹き飛ばされている。ぎざぎざの、まるで獣の牙に一瞬で嚙み砕かれたかのような傷だった。男が最後に目にしたものが、それであった。


　男の首がとんだ。獣に食い千切られたような傷から、猛烈な臭気をともなって血が噴いた。アドニスの剣が粉々に砕けて返り血に染まった。剣の断末魔にあてられぬよう、素早くそれを捨てた。


　どさり。男の体が倒れた。


　アドニスは振り返って辺りを見回した。


「判っていたはずだ……」


　ただ一人佇たたずむ自分に言い聞かせるように、押し殺した声で言った。


　とうとうやってしまった。諦念にも──また怨えん讐しゆうにも似た呟つぶやきが零こぼれた。


　どうしてこれまで私闘を避けてきたか。答えが目の前にあった。こうなるからだ。自分の剣が、どれだけ腕を磨こうとも、また磨けば磨くほどに、どうあがいても殺害の剣にしかなりえぬことを、他ならぬアドニス自身が常に負い目をもって痛感しているのだ。


　そのくせ、自分が生きてゆくためには、剣しかなかった。そしてその剣こそ、自分をこうして私闘のぬかるみに引き摺ずり込む蛾灯のようなものだった。陰惨な殺害の現場へと自分を駆り立て、血なまぐさい光景を他ならぬ自分につくらせるものが、それだった。


　一度、これをやってしまえば、もうあとはいつでもこれが襲い続けるだろう。復讐が殺到し、〈剣の国〉の剣士を片っ端から殺し続けるか、いつか自分がなぶり殺しにあうか、二つに一つだ。今はまだそこまで切羽詰まってはいないだろうが、いつかはそうなる。


　それが判っていた──


　だが、それゆえに今、アドニスの中では根深い達成感にも似た、灼やけつくような快感があった。


　自分が殺害者でしかないという絶望と、今、はじめてはっきりと向き合うことが出来たのであり、その絶望の中にこそ、身を灼くような快楽があった。


　恐怖が──殺害者としての自分に対する恐怖が、やがて絶望に塗り変わり、そしてそれが灼けつく快感に変わった。そのことが、はっきりと戦いのさなかに感じ取れたのだ。


　しかしそれも静まり、沈黙とともに血なまぐさい光景だけがそこに残ったとき、アドニスを襲ったのは、深くぬかるむ、堪え難いほどの空虚さであった。一瞬の強烈な歓喜が駆け抜け焼き尽くされたあとの虚無が、どっと降りかかってくるようであった。


　アドニスは目を見張ってその光景を睨にらみつけた。


　ふいに体ががたがた震え出し、激しく吐き気が込み上げてきた。


「バンブー……剣を、……まだ使えるやつだけでいい。それと、新しい手袋を」


　胸のむかつきに耐えながら、かろうじてそれだけを命じた。


　革の手袋が、再びその両手を覆った。


　骸ばかりが残り、剣も剣士もともに無惨な姿を残したまま、焦熱の殺害者たるアドニスは、ふらふらとよろめくように森を出た。幸い、今すぐ誰かがこの争いを察知している様子はない。周囲には誰一人としておらず、アドニスは取り残されたかのような孤独さで、城へと続く遊歩道モールを震えながら歩いていった。


「……こうなることは判っていた……いつかこうしなければならなかったことも……そのときは何かが終わる。苦しみが終わる。俺も終わる。どうすればいい。殺されるのか？　それとも生き延びるべきなのか？　どちらを望めばいい？　誰か俺を殺してくれと、そう叫ぶべきなのか？」


　道に迷った者のような、明らかにおろおろとした様子で、しきりに唇を嚙みながら目をあっちへこっちへとさまよわせる。


「判っていたことだ。落ち着くんだ。それとも俺は冷静なのか？　まだ最初だぞ。はじまったばかりなんだ。くそっ、確かめるんだ。俺は生きているのか？　ちゃんと生きているか？　それともこれから殺されるのか？　そのことを誰かに頼みに行くのか？　くそっ、確かめるんだ。確かめ……」


　そのとき、森が切れ、アドニスは庭園を出たことを悟った。空を覆っていた木々がなくなり、代わってあらわれたのは、極上の時計石オクロツクのちりばめられた、絢けん爛らんたる王城であった。


　アドニスの足が止まった。同時に、震えが止まっていた。自然と顔が引き締まり、ついで凄せい絶ぜつな笑みが浮かび上がった。目が大きく開かれ、食い入るようにじっと城を見詰めた。


「こうなることは判っていたんだ……」


　ひっそりと呟き、アドニスは何かに誘い込まれるようにして、城へと向かった。





　アドニスは一見して軽い足どりで城に入ったように見えた。


　そう見えるのは、短い歩幅ですたすたと歩いているからだ。うつむきがちな目線がいっそうその表情をとらえがたいものにしていた。肩をすくめているような、いからせているようなどちらともつかぬ姿が、一瞬後に何をするか判らない危うげな緊張感を感じさせた。


　今日、この日が、アドニスにとっては決定的といっていい曲がり角になることは確かだった。少なくともアドニスはそのつもりで〈殻バンブー〉から出て、城に向かう気になったのだ。


　現実の世界でどれほど困難な状況が起ころうとも、死ぬまで〈殻バンブー〉の中に閉じ籠こもっているわけにはいかない。それは判っていた。しかし、たとえどんな抵抗を試みたところで、それが結局は自分以外の何か──すなわち神の予定する調和のうちに取り込まれてゆくことが、うすうす感ぜられるのだった。今ではアドニスは、自分が最高階級トツプヒエラルキアにまでのぼりつめたことさえ、神の──都市パークの法テーマの軛くびきのように思っていた。より豊かな財を得て、より大きな権限を得て、より高みにのぼりつめてさえ、それは実際はアドニスという強烈な異端者を都市パークに適合させ、それに従わせることでしかなかった。あるいはそれはそれでよいのかもしれない。


　問題は、自分自身がそれに対して何ら実感を持てぬことであった。あるのは逃げ場のない閉へい塞そくされた孤独ばかりだ。


　そもそも都市パークの法テーマに対し、そうまで反発せねばならない理由などなかった。強いていえば、アドニスの存在そのものが、そういう風に出来上がってしまっていた。懐疑は日増しに膨らみ、いつかそれが決定的に神や王や都市パークそのものと対立することがあるのをうすうす感づいていた。


　そしてその対立にともなう諸もろ々もろの闘いは、敗北も勝利もなく、ただそうならなければならなかったアドニスにとって、何ら目的も見当たらぬただの結果なのである。


　恐怖があった。自分は結局は何も求めてはおらず、求めるという一つの力、能力としての欲求がすとんと欠けているのではないか。そういう、ひどく去勢的な恐怖が心の底にあった。


　それを確かめ、恐怖に打ち勝つためにこそ、現実の世界に出て、〈殻バンブー〉を背後に置いて去り、正面切っての行動が必要だった。それも判っていた。だがいったい何のために？　行動とはいったい何に対してなのか？　自分は本来どうすべきだったのか？　その行動が終わったら、あるいはどうすればいい？　その行動に結果などありうるのか？


　いいようのない疑問の悪循環があった。そしてそうした懐疑それ自体を、いっそ目的とする以外、アドニスには世界との調和をはかるすべとてなかったのだといえた。


　自分は世界に対して懐疑している。そして懐疑しているという点においてのみ、世界とは完全に離れておらず、孤立し切ってはいない。少なくとも、懐疑する対象としての相手が存在する。たとえその相手が名もなく姿もない都市そのものであったとしても──


　そうするしかなかった。また、それ以外のことが出来るとも思えなかった。目的のない現実との闘いにむやみと傷つけられるよりも、その方がよっぽど心平らかでいられた。


　これまでは。あの少女と出会うまでは。


　実にあっけらかんと旅に出ると言い、強く恐れを恐れとして心身に受け入れる、生あるものの輝かしい姿。


（完全な、生者の姿──）


　アドニスは、そこではじめて自分が真に何かを求めることが出来るような気がしていた。墓守の一族の末まつ裔えいとして、またそこから外れた、生まれながらに呪われた子として、何の意味もなくこの世界に放り出された自分が、ただ一つはじめて本心から心惹ひかれた相手だった。


　何を自分は求めているのか。それさえ判れば、〈殻バンブー〉さえ失っても生きてゆける。不完全な死者としてしか生きられぬ自分にも、真に生命たることが出来る。そんな風に思う。そしてそれが、アドニスを決定的に押し出したのだ。現実に対しての無惨な闘いへと投げ出したのだ。これまで断固として避け続けてきた私闘を、今日、はじめて身をもって体験し、絶望し、そこから這はい上がるようにしてここまでやって来たのだ。


　そして今、アドニスはとうとう〈玉座の間〉の前に辿たどり着いていた。


　そこに、生あるものそのもののような姿があった。


　ベルである。


　歩み寄って手を伸ばせば届くところに、いた。


　両手を腰に当てて、まるでアドニスの前に立ち塞ふさがるようにして立っている。


　そのおもては、いつになく厳しい。


　じっと、アドニスの様子を、うかがうようにして見詰めている。


　だが、ふと、アドニスの顔が、清々とした微笑に満ちた。正直、ほっとしたのだ。全身の力が一気に抜け、体が軽くなったような気さえした。ただこの完全なる生者が目の前に現れ、自分を見詰めているというだけで──アドニスは心底、安あん堵どしたのだった。


　一方、相手のいきなりの笑みに、ベルは大いに面食らった。


　自分の試練が失敗に終わったあと、半刻近く、ずっとアドニスを待っていたのだ。


　言いたいことが山ほどあるはずだった。その大方が、罵ば言げんに近い。文句を言ってやりたかった。なんだかお前とはずいぶんと話がずれている。そういうことから始まって、そもそもお前の不健全な心根はどうにかならないのか、そうただしてやろうと思っていた。


　なにより、お互いの言葉がいやに届きにくくなっている今の状態をどうにかしたかった。


　それが、いきなり、ベルに言わせればだらしのない顔でにっこり笑いかけられては、拍子抜けもいいところである。まるで、そんなことはどうでもいいではないかといきなり言われたようなものだった。


　そして、思わず、相手に応じて笑みを返す自分にも、これまた肩すかしを食わされた気分だった。


「もう、試練は受けたのか」


　アドニスの問い方は、どこかおずおずとしていた。


　ベルから少し離れたところで立ち止まり、珍しいことに、どこか困ったような、はにかんだような、つまりは態度のはっきりしない様子だったのである。


　一方、ベルはそれこそあっけらかんとして頷うなずき、


「駄目だ。今はまだ私にはあの扉は開けない」


　からから笑ってそう言った。


　アドニスはちょっと驚いたようにベルには見えた。実際は、ほっとしたといってよかった。もう既に旅の扉を開き、自分を置いて行ってしまったのではないかという不安が、アドニス自身意識出来ぬ心の底でわだかまっていたのだ。


　そのことが、アドニス自身、意外だった。また、ベルが自ら駄目だと言ったことも意外だったし、それでいてからっとしているところは、妙に納得のゆくところであった。


「すぐに開けるようになるさ、お前なら」


　つまらぬ慰めではなかった。心底からそう思っていた。


「そう言ってくれると、正直、ほっとするよ。けっこう、途方にくれちゃってさ」


　ベルの口調はひたすらに明るい。およそ絶望などとは縁遠い、朗ほがらかな笑みだった。


　アドニスが、微笑したまま、無言で近寄った。


　扉の前に立ちはだかるベルに音もなく近づき、相手の温もりを求めるようにして身を寄せた。ベルの表情が自然と強こわ張ばった。それで、アドニスの動きが止まった。一瞬、傷ついたような顔になったが、それにはベルも気づかなかった。もっと別のことに気づいていた。


「血の臭いがする……？」


　ベルの鼻にしわがよった。


「剣士だからな」


　アドニスの口から、そんな言葉が、自然と零こぼれた。何かを隠そうという気はまったくなかった。むしろ剽ひようげた気持ちさえ起こっていた。


「お前からだって、血の臭いの一つや二つ、しているぞ」


　からかうような口調だった。実際、からかうような気持ちだった。本当にベルの身から、血の臭いがするような気がしていた。それは決して陰惨な、なまぐさいものではない。生命の本質に満ちた、清浄な気配としてのものであった。


　だがベルの表情がくもった。アドニスにはそれが傷ついているようにも見えていた。けれどもベルはそんなことをいちいち気に病む性分ではない。そのことがお互い判っていた。ただ、剣士として身に帯びる血の臭いが、自然と、これまで斃たおしてきた者の悲哀を混じらせていることが、ベルには思い出されていた。ただそれだけのことだった。


「どうしてだろう。お前の場合は、血の臭いさえ、いい匂いになる」


　アドニスはそう言って、ベルの髪に触れ、その匂いを嗅かぐようにして、僅わずかに頰を寄せた。その手はいつものように硬い革の手袋に覆われていたが、ベルには、アドニスがそれなりに、ベルという他者に触れようとしているように感じられた。


「馬ー鹿」


　アドニスの手をくすぐったがるように、笑い返した。


　するとアドニスが、ベルと真っ直すぐ視線を交わしながら、更に身を寄せてきた。


　血の臭いがますます鼻をついた。ベルはそれを衣装のせいだと思った。なんといってもカタコーム戦役のときの戦闘衣装だった。誰のやら判らぬ血けつ痕こんがそこかしこに染みをつくり、紅色カメリアの色が更に深く暗い赤を帯びている。


　しかしそれにしても──ベルはふいに胸の内が不吉な感じに騒ぎ出すような気がした。


　予感に似ていた。危うげなものへの警告の念といえた。だがそれをはっきり自覚する前にアドニスの顔が見えなくなった。


　ほとんどベルの頰のすぐ隣に、アドニスの頭があった。背を屈かがめた姿勢で、ベルを本当に抱きすくめる寸前でその身が止まっていた。ベルは目の前に、案外に広いアドニスの肩を見ていた。ほとんどそれで視界が埋まってしまっていた。


　胸のざわめきがまた違う熱を帯び、それは実に熱そのもののような、痺しびれのようなものとなってベルの全身にまたたく間に広がっていった。


「苦しいんだ……ひどく」


　アドニスが、すぐ耳元で囁ささやくのが聞こえた。


「気がつくといつでも周りは真っ暗で、手を触れて確かめることさえ出来ない。あの〈鍵かぎ〉を見たか？　あの魔法を？　俺にはあれが、自分自身を追放させるための道具のような気がしてしまう。どこへというのでもない。ただ、今の場所から自分を追い出すだけで。何の目的もなく……もしそれを奏でるとしたら、そのときは自分自身を処刑し、何もかもから自分を失わせるためのような、そんなものしか見つけられないような気がしてしようがない」


　それはひどく明らかな、アドニスがふいに見せた求きゆう憐れんの念であった。


　いつかカタコーム戦役でそれをアドニスのまなざしに見み出いだしたとき、ベルはなりふり構わず相手を慰めてやりたいような気にさせられたものだ。


　だが今は──そのまなざしがどこへ向けられているのかさえ、ベルには判らない。


「その今の苦しみが、いつかお前の血になるさ」


　自分でも予期していなかったほど、乾いた声音が零れた。そんなはずではなかった。ベルはわけもなく慌てて声を湿らせると出来るだけ朗らかな調子でつづけた。


「あんたの父上……トム＝コリンズが言っていた。闇の中でそれが見えると信じて、闇に身を任せ、自分が闇になり、それが流れ着く先にあるものを感じることで、そこに自分を導くものが現れるんだって。あんたはその息子だろう。きっと──」


　慰めながらも、同時に、トム＝コリンズの名を出すことで、アドニスとガフとの関係が、今、どんなものであるか、かまをかけたつもりだった。ガフはアドニスの父トム＝コリンズをカタコームの戦いで斃している。しかし、半ばから、アドニスがまったく真剣にベルの言葉を欲していることに気づき、余計な詮せん索さくをベルに捨てさせていた。


　だがそのせいかどうか、ふいにベルの中から言葉が消えた。


　いったい何を言うべきなのか判らなくなっていた。それを言うことでアドニスを慰められるだろうような言葉が自分の中のどこかにあるような気がしたが、それを言ってはいけないと、他ならぬ自分がそれを妨げていた。


　どうしてか──それを言っては、アドニスの孤独や危うさまで、肯定してしまうことになるからだ。アドニスが〈殻バンブー〉に閉じ籠こもることを肯定し、カタコームで見た、その殺害だけを目的にして振るうような剣を肯定してしまうものだから──ベルには言えない、言ってはならぬものであった。


　アドニスは動かない。ベルの言葉を待ち、やがて待つことを忘れ、ただ寄り添った。


　寄り添いながらもその手は決してベルに触れず、互いの息づかいを耳にし、ほのかな温もりを感じられる寸前のところで隔たったまま揺れるように佇たたずんでいた。


　ベルにはそれがありがたいとも思われたし、悔しくもあった。弥いやが上にも互いの間に壁をつくらざるをえないようなこの状況に対して、極端に対照的な思いを抱いていた。


「ありがとう」


　アドニスが呟つぶやくように言った。ベルからゆっくりと離れ、涼しげに微笑した。


「アドニス……」


「俺は、お前のようにはなれないな」


　そう、ベルを遮って、言った。


「だから、俺自身のやり方で、抗あらがってみようと思う」


「……私みたいな風になっちまうことはないよ」


　それは卑屈な慰めだったろうか。ベルにも判らない。


　アドニスは笑って頷うなずいた。清々とした顔だった。


「俺の番だな」


　その顔をうかがいながら、ベルが脇へ退のいた。


　アドニスの前に、〈玉座の間〉の扉が、今はじめてそびえ立つようにして、現れていた。


　そのまま入ってゆこうとするアドニスの姿に、一瞬、むしろアドニスの方が先に行ってしまうだろうという思いが起こった。


　それは必ずしも、旅に、というのとは違った。だが確実に、何ごとかの転回が起こりうるだろう──それはベルの持ち前の直感によった。そしてきっと、自分もまたその転回に応じて決定的に動き出すのだ。そんな気がした。それほどアドニスの笑みは、本人の知らぬところで、強い存在感を帯びていた。


　アドニスが扉に手をかけ、押し開いた。


　ベルがそれ以上声をかける間もなく、扉の向こう側へと、アドニスの姿が消えていた。


　扉の閉ざされる音が重々しく城の静寂をおびやかし、そしてまさしくその瞬間、ベルの背で、剣が、微かすかに唸うなりを帯びたのだった。


「〈唸る剣ルンデイング〉……？」


　はっとして鍔つば元もとに手をやった。剣はすぐに唸りを止め、もとの平衡に戻っている。


　ベルはふいに襲ったなんともいえぬ悪寒に、ぶるっと身を震わせた。


〈玉座の間〉の扉は閉ざされ、もしその中で何かが起こっていたとしても、ベルの今いる場所には、もはや足音一つとして聞こえてこない。


〈鍵〉を奏でる試練には、一切の付き添いは許されていなかったのである。


「アドニス……」


　ベルはしばらく扉を見詰め、やがて、何かを振り払うように、首を振った。


「あんたの部屋で待ってるよ」


　声が届くとは思えなかった。それでも口にした。そして、勢いよくきびすを返した。


　ベルは城を出た。





６




　閉ざされた扉を背に負った瞬間──


　重々しく響き渡る音とともに、アドニスの形相が一変した。


　鋭く尖とがった光を目に溜ため、歯牙きばをむき出しにして舞台を見据えた。


　舞台では神の樹より王が姿をあらわしており、やってきた試練の者を見定めるようにその双そう貌ぼうを向けた。そのすぐ真下では、漆黒の色も鮮やかに、それ自体が沈黙の結晶のごとき〈鍵〉が、玉座のすぐ後ろに並んで鎮座している。


　ベルの場合と違い、青い衣の神官たちが二名、アドニスの両脇にゆらりと近寄った。王は口を閉ざし、何を問うこともしない。しんと静まる広間に、神官たちの立てる微かな足音だけが鋭くこだました。


　神官たちが事前に姿をあらわしたのは、あるいはアドニスの行いに、王があらかじめ期するところがあったからかもしれぬ。だが今のアドニスには関係なかった。


　アドニスの左右を、二名の神官がアドニスの動きを封じるようにして足を止めた。両方とも、頭の先から靴の先まで青一色で統一され、被かぶった仮面さえもが青く冴さざやいている。


　仮面はそれぞれ微妙に形状フオルムが違い、衣の青さも僅わずかに濃淡を異ならせているようだった。


　その二つの仮面が、確認するように王を向いた、刹せつ那な──


「バンブー！」


　アドニスの、咆ほう哮こうのごとき呼び掛けとともに、烈はげしい剣風が静寂を斬り裂いた。


　両脇の神官どもの首が二つ、高く跳ねた。どさり。仮面を被ったままの首が床に落ちる前に、青い衣が鮮血に濡ぬれながら青玉サフイユの花道に倒れ込んだ。


　仮面に収まったままの神官の頭部が、二つ、舞台へと転がり落ちてゆく。


　そのあとを追うようにして、鮮血が花道を赤く流れた。


　その血流にアドニスの足が踏み入った。


「王よ、今こそ是非を問うぞ！」


　裂れつ帛ぱくの叫びとともに、その足が赤い雫しずくを跳ね散らし、すぐさま疾走を開始した。


　両手に〈？クエステイオン〉の刻印スペルを刻み込まれた剣を握り締め、ひたと玉座の先を見据え、舞台への道をまっしぐらに駆け抜ける。


　すぐさま観覧席の間をぬって神官団が現れ、アドニスに向かって四方から走り込んだ。


　ちりん。音がした。鈴の音にも似た、神官たちの剣が神の鍵鎖チエーンより解き放たれる音であった。一斉に抜剣した。さながら青い刃の群だ。アドニスは止まらない。神官どもは一様に剣尖きつさきをアドニスに向かって構え、巨大な青い獣の顎あぎとが素早く閉ざされるのにも似て、走り抜けようとするアドニスに対し一斉に躍りかかった。


　舞台への階段を目前にして、アドニスと神官団がぶつかった。アドニスの動きは迅速をきわめた。その行く手に突き込まれる刃の群をおそるべき確実さで弾はじき、受け流し、かわし去った。そのまま一気に階段を駆けのぼったかと思いきや、階段の上で待ち受けていた神官どもに向かって両手の剣を交互に投げ放った。


　目一杯の感応力を込めて放たれた剣である。弓弾のごとく目の前の神官たちの五体を粉砕した。


　そのときにはもうアドニスの身は宙にあった。高く、後方に跳んでいた。宙で膝ひざを畳んで一回転し、驚くべき身軽さで、背後をとらえようと迫る神官どもの、更に後背に下り立った。同時に両手に剣を抜いている。存分に振るった。振り向く間もなく数名が背後から斬り斃たおされた。


　更に応撃しようとする二名を体勢を整える間を与えず、胸元を正確に刺し貫いた。抉えぐった。


「この懐疑の刃が見えるか！　王よ、今こそ懐疑を問う！」


　神官の背を〈？クエステイオン〉を刻まれた剣が貫き、王に向かって突き出されていた。


「試者の灰とはなんだ！　剣を砕かれた者の、いったい何を試すというのだ！」


　鋭く叫ぶなり、剣から手を放した。貫かれた神官どもが倒れるよりも早く新たな剣を虚空から抜き放つ。ほとんど一挙動で更に二人斬った。その剣がまたたく間に枯れた。アドニスは枯剣を棄てて更に抜き放った。その手を覆う硬い手袋がぼろぼろにほつれ、急速に腐敗していった。


「聖灰とはなんだ！　いったいどこからそれは来る！　それが試者の灰とどんな関係があるのだ！」


　懐疑の叫びを上げながら、それまで決して自ら望んでは用いなかった剣技を解き放つように駆使し、次々と神官団を屠ほふってゆく。


　自ら剣を砕き、投げ捨て、犠牲にしながら、相手の最も弱い部分を確実に突き、最も有利な足場を確保し、決して剣を打ち交わそうとはせず、僅かに剣尖をさけるために打ち鳴らすだけで、相手の存在そのものを否定するかのように殺傷していった。


　それは決しておのれの力を誇りそれに酔い痴しれるものではなく、それに怯おびえ、追い詰められた者の必死さとむごたらしさとで奮い立っていた。


「剣とはなんだ！　剣士とはなんの謂いいだ！　神はいったいなんのために俺たちに剣を振るわせる！　それが法テーマだというならば、法テーマとはなんなのだ！」


　アドニスが叫び、そのつど圧倒的な迅はやさの剣けん閃せんで神官が斬り伏せられる。


　その剣撃はもはや通常のものとは見えず、歪ゆがみささくれた刃に抉えぐられた傷口は、獣に食い千切られた痕あとに見えた。相手の肉体を屠り食らう剣撃の音は、さながら風船が破裂するのにも似た異様な破砕音と化してゆく。手袋は粉々になって四散し、赤く濁った爪がのぞく。その剣は相手の傷口ごとまたたく間に腐敗し、崩壊させられていった。


「癌種の剣とはなんだ！　それが剣士を狂わせるのはなぜだ！　〈魔〉とはいったいなんの謂だ！　神が自らそれを生み出そうとするのはなんのためだ！　どうしてティツィアーノは狂わなければならなかった！　キールも！　俺でなければならなかったのはなぜだ！　どうしてこの俺に試者の灰を撒まいて回らせた！　王よ、俺の懐疑が聞こえるか！」


　まるで悲鳴だった。


　アドニスが剣を振るうたびに、確実に神官がその身を引き裂かれて斃れた。いまや舞台へと続く花道と階段とは血の朱色にしたたり、死し骸がいの山に埋まるかに見えた。


　その死骸の一つが、ふいに起き上がった。アドニスの膝にしがみついた。仮面が腰の辺りでのけぞり、吐き出した血が首筋からごぼりと溢あふれた。アドニスの刃が、その背を深々と抉っている。しかしまだ放さない。次々と他の神官どもが組みついた。


　もはや動きを封じられたかに見えたそのとき、一人がもんどりうってアドニスから離れた。その胸から腹にかけてが、灼やけ焦げでもしたように黒ずんでいる。しかし火ではない。


　アドニスの、素手の左手が、しがみつく他の神官の仮面をつかんだ。アドニスの手につかまれた仮面が、あっという間にどす黒い染みを浮かばせ、歪み、ささくれた。


　神官の身が震えた。アドニスに仮面をつかまれたまま、力なくだらりと両腕を垂らし、びくびくと身を躍らせながら倒れた。他の神官どもも同様であった。アドニスの赤あか錆さび色に濁る十じつ爪そうが、神官どもを搔かきむしった。肉も衣も鋼もみなもろともに腐り落ちていった。


　叫んだ。アドニスの喉のどから、もはや言葉にならぬ声のかたまりが迸ほとばしった。


　血を吐くような叫びの中、アドニスが最後に言い放った。


「神とは、機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナとはなんだ！」


　その途端──


　ふと気がつけば、何もかもが静かになっていた。


　そもそものはじめから、全ては静寂の内にある。神官どもはひとこととして声を発さず、どれだけ切り刻まれようとも、悲鳴一つあげなかった。ただ一人、アドニスだけが叫び、アドニスだけが無惨な騒音をまき散らしていたのである。


　王もまた口を閉ざし、終始じっとアドニスを見据えていた。まるで、アドニスの背後にあって、アドニスを駆り立てるものを見定めようとするかのような目である。それが、アドニスの最後のひとことで一変した。


「懐疑者よ……」


　王の双貌が囁ささやいた。


　同時に、ざわざわと、神の樹の枝たるその身を震わせ、神官どもの動きを止めさせた。


　ついで、一斉に引き下がらせる。


「答える気になったか、王よ」


　アドニスがわめいた。さすがに息が荒い。肩を上下させながら、舞台へとのぼった。王を前にした精神的な重圧を打ち砕こうとするように、猛烈な昂こう揚ようをみなぎらせて立った。


「王よ、俺が今日ここでこうして剣を振るうことさえ、神の予定する調和の内か！」


　王の双貌が、ふっと目を細めた。あるいはこの、懐疑に狂おうとするちっぽけな青年を、憐あわれんででもいるような表情を浮かべた。アドニスが凄せい惨さんな顔になった。背筋の体毛が、ちりちりと逆立っている。歯牙きばを剝むいて、無言で返答を迫った。


「あるいは……その通りであるのだ、懐疑者よ」


「なに……!?」


「全ては神の予定する調和の内にあり、ただ神とそれが坐います剣樹を中心に、すべからく調性トナリテイを帯びるのだ。そなたの懐疑は、法テーマの同意を一歩として外れはせぬ。見よ、その背後にそなたが振るった刃のあとは見えるか」


　王の言葉が、いんいんとして静寂に溶けた。


　アドニスの顔がみるみる強こわ張ばっていった。凄惨な笑みを浮かべたまま、凍りついている。


　ただその目だけがぎらぎらとした光を溜ため、少しずつ、ゆっくりと振り向いた。


　呼吸が荒く繰り返され、完全に振り向いたとき、ぴたりと止まった。


　一拍の間があった。


　ひゅっ……


　と、含み笑いを零こぼすような吐息が、アドニスの口の端から洩もれた。


　何も、なかった。


　あれほどの戦いの痕こん跡せきが──今しがた斬り倒したはずの、十数とある屍しかばねも、溢れ返った鮮血も、砕け散った仮面も、一つ残らず消え失うせ、根拠のない幻のようにアドニスの脳裏にのみ残るばかりであった。


　ただアドニスが振るい、歪ませ、遺棄した剣の亡なき骸がらだけが、そこら中に散らばっている。


「そんな馬鹿な……」


　アドニスが、笑いをこらえるように呟つぶやいた。


「こんな馬鹿なことが……」


　必死の思いでアドニスが抗あらがい、戦端を切った、その痕跡が、ことごとく消失していた。


　慌てて自分の衣服を撫なでた。血の雨を浴びたような惨状のはずだった。だが、そこに染み込んでいるはずの返り血一滴として見当たらなかった。まるで、アドニスがこの国や王や神に対し抗うなどということがあるはずがないではないか。そう、乾いた衣服が囁くようであった。


「そなたは知っているはずだ」


　王の上の貌が言った。


「そなたの懐疑の由縁は、既に法テーマへの同意でしかないことを」


　王の下の貌が言った。


「試者の灰が撒かれるのは、神の樹がその御み枝えを生やし、その御み根ねを支えるため」


「それが死に至る灰として剣士の身を冒してはじめて聖灰となりうるのだ」


「癌種の剣とは無限に増殖する鋼の細胞セル──」


「それが死に至ることをもって死を死に、永遠なる生存を与えているのだ」


「そなたはその呪いゆえに生まれながらにして局外にあった」


「局外者ゆえに神より大いなる支配の器を与えられ、より高い階級に調性されるのだ」


「それゆえの試者エグザミナーよ」


「それゆえの弟王フアタールよ」


　アドニスの顔が蒼そう白はくになって表情を失った。


「弟王フアタールだと……？」


「王とは神に対し最も奴隷であることにより、はじめて民を統べうる者だ」


「王たりうるには二つの調性を必要とする」


「神の表の貌として、民の生を司つかさどる王──」


「神の裏の貌として、民の死を司る王──」


「ふざけるな……！」


　アドニスが叫んだ。身み悶もだえるように両肩をつかみ、総毛立ちながらそれでもなお王に対し歯牙を剝いた。


「俺が求めているものは、そんなものではない……！」


「では、何を求めているというのか」


　王が、厳かに声を合わせた。


「それは……」


「見よ、そなたの求めしものは既に神の予定により調和をきたした」


　粛然と、断罪するかのように言った。


　アドニスは、再度、王のまなざしに従って、舞台の上から観覧席に目を向けた。


　閉ざされた扉の辺りから、青い影がまっすぐこちらに向かって花道を下りてくる。


　神官であった。その手に、青い衣と仮面と剣の一式がひとそろい抱えられて、それを捧ささげ持つようにして舞台に辿たどり着き、アドニスのすぐ正面に立ちのぞんだ。


「これが、俺の求めていたものだと……!?」


　神官と向き合い、それが手にしたものを目の当たりにして、呻うめいた。


　震える両手で、仮面を手に取る。


「馬鹿な……」


　素手で握り締めても、それは腐ろうとしなかった。


「そんな馬鹿な……！」


　金切り声を上げて仮面を床に叩たたきつけた。粉々に踏み砕いた。その破片の一部が僅わずかに黒く腐敗の染みをつけているのを見つけ、必死の笑みを浮かべた。


「俺が求めているものは俺が決める！　断じて他の何者にも決めさせるものか！」


　バンブーの名を吠ほえるように呼び、その手が虚空から剣を抜き放つや、目にも止まらぬ斬ざん撃げきで目の前の神官を叩き切った。


　刃は頭部を断ち割り、そのまま胸のすぐ下まで潜り込むと、腐敗に耐え切れず根元から砕けた。


　どさり。神官が仰向けに倒れ、鮮血がしたたった。


　アドニスは剣の亡骸を放り出すと、勢いをつけて真っ二つになった神官の仮面を蹴けり飛ばした。二つに断たれた仮面は舞台の上を転がり、乾いた音を立てて舞台から落ちていった。だがその音をアドニスは聞いていない。蒼白になって全身の体毛を逆立たせている。


　斃たおれた神官が、両断されたまま、じっと足元からアドニスをねめつけていた。とっくに死んでいる目だ。そしてその貌は、アドニスそのものだった。


「どういう魔法だ……これは、いったいなんのまやかしだ！」


　ほとんど絶叫するように王に向かって吠え立てた。全身がわなわなと震えている。それが怒りのためか恐怖のためか、あるいは絶望への予感ゆえか、もはや本人にも判らない。


「魔法でも、ましてまやかしでもない。神の法テーマによる技術メチエだ」


「なに……？　いったいこれは……」


　言葉が、尻しりすぼみになって消えた。


　アドニスが指差したそこには、もはや、何の影もかたちもなかった。


　枯れ果てた剣の亡骸が、一つ、ころんと転がっている。ただそれだけであった。


「今そなたが見たのは、そなた自身の調性された姿だ」


　王の上の貌が言った。


「今そなたが触れたのは、そなた自身の機械化された姿だ」


　王の下の貌が言った。


「調性された姿とは、神の客体的な民の象しようとして、神の樹に身を捧げし姿だ」


「機械化された姿とは、一切の性質を捨て去り、抽象されてのちの、計量可能化された、秤はかりの上の存在だ」


「調性の同意に基づき──」


「機械化の同意に基づき──」


　王の双そう貌ぼうがともに天を仰いだ。ついでアドニスを見下ろし、厳かに斉唱した。


「神の樹のもと、そなたは神の史観における記録の一つと化すのだ」


「記録だと……？」


「神の史観には一切の記憶は捨て去られ、全てが記録化されるのだ。そして全ての記録は、死を死に続け永遠の生存に身をゆだねし青きクロニクル神官団として、神の樹の御根に神とともに存在するのだ」


　そのとき、アドニスはにわかに自分の背後に猛烈な気配が生じるのを感じた。


　それは決して生あるものとしての気配ではない。無機的ななにかがぎっしりと積み上げられ、周囲を取り囲むような急激な圧迫感であった。


　その圧迫感に背を突き飛ばされたかのようによろよろとその身をさまよわせた。もうこれ以上、観覧席の方を振り返りたくはなかった。悲痛がアドニスの顔に満ちた。だが振り返らないわけにはいかなかった。敗北し、絶望すると判っていてなお、アドニス自身がそれを見ぬことを許さなかった。


「助けてくれ……」


　アドニスは、玉座の陰に隠れるようにして、観覧席に否応のないまなざしを向けた。


　無数の観覧席が、ことごとくみな、おびただしい数の青い神官どもの姿で埋まっていた。一面見渡す限りの青い影たち。何百何千いるのかしれぬ、青い衣と仮面の海だった。


　ざわっ、と──


「ひっ……」


　その仮面の群が、一斉にアドニスを向いた。


　かちゃかちゃという金属が触れ合って鳴らす音、衣きぬ擦ずれの気配、奇妙に気に障るどこまでも無機的な音をともないながら、青い衣の神官団が一様にアドニスを見詰めている。


「助けて……」


　アドニスが悲痛な叫びを洩らした。


「助けてくれ……ベル、助けて……」


　王の声は、なお容赦なく降り注いだ。


「見よ、そなたの手にかかって神の史観に身を捧げ、模倣された者たちの姿を」


　すると、何人かの神官が席を立ち、真っ直すぐ舞台へと上ってきた。


　アドニスはそのときはじめて、神官たちの背丈や体格が、みな一様に同じであることに気づいた。ややアドニスよりも高く、肩が広い。だがそれに気づいたのは、逆に、それが急激な変化をきたしたせいだった。


　アドニスの目の前で、青い衣が、内側にある肉体の変化に伴って全く別の形に変貌した。


　その一人が、変貌のなかば、のろのろとした動作で、仮面を脱いだ。


「馬鹿な……」


　アドニスが呻いた。


　赤髪の四蹄族ケンタウロス──キールの姿が、そこにあらわれていた。


　精せい悍かんな顔立ちが無表情にアドニスを見詰め、かと思うと、ふいにその姿が再び変化をきたした。めりめりと音を立てて歪ゆがみ、ねじくれ──あの癌種の剣に冒された姿になり、剣を持たぬまま、神の樹に似た明滅する鋼の枝を生やしてゆく。


　その横で、ティツィアーノが仮面を脱いだ。青い衣の下で、その艶あでやかな姿態が、おぞましくぐねぐねと歪んでゆく。


「やめろ……」


　もう恐怖しかなかった。アドニスは蒼白になってそれを見た。更なる悪夢を見た。


　三人目が仮面を脱いだ。つい半刻ほど前、庭園の一角で自分が斬殺した黒毛の月瞳族キヤツツアイズの顔が、真っ直ぐアドニスを向いていた。


　四人目が仮面を脱いだ。右腕と首を斬り落としたはずの水角族ミノタウロスの男が現れた。


「やめてくれ……」


　五人目が仮面を脱いだ。後頭部から刃に貫かれ、頭部を粉々に吹き飛ばされた男だった。


　次々と、十人の死者がそのおもてをあらわし、アドニスを取り囲んだ。静かな目だった。死者としてもはや何ものぞまず、うらみもない、虚空のようなまなざしだった。それが、アドニスを誘っていた。お前もここに来い。そう言っていた。そうするのが最も安らかで間違いのない選択だった。アドニスは激しくかぶりをふり、あとずさった。


「逃れられぬよ──」


　王の上の貌かおが言った。


「逃れるすべはただ一つ──」


　王の下の貌が言った。


　アドニスの背が、何かに当たった。


　はっとした。楽器だった。旅への〈鍵かぎ〉である鍵盤キーボード楽器ヴエツセルに、怯おびえ切った己の姿が克明に映し出されていた。


　わあっ。叫んだ。必死の形相で〈鍵〉の前に座った。


　手を蓋ふたにかけ、乱暴に開いた。むうっ……。絞り出すような声を上げて持ち上げた。蓋はひどく重かった。鉛のようなそれを押し開くと、蓋の裏に色濃い漆黒の肌があらわれ、そこに自分の貌が映るのを見た。他には何も見えなかった。どんな言葉も、救いも、見み出いだすことはなかった。何もかもが、漆黒の色に弾はじき出されるようにして拒まれている。そういう感覚があった。それは決して錯覚ではないように思われた。アドニスの額に、冷たくぬかるむような無数の汗が浮かんだ。


　周囲を、十人の死者が青い衣を翻し、声もなく取り囲んだ。


　アドニスの手が鍵けん盤ばんの上でせわしくさまよった。


　白い鍵と黒い鍵の間をいったりきたりしたすえに、思い切ってその一つに指を落とした。


　こつん……


　激しく焦り狂うアドニスを嘲あざ笑わらうように、乾いた音が響いた。


　別の白い鍵を押してみる。ことん。さきほどよりも呆あつ気けない音がした。


　黒い鍵も押してみた。やはり何も起きなかった。片っ端から押した。全て駄目だった。


　絶叫した。


　鍵盤を無茶苦茶に叩たたきまくると、いきなり拳こぶしで殴りつけた。蓋を殴った。楽器のそこら中を殴り、やがて金切り声で叫ぶと、憔しよう悴すいした様子でがくりと身をくずした。


「ないんだ……」


　無感動な声で言った。


「俺には、旅に出る理由ことわりなんか、ありはしない」


　乾き切った声が、いんいんと広間に響く。


　ゆっくりと十人の死者が動いた。


　じりじりと輪をせばめ、まるでいずこかへいざなうかのように片方の手を差し伸べた。もう片方の手は、それこそが彼らの存在するゆえんであるかのように、しっかりと青い仮面を抱いている。


「……かつて、そなたと同じような立場にありながら、見事、〈鍵〉を開いた者がいた。名を、ラブラック＝シアンという。そなたも存じておろう。そなたがそれに倣うか、それともこの国にとどまり、ゆくゆくはこの城に住まうかは、そなたの心持ち次第なのだ」


　王が言った。あたかも一つの好機チヤンスを与えるかのように。だが事実そうだとしても、アドニスにとってそれは絶望の淵ふちに転落するための高台に過ぎなかった。


「そして──どうあっても〈鍵〉の奏でぬことを知ったときは、この国のいしずえとなることを誓うがいい、懐疑者よ。そなたの永えい劫ごうの安寧が、ここに……」


　ふいに王の声が途絶えた。


　王の手だか足だかわからぬ明滅する枝々が、風に騒ぐように、にわかにざわめいた。


（む……？）


　王の双貌が驚きよう愕がくにこわばった。


　青い亡者どもの足がぴたりと止まった。まるでそこに目に見えぬ障壁があり、そしてそれが徐々に円の形に広がってゆくとでもいうように、一斉にじりじりと後ずさってゆく。


　アドニスは気づかない。悄しよう然ぜんとして、楽器に向き合っている。


　そして──


　他ならぬそのアドニスの足元にわだかまる影から、それがあらわれていた。


（なんと……）


　もとよりそれは形ある実体ではない。


　うつつにおいては何の効力も持たぬ、それこそ影のごとき何かが今や圧倒的な気配をもってそこに立ち現れ、声なき声を上げたのであった。


　──ＮＮＮＮＮＮ……


　──ＯＯＯＯＯＯＷＷＷＷＷＷ……


　──ＨＨＨＨＨＨＥＥＥＥＥＥ……


　それは妖あやしい、聞く者の耳から沁しみ込み、その心の髄まで浸しん蝕しよくするかのような、底知れぬ嘆きに満ちた声であった。


　アドニスはいぜんとして、うつむいたままぶつぶつと何ごとかを呟つぶやいている。


　明らかに、この異変に気づいているのは、王と、そして幽鬼のようにたたずむ十人の青い亡者どもだけであった。


　亡者どもは少しずつその嘆きの声に押し返され、やがて弾き出されるようにして、アドニスを取り囲む円陣を崩し、ばらばらと舞台のそこかしこに追いやられていった。


（そうか……）


　王が、呟く──とはいえそれは、アドニスの影からたちのぼる声に似て、決してうつつの声音とはならぬうつろなる呟きであった。


（とうとうそなたまでもが、ここに立ち戻ったというのか……蛮勇の旗を掲げ、神なる調性を断たんがために……）


　ふいに王の身が無数の明滅を帯びた。ざわざわと枝々をゆらすと、それに応じて、青い神官たちが一斉に音もなく動いた。


　奇妙なことにどこか打ちひしがれた様子を見せて、舞台から消えていた。どこへ消えたのか。ある者は舞台の裾すそに隠れ、ある者は舞台から音もなく下り、ふいと消え失せた。どこともしれぬ、うつつとうつつの目に見えぬ狭間に潜り込むように、いやに現実感の伴わぬ様子で、それらは消え去っていったのだった。


　いつの間にやら広間からは青い影の群が絶え、何もかもが鎮まり返っている。


　観覧席にも、もはや青い神官の影一つとして見えない。なにもかもが夢幻のごとく立ち去り、霧散するかのように消えていた。


「ないんだ……、俺には……、何も……」


　いつまでもぶつぶつと呟き続けるアドニスの姿を、王は長いこと見詰め続けていた。


　だがやがて興味を失ったようにふいにその身をしぼませると、無数の明滅を身にまといながら、ゆっくりと神の樹の奥へとかえっていったのだった。


　奏かなでぬ楽器の前でただ一人、狂おしく憔悴しきったアドニスの姿だけが、沈黙の中に取り残されていた。





７




　時刻は濃く赤を帯びる頃──


　天空は急に雲行きをあやしくしだした。


「降ってきたなあ」


　ベルはどんより曇った空を見上げながら、のんびり呟いた。風が四方から吹き、渦を巻くようにしてあおってゆく。雲の流れが早い。と思うと、一つ二つ零こぼれ落ちてくるに過ぎなかった雨が、にわかにぱらぱらと数を増した。


　剣士はあまり傘を差さない。どのような天候でも戦闘が行われるため、たとえ豪雨が降り注いでもさほど気にならなくなるのだ。マントか外がい套とうがあればそれを羽織るし、なければないで雨に打たれるに任せる。その点ではベルも剣士らしく振る舞い、柔らかく降り注ぐ雨の中、堂々と歩き続けた。


　中位東ミドルイーストの街にいた。ぶらぶらと目的もなく歩き回っていた。雨が降り始めてようやく、思い出したようにアドニスの宿舎へと足を向けていた。


　歩きながら、つい一刻ほど前に自分が体験したことについて、考えを巡らせていた。


（私は、鍵かぎであると同時に、扉でもあるんだ……）


　それが、あの漆黒の楽器を目前にして、はじめて得た実感であり、ここまで歩いてきて、ようやくそれが言葉になった、根深い感慨であった。


（私という鍵は、私という扉を開こうとしている……けれども、私という扉は、私という鍵を、恐れ、拒んでいる。私は、開こうとする私と、開かれまいとする私の、二人の間にいて、名乗りをためらっているんだ）


　ふっと、苦笑とも嘆息ともつかぬ溜ため息が出た。


（どんな試練だって、真っ正面から受け切る自信はあったんだけどな……）


　つまるところ、ベルが今考えにひたっているのは、他ならぬ自分自身こそが、最後の試練である、ということに他ならなかった。いかなる強敵が立ち塞ふさがろうとも、それを無用に恐れたり拒んだりするベルではない。あるいは、いたずらに敵を引き寄せ、無限の生き地獄のような、暴力と怨えん讐しゆうに満ちた戦いを望むのでもない。


　何をして戦いの決着とするか、それを見据えた上で、いかなる戦いの流れにも応じ、ときには否応なく決着が先送りにされる場合でも、無用に落胆したり、諦あきらめにかられたりせぬだけの心胆は──あるいは天性の楽観は、持ち合わせているつもりだった。


　だが──その強敵というものが、他ならぬ自分であればどうか。


　自分が望めばいかなる決着も可能であるし、無限にそれを先送りすることも出来る。具体的に何をどうすればそれが決着するのか、ともすれば堂々巡りの思考の渦に巻き込まれ、二度と浮かび上がってはこられないような、あまりぞっとしない考えも浮かんでくる。


（やれやれ……）


　今はまだ、何も判らない。いつ、あの〈鍵〉を奏でられるようになるのか、どうすればそれが可能となるのか──


　悩むでもなく熟考するでもなく、ただ自分の立ちのぞんでいる位置を確認するようにして、様々な考えをもてあそびながら、結論として、


（まあ、どうにかなるさ）


　そう心の中で呟きながらも、またふと湧き起こってくる考えを、自分の中であちらへこちらへとあしらってゆく。


　そんな風にしながら、やがて剣士たちの集落フアームに辿たどり着いていた。


　その一角に建つ宿舎に、堂々と足を踏み入れる。


　もうすっかり居心地のついてしまったその部屋にやってくると、ひとまず剣を壁の剣立てにしっかりと固定した。


　途端に、おなじみの、大地からふわりと突き放されるような浮遊感が襲ってくる。


　それに意識して耐えながら、ベッドの背もたれにしがみつくようにして身を預け、アドニスはどうしているだろうかと一人ごちた。


　風が、部屋に巻いた。


　ベルはそちらを見ずに、いつでもあけっぱなしにされている窓がきいきいと軋きしんだ音を立てるのを聞いた。


　目の前を、何かが舞った。ベルはぼんやりとそれを見詰め、にわかにはっとした。


　ベルの視界を、柔らかな黒い花弁が風に舞いながら幾つも横切っていった。


「まさか……」


　振り向いたそこで、黒い死告鳥レイヴンの花がひっそりと死を風聞していた。


　花の足は既に根を生やし、硬い床に沿って、もぐりこむべき土がないことに喘あえぐように、尖とがった根を拡げている。その羽根が花となって不吉な艶あでやかさで咲き誇り、ベルはまるで自分宛ての訃ふ報ほうを受け取ったように愕がく然ぜんとして立ち上がった。


　なんとなく恐る恐る近づき、足元に無造作に転がるその鳥花を見詰め、風聞の内容を確かめようとしたそのとき──


「上の兄が死んだんだ」


　突然生じた気配とともに、背後から声をかけられていた。


　思わずぎくりとして振り返った。


「アドニス……」


　驚かすなよ──


　そのような言葉が、喉のどの辺りでつっかえたまま、出てこなくなった。


　深紅の頭巾バンダナで耳と眉まゆとを隠し、表情を押し込めたいつもの姿のアドニスに、ベルは得体の知れない驚愕を感じて言葉を失った。同時に、ぞっとした。それほどアドニスの表情は憔しよう悴すいしきっていた。その目は冷たく渇き、透徹したといっていいような、危うげな光にゆらいでいた。


「カタコームの祀し者しやであることの代償だ。死者の瘴しよう気きに身も心も食い滅ぼされて死んでいった。聖灰を使えば、あるいは生き永らえたかもしれないのに」


　アドニスが淡々と説明した。他人ひとごとのようだった。死を惜しむなどという感覚が失われて久しい者に特有の、冷たく突き放した、何かが大きく欠けてしまった口調だった。


　花弁がまた一つ、風に散った。


　黒い花のかけらがアドニスの足元に舞い落ちた。アドニスの足がゆっくりと上がってそれを越え──その先にある黒い鳥を踏み潰つぶした。


　花の砕ける音を、ベルは聞いたような気がした。あるいはそれは、アドニスの心が、自らの重みに押し潰される音だったろうか。ベルは無意識に唇を嚙かんでいた。アドニスの碧あおい瞳ひとみがこちらを向くことを、心の底で恐れているような気分だった。


「ベル……駄目だったよ、……やはり」


　アドニスがじっと足の下の花を見詰めたまま言った。


「……そっか」


　出来る限り明るく返したつもりだった。笑みが強こわ張ばっているのが自分でも判った。何かを言おうとした。何も出て来はしなかった。音を立てて喉を唾つばきが下っていった。


　いったいどうしたというのか……？


　無理やりにでも言葉を絞り出そうとしたとき、アドニスの凍えた碧い瞳がベルを見た。


　ぞくっと背筋が震えた。


（殺意……!?）


　アドニスのまなざしに、一瞬、本当にそれを感じていた。思わず壁にかけた〈唸る剣ルンデイング〉に目を走らせた。剣は鎮まった姿でアドニスの斜め脇のところに固定されている。


　ベルは強いて微笑みを浮かべ、アドニスを向いた。


「ベル……」


　アドニスが囁ささやく。その声が激しく助けを求めていた。ベルは戸惑った。碧い瞳はいぜんとして冷たく凍てつき、昏くらく沈み込んでいる。そこに映るものを、花を踏み潰すように、何もかも打ち砕き破壊してしまおうとするような、ひどく殺伐とした意志を溜めた目──


「助けてくれ……ベル、俺に教えてくれ……」


　その目のまま、アドニスは迷子のように言った。


「助けてったって……」


　いきなりアドニスが動いた。大きな暗い影が突然目の前に覆いかぶさるようだった。


　あっと思ったときには真正面から抱きすくめられ、青年の温もりと匂いがベルを包み込んだ。その温もりと匂いの中で、ベルはアドニスの胸の内で死に物狂いに騒ぎ立てる鼓動の騒音を聞いた気がした。


「アドニス……!?」


　あまりに突然で、ベルには何がなんだか判らない。助けろとはどういうことか。教えろとはいったい何の謂いいか。〈鍵〉を奏でられず、試練に失敗したことか。兄弟が死んだことか。何も具体的なものはなく、ただ死に物狂いの感情が、小刻みに震える青年の腕や、激しく上下する肩から、どっと押しつけられるような感覚だけがあった。アドニスは震えていた。最初は小刻みに、そしてだんだんと震えが増し、ついにはがたがたと怯おびえ切ってべルにしがみついた。


「お前……」


　ベルはふと、アドニスの手が固く握られた拳こぶしのまま自分の背に押しつけられているのに気づいた。どうやら手袋は外しているようだったが、この期に及んでさえ、アドニスはその手を開くことなくベルに触れていた。いや、触れることが叶かなわぬ代わりに、全身でベルを取り囲んでいた。


　急に、なんとなく腹が立った。


　ベルは相手の背に触れようとした手をぶらりと下げた。先ほどアドニスに対して抱いた、恐怖に似た念や憐あわれみの気持ちが半ば霧散し、代わって一方的にすがりついてくるこの男に対し、苛いら立だちの気持ちが起こった。


「教えてくれ、俺は……どうしてこの手は、ただ一つ、俺だけは枯らさないんだ」


　震えながらアドニスが言った。


「どうして俺の手はいつでも生あるものを拒んでしまうんだ。どうして俺を不完全な死者としてしか生きさせてくれないんだ」


　低く呻うめくように発せられた言葉の数々が、徐々にアドニスを落ち着かせ、あるいは凍てつかせてゆくようだった。寒さに震える者が、血も凍りついてしまったあとではもうそれ以上凍えることがなくなるように。


「俺が生まれたとき、母が死んだ。この手が、内側から母を殺したんだ。俺は、それを知っている。父も兄も知っていた。知っていて何も言わなかった。黙って追い出した」


　それは、うらみでさえなかった。うらむべき相手は既に死んでいた。


「母の生命を否定して……俺は生まれた。だから俺は……母の温もりを知らない。何を温もりと名づけていいのか、判らない……こんなにも寒いのに」


　ベルの中で、わけもなく息がはずむような感覚が、急速に遠のいていった。少し前までは恐ろしさとやるせなさが奇妙に交じり合ったような感覚があり、それが頰に血をのぼらせ、呆ぼう然ぜんとさせたが、それもまた段々と引いていった。


　あとに残ったのは、この青年の体に取り囲まれて自分の中にわだかまる異様な熱と、そのせいで手足に感じる痺しびれるようなだるさだけだった。


「俺は……決して生者になれないまま、長い季節を完全な死者となるためだけに生きてきた、不完全な死者だ。そして今日……俺は、永遠の死者の在あり処かを知った。死さえ死んだ者たちに取り囲まれ……俺に最も相応ふさわしい場所に迎え入れられた。俺は……絶対にあそこにだけは、何があろうとも引きずり込まれたくはない……だのに、俺にはもう抗あらがいようがなくなってしまった……。この世界は、いつでも俺に最も相応しいものを……最も相応しい場所を俺に見せつけ、その中に俺のあらゆる懐疑を飲み込んでいってしまう……」


　ベルの目の前で上下していた肩が、もうすっかり落ち着いていた。アドニスの言葉はどれもこれもベルを素通りして、どことも知れない虚空に消えてゆくような気がした。


　ベルはアドニスに対して、はじめて慰めの気持ちよりも苛立ちが勝った。


「私が、お前にしてやれることはないのかい」


　ベルが押しつけられた胸の中で言った。言葉とは裏腹に、突き放すような言い方だった。


「私は……」


「ベル」


　ふいに、アドニスが、ベルを抱く腕に力を込めた。


「俺を、斬れるか」


　ベルの目が大きく見開かれた。悲しみが起こった。まるでこれは──裏切りではないのか。最後の最後まで、アドニスに裏切り続けられたような気持ちになるのはどうしてか。


　その気持ちの由縁がはっきりしないまま、


「斬れるわけないだろう」


　怒りに任せて言い放ったつもりが、ひどく切とした響きに満ちていた。


「ベル……俺と居合え」


　ベルは目を閉じた。急に鼻の奥がつんとした。涙が零こぼれそうになった。


「なぜだよ」


　しばらくの沈黙のあと、


「旅の扉は、二人も通れるほど、広くはない……」


　言い訳するような答えが返ってきた。


　なぜ、の意味が違った。なぜ、そんなことを言い出すのか。アドニスの心を知りたかった。どうしてそこまで自棄やけになって自分を貶おとしめるようなことを言うのか。その心の由縁を聞きたかった。アドニスの返答は、自分が旅の扉を開くことが出来ないことを悟ったような言い方だった。まるで自分には開くことが出来ないから、せめてそれを開く可能性のある者を妨げ、そしてその果てに自ら死を求めようとするかのような言い様だった。


　強く歯を嚙んだ。もう堪たまらなかった。一息に叫んだ。


「役不足だ、アドニス！　下らない役を私に押しつけるな！」


　今のお前では、という言葉をすっぱり切り落とした、刃の言葉がベルの口をついて出た。


　確実にアドニスの心根を穿うがち、その誇りも矜きよう恃じも引き裂く言葉だった。どうして。こんなにも近しく触れ合っているというのに。怒りと哀しさが溢あふれた。どんどんアドニスが自分から離れ、自分もまたアドニスから心を背けようとしている。そしてふいに、いつかどこかでこれによく似た気持ちを味わったことがあるという既視感デジヤヴユが襲った。


　男の影に包まれて、相手がどんな表情かおをしているのかも判らないまま──


　立ち去る男の姿は、いつでも影法師だ。


（どうして──）


　そのとき、ベルを抱くアドニスの腕が、また別の力を加えるのを感じた。


　抵抗しようと思えばいくらでも出来たはずだった。それなのに、どうしてもそれが出来なかったのは、二人がまだ通じあえるということへの未練だったろうか。何もかもがあっという間で、それでいてゆっくりと緩慢に動き、過ぎていった。


　世界が傾いた。


　背が、柔らかなベッドを打った。そこが傾いた世界の昏い谷底だった。アドニスの肘ひじが、上から、ベルの両腕を押さえつけている。外そうと思えば、いつでも外せるそのいましめに、ああ、そうか、と渇いた心持ちでそれを理解した。


（こいつは決してその手で私に触れない）


　それが判った。哀しかった。呪いという名の手袋が固くアドニスの手を覆っていた。


「やめろよ」


　ベルが厳しく睨にらんだ。そうでもしなければ今にも涙が零れそうだった。


　アドニスの目が、じっとベルを見た。


（なんて冷たい目で、こいつは私に憑とりつこうとするんだろう……）


　そんな風に思った。


　雨の降りしきる音が、ベルの耳に冷たくひえびえとして届いていた。


「怖いのか」


　ぞっとするほど妖あやしく凍えた声音がベルの心に切りつけた。


　アドニスの目は、先ほど黒い花を踏み潰つぶしたときの、昏く冷たい闇を溜ためている。


「俺のこの手が怖いか」


　返答次第では、その手でベルの首を絞めんばかりの鬼気が、全身からたちのぼった。もし、本当にその手を首にかけてきたならば、そのときこそ本気で抵抗出来るだろうとベルは思った。〈唸る剣ルンデイング〉を自在に振るうその異端の剛力で、逆にこの青年の腕を砕き、絞め殺してしまえるだろう。


　哀れだった。何もかもが哀しかった。


「怖かァないよ」


　言葉とともに、いっそ本当に殺してやりたいくらいの怒りが滲にじみ出た。そのくせ全てがけだるく切なさを帯びてゆくばかりだった。手はいまだに痺れたようになって力が入るとも思えない。


「じゃあ……」


「惚ほれてない」


「なに……？」


「まだ、私たち、惚れてない。私もあんたも」


　アドニスの表情が、一瞬、苦しげに歪ゆがんだ。


「……知らない。そんな動機モチーフは、生まれてこの方、持ったことがない」


　アドニスの素肌の両手が、ゆっくりとベルの襟元にかかった。


「そんなもの、持てるとも思わない。だが、お前を……」


「アドニス！」


　低く叱しつ咤たするようにその名を呼んだ。そしてそれが激しくかき消された。


　アドニスが、なにごとかを叫んだ。


（何だ──!?）


　それがなんであるのか、とっさに理解を超えた。


　衣きぬの裂ける音が、先に聞こえていた。


　そのあとで、そのひとことが、来た。


「お前を女として見てくれるやつが、俺の他にいるのか！」


　耳に灼やけた火ひ箸ばしを突き込まれたようなものだった。


（いったい、何が起こった──？）


　大きく見開いた目の隅で、布切れと化した何かが舞い散った。ひやりとした外気が肌に触れる。青年の──男の顔が視界から外れ、薄汚れた天井が見えた。


（傷み──なのか……これは……？）


　すえた臭いと男の匂いとが一緒くたにない混ざって鼻をつくような気がした。


　ぴんと張り詰めたか細い糸が今にも千切れて心狂わせるような危うさに、いつの間にか飲み込まれていた。だがこの危うさの由縁はいったい何だったのか。


　気がつけば、ベルは指一本動かせぬところにいた。もし僅わずかでも動いてしまったら、何かとてつもないものが自分に襲いかかってくるような緊張があった。そのくせ頭の隅が痺れたようになって何も考えられず、その麻ま痺ひ感が徐々に全身に行き渡ってゆく。


（何もかもが、こんなにも荒れたまま──）


　心のまた別の隅から、ふいにどうしてこんなにも傷つく必要があるのだろうと不思議そうに呟つぶやく自分が現れていた。


（判っていたじゃないか。そう。当然のことだって……）


　どんな種族的特徴にも当てはまらぬ、無形の姿。異様でさえある、のっぺりとしたその容姿、顔かたち。好奇の種として、珍奇なものとしてのみみとめられる、無む貌ぼうの存在──


（それが私だ）


　のっぺらぼう、と誰かがいたずらげに頭の中で呼んだ。それはいったいいつのことで、誰の言葉だったのだろうか。


　可か憐れんな歌姫の面影がちらりと脳裏をよぎった。あの美しい女ひとは何者だったか。


（何だ。こんなにも静かだ──）


　ベルの顔に、ふいにアドニスが頰を寄せた。既に両腕のいましめは解かれている。だがベルはぼんやりとしたまま抗あらがうけぶりも受け入れようとする気配も見せていない。それを一方的に了解ととったか、アドニスが額を寄せた。ベルは無意識に上下の唇を歯で嚙かんだ。内側にくわえこまれ、閉ざされた唇の上を、虚むなしくアドニスの唇がなぞった。そしてそれはゆっくりと首筋をつたい、下におりてゆく。


　つんと鼻を刺す、すえた臭いが増した。


　目がひとりでにちらりと動き、ぼろぼろに腐ってゆく自分の衣服が視界に入った。衣服がかさかさに乾き、ほつれ、崩れてゆく、その合間から、稚おさない膨らみがのぞいた。自分にもそんなものがあったのかと、他人ごとのようにそれを見詰めた。部屋の冷気に怯おびえて尖とがった乳首がつんと立ちあらわれ、薄桃色の色づくそれがまさしく自分の肉体の一部であることをしいて示すように、男の赤い唇がそれを挟み、柔らかく弄もてあそんだ。唇から舌がのぞき、胸全体をゆっくりと舐なめあげ、ざらざらした彼の種族特有の尖った舌が頂きをこすった。


　そのたびに、頭の内側を刺すような痛みともなんともつかぬものが走り抜けたが、すぐにそれもぼんやりとした意識の向こうに消え、何も感じなくなっていった。


　こいつは女を知っているなと心の片隅のどこかが呟いた。決して目的としてではなく、渇きを潤すためだけの手段としての女──そしてその一人として、他の多くのそれと同じように、今、自分に触れているのだと。


（こんなにも、何も響いてこないまま……）


　体のあちこちに舌が這はい、首筋に唇くちづけ、肩を下りて胸から腹へと動き──そうしながら、アドニスがベッドのシーツを引き裂き、しきりにその手を覆うのに気づいていた。


　それが、ひどくいやらしい所作に思われた。シーツの布ごしにその手がベルの腕に触れ、肩をなぞって荒っぽく胸をつかむと、ふいにその手を離し、ぼろぼろに腐った布の上からまた新たに布切れを巻きつけ、そしてぐったりとしたベルの体にすがった。


（なんだ）


　と、思った。


（こいつが唇で触れようとするのは、その手で誰かに触れてしまうのが怖いからだ）


　もう、涙も出る気がしなかった。


（ただそれだけの理由で、こいつは──私に唇づける）


　身体が違和を覚えて悲鳴をあげっぱなしだった。アドニスがベルの上で動くたびに、頭の隅で無数の銀色の針が飛び散るような、そんな奇妙な映像がまたたいた。それにつれて身体が自然とうねり、跳ねるが、それさえももはやどうということもなく、痺しびれた頭の向こうにあらゆる実感が消えていった。もう衣服などというものはベルの身に残っていない。


　シーツでぐるぐる巻きにされたアドニスの一方の手が、ベルの下腹をさすって脚の付け根に辿たどり着き、ゆっくりと内側に向かって撫なでてゆく。


（なんなんだろう……これは……私は……）


　唇を嚙む歯に、ふと鉄かねの味を覚えた。それは少しずつ口の中に広がり、喉のどを下っていった。またそれが、口の端から外に零こぼれ出るのを感じた。口元に赤く血溜まりが溢あふれ、一筋描いて流れ落ち、シーツにしたたるよりも先に、アドニスの舌がそれをすくっていた。厚い端整な唇を奇妙に歪ませながら、ベルの口の端から赤い血溜まりを吸った。その瞬間だった。


（殺してやる）


　強烈な、確固とした意志が、急激にベルの脳裏に迫せりあがり、破裂した。


　そして──同じその瞬間、激しい痛みが下腹部ではぜた。あまりの異様な痛みに全身で喘あえいだ。力がうまく入らない。身体中がこわばって絶叫を上げた。


　歯が張りついた唇を放し、口元でまた鉄の味がしたたった。指が無理やりこじあけようとしていた。引きくつろげ、恐ろしい痺れと痛みが間断なく襲った。ベルは喘いだ。背を弓なりにそらせ腰を引いて力なく逃げた。男の手がそれを摑つかみ、しっかりと押さえ込んだ。


　ベルは垂直に顎あごを上げた。歯を食いしばって肘ひじを立てる。男をもぎはなそうと力の入らぬ身を懸命に引き上げたが、そこへ更に激しい痛みが襲いかかった。


「あ・あ・あ・あ……っ！」


　喉の奥から泣き叫ぶような声を上げた。涙が浮かんだ。男の影が圧倒的な重さでのしかかってきた。息も荒くベルの顎先に顔を突き出し、その唇くちが何かを言った。何を？　疑問するよりも先にベルに向かってアドニスが大きく乗り出した。その後で言葉の意味が来た。


「お前は暖かい……」


　その、ときであった。


　がたん！


　まったく唐突に、本当に、世界が音を立てて傾かしいだ。


　ベッドが大きく傾き、その拍子にアドニスがベルの上から転がり落ちた。いったい何が起こったのか。確かめる間もなく、今度はシーツが勢い良く引っ張られ、ベッドの上からアドニスを放り出し、ベルもベッドの背もたれに頭をしたたかに打ちつけた。その衝撃が、ベルを半ば正気に戻した。


　もはや隠しようもない裸身をそのままに、ベルは呆ぼう然ぜんとそれを見た。


　ベッドの脚が──いや、一角が丸ごとなくなっている。


　そしてそれを食らったものが、今、吸い込むようにして、ぼろぼろになったシーツを飲み下していた。


　赤い瞳ひとみが、ベルと目を合わせた。


　キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉である。


　ごくり。喉が鳴った。シーツがすっかりその口の中に消えていた。


　相変わらず何を考えているのか判らない、すとんと表情の欠けた顔、その目が、ふと、アドニスの方を向いた。


　何の関心もないまなざしだった。何の同情もなく、何の解釈もなかった。ただ目の前にいる者の姿をそっくりそのまま相手に投げ返す。そういう瞳が、アドニスをぴたりと見据えている。


「おう……」


　慌てて衣服を整えたアドニスが、獣じみた呻うめき声を上げた。


　その顔が、得体の知れない恐怖に引きつっている。


　右手には、キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉の姿を見たとき既に虚空から抜き放った剣が握られていた。


　だがその切っ先をキティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉に向けて鋭く構えたまま、指一つ動かせないでいる。


　かたかたと剣が震え、やがて指が剣の柄つかから離れると、剣尖きつさきから床に突き立った。


　恐るべき怪物をそこに見るように、アドニスが、よろよろとキティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉からあとずさった。


　ふいに、キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉が、床を向いた。


　そこに、アドニスが踏み潰つぶした、黒い鳥花が、羽根を散らばらせて転がっている。


　キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉はひょこひょことそれに歩み寄ると、無造作に指でつまみあげ、口に入れた。その唇の合間から、あらゆるものを一様に飲み込む、飲食魔法レスト・ラントに似た、底知れぬ闇が一瞬のぞいたようであった。だがすぐに鳥の花を飲み下すや、もはやアドニスにもベルにも興味がないような顔で、部屋の隅へと歩いてゆき、そこにぺたりと座り込んだ。


　アドニスがそろそろと息を吐いた。恐怖から解放された顔になると、今度はぎくりとした表情を浮かべてベルを振り返った。


　それにつられて、ベルもアドニスを見た。だがその目が茫ぼう々ぼうと泳いでいる。まだ半ばぼんやりとした半眼のまま、呆然とアドニスを見詰め返した。


　その身体のあちこちに、青黒い痣あざが、うっすらと浮かび上がってきている。アドニスの腐敗さす手が、そこを搔かきむしり、引き裂いた痕あとだった。ベルが僅わずかに身み動じろぎした。途端に強い痛みが下腹に跳ねた。痛みが傷みとなって、ベルの心の中で渦を巻いた。その渦から、怒りとも哀しみともつかぬ雫しずくが、一つ、跳ねた。


　ベルの呆然とした目に、みるみる涙が溢あふれた。泣いているという実感は全くなかった。目が勝手に泣いていた。涙が悔しさに満ちて、あとからあとから灼やけつくように頰を流れ落ちていった。


　アドニスは何かを言おうとしていた。


　しかしその前にどこかへ行ってしまった。


　ドアが開いたとき、少しだけ雨の音が強く聞こえた。


　すぐにそれが閉ざされると、しーんと静まり返った静寂に、柔らかな雨の音がひどく遠い所から聞こえてきた。


　気づけば、どうやって出ていったのか、キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉の姿もない。


　何もかもが夢の中のように漠然としていた。何の実感もなかった。ただ傷みだけが取り残されたようにしてベルの身にけだるくわだかまっていた。


　その傷みに指で触れた。下腹の奥がずきずきした。指先に付いた赤いものを眺め、揉もむようにすると、それは垢あかのように乾いてぱらぱらと落ちていった。


　ふいに欠伸あくびが出た。ベルはのろのろとした動作で涙をぬぐった。止まらなかった。もうどうでもよかった。泣いている自分を放り出した感じだった。膝ひざを抱えようとしたが、下腹に痛みが走ると、諦あきらめて片膝だけを抱え、ぼんやりと窓の外を見た。


　冷たく降り頻しきる雨が、暗く広がっている。


　頭がまだだいぶ痺れたようになっていて、何かを思考すること自体を拒んでいた。何も考えられなかった。心が粉々に砕けた感じだった。


　そしてふと、この有様を見られたのが、〈愚者ザ・ナツシング〉の方のキティでよかったと、頭の隅で思い当たった。
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「もうこんなに真っ暗だ……」


　冷たく濡ぬれそぼった姿で、アドニスは力なく暗い空を仰いだ。


　疲れきった顔で、それでも、足は自然と進んでゆく。


　いったいどこへ──？


　もはや向かうべき先などどこにもないはずだった。だがまるで足そのものがアドニスの意志から外れてしまったかのように、勝手に歩いてゆく。


　いつしか街を外れ、下方東アンダーイーストへと下りながら、街を出た。


　更に長いこと歩くと、右手に、小高い丘が見えていた。


　何かが、その丘の向こうから、聞こえてくる。


　その何かが、自分を引き寄せているのだ──


　ふいに、これ以上ないほどの自然さでアドニスは了解した。それに従った。それは決して今にはじまったことではなかった。いつでもそれはアドニスを導き寄せ、その在あり処かを示そうとしてきたのだ。そう思わせるだけの何かがアドニスの中で芽生え、憔しよう悴すいした心のままに歩を進めていった。


　やがて丘の上に立った。


　つんざくような大勢の合唱が、にわかに妖あやしく響き渡った。


　嘆きの声であった。


　ごうごうと吹き荒れる風とともに、影法師の群が狂乱の雄お叫たけびを上げていた。


　──NOWHERE……！


　と。


　アドニスのおもてに、子供のような微笑が浮かんだ。


　迷子が、ようやく自分を連れて帰ってくれる親と再会したような、屈託のない、安心しきった顔であった。


　涙が、雨とともに頰をつたい、泥の中に流れ落ちていった。


　その泥を踏んだ。


　行く手に、闇の色をした影法師の群が、狂ったように騒ぎ立てている。


　アドニスが近づくごとにその騒ぎは激しくたかぶり、一層大きく嘆きの声で吼ほえたてた。


　ぼろぼろの外がい套とうを身にまとい、手や足や顔にくすんだ包帯を巻きつけ、更にその上から、意味の判らぬ刻印スペルを滅多やたらと書き込んでいる。


　無数の影法師たちが、歩みゆくアドニスの周囲を踊り狂った。手にした火かき棒でアドニスの足元の影をかき、錆さびた楽器をかき鳴らし、刃の欠けた枯剣を振り上げ、更に奥へ、闇の淵ふちへとアドニスを誘いざなった。


　アドニスはゆっくりとそれに飲み込まれてゆき──


　やがてこの世のどこにもいなくなった。




VI　対たい峙じ。爪先立ちて望みしは
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　闇になお昏くらい影法師どもの群が、いまや狂乱のきわみと騒ぎ立てている。


　ひときわ強烈に嘆きの叫びがこだまする中、あらゆる楽を見失いこの世のどこからも消え去った青年の行方を、ひたと見据える赤い瞳──


「懐疑が、絶望ゆえに唱えられるか……」


　キティ＝〈賢者ザ・オール〉が、うっそりと呟つぶやいた。


「懐疑に対し、理由ことわりは果たして希望たるか……」


　その様子は、己自身が見定めるというよりも、むしろ自分の中で独立した働きがあって、それが自分の思いを超越した結論を下すのに、ただ粛然と従うようであった。


　ゆっくりと都市パークを振り仰いだ。光彩のはっきりせぬ澄みきったような赤い目が、はっきりとそこに巨大な建物を見み出いだしていた。神の絶対なる箱庭たるべく存在する、神の樹をやどす城の様子はいかにも堅固で不破なる絢けん爛らんに満ちている。


「小鳥を鳴かせずに鳥とり籠かごに入れる……か」


　ふとキティの目が動いた。本人も、自分がそれを目で追っていることにしばらく気づいていない様子だった。その赤く理知をたたえる目が、キティの意識にかかわらずそれを見定め、そして間もなくその存在をキティに伝えた。


　壮齢の、月瞳族キヤツツアイズの男であった。


　闇に紛れ、激しい風雨に動じた様子もなく、飢餓同盟タルトタタンの群へと真すっ直ぐ歩いてゆく。


　キティの目が更にその姿を追った。男がパイプを手に取るのが夜目にはっきりと見えた。


　幻の紫煙を細く吐き、それがふっと消えると同時に、唐突にその男の姿も闇に溶け、あっと思ったときには完全に消え失うせていた。


　まるでキティの視線を逆に察し、敢えて姿を消したような、みせつけるような消え方であった。


　事実──互いにいちじるしく視界のきかないこの風雨の夜にもかかわらず、姿を消す寸前、男が、遠くからはっきりとキティの姿を見据えていたことに、キティは気づいている。


「やれやれ、私などよりも、よほど演出屋だ……」


　その口ぶりが、ふと感傷と皮肉の入り交じった、複雑な響きを帯びていた。


「希望を託した風聞の小鳥がいかなる理由ことわりをこの都市パークにもたらすか……あなたと私と、ここからが真の見定めどころというわけですか……」


　謎めいた呟きが、影法師どもの喧けん騒そうにかき消された。とともに、その身を演算に取り巻かせ風雨をしのぐ長耳族ラビツテイアの姿もまた、ふっつりと闇に消えていったのだった。





２




　うねるような闇の中にいた。


　目の前にかざした手の平でさえ、どこにあるのか見えない。それほどの、深い闇だ。


　その暗さがまるで自分の形骸かたちをすっかり溶かしてしまい、大きなうねりのようなものに流し込んでしまうかのようであった。


　何も見えない。何も聞こえない。死にも似た昏い淵に沈み込むほどに、五体がばらばらに溶け崩れ、心もまたいずこともなく霧散し、限りなく稀き薄はくになってゆく。痛みも、悲しみも、欲望も、あらゆる感情、あらゆる情念が、渦を巻いて拡散し、より巨大な渦の中へと混じり合う。そこにはアドニスの想像を絶する無数の情念がみな渦の中にあって、たった一つのより巨大な欲動を中心に、うねり、広がり、たゆたっていた。


（飢かつえ──）


　それこそ、この闇の渦を司つかさどる、根源的な動力であった。


　巨大な、一つの大いなる意志にも似た、無数の者の心がばらばらに溶け合ってかたちづくられる闇の心臓が鼓動し、アドニスと呼ばれていた一つの形骸かたちが徐々に分解され、ばらばらになったそれらが、その心臓から巡り出す血の雫しずくの一滴一滴となって流動してゆく。


（暖かい……）


　もはや思考にもならぬ恍こう惚こつとした心の波がますますアドニスを崩壊させ、爆発し飛び散る心の血の飛ひ沫まつと化せしめていった。


　そして最後にたった一つ残った飢餓という心の欲動が他の心のかたちを渦巻かせ、今やアドニスという名の飢えた渦は、より巨大な、無数の者の心が溶け合いうねり合う、飢餓の渦へと重なるのを待つばかりだ──恍惚とした飢餓の激しい欲動が、アドニスであったものの名残に、そう感じさせたのである。


　と、そのとき──ふいに、その、巨大なうねりが、アドニスから遠ざかった。


　あるいは、アドニスであったものが、巨大な闇の心臓の鼓動から離れ、その名残のかたちのもとに、再び形成されようとしていた。


　声が、聞こえた。


　誰かが呼んでいる。


　もう少しで、完全に消え去ってしまう、自分の名を、誰かが呼び戻している──


　そういう感覚が、アドニスの意識を拡散することから決定的に妨げた。


（誰だ……）


　失望と、そして安あん堵どが、再びかたちづくられようとするアドニスの心の中で反響した。


　そしてその二つの反響が心の核の両面となってアドニスという心のかたちゲシユタルトを形成するやいなや、今しがた抱いた（誰だ）という疑問が強烈にその自我を支え確固としたものへと成り立たせていた。


　闇が、晴れてゆく。


　アドニスは、自分が、どこか冷たい床の上に横たわっているのに気づいた。


　青い、電気石トルマリンの床だ。身を起こすと、美しく磨き上げられた床に、自分の顔が映っているのが見えた。それで更に意識がはっきりした。今、目にしているこれが、自分なのだ。そういう強烈な感覚が、覚かく醒せいするようにやってきていた。


「なんだ、ここは……!?」


　まだ半ば呆ぼう然ぜんとしたまま、どうにか立ち上がって辺りを見回す。愕がく然ぜんとした。冷たく冴さえた青い石が、どこまでも広がっている。なんという茫ぼう漠ばくとした光景か。思わず天井を探した。だが、まるでそこが深い湖の底ででもあるかのように、ただ青みがかった灰色のもやが無限の深みにたゆたっている。


「ようこそ──私の、胎タイへ」


　唐突に声がかけられた。


　振り向くとそこに、いつの間にか現れた女が笑みをたたえてアドニスを見ていた。相手を哀れんでいるとも面白がっているともなく、冷たさを含んだ顔で、ただ微笑わらっている。


「水族マーメイドか……」


　女の左右の三枚耳ドライツエンを見やって、アドニスが呟く。それ以外の種族的特徴は、全て滑らかな藍あい色の衣に隠れてしまって判然としない。水みず鋼がねをそのまま織り上げたような美麗な衣服は城の神官どもの法衣を思わせた。雌雄にかかわらず肌を露出させることを好む水族マーメイドにしてはずいぶんな厚着である。


　女は答えず、青い床を歩いてゆくと、椅子に腰かけた。


「飢餓同盟タルトタタンの腹は、無数の、胎タイと呼ばれる、飲食魔法レスト・ラントによる異空間から、成り立っているわ。ここはその一つ。私の、城……」


　女が、艶えん然ぜんと言った。豊かな藍色の髪をかき上げながら、円卓テーブルの上に置かれた二つの杯に、冷ややかな金色に光る氷酒を注ぎ入れた。椅子も円卓テーブルも、さきほど辺りを見回したときには、どこにも見当たらなかったものだ。


「歓迎するわ、クエスティオン＝アドニス。どうぞお掛けなさい」


　アドニスは言われた通り席に着いた。途端に甘酸っぱい匂いが鼻をついた。女が杯を差し出している。それを受け取り、油断なく女の笑みを見据えながら、氷酒の香りをかいだ。


「ようこそ、飢餓同盟へ」


　相手を安心させるように、女が、自分の杯を飲み干した。


　女の藍色の目が、アドニスに微笑みかけた。髪も目も衣も合わせたように藍色で、その微妙な濃淡の違いは、ともすると心をとらわれそうな美しさに満ちている。


　アドニスはじっと女を見据え、やがてその氷酒に誘われるように口をつけると、一息に干した。氷酒それ自体が意志をもってアドニスの中に飛び込んで来たような感じだった。


　思ったよりもはるかに甘く澄んだ香りが、胃の腑ふから全身へと熱を帯びて広がった。


　アドニスの目が、ちょっと丸くなった。


「不思議な味だ……」


「ある特別な果実の種子を搾って、醱はつ酵こうさせたものよ。飢餓同盟に参加する意志を問うための飲み物……」


「意志を問う……？」


「どのような味と匂いを、この災いの種アツプル・シードに感じたかによって、飢餓同盟でのその者の役割が決まる……。あるいは何の味もしなければ、飢餓同盟に加わるべきでないことも……」


「俺は…‥」


「言わなくていいわ、クエスティオン＝アドニス。私に与えられた役割はこの飲み物をあなたに振る舞う、ということだけ。別にあなたを審議するような義務もない……あなたの中で、その味と匂いが、あなたの役割を、おのずと決めるでしょう」


「あんたは……何者なんだ。さっき、俺を呼んだのは、あんたなのか？」


「確かに呼んだわ。もしあのまま飢餓同盟の渦中に陥っても、ただその影を素通りして、また再び現世に放り出されてしまうだけ。それが何年後、何十年後のことかは判らないけれど。そうなる前に、この災いの種アツプル・シードを振る舞い、あなたをれっきとした同盟の一員として迎えるのが、ここでの私の役割……。私は、あなたを待っていた」


「俺を待つ……？　あんたが……？」


「私と、そして、そこにある剣が」


「剣だと……？」


　空になった杯を置くと、ガラス細工のその脚が何かに当たった。きん。澄んだ音を立てて、灰銀色に鈍く光る鋼が、にわかに目に映った。


　一見して、何科の鋼か、どんな木からそれが採れるのか、皆目判らない。おそろしく複雑な灰色の波紋を帯びた、美しい剣だった。これまで何百という剣をその手に執ってきたアドニスでさえ、思わず息をのむほどの出来栄えである。


〈撓しなう剣〉、あるいはレーピアと呼ばれる、水族マーメイドの剣士が好んで使う型タイプの片刃の剣で、しなやかに伸びる剣身に、白く鮮やかな刃筋が一つ、走っている。


　見れば見るほどそれが見事な逸品であることがうかがわれるのだが、ただそれだけでは済まされないなにやら不思議な──あるいは不吉な感じが、アドニスにそれをなんと評してよいのか判らなくさせていた。


　なにより不思議なのは、それがどれだけ精巧にかつ強きよう靭じんに造り上げられているとはいえ、いまだ幼剣の段階にあることだった。それでいて、これが鍛つくり出されてから、何十年、何百年と経っているかのような、奇妙に老成し、朽ち果ててしまった印象を受けるのだ。


「なんだ、これは……」


　剣を一通り眺め渡してから、ようやく、アドニスの口から驚愕に満ちた声が零こぼれた。


　と思うと、まるで剣がその手を引き寄せるようにして、いつの間にか、その剣の柄つかに向かって、素肌の手を伸ばしている。


　ひやりとした、柄の感触に、はっとした。それ以上触れることをためらいながら、どうしてもその剣を手放せないでいる。およそこんなことは初めてだった。今ここでこの手を放してしまったら、この剣が自分の目の前から失われてしまうような、ひどく不安な気持ちになっていた。


「俺の手は……」


　アドニスが、女を見やって、その手の呪いを説明しようとした。


　女は、不思議なことに、何もかも判っているとでもいうように、小さく頷うなずいた。


　そのときであった。


　ざわっと剣を摑つかんだ腕の体毛が逆立った。にわかにその手の爪が、赤あか錆さび色に変じていた。


　同時に、剣が、哭ないた。


　はじめは、


　きい……


　ちい……


　ちち……


　と、無数の地虫がうごめき、異様にかんにさわる哭き声を上げるようであったのが、徐々に盛り上がり、あっと思う間に叫びとなった。びりびりと空気を震しん撼かんさせるかのような、鋼の声なき絶叫だった。


　──ＮＮＮＯＯＯ……！


　──ＷＷＷＨＨＨＥＥＥ……！


　──ＲＲＲＥＥＥ……！


　それは、さながら剣の慟どう哭こくとでもいうべきものだった。


（ぬ……っ……！）


　アドニスが声にならぬ悲鳴を上げた。それでいてその手は自分の意志に反して、なにがあっても放すまいとするように、両の手でしっかりと剣を握り締めている。


　声はますます高く嘆きの叫びを上げ、それと呼応するように手の爪がますます錆色へと赤く濁りを帯びてゆく。あたかも爪の先から全身の骨髄が赤錆を帯びるかのような異様な感覚がアドニスを激しく震わせた。


　と──


　突然、哭き声とともに、剣が激しく歪ゆがんだ。灰銀色の剣身が柄へゆくほど赤黒く変じ、また剣先きつさきにゆくほどに青黒く染みを浮かべ、濁り、朽ちてゆく。剣の腹部は緑と紫のまだら模様だ。凄すさまじいまでの腐敗の色相グラデーシヨンが剣全体をいろどっていった。


　柄はぐねぐねとねじれながら伸び、刃は半ばから折れ曲がってなお伸び続けてゆく。


　剣尖はぎざぎざにささくれ、錆色のかぎ爪を無数に生やすかのようであった。


　それは、あたかも、成長するように、朽ち果てていった。


　アドニスが絶叫した。


　無数の何かが、アドニスの感応力に従って、直接その心に流れ込んでくる。


　遠く旧ふるい過去に、とっくに朽ち果てているはずの何かの、怨うらみ、嘆き、悲しむものの歪んだ意志が、アドニスの心さえも赤錆の色に変じてゆくかのようであった。


「これは……！」


「あなたの剣よ、クエスティオン＝アドニス。鍛つくった私にさえ見定められなかった剣の真なるかたちが、あなたというかたちに導かれている」


　アドニスの叫びに、女が答えた。


　見やると、女の笑みがまるで別の表情かおを帯びていた。ぞっとした。喜悦であり嘆きである、おそるべき微笑に、狂的な何かが激しく渦を巻いている。


　アドニスの背に悪寒が走った。それでいながら、何か予感にも似た、懐かしささえ覚える親しみの感情を、女の笑みに対して感じている自分がいた。アドニスは混乱の中で何かをはっきりと確信した気がした。


（この剣は、俺のものだ……）


　そういう、漠然とした、しかし強烈な確信だった。


「あんたが、鍛った……？　あんたいったい、何者なんだ……？」


　剣への感応に身を激しく震わせながら、といって剣を手放すことも出来ぬまま、アドニスは女に向かって問い質ただした。まさか──という気持ちがあった。ただ木から採取した鋼を、こんな不可思議な剣に鍛え上げることの出来る者のことが、城で噂になったことがなかったか。その者はあまりに周囲の理解を超えた剣をつくることに熱中するあまり、いつかこの世の全てに楽を見み出いだせなくなって、都市パークを去った、その者の名は──


「私の名は、ドランブイ」


　アドニスの目が、かっと見開かれた。


「自ら値する者ドランブイを名乗る者、〈唸る剣ルンデイング〉をつくった剣作家……」


「やはり……」


　問答する間にも、剣は慟哭の声をあげながら、おぞましい異形の姿へと変貌しつつあった。いまやそれは剣とさえ呼べる代物ではなくなり、ささくれた巨大な刃の螺ら旋せんとでもいうべきものになっている。アドニスは自身の感応を精一杯抑え込んでいたが、それを無理やりにでもこじあけるように、剣がアドニスに感応し、アドニスが剣に対して抱く様々な思いを結晶させるべく、その形態を激しく変容させてゆくのだった。


「いったいこれは……何なのだ！　こんな鋼は、見たことも、聞いたこともない……！」


「あなたのその剣は、錆び果てた楽器の弦を紡いで鍛ったもの」


　ドランブイが、淡々として驚くべきことを言ってのけた。


「あなたという剣の奏手を導き、今こうして出会えたことによって、無数の錆びた鋼が、本来の朽ち果てた姿に戻りながらも、新たな力をそこで得ようとしている……永遠に枯れ続ける、死の力を」


「死の力──」


　アドニスの手が、無意識に力をこめた。


　何かを見た気がした。


　更にはっきりとした、剣の意志──


　無数の、錆び果て、見捨てられた楽器たち。それぞれの怨みを抱き、かつて奏でられた音色の喜びを歪んだ記憶にたたえて、狂騒せる慟哭を高らかに唱うたう。その多くが、特定の作物を成長させると同時に、それ以外の生命をすっかり枯らせてしまうために奏でられた、怨みの音色をたたえていた。枯らすことを目的として奏でられた楽器は、それ自体の音色で朽ち果て、また否定された無数の生命の怨みを引き受けて、忌まわしい廃品として破棄されるのだ。鋼自体の死と多くの死とが無数に絡み合い、少しでも生命感を帯びたものに対して、容赦のない獰どう猛もうな死の意志をもたらそうと躍起になっていた。


　それはさながら、剣というかたちにならわされた、飢餓同盟の動機モチーフそのものであった。


　飢かつえ──


　怨おん念ねんにも似た、昏くらい意志のかたちが、その手を通し、直接流れ込んでくる。


　アドニスの喉のどから、獣じみた呻うめきが洩もれた。唇が、歓喜のかたちに吊つり上がっている。


　だが、いったい何に歓喜するというのか。それは昏い絶望の淵ふちで感ずる灼やけつくような快楽に似て、かつてないほどの確信をはっきりと覚えさせた。


「これは、俺の……剣だ」


　笑みとも悲痛ともつかぬ顔になって言った。


「この、化け物のような剣が、俺の、生まれて初めての──俺だけの剣だ」


　それが、自分の手で育っていくのだという、これまでたびたび求め続けながらそのたびに裏切られてきた実感が、今初めてとてつもない確かさでやってきていた。剣士であれば、誰もが最初に得られるはずの、大切な感触──


　それを感じ、理解するとともに、剣が、ゆっくりと元の姿に戻っていった。


　アドニスの顔が、凍りついた表情になって、女を見た。


　まるで、油断すると、そのまま剣を持ってゆかれるかのような、ひどく不安げな仕し種ぐさで、深く息を吐き、剣を円卓に置いた。手は、まだ剣の柄つかに触れているが、爪の色はもう元の透明な角質の色に戻っている。


「あんた、いったい何者なんだ。どうしてこの剣を……いや、そもそもあんた、どうして俺のことを……いや……」


　問うべきことが、山のようにあった。それでいて、それらが実際に口に出されるたびに、どれもこれもが不思議と自明のような気がして、問うこと自体が馬鹿馬鹿しい気分になってくる。その奇妙な感覚に戸惑いながらも、アドニスはドランブイに問いかけ続けた。


　この不思議な剣作家は、いずれにせよ答えない。


　黙ったまま、ふと、その目をアドニスの背後にやった。


　きい……。何かが軋きしんだ音を立てた。アドニスのすぐ後ろだった。


　振り向くと同時に、いつの間にか現れた扉が閉ざされ、一人の男が、扉の前に立った。壮齢の月瞳族キヤツツアイズであった。実際は老齢にさしかかっているらしく、肌はくすみ、体毛はかさつき、皺しわが深く刻まれている。ただその雰囲気が若い。いまだ壮健な気配をたたえているせいで、見た目にも若く見えていた。


「ふん。俺が、こいつを育てる理由ことわりが欲しいな」


　男が、ずけずけとした口調で言った。


　パイプを口にくわえ、アドニスに向かって、遠慮のない値踏みするような視線を投げつけている。


「あなたにしか出来ないからよ」


　ドランブイが、ふと面白がるような顔になって、男に答えた。


「教示者エノーラとしての誇りを賭かけた仕事を頼むわ」


　男はおどけたように肩をすくめた。パイプを手に取り、アドニスの傍らに立ってふうっと細く煙を吹きかける。アドニスが冷ややかな顔で僅わずかに身を引くと、その目の前で煙が消えた。男のパイプに刻み込まれた刻印スペルに気づいた。魔法でつくり出した幻の煙なのだ。


　そのことに思い当たった瞬間だった。もの凄すごい衝撃がアドニスの頰を叩たたいた。


　アドニスほどの剣士が、全く虚をつかれた。


　男に、有無をいわさずぶん殴られたのだと理解するのに、数瞬かかった。


「なにをする……！」


　床に投げ出されると同時に、後方に一回転して、床に這はいながら、吠ほえた。


　剣は、握ったままだ。


　初めて得た、自分だけの剣を、男に向かって構えながら、ゆっくりと立ち上がった。


　といって、すぐにはその剣を振るう気にはなれない。まだその剣質に慣れておらず、なにより今の一瞬の動作で、男がただならぬ手て練だれであることを、身をもって知ったからだ。


「お前さんの顔を見ていたら、うっかり、手が出ちまった」


　男が、のんびりとした口調で言った。


　ぶらぶらと殴った方の手を振り、いたずらをごまかすような顔で女からそっぽを向いた。


　女──ドランブイは、相変わらず艶えん然ぜんとした笑みをたたえながらも、どこか咎とがめるような様子で、男に目をあてている。それを無視して、男がじろりとアドニスを見た。


「俺の娘に手を出すには百年早い。餓が鬼きの面だ」


「なに……？　貴様、いったい何者だ……？」


　戸惑うアドニスの様子を面白がるような素振りで、男が答えた。


「ラブラック＝シアン。それが俺の名だ」


「なに!?」


　さすがのアドニスも、目を剝むいた。


「知った名ならば、話が早い。今からお前は、この俺に服従しろ」


　シアンが意地悪そうに、にたりと笑った。細く幻の煙を吐き、無造作に言った。


「その剣の振るい方を、お前に教えてやる」





３




　Lin、と時計石オクロツクが音告げた。


　呆ほうけたように宿舎のベッドに座り続けるベルの顔が、ぴくりと動いた。


　石を手に取って見ると、時刻はひどく青ざめている。


　無造作に手を放した。石が悲しげにベルの胸元で揺れた。半眼に開かれたベルの目が、茫ぼう然ぜんとして窓を向いた。


　大きく傾いたベッドの背もたれに身体を預けたまま、紫がかってゆく窓の外を見詰めた。


　空は明るい。雨は夜が明けるほどに引いてゆき、今はもうたっぷりと水気を含んだ空気がひんやりと部屋に流れ込むばかりである。


　のろのろとした動作で起き上がると、ぼろぼろになった衣服の破片を捨てた。口の中で溢あふれそうになっている苦いものも一緒に床に吐き捨てた。


　頭がどこか冴さえているような痺しびれたような変な気分だ。


　窓から吹き込んでくる冷たく冴えた風が、その身を洗うような気がした。それでも肌に残る違和感は消えず、むしろ風の清浄さが、肩口や首筋や胸元や色々なところに青黒く残る痣あざの痛みを強調するようだった。唇がやけに痛む。血の味が苦く口の中に残っていた。


　確か一昨日の晩に放りっぱなしにしておいた衣服が残っているはずだ。そう思いながら目は衣服を探そうとせず、裸のまま壁の剣立てに掛けられた〈唸る剣ルンデイング〉の所まで歩くと、ふいにあの腐敗をもたらす手が触れた感触が肌のそこら中で蟻が這うようにまざまざと思い出され、それが脚の付け根から下腹部にかけて青く引っ搔かいた傷のような痣が浮かぶ辺りにまで及んだ刹せつ那な、ベルの意識を離れて、手が勝手に猛烈な勢いで剣を執っていた。剣尖きつさきが空を切った。一瞬、自分が何をしているのか判らなくなった。


　ベッドが真ん中からへし折れ、粉々になって弾はじけ飛んだ。


　部屋中に破片が飛び散り、ばらばらと降り注いだ。ぱっと埃ほこりが舞った。風がまたひときわ強く吹いた。


　くしゅん……


　くしゃみが出た。全身が鳥肌立っている。口の中が苦いものでいっぱいだった。


　ベルはしきりに唾吐つばきしながら、着替えの衣服を身につけた。手足がやけにのろのろとしか動かない。まるで自分の心から体がすっかり離れてしまって勝手に動いているようだと思った。気がつくと激しく歯を嚙かみ鳴らしている。目がいったい今何を映しているのか、それを見ているということは判るのに、それがいったい何であるのかが判らない。


　早く帰ろう。そう思った。今すぐにここから出てゆこう。それで、もう誰もここに戻る者はいなくなる。こんな廃はい墟きよにいつまでもいる必要はなかった。


　ぼんやりと帰路を辿たどった。どこをどう歩いたかも定かならぬまま、自分の部屋に戻ると、剣を抱いて泥のように眠った。導き手ガイダンスが頭の中で始終何ごとか言っているようだったが、一言半句としてベルの意識に届くことはなかった。ベルはただ眠った。





　数日が過ぎた。


　不思議と穏やかな気持ちでベルはその数日を過ごしている。いたって乾いた穏やかさだった。湿った感情は心の底でたゆたい、それを、干ひ涸からびたような意識の殻が包んでいる。そうしている限り、余計な心のざわめきに脅かされることはなかった。


　頭のどこかがいつでも痺れっぱなしで、時折、ひどい頭痛が襲った。そのせいか、やたらと眠くなった。いったん眠くなるともう何も出来ない。眠りの中に自分自身を押し込めるしかなかった。心に蓋ふたをしてひそかに世の中から隠してしまうように、目を閉じ耳を塞ふさぎ唇を嚙んで眠った。


　だが他ならぬその眠りの底でひどく脅かされ、心のざわめきとともにはっと目を覚ました。決まって冷たく不快に衣服は濡ぬれ、それが肌に張りつく感触で覚かく醒せいした。湯場バスで身を洗い、またベッドに横になり、やがてまたはっと目覚める。その繰り返しだった。


　ふいに現れるキティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉とともに食事をしなければそのまま何も食べずに眠り続けたかもしれない。目に見えて泡の実も水晶球もどんどん減っていった。衣服ははじめは洗濯して部屋に干していたが、それもやがて放りっぱなしになった。


　穏やかな、音もなく吹き荒れるような数日を過ごしてのち、ベルはほとんどはじめて部屋を出た。食料がなくなってきたのと、一両日中どこかで剣を振り回したい欲求に駆られていたからだった。それまでは一日の大半を眠りと入浴で過ごしている。いかにも病人のような生活に嫌気がさしていた。


　部屋から一歩出ると、終わりかけた春のやけに気色ばんだ大気が、惰眠にひたりきったベルをどこかへ無理やり追い立ててゆくようだった。


　いつの間にこんなにも季ときが過ぎていったのか。そう思った。なんの実感も伴わないままに、ただ過ぎていった。そのことだけが否応のない納得ずくの事実としてどこからともなくやってくる。音もなく放り出され、転がり込んだ現実の世界に、自分にどうにか出来るものがあるとは思えなかった。あるいはそう思えていた自分が、ふいにどこかへ姿を隠してしまった。


（何なんだろう──この無力感は）


　ぼんやりと心の中で呟つぶやいた。それが、ここ数日でほとんどはじめてはっきりと意識したことだった。だが決して深くは考えないように、いったい力というものがなんなのか、思い当たらぬように、そっと呟き、そしてその言葉を心の沼底に波紋を立てぬよう慎重に落とし込んだ。それで、もうその言葉が自分を脅かすことはない。導き手ガイダンスが何かを言っていた。ベルの聞こえないところで。しきりに何か大事なことを騒ぎ立てているようだった。


　ベルは黙して街並を過ぎ、目的地へと急いだ。


　会うべき相手はギネスだったが、訪れたのはベネットの宿舎である。どうせ毎度のことギネスもそこにいるだろうと思ったからだし、なんとなく雌性のベネディクティンの面影が頭の隅にちらついていた。


「おや、これはまた久しいね。ずいぶん音おと沙さ汰たがなかったものだから、そのうちこちらから赴こうかと思っていたところだよ。さ、入って。ベル……？」


　だがやはりそこにいたのは雄性のベネットで、柔らかく微笑んでベルを迎え入れるその姿に、ベルは微かすかな失望と、そして抵抗を覚えた。


「駄目だったよ」


　玄関先で佇たたずんだまま、呟くように言った。


　しんと部屋が静まった。息詰まるというのでもない。その言葉の意味を、ギネスとベネットの二人が飲み込むのに要した、ただそれだけの沈黙だった。


「よほどの難物と見えるね、旅の扉は。さしものベルも一いち見げんでは断られるのだからね」


　ギネスがおどけて言う。その口ぶりにどこかほっとしたような響きがあるのは何故か。そんなことをぼんやりと思っていると、ふいにこの部屋を訪れた目的を忘れそうになった。


「どうしているのだろうと心配していたんだよ、あんまり顔を見せないものだから。まあ、君に限って心配されるようなことはないと思うけれどね」


　そう言って、ベネットが入り口で立ち止まったまま動けなくなっているベルを促した。


「ともかく……花茶フラウを淹いれるよ。君の好きなマイセンの葉と、花の干したやつが残っているんだ。これで、久し振りにこの軍師どののほら吹き以外の話が聞けそうだ」


「おや、僕だってあんたの、節操のない恋物語は沢山……」


「いや、悪いけど──今日は遠慮しておくよ。ちょっと……気分が悪くて」


　ベルは申し訳なく手を振った。近寄ろうとするベネットから一歩退ひき──目をそらした。


「ベル……？」


「頼みがあるんだ、ギネスに」


「僕に？」


「今度の戦闘は……いつかな」


「近いよ。今晩には脚本の最終審議を済ませて、三日後には第一陣が出る。今回は前・後の重編成だから更に六日後の後陣に僕が出て、下方西アンダーウエストの街から五フィングルの所にある耕地と湖に向かう……」


「それに、私も加えて欲しいんだ」


「ベルを？　そりゃまた……」


「良いじゃないか、ギネス。今の君になら、それだけの権限はあるはずだ」


　ふいにベネットが割って入った。ちらりとギネスに目配せする。それから、おそろしく優しい、なだめるような声で、言った。


「ギネスはね、ベル、指揮者コンダクターになるための審査の大方には、もう受かっているんだよ。もうほとんど指揮の権限を認められたといっていい。君が姿を見せない間に、我々も少しは前進しているのさ。何か要望は？　陣形はまだ幾らでも変更がきくからね」


「ありがとう。特に要望はないよ。剣を……振るいたいんだ。ただそれだけで、他には別に……」


「うん。判るよ。君も剣士だからね、ベル。しばらくぶりに君と一緒に戦えることになれて、私も嬉うれしいよ。なあ、ギネス？」


「ああ、これで勝ったも同然だ」


　ギネスが一つ残った右手で酒杯を掲げた。どこかやけくそな様子で一息に飲み干した。


「編者たちの会合では、僕から適当に言っておくさ。勝利の使者来たるとでもなんとでもね。ただ、どうして今になって……」


「剣士だもの、なあベル」


「う、……うん」


「さあ、そうとなったらさっそく陣形を再考しよう。今一つ攻性に欠ける面々ばかりだったのでね、これで大幅に楽になりそうだ。君も参加するかい？」


「いや、私は……」


　ベネットはあっさり頷うなずいた。


「明後日だよ、ベル。黄の刻マチネには演習場に来ておくれ。それまで体に気をつけてね」


　ベルは我知らずベネットの言葉にどきりとした。どうしてか。ひどくぎくしゃくしているのが自分でも判るがどうしようもない。ひたすら早くこの場を去りたかった。ベルは慌てて退室した。傷ついたようになって、とぼとぼと帰路を辿った。





「あれだけ顔色が悪いくせに……剣が振るいたい、か」


　ギネスがやたらと渋い顔で杯の中の火酒を見詰めた。


「あなたは、もう何かを察しているのだろうね、ベネット」


　少しふてくされたようになって、ベネットを振り返った。


「まあね。でもそれは君だって同様だろう」


「さて……ね。あなたが察するようなことといえば、男と女の──まあ異性同士に限らず、そうした秘め事と相場が決まっているからね」


　ベネットは肩をすくめた。その隻眼が、ベルの去ったドアを見詰めた。そしてうろうろと部屋を歩き回った。ふと足を止めると、呆あきれたように言った。


「なんだいその顔は。君がふてくされることはないだろう、ギネス。君にはあの口の悪い足長族フロツギーの娘がいるじゃないか」


　ギネスをじろっと一つ残った右の目だけで睨にらむ。


「あなただって、定めず数多くが信条だ。僕を威おどすのはお門違いってもんだ」


　そして二人とも、じっと相手を見据えた。


「特別なんだよ……彼女は」


　やがて、ふっとベネットが溜ため息するように言った。


「齢相としもわからず、どのような外見的特徴からも自由な彼女に、私は嫉しつ妬とすら覚えるね。美しさも醜さも──彼女にはもはや関係ないんだ。そしてまた、あれだけ優れた戦いの使者でありながら、決して剣士ではない。私には、彼女の存在をどのように陣形に組み入れたら良いのか判断がつかないよ、ギネス。私の結界術の腕が上がれば上がるほど、どうやって彼女を守り、支えてよいか──判らなくなってくる」


「そのくせ、あんな風に……心ある者として傷ついている。きっと実際の成熟さから言えばまだまだ若く幼いんだ。そうだろう、ベネット。あの女ひとは、とても大きな秤動バランスの上をいつでも揺れ動いている。僕があの女で、同じような境遇にあるとしたら、こんな世界で、とっくに気がふれているさ」


　それからまた、二人とも黙りこくった。何も言わずに相手の杯に酒を注ぎ、飲み合った。


　やがて、ギネスが、そろりと口を開いた。


「先の安息日で、〈正義トツプドツグ〉の剣士が八人、死んだという新聞デイールが入ってる。中級指揮者コンダクターの僕の耳にも自然と入ってくる程度の、何でもない情報さ」


「君にとっては何気ない日々の出来ごとでさえ、世界の未来を占う大いなる予兆だろうさ。それで？　どうして八人も死者が……？」


「剣闘だよ。安息日にね。少し調べてみた。彼らの亡なき骸がらは、〈玉座の間〉に運ばれ、青衣クロニクルの神官団によって〈根の国〉に葬られたらしい」


「〈根の国〉……？」


「僕も指揮者コンダクターになってから初めて知った。〈玉座の間〉の地下にある、弔いのための聖堂のことさ。代々、主族がそこに弔われ、神の樹の根となるんだ。あるいは、剣闘で死んだ剣士たちの大半が、そこに葬られているという話だ。いかなる親類縁者も、その死者を弔いに訪れることは許されていない。だから今回死んだ八人がいかなる負傷で死んだか、本当のところは判らない。ただ城の語り部たちがそう言っているというだけでね。さて、それはともかく、先の安息日は、丁度、ベルとアドニスが〈鍵かぎ〉を奏でる試練を受けていた日だ」


「それが……？」


「死んだ八人の剣士たちは、いずれもアドニスが蒐あつめている剣を狙っていた。彼らが安息日に剣を持ち出したのは、アドニスを城下街で見掛けたからだという話が入ってる」


「なるほど……彼が珍しくも街中に姿を現すとはね。恐らくは──」


「わざと姿を見せたんだ。そしてその八人を殺した。だが、これまで僕が知っている限りでは、アドニスは決してそんなことはしない」


「彼はひと一倍面倒なことを嫌うからね」


「面倒なんてものじゃない。八人の剣士の中には城の主族の血を引く家系の者もいるんだ。もう二度とアドニスは私闘を拒むことは出来ない。そういう慣習ならわしだからね。剣には剣をもって対せよ──」


「いずれは殺される……か。因果なものだ。アドニスの方の動機モチーフはそんなところかい」


「まだまだ完全じゃないけどね。こういう新聞デイールもある。これは城の主族会議に出た話だ。城の語り部たちが、アドニスを弟王フアタールとして祀まつりあげることを提案したらしい」


　ベネットの左右の三枚耳ドライツエンが、いっせいにぴんと立った。よほど驚いたのだろう。紫水晶のような右の瞳ひとみが丸く見開かれ、まじまじとギネスを見詰めた。


「それは、また……思い切ったことをする」


「そうでもないさ。これで城の王のかたちが安定する。前代の弟王フアタールと、妹王レードウロネツトとが、揃って城から姿を消して久しい。姉王ベロネツトは既に病で死に、残るは兄王フオルチユネのみ……。だが今ようやく、その全てが揃う」


「ちょっと待ってくれ、君は妹王レードウロネツトのことを……」


「ベルだよ」


「まさか！」


　あまりに信じ難いことを平然として言ってのけるギネスに、ベネットはつくづく呆れ顔になった。その謂いいはまったくもって〈ほら吹きフアジーネーブル〉以外のなにものでもないのだが、ともするとうっかり信じてしまいたくなるのは、明らかにこのギネスがそれを口にしているからだ、と言わざるをえなかった。この、うだつのあがらない元脚本書きの、指揮者コンダクターの審査に通ったはいいが、余計なことにばかり頭を働かせるものだから万年中級どまりと言われている他ならぬ〈ほら吹きフアジーネーブル〉＝ギネスの言うことだからこそ、妙に納得がゆかせられてしまうのだ。


　頭痛でもするようにベネットが額に手をやるのを、にやにや笑ってギネスが言った。


「異をもって同とせよ。問題はそれを収める器の大きさだ。僕が城の語り部であれば、そう提案するってことさ」


「だが、彼女は旅に出るのだよ？」


「僕らの知らない他の国の神々が、この国の神にそう命じたとしたらどうなる」


「なに……？　君は何を言ってるんだ？」


「僕がもしこの国の神で、また他の国の神だったら、そう考えるということさ」


　実にとんでもないことを、ギネスはごくあっさりと言った。


「僕だったら、ベルのようないかなる秩序にも当てはまらない者は、それだけの理由ことわりで、永遠に囚とらえて呪じゆ縛ばくするね。たとえどんな方法を用いても。殺しては駄目だ。剣楽で勝手に死ぬのならともかく……神が民を殺しては、神は自らの存在意義を失う。その点で、神は他ならぬ民どもに呪縛されているのさ。……と、まあ、こんなところが、僕の読んだ動機モチーフだけどね。ただしこれらの新聞デイールが、どこまでベルに伝わっているかが問題だけど。多分、ほとんど知らないだろうね、彼女は」


「私も初耳だよ。やれやれ、なんて大ぼら吹きなんだ。しかも大概のほらが事実を伴ってやってくるときてる。君は永遠に出世しないね、それだけは断言出来る」


「どうも。あなたはどう読んでいるんだい。僕よりもあなたの方がよっぽどベルやアドニスの個人の心情に近しいし、それだけベルにしてやれることが多いはずだけど」


「ご存じの通り、彼女は同朋ともがらを欲しているのさ。決して、一時の恋の相手ではなくてね」


　ベネットがちょっとうらめしそうに言った。


「そして彼女が求めるものは、共に旅に出る同朋だよ。彼女が求める通りに従い、支える、一方的な戦友さ。そんなものにされたがる男はいない。少なくとも、旅に出る、という条件がある限り、我々の誰一人として、彼女の傍らに立ってやることは出来ない──と、我々も思っているし、彼女も思っている。そこだろう、彼女の動機モチーフは。彼女自身にだって深いところは判らないし、私にだってそう思うことしか出来やしないのだもの」


「アドニスもとんだ重荷を背負わされたものだなあ。じゃあアドニスの方は？」


「さあ。滅多に表に出てこない男だからね、心身ともに。なんとも。ただあの男なら少なくともこの国でならベルを助けてやれると思ったから、私は身を引いたのだけどねえ。そういえば今あの男はどこにいるんだい？　こんなことになるのだったら、あの男に色々と手引きの方法を教えてやるのだったかな」


「君が真面目に恋の道を教えてやるほどにアドニスは冷めるだろうね。まあ、彼の居所に関しては出来る限り早く見つけて、彼の意志を問いたいところなのだけど」


　すっ、と──


　ふいに、ベネットの表情が変化した。


　おそろしく慎重な様子で、ギネスの顔を見詰め、問いただす口調もやけに重々しい。


「君は……ギネス、彼女にあの計画を話す気なのかい」


「アドニスにもね」


　というのが、ギネスのいたってあっさりとした返答であった。


「実際、彼らこそが最もふさわしい役柄だ。そうだろう、ベネット？」


「しかし……」


「ベルのような存在に触れ、彼女の〈唸りルンド〉に共感してしまったのが、僕の運のつきだ」


「……ああ」


「それに、あの、〈オン・ザ・ロック亭〉で聴いた、鳥の手を持つあの吟遊者の歌……あれだけは、本当にあれだけは僕は聴かないでおきたかった。あれは何も生み出さない、そして何も生み出さずただ聴く者の心を震わせるというただそれだけのことが、僕を安息と神の示す楽の正しい繰り返しの適所ピツチからすっかり弾はじき出してしまった。さらば、我が眠れる日々よ……ああ、以前は適当に他人の要望をどうにかするだけで食ってゆけたのに。今じゃこの我わが儘ままな心が吐き散らす思想というやつが伴わない限り、どんな財貨デナーリも味けない食物とちっとも酔えない酒しか与えてはくれないんだ」


「それは……私だってそうだ。だけど、ねえ何度も言うけど、彼女は旅に出るんだよ」


「まだ、旅に出たわけじゃない」


　ふいに──


　そう言ったギネスの目が、ぎらりと光った。


「あ……」


　ベネットは、またもや呆あつ気けにとられて、このつくづく精せい悍かんさとは縁のない、剽ひようげた弓瞳族シーブアイズのおもてを見て、絶句した。正確には、その目だ。そこだけ、ときおり、異様なまでに鋭く鍛え上げられた鉄鋼のような重い光をはらむときがある。すぐに消える──というよりも、慎重に隠されてしまうその眼光に、ひとは我知らず圧倒され、そして納得してしまうのだ。この目が見ているものは一片の曇りもない大きな何かなのだと。ギネスという個人を超越した大きな何かがそのまなざしの中に自然とあらわされ、それを向けられた者の意表を衝ついてその内実が語られるとき、本人も相手もなにやら憑とりつかれたような気分になってついついギネスの言葉に耳を傾けてしまうのだった。


「君がその目をすると、ろくなことがない……」


　ベネットが力なくぼやくが、ギネスに水をかける役には到底なれなかった。


　ふっとギネスはおどけたように笑って、しかしいぜんとしてまなざし鋭く言った。


「いいかい、こんなことしか、僕はベルにしてやれない──見せてやることが出来ない。というよりも僕をつき動かすものが、それをこの世に示すのだと駆り立ててやまない。そしてそれは、きっと僕があの炎を見たからだ。カタコームの暗い洞どう窟くつで、死者の魂を焼き払った、あの炎を、僕がこの手で脚本し、現実のものとしてしまったときからなんだ。僕はこの計画で、あの〈正義トツプドツグ〉からも〈悪アンダードツグ〉からも自由な場所を、一つの集落フアームとして成立させるつもりなんだ。もう僕には……それしかない。あの炎が……そう告げている」


　そう言うギネスの目は、いまだにその炎を眼前に見ているかのようであった。


　ベネットはちょっと皮肉そうに身震いした。そうでもしなければギネスの、本人は意識して隠しているが今ではすっかりベネットの理解のいってる悪夢のような衝動に巻き込まれてしまいそうだった。ベネットは苦渋を吐くような口ぶりで言った。


「君は、彼女がどうして私たちにあまり旅の話をしないか、判っているのか」


「あの女ひとが同朋ともがらを欲しているのなら、その可能性だけでも見せてやるんだ。この計画にはそれだけの可能性がある。ひとが都市パークにいながらにして、旅の者ノマドに近しい、神からの自由を得ることの可能性を。そしてベネット、ベルの今の状況に近しく触れることが出来るのは君だけなんだ」


「……あいさ、指揮者コンダクターどの。剣士を実際に掩護するのは私の役目だからね」


　ちょっとうなだれたようにベネットが言った。


「君がその大意を抱いている限り、私は君に従うよ。たとえ実りのない恋に赴けということであってもね。しかし──これが君個人の小意にももとるようであれば……」


　ベネットがその隻眼を閉ざした。


「そのときは、背後から君を射殺す」


　目ではなく耳で撃つ隻眼の弓使いの声で、一片の容赦もない様子でそう言い切った。


「よろしく頼むよ」


　ほろ酔いの〈ほら吹きフアジーネーブル〉＝ギネスは、にっこり笑って頷うなずいてみせた。





　ひゅん。


　まだ真新しさが目につく指揮剣が、空を切った。


　一斉に抜き放たれた剣の群が、鮮やかな陽光に映える。


　小型の甲輿花ステムグラスに乗って全軍を見渡すギネスのいたって無造作な指示に従い、〈正義トツプドツグ〉の前衛が意気揚々と動きだし、左右両翼がそれに応じ、対する〈悪アンダードツグ〉の陣営に向かって、湿地帯の草原に駆け出してゆく。激突した。目に見えて崩れた。〈正義〉が、である。それこそ一瞬だった。


「あー、駄目だこりゃあ」


　湿原の中でぶつかり合う両陣営を見比べて、ギネスが身もふたもない呟つぶやきを洩もらした。


「伝統的な家系に連なる者であればあるほど、剣士としての質が下がるのは、いったいどういうわけなんだろうねえ」


「今そんなことを本気で考えているわけではないだろう？　私たちはどうすればいい？」


　ギネスのすぐ傍らで、同じく甲輿花ステムグラスに乗り込んだベネットが呆れ顔で返した。


「前衛に組んだのはお家柄重々しき剣士の方々でね、彼らに必要なのは恰かつ好こうをつけさせることだから、相手の後陣が出てくるまで戦わせてあげよう」


「冗談じゃない。その後始末をいったい誰がやると思ってるんだ、君は……」


「心根優しく最も信頼厚き我が結界士どのにお任せするさ」


　そう喋しやべる間も、ギネスは無造作に指揮剣を振るい、


「君に信頼されると実にろくなことがない」


　指揮に応じてときには即席アドリブを交えてベネットが弓使いを見せる。結界を縦横無尽に操るとともに、ときおり放つ水晶の弾丸が前衛の間を抜けて本陣に迫ろうとする〈悪〉の剣士たちを恐ろしく遠い距離から確実に牽けん制せいしていた。


　その陣操りの適格なこと、二人のすぐ後方でこの戦闘を見定めるべく佇たたずむ伴奏者ピアニスツスの神官でさえも、


「お主ら……」


　と、何か言いたげに口挟むのだが、彼らのあまりの鮮やかな手さばきに結局何も言えぬまま、もごもごと黄牙アイボリーの仮面の下で口ごもるばかりであった。


「ちゃんと、見えているようだね」


　ベネットの精密な弓使いを、ギネスはそう評した。


「観えているさ」


　片方の三枚耳ドライツエンを、とんとんと叩たたいてみせる。ベネットの目は、両方とも閉じたままだ。


　そのベネットが、相手の陣営の変化を察してそちらに顔を向けた。それまで散逸的だった敵の前衛のすぐ後ろから、より組織だった本陣と後衛が加わったのだ。


「来たよ」


「判っているさ」


　二人が確認し合うと同時に、


「今日こそ白黒はっきりつけさせて貰もらうわよ！」


　やけに威勢のいい声が、はっきりと二人のいるところまで届いてきた。


　見やると、あんなところからよく声が届くものだと呆れる距離で、足長族フロツギーの一団が隊列を成して文字通り前衛を跳び越えたところだった。そのまま一気にギネスたちの陣に切迫すべく、猛然とこちらの前衛に斬り込んでくる。


　中でも目を引く靭しなやかな姿態と、苛か烈れつに鍛え上げられたユリハガネの白銀の剣は、見み紛まがうべくもない。かつてともにカタコーム戦役でティツィアーノとそれが操る死兵と戦った勇ましい足長族フロツギーの少女──ミストであった。その片割れである双子の兄クラウドの姿はない。足長族フロツギーは元来、女性を陣頭に立てる習慣がある。そのせいかどうか、ほとんどたった一人で足長族フロツギーの一団を指揮し、そのついでといわんばかりに全陣に指示を与えつつ果敢に剣を振るって先陣を切っている。


「もう逃げ出す手はなしよ、ギネス！　もし逃げたりしたら、どこまでも追い掛けて叩っ斬るからね！」


　──EVREN


　ミストの剣に刻まれた勇気と臆病イヴレーンをあらわす刻印スペルが、これみよがしに遠い場所にいるギネスに向かって掲げられた。かと思うとその剣の実力を見せつけるように存分に振るい、〈正義トツプドツグ〉どもの身を剣ごと斬り砕いてゆく。遠目にもミストの勇敢な笑みがはっきりと際立って見えるようだった。ギネスに代わって育てあげられ、一見してその鍛え方の尋常でなさが判るその剣の様子に、ギネスがぎくりとして、


「あちゃあ」


　という顔になった。


　ミストらの奔放苛烈な戦いぶりに、前衛はまたたく間に混乱に陥る気配である。


「彼女が後衛で出てくるなんて聞いてないなあ。あんなのが後ろで目を光らせてるから……どうりで、敵の前衛が安定しているわけだ」


「相変わらず、君たちの間ではあの不毛な賭かけが成立しているのかい？」


　ベネットが、崩れかけた前衛を得意の結界術で守護しながらうろんそうに訊きいた。


「まあね。これで僕が負けたら、明日から僕は〈悪アンダードツグ〉の一員だ」


「君が勝って、あの娘を〈正義〉に引き入れるよう手て筈はずを整えればいいじゃないか。それが出来る程度には権限も財力もあるだろうに」


「そういうわけにはいかないよ……彼女にも一族を率いるという立場があるんだし」


　ぼそぼそと、やけに自信なさげにギネスが言う。


「いったいどうしてこうなってしまったんだろう……参ったなあ、今僕が〈悪〉になるわけにはいかないんだよ」


　どうやら、ギネスとミストの間には、負けた方が、勝った方の陣に降くだるという、都市パークの秩序をなめきったような暗黙の了解があるようだった。


　その様子に伴奏者ピアニスツスの神官が怪訝けげんそうに──といってもそのおもては仮面で隠されているのでもっぱらその声によってだが、


「お主ら、よもや〈悪〉と通じておるわけではあるまいな？」


　ギネスの背後から、声をかけていた。さっそく剣けん呑のんな響きを帯びる神官のさまに、


「ご安心を。手は抜きませんから。そんなことをしたらそれこそ彼女に殺される」


　ごく真剣に答えざま、いいかげんに崩れかけた前衛を引かせるべく指揮剣を振るって、まだ何か言いたげな神官を遮った。


　ひゅん。指揮剣が空を切ると同時に、ベネットの放つ水晶の弾丸が前衛の後退を指示し、かわってそこに下級剣士たちを主体とした後衛が、手慣れた様子で悠々と出陣する。


　中には甲輿花ステムグラスの上のギネスとベネットに気軽に声を掛ける者もおり、


「指揮者コンダクター、今日もたっぷり稼がせてもらうぜ」


「ああ。期待にそった陣操りになるよう努めるよ」


「あんたの指揮のおかげで俺たちもこうして活躍出来るんだ、感謝してるぜ」


「頼むぜ演出者エデイター、今日は気を入れて戦うからよ、無茶やるようだったらあんたのお得意の術で引き止めてくんな」


「なんだいあいつら、あれでも剣士か。あれで俺たちより上級だってんだから嫌になるぜ、なあ」


「まあそう言うな、あいつら、あれでえらい活躍した気分になってるんだからよ」


「違ちげぇねえ」


「前衛の後始末のついでにひと稼ぎしてくらあ」


「指示を頼むぜ、ギネス」


「あんたが後ろについてると心強いな、ベネット」


「ほら来た、行くぜ」


「あいさ」


「おう」


　そうして、自分の腕に自信がある者に特有の悠然とした様子で、しかし一分の油断もなく、次々と戦端に着いていったのだった。彼ら下級剣士たちと親しく言葉を交わし、あまつさえ前衛を見事──というには確かにややみっともなく退散したのだが、少なくともその任を果たした上級剣士たちを、さんざんくさすような態度をも容認するギネスとベネットに、またぞろ神官が何かぶつぶつと洩もらしたが、二人ともいかにも耳を貸す様子はない。


　なにしろこの二人、神の言下にない限り神官自ら剣を振るうことが決して許されていないのを知っていながら、自分たちの剣を貸すから一つ息抜きのつもりで我々に戦いの手本を見せてくれないかと、平然と言ってのけるので有名なコンビである。神官の中には日頃から他人の戦いばかり見ているのにほとほと飽いて、まんまとギネスとベネットの言う通り剣を振るってしまい、それ以来、なにかと二人に対し忠言をはばかられてしまうようになった者もいる、という話であった。


　うっかり口車に乗るのもしゃくだし、といって忠言すればしたでそれを逆手にとって無理やりにでも神官を戦いに巻き込ませようとするに決まっていた。それになにしろ、もしそうやって言葉たくみに誘われてしまっては、実際に自分が戦いたいという気持ちを押し殺している神官たちにとってみれば、そうと判っていながらつい自分から乗せられてしまわないとも限らないのである。よって、今この甲輿花ステムグラスに乗ってギネスとベネットの背後に佇む神官にしても、うっかりとしたことはなかなか言えないのであった。


　そんな神官の思惑をいかにも知っているぞと言いたげに、ギネスがこれみよがしに甲輿花ステムグラスの上から剣士たちの声に応じていった。そしてふと、それまで返答するばかりだったのが、こちらから身を乗り出し、つくったような明るさで声をかけた。これにも、神官は仮面の下で顔を渋らせて黙っている。


「ごめんよベル、待ち侘わびただろう！」


「まあ……ね」


　あっさりとした返答とは裏腹に、猛たけるような表情を浮かべながら、ベルは戦端に着いた。


　巨大な剣を独特の手法で握り締め、ひときわ異彩を放ちながら戦陣に着こうとするベルに、他の剣士たちがどこか期待に満ちた目を向けた。中には親しげに声をかける者もいて、ベルの方が戸惑うほどであった。


　実際、ベルのこれまでの活躍は、いまや様々な意味で注目の的となるには十分すぎるものであった。特に、ただ伝統的な家系にないというだけで下級に甘んじている剣士たちからすれば、これぞ剣士と喝かつ采さいをあげるのに何の抵抗もない。むしろ、ただ剣ばかりが優れていて、大した実力もないくせに上級・中級の席に居座っている二世や三世剣士に比べ、彼らははるかにベルの剣士としての実力を認めていた。なによりベルの階級にとらわれぬ悠然とした気性は、ギネスやベネットがさんざん吹聴して回っている。陣を同じくする者たちの、親密さも期待もそこらの主演剣士とは段違いであった。


　前衛と後衛がすっかり交替した。戦端はまた新たな様相を呈し、一見した限りでは〈正義〉も〈悪〉もどちらが優勢とはいえない。先陣を切るミストと〈悪〉の一団とを、ギネスの繰り出す〈正義〉の陣営が迎え撃ち、一瞬の睨にらみ合い、膠こう着ちやく──そして剣、鉄を打ち鳴らし、高らかに唱うたう詠唱チヤント、次々と地理を確保してゆく両陣営、剣撃の音が鮮やかに響き渡り、にわかに激しい一進一退が繰り返された。


　ベルは後衛の右翼前方から徐々に本陣の前に出て、いまだどちらもその地理を確保しておらぬ湿原地帯へと果敢に足を踏み入れた。あれだけ鈍なまりきっていた体が、剣楽の場に立った途端、うそのように張りを取り戻していた。猛然と剣を掲げ、走った。


　もとは幾つもの河川が走っていたが、今は耕地を拡げるさいに湿原と化した一帯だった。ぬかるみにどうにか足場を見つけ、敵の前衛をなぎ払う。ベネットの結界が、ぬかるみの表面を凍結させて固定するのを確かめ、更に踏み込んでゆく。


　すぐさま敵がベルの両脇に陣を展開させて挟み込むかたちになった。ベルの剣がその一方をたやすく打ち砕いた。その剣に斬られた者は一人としていなかった。みな腕ごとその剣を砕かれ、あるいは体が宙に舞うほどの勢いで吹っ飛ばされた。


　たった一撃で数人からの剣士をなぎ倒すベルの剣に、陣営を同じくする剣士たちから喝采が上がった。またたく間にベルのあとを追って地理を確保してゆく。だがベルは止まらない。どんどん湿原へと入り込んでゆく。体の中で白熱する何かが激しくのたうち、ベルを駆り立てた。頭のどこかがいつでも痺しびれたまま、思考を拒んでいる。動きが迅速になればなるほど、もどかしさがつのった。


（思ったよりも体が鈍っているんだ……ただそれだけで……）


　急に剣が重く感じられた。敵が更に迫った。鋼鉄の固まりのような剣を振るった。感応する何かがひどく欠けたまま剣は確実に敵をないだ。打ち払い、砕き、折った。剣は戦闘が始まっていらい、一度として唸うなりを帯びなかった。


　いつしか自分の陣営の結界を越えて、ベルはただ一人走り込んでいった。いきなり足が重くなった。ぬかるみがベルの足をとらえ、引き込んだ。それに抗あらがい、なお進んだ。


　いつかどこかでこれに似た戦いを経験したような気がした。


（闇の中を、どこまでも、どこまでも、進んで……）


　それが、カタコーム戦役のしょっぱなの無惨な敗戦であることに思い当たった途端、頭の痺れが増した。腹の底でひどく熱い不快なものがのたうっている。思考が気持ちに追いつかない。そして凄せい惨さんな表情がベルのおもてをおおった。そのとき──


　ふと、足場が軽くなった。見やると薄く氷の板がぬかるみの上を橋のように渡っている。ベネットの結界だと知れた。それに両足を乗せた。剣を振るった。剣はおそろしく重く、腕も足もいやにだるかった。がくん、とふいに体が傾いた。〈唸る剣ルンデイング〉の重量に、さしもの結界術による氷結も耐えられず、粉々に砕けたのだ。ぬかるみが再びベルの足をとらえた。今度は先にもまして深く沈んだ。体が重い。もどかしい。何なんだろうこの無力感は。そう思った。それに抗うようにして叫んだ。ベルの喉のどから怒りとも哀しみともつかぬものに満ちた叫びが溢あふれかえった。獣のようにもがき、暴れ、叫んだ。


（斬れるか……）


　ふとまったく唐突に、ベルの脳裏でその言葉が鋭く響いた。


（俺が……斬れるか……）


　ベルの目が爛らん々らんとした光をたたえた。狂乱にも似た怒りの顔であった。


「斬れるさ！」


　吠ほえた。目に映る敵を片っ端から打ち砕いていった。一人として斬ることはなかった。まるでただの鉄の固まりだった。


　──斬る……！


　熱にうなされるように、ただひたすらにその言葉を叫んだ。


　だがしかし、この手に握っているものは、いったい何なのか。


　この鋼の固まりを、いったい何のために振るっているのか。


（何なんだろう、この無力感は……）


　押し込められた心の底で導き手ガイダンスがなにごとか言っていた。


　感応を忘れられた剣が啜すすり泣くように震えを帯びたが、それは決して唸りではない。


（力が欲しい……！　力が……！）


　それがあれば何もかもが解決する。


　痛切にそう思った。


　力とはいったい何なのか、決して答えの出ぬままに、いつか敵陣深く切り込んでいった。


　ベルのその猛烈な勢いに押され、いったん退却を見せた何人かに追いすがり、背後から彼らをなぎ払った。体も剣も区別なく吹き飛ばした。そして辺りを見回した。味方は一人としていなかった。どちらが退路なのか判らない。鋭く空を切って、もの凄すごい数の矢が飛んできた。剣でそれを弾はじき、何本かがすぐ足元のぬかるみに突き立つ。矢を放った敵の後衛が目に映ると、反射的に怒りに任せて跳び込んだ。いつものベルの跳躍力ではなかった。剣がいやに重い。着地したそこで何人かの弓使いを剣で打ち砕く。更に跳ぼうとした。ここは危険すぎる。まずい。自分はいったい何をしているのか。一瞬の混乱がベルを襲った。


　そして次の瞬間、ベルは自分の右脚に矢が突き立つのを、呆ぼう然ぜんとして見詰めた。


　討ち損なった弓使いが罵ば声せいを上げながら更に矢を放つ。ベルは束の間いったい何が自分の身に起こっているのか判らなくなった。それから慌てて身を翻した。左の肩口を矢がかすめ、切り裂いた。目の前が真っ白になった。痛みがベルを更に荒れ狂わせた。まだ動けることを不思議に思っている別の自分がいた。そいつはどうしてこうなったのだろうと哀しげにベルの心の中で不快な呟つぶやきを上げた。重苦しい剣撃の音が、その呟きをかき消そうとでもいうように激しく鳴り響いた。


　足をひきずり、手を血に染めながら、ベルは更に片っ端から迫り来る〈悪〉の剣士たちを打ち砕いていった。同時に敵の剣がベルを掠かすめ、水みず鋼がねの戦闘衣装の上から切り裂いてゆく。確実に敵を倒し、確実に自分自身を死地へと赴かせる。もはや逃げ場さえなく、ただ闘いに狂う他なかった。気がつけば、目の前に弓使いの男がいた。怯おびえたような、侮るような、どちらともつかぬ顔で、かっと目を見開き、ぬかるみに倒れ込んだままベルが剣を振るうのを待っている。


「殺してやる！」


　自分でもいまだかつて聞いたことのないような恐ろしい呪じゆ詛そに似た叫びがベルの口から迸ほとばしった。弓使いの顔が恐怖と怒りに引きつった。その目が誰かを映している。醜く歪ゆがんだ自分の顔をベルはそこに見た気がした。こんな醜い自分は今すぐ砕いてしまわなければならなかった。猛然とベルは剣を振るった。


　いきなり脇腹に劇痛が走った。


　剣が、弓使いのすぐ脇のぬかるみを激しく叩たたき、泥の飛ひ沫まつが盛大に飛び散った。


　頭から泥まみれになって、ベルは自分の体に刃を突き込んでいる剣士の必死の形相をうろんそうに見やった。刃は戦闘衣装の強きよう靭じんな鋼糸に遮られながら、危うい深さでベルの腹を抉えぐっている。敵の剣を血が滴った。それとともに自分の体から力が抜けてゆくのを覚えた。急に、拍子抜けしたような気分になった。なんでこんな目に遭ってるのだろうと馬鹿馬鹿しく思った。苦い笑いが零こぼれた。


　剣士が怯えの色を浮かべた。ベルは力を振り絞って剣を振るった。自分の体を切り裂く剣ごと相手の身を打ち砕いた。弓使いはベルの足元で色を失ってすくみ上がっている。その周囲を怒りに満ちた〈悪〉の剣士たちが取り囲み、なにごとか叫んでいる。


　ベルはぼんやりと辺りを見回し、空しく笑って剣を構えた。何人かが剣を手に走り込んできた。僅わずかに打ち合わせて一人を倒し、もう一人に向かって剣を振るったところで体ががくりと傾き、ぶざまな角度で剣が空をないだ。


　膝ひざがぬかるみの中に埋まっている。もう体を持ち上げられる気にならなかった。剣は鋼鉄の固まりよろしく唸りを帯びる気配さえない。ただ哀しみに満ちた震えが柄つかもとからべルの手に伝わってきた。


　ベルは悲しくなって目を閉じた。


　そしてベルに向かって油断なく剣を構えじりじりと近寄る剣士たちの剣が、突然の横なぐりの衝撃に一つ二つとまたたく間に砕けた。


「気をつけて！　例の隻眼の弓使いよ！」


〈悪〉の剣士たちの誰かが叫んだ。


　ベルがぼんやりと目を開くと、すぐ向こうに、白銀の剣を掲げて勇ましくも陣営を指揮するミストの姿があった。その果敢なまなざしがふとベルを見据え、ちょっと皮肉そうな笑みを浮かべた。


「あなたのそんな姿を見るなんてね、鬼っ子さん！」


　ベルに向かってそんな言葉を投げつけながら、ミストは全陣を引かせて何かを迎え撃つ態勢になった。


　ベルはのろのろと後背を向いた。


　もの凄い勢いでこちらに驀ばく進しんしてくる甲輿花ステムグラスを見た。その甲羅の上で、御者に向かってなにごとかわめき立てているギネスの姿と、次々と水晶の弾丸を撃ち込むベネットの姿が、なんだかやたらと懐かしく思われた。


「大丈失か、ベル！」


　ギネスが物凄い剣幕で甲輿花ステムグラスの上から怒鳴った。


　同時に、指揮剣を振るって〈正義〉の陣営を側面から回り込ませる。戦いの流れが見事に操作され、ベルはすぐに甲輿花ステムグラスの後背へと引きずられていった。


「聖灰だ、早く！」


　神官に向かってギネスが怒鳴る。


「貴様……このような脚本を無視した陣操りをして……」


「まだ脚本ほんの内だ、早くベルの治療を！　ベネット、締めくくりだ。例の罠わなをやれ！」


「あいさ！」


「ベル、こっちだ！」


　ベネットが戦場とはまったく違う方に向かって弓を構えた、そのとき──


　混戦を抜けてこちらの本陣へと駆け込んでくる一団に、〈正義〉の剣士たちが色めきたってにわかに騒然とした気配が満ちた。


　ベルはぼんやりとした意識で、ミストとその一族が凄すさまじいまでの跳躍力を見せ、一気にこちらの陣営を跳び越えつつ、甲輿花ステムグラスに切迫するのを見た。


　すぐさま〈正義〉の剣士たちが追いすがり、応戦するが、その剣の群を見事にかいくぐって跳ぶミストだけが、ついに甲輿花ステムグラスの御者台に飛び乗るなり、


「今度こそ逃がさないわ！」


　ギネスに向かって猛然と剣を振るったのだった。


　ぎん……。鋼と鋼の打ち合う音が鋭くベルの耳を打った。ベルは呆然として甲輿花ステムグラスの背後に立ってそれを見詰めた。


　ギネスのまだ真新しい指揮剣が真っ二つになって折れ飛んだ。


　ベネットがすかさず弓を弾く。


　甲輿花ステムグラスの上に乗ったミストに向かって至近距離から水晶の弾丸を放つが、さすが敏びん捷しようさでは類をみない足長族フロツギーの天分だった。難なくそれをかわしている。


　そして剣をギネスに向かって構え、〈正義〉の剣士たちに向かって指揮者コンダクターが墜おちたことを高々と宣言した。


「私の勝ちよ、ギネス」


　そう告げるミストはひどく誇らしげに見えていた。


　どうしてすぐに甲輿花ステムグラスを下げなかったのか。ベルはもどかしげに思った。こんな前線に持ってきたら、標的にしてくれといわんばかりじゃないか。そしてそれが他ならぬベルを守るためであることに痛切に気づいた。ベルの手が強く剣を握った。一瞬、負傷を忘れた。


　気がつけば、宙にいた。


　応急で聖灰をかけただけであったが、それでも痛みを軽減する役には立っていたせいだろう。ベルはひとっ跳びで甲輿花ステムグラスのすぐ上からミストに向かって剣を振るっていた。


　ごく微かすかな──そしてほんの少しだけ確かな唸うなりが聞こえ、ベルの手の中で〈唸る剣ルンデイング〉が息を吹き返すように軽くなった。


　剣風の圧力で矢を弾くベルの剣撃に、さしものミストが余裕を失って素早くとびすさり、甲輿花ステムグラスの荷台の方へと逃れた。


「鬼っ子さん、あなた……」


　ミストが怪訝けげんそうな目で、そのまま御者台に膝をつくベルを見た。ぱらぱらと雨のように、ベルの体から血が零れている。ミストは目を細めて、悲痛な顔のベルを見た。


　そして、にわかにはっとして戦陣を見回した。


「ギネス……」


　可か憐れんなおもてを悔しげにしかめ、歯は嚙がみした。


「そう簡単に、〈悪〉に降くだるわけにはいかないんだ」


　ギネスが申し訳なさそうに言う。


「君が〈正義〉になるつもりがないのと同じでね……」


　そしていたずらげに顎あごをしゃくった。


　ベルはまたぞろ朦もう朧ろうとしかけた意識で、それを見た。


　ごうごうと音を立てて、物もの凄すごい量の水が、はかったように戦場に向かって流れ込んできていた。過去、ここ一帯が河川であった通りの道筋を辿たどり、ぬかるみを押しやって、またたく間に〈悪〉の剣士たちの陣営へと迫り来るのだ。なんと〈正義〉の剣士たちは、いつの間にか甲輿花ステムグラスの後方へと引き、かつて土手であったのだろう場所で水流を避けている。


「あなたの剣は砕いたはずよ、なにが合図きつかけになって……」


　言い掛けたまま、ぎろっとベネットを睨にらんだ。


　さきほどミストがかわした水晶の弾丸が、湖の一端を決壊させ、奔流をここまで導くための合図きつかけに違いなかった。


「相変わらず、はた迷惑な脚本ほんを書くのね。耕地が台なしじゃないのよ」


「河はこの先で下方に下る。君たち西側の街には影響を与えないはずだ」


「ふん……」


　ミストは憤ふん懣まんやるかたないといった様子で剣を収めると、さっそく流れ込んできた泥流を見て、がなった。


「撤退！　例の隻腕のぺてん師にまんまとしてやられたわ、さっさと退ひくわよ！」


　その言下、一斉に足長族フロツギーの一団が全陣営に撤退の旨を通達すべく軍笛を吹き鳴らしながら、自分たちも退路を確保すべく走り出す。


「じゃあまたね、ベル。あなた、弱くなったわね」


　そんな言葉を残して、なんと、流れ込んできた泥流に向かって跳び下りた。


「あなたがどうにかしてあげなさいよ、ギネス。何があったか知らないけど！」


　そして他の足長族フロツギーの一団とともに、泥流の上を跳んでいった。おそらく一瞬の間だけ働く簡易結界を足場にしているのだろうが、それにしても驚くべき身軽さであった。


　ベルの目にそれはひどく自分の心を苛いら立だたせるものとして映った。今の自分が、ミストと同じように跳べるとは、到底、思えない。


「ベル、大丈夫か……？」


　ベネットが御者台に乗り込んできて、うずくまるベルに声をかけた。


　神官が今さらのように、ミストとギネスのやり取りについて、なにごとかわめいている。


　激しい泥流に逆らって甲輿花ステムグラスを泳がせようと、御者が、必死に楽器をかき鳴らすのが聞こえた。


「ごめん……私……」


「いいんだよ、ベル。ほら、こっちに来て、傷を見せて……」


　さしのべられたベネットの手を、振り払うように身をよじった。


「ベル……？」


「ごめん」


「いや……」


「ごめん」


「…………」


　ベルは歯を嚙んでうつむいた。


　そして〈唸る剣ルンデイング〉にすがりつくようにして傷の痛みに黙って耐えた。





「まるで音もなく吹き荒れる嵐だ」


　ベネットが言った。珍しくギネスに調子を合わせて早いペースで酒杯をあけている。


「〈唸る剣ルンデイング〉がすっかり沈黙してしまっている。私の耳にあの唸りがちっとも届いてこなかった。思ったよりもひどいことになっているよ、ギネス。あれはベルじゃない。仮面のようなものだ。本当のベルは深いところに沈んだまま、息をとめてしまっている」


「そしてそのうち沈んだまま息絶えて、代わりにあれが本当のベルになってしまう、というわけだ」


「その通りだ！　なんだい君は、すっかり落ち着き払って。この期に及んで私に何かを期待しているのか？　君も見たろう、彼女の様子を。私の手が触れるのなんかまっぴらごめんといった態度だ」


　ベネットは彼自身の苛立ちをまるっきりギネスにぶつけた。どうにも抑えようがないといった様子で固く目を閉ざし、左右の三枚耳ドライツエンをぴんと尖とがらせている。


　だがそれとは対照的なまでに平然として、ギネスは言った。


「ねえベネット、あなたの目は、まだ見えているのかい」


「なに？　なにを言ってるんだ？　見えているとも……かろうじてね」


　ベネットは隻眼を開くと怒ったようにギネスを見据えた。


　ギネスは軽く頷うなずき、そして自分の内面に問いかけるように注意深く言葉をつづけた。


「思うんだが……水族マーメイドに限らず、全ての水憂い者オンデユーンは、この世と対を成す精神界において守護精ノームのような働きを司つかさどっている。それが、他者の人格を映すことで自分の心とすることの本来の意味なんだよ。そのためにこそ、水族マーメイドは常に両性を具有している……」


「だからといって、今の私になにが出来る？　私はこの通り、どうやら雄性のまま一生を送るしかない半端な水族マーメイドだ。君には……この苦しみが判るまいよ」


「そうでもないさ、ベネット。というか、あなたのその目の傷のことだけどね。僕はいったいどのような関連があるのか考えてみた。水族マーメイドにおいて、体の外傷と、心の傷と、雌雄の性とが、どのように関わっているのか」


　ベネットの様子がふっと目に見えておとなしくなった。左の眉まゆの上から頰の下にかけて抉えぐられた刀傷を指でなぞる。白濁した瞳ひとみがその下で微かに震えた。


「君は私に……」


「あなたにしか出来ないよ、ベネット。そして確かに、今のあなたでは、決して出来ないだろうね。君だって、どうしてベルがこのあなたの宿舎へやにばかり訪れるか、その理由を察していないわけではないだろう？　あとは君が決めるんだ。僕には……そして他の誰もが、それを君に強要することは出来ないからね。だがもし君が光を失うことになったときは、僕はその責さいをも背負って、今後の計画を進める腹積もりだ」


　謎めくような言葉とともに、〈ほら吹きフアジーネーブル〉＝ギネスの目がベネットを見据えた。その奥に焦熱のような思いを抱いた目──文字通り灼やけつく記憶を抱いた目だ。あのカタコームの死者を祀まつる墓堂を焼き、操られた死者を焼き、全ての死告鳥レイヴンを焼き払ったという、とてつもない罪悪の記憶が、常にギネスを駆り立てていた。常に、そして今でも。だが神の箱庭たる都市パークは、どれだけ彼自身が断罪を求めたとしても決してそれを裁かなかった。


　とはいえそんなことはおくびにも出さず、ギネスは剽ひようげたといっていい顔に、そこだけ鋭く光を溜ためた鋼のようなまなざしをもってベネットを見詰め──そしてすぐにまた柔らかくいたずらげな笑みを浮かべた。


　ベネットが深く溜め息した。


「光、か……」


　苦しげに呻うめいた。そして一気に手にした杯をあおると、


「判った……、やってみよう」


　何ごとか意を決したように、そう呟つぶやいた。





４




　剣の名は〈錆びた爪ラステイネール〉といった。


「あなたが奏でるに相応ふさわしい……私が鋼のかたちに見み出いだした、名……」


　まるでアドニスのことをあらかじめ全て知り尽くしたようなドランブイの言い方に対しても、もう何も訊きかなかった。


　この不思議な剣作家の、常なる者とはあまりに異なる思考に触れれば触れるほど、問い掛けること自体がひどく馬鹿馬鹿しいような気分にさせられるのだった。


　あるいはその剣を手に取ったとき既に、自分は何もかもをドランブイに預け渡してしまったのではないだろうか。アドニスはそう思う。それは、憔しよう悴すいしきった心のまま飢餓同盟タルトタタンの闇に身を委ゆだねたときとは違って、はっきりとした意識を持ちながら、示された道程に身を差し出すのに似ていた。アドニスにとってそれはこの世で何よりも重要な、それでいてこれまで失う一方だった、自分の意志でそうするのだ、という実感を与えてくれていた。


　この剣を執り、自分のものにすることが、今のアドニスの全てだといってよかった。


　生まれて初めて得た、剣を育てるという実感──それがいかに異形のものであったとしても、それを通してはじめてアドニスはこれまで欠如していた諸もろ々もろのことざまに触れることが出来たのだった。


　剣とは何か。剣士とは何か。剣を振るうとはいかなることの謂いいか。


　本来、剣士たることを志す初めの段階で得ているべきことざまを、ようやく取り戻しはじめた、一方ではおそろしく熟達し、他方ではいかにも未熟なアドニスに、旅の者ノマドでありながら飢餓同盟タルトタタンの一員であるドランブイの依頼を受けた、いかにも型破りな教示者エノーラシアンは、まったくもって手のかかるといった顔で教示の行アクトをはじめたのだった。


「まずは、お前がぶん奪どってきた剣をここに吐き出せ」


　シアンはそう言って、これまでアドニスが手に入れてきた、剣盗人の由縁たる数々の剣をすべて差し出すよう指示した。


　バンブーがひと振りずつ柄つかをあらわし、アドニスがそれを虚空から抜き放つが、


「まだるっこしい。そこらに突き立てちまえ。どうせドランブイの魔法で出来た床だ、修繕するのは俺でもお前でもない」


　シアンはしかめっつらでそう言った。最後の言葉で、ふと浮かべた、いたずらっぽい不敵な笑みに、アドニスは不覚にもぼんやり見入ってしまった。この教示者エノーラがこれまで経てきた、厳しくも輝かしい生が、渋くにじむような見事な笑みであった。


「なにをぼけっとしてる。さっさとやれ。それからお前、その使い魔だがな……俺がいいというまでもう二度と使うな。この飢餓同盟タルトタタンの腹の中で、異空間同士が干渉し合うとも限らんし、……それにな、お前、その使い魔はどちらかというとお前が永遠にその腹の中に閉じ籠こもっている方を望んでいるんだよ。そうすればそいつは、主あるじであるお前が死なん限り不死身だからな。これから俺が教示するのに、当のお前に閉じ籠られてちゃあ話にならん。判ったな？……それにしてもお前、いったい何本あるんだこりゃあ」


「全部で三百本近くある」


「よくもまァ集めたもんだ……。これでは怨うらみを買わん方がおかしいな」


　さすがに呆あきれ顔になって、シアンは青く光を帯びた電気石トルマリンに鋼の林のごとく突き立てられたおびただしい数の剣の群を見渡した。いったいどれほどの財になるやら計り知れなかった。その全てに〈？クエステイオン〉が刻み込まれているところが、なにやらアドニスの執念のようなものを見るようで、思わず圧倒されそうな光景である。


　だがシアンはいたって涼しげな顔でそのうちのひと振りを引き抜くと、腰に帯びた自分の剣には目もくれず、


「来い」


　剣を構えて何気なく言った。少し一緒に歩こうとでもいうような口調だった。


　無造作に剣尖きつさきをアドニスに向かって突き出しているようで、腹立たしいほどに隙がない。


　またなにせ生まれて初めて得た本当の自分の剣を振るうのに、まさか今までのような剣技は使えない。かといって正当に攻めたとしても突破口は見当たらなかった。それほどにシアンが剣を構えた姿は圧倒的だった。


　アドニスが攻めあぐねているのを見て、シアンが唇を吊り上げて言った。


「まずはお前の懐疑さえ疑え。お前の由縁がそこにある」


「なに……？」


「ここにある剣を、お前が、その手とその剣で、全て砕けってことだよ」


「あんたが振るう剣をか」


「そうさ。何を怖おじ気けづいてる。そのざまじゃあ、到底、俺の娘には勝てんなあ」


　最後のそのひとことが、アドニスを衝つき動かした。


　なにごとも告げなかった。


　いきなり動いた。


　幼剣とも老剣ともつかぬその異形の剣を真っ直すぐに構え、またたく間もなく迅はしり、突き込んだ。


　シアンは、涼しげな顔を崩さずに、首を振ってそれをかわしている。


　シアンの顔のすぐ横を、空気を切り焦がすような刺突が、通り過ぎていった。


　そのまま、素早く刃を返し、シアンの首をなぎ払う。


〈錆びた爪ラステイネール〉の刃が、恐るべき速度で走った。


　一瞬、本当にシアンの首を両断したように見えた。


「おい」


　アドニスの視線の、斜め下から、脅すような声がかけられていた。


「なに!?」


　さすがのアドニスも戦せん慄りつした。


　慌てて剣を構えたときには既に、ごく無造作な動作で、シアンが剣を振るっている。


　これまで経験したことのない、ベルの振るう剣にも匹敵する、苛か烈れつなる一撃であった。


　剣撃の音が激しく響き渡り、アドニスの背で、体毛が恐怖に一面逆立った。


　それは、まともに打ち合うことで、剣が砕けるのではないかという恐怖だった。あるいはそのまま自分の体ごと斬り砕かれるのではないかという恐怖であり、いずれにせよその心の隙間を衝つくようにして、シアンの振るう剣が激しく炎熱を帯びた。


　驚きよう愕がくした。まさか、と思った。これまで一度も触れたことがなく、しかも〈？クエステイオン〉を刻まれた剣を、たったひと振りで刻印スペルの効果を発揮させるまでに使いこなすとは。これが教示者エノーラの実力かと思い知った。


「うわあっ！」


　自負も気概も何もかも捨て去るような気持ちだった。アドニスは全身をばねのようにして出来る限り素早くシアンから跳びすさった。なんとシアンの身がそれに合わせ、ぴったり追いすがって跳んでいる。まるでアドニスの動きの何もかもを読んでいるように、涼しげな顔のまま、鍔つば迫ぜり合う恰かつ好こうで、着地した。


　炎熱に耐え切れず、アドニスが慌てて剣を引いた。


　その一瞬、シアンの剣が僅わずかに引かれたかと思うと、真横から斬り下ろすかたちでアドニスを襲った。問答無用の一撃だった。アドニスは恐怖にすくむ思いでその剣を受けた。


　ぎん。ひどく恐ろしい手て応ごたえがアドニスの手元に響いた。


　アドニスがかっと目を見開いた。半ばから水を切るように斬り砕かれた剣の破片が、乾いた音を立てて床に転がるのを聞いた。足から力が抜けてゆき、そのまま膝ひざをつくと、ひゅうっと笛の音に似た吐息が零れ、途中からそれが悲鳴に変わった。


「け……剣が！　お、お、俺の──お、お、お……！」


　絶叫した。


　その声にしかめっつらして指を耳に当てながら、シアンが頭越しに言った。


「慌てるな馬鹿、よく見てみろ」


「あ……」


　アドニスは信じ難い気持ちで、手に握った〈錆びた爪ラステイネール〉を見詰めた。


　なんと、砕かれたはずの剣身が幻のように元に戻っている。呆ぼう然ぜんとして斬り飛ばされた刃の破片を探した。それは確かに、電気石トルマリンのほのかな青い光の上で、ぽつんと転がっている。これはいったいどういうことなのか。アドニスは悲痛な顔のままシアンを見た。


「ドランブイが言わなかったか？　そいつは、永遠に枯れ続ける剣だ。ただの形けい骸がいにとらわれるな。自分の剣のことぐらい、しっかり理解しておけ」


　にわかにアドニスの表情が合点したようになった。情けない顔で笑った。苦笑ではない。心底からほっとしているのだ。まるで恐ろしい悪夢から覚めた者の顔だった。


　ゆらりとアドニスが立ち上がった。


「今……ほんの微かすかに、剣が、俺に笑いかけた気がした」


「そいつはなによりだ」


　真面目に言っているのかどうか判らぬ様子でシアンが返す。


「さっそく、剣を砕かれる痛みを知ることが出来たんだ。その調子でかかって来い」


　アドニスの表情が、僅かに笑みに似たものを含みつつ、再び殺意に凍りついた。


　迅った。


　その十指の爪が、赤あか錆さびの色を浮かべた。


　──ＮＮＮＯＯＯ……！


　剣が、哭ないた。





「まずは、ひと振りか」


　シアンが、呑のん気きそうな口ぶりで言った。


　手にした剣が、なんと、ぼろぼろに錆び果てている。


　アドニスの〈錆びた爪ラステイネール〉と打ち合うごとに、受け打つ剣が少しずつ生気を失い、やがて何の異変も見られぬ健全なる鋼の姿のまま、完全に腐敗しきってしまったのである。


　さながら、アドニスの振るう剣に込められた無尽の飢えが、打ち合うものの生命そのものをことごとく食い散らすようであった。


　不可思議にして恐るべき剣を手にしたまま、アドニスは電気石トルマリンの床に仰向けに倒れ、荒い呼吸を繰り返している。全身を致命傷に至らぬぎりぎりの浅さで切り刻まれた姿だった。


　満身創そう痍いといっていい。それとは対照的なまでに、シアンの身には掠かすり傷一つつけられてはいない。アドニスはまったく本気でシアンと戦ったはずであった。ある瞬間など、これまでの戦いの中でも最高の迅速さで動くことが出来たという自信があった。それが、ことごとくかわされ、真っ向から打ち砕かれた。恐るべき手て練だれなどという、生易しいものではない。剣士としての次元が明らかに違った。勝てない。


　アドニスはぎりぎりと歯は嚙がみして、シアンを下から睨にらみつけた。倒れたまま動けぬ姿にもかかわらず、全身が猛烈な殺気に満ち溢あふれている。


　まるで手負いの獣を思わせるその様子にも一向に頓とん着じやくせずシアンはアドニスのすぐ傍らに立つと、錆び果てた剣を床に突き立てた。


　衝撃で剣が粉々に砕け、〈？クエステイオン〉の刻印スペルもろともけしとんだ。


「初っぱなはこんなもんだろう。これから段々とペースを上げて行くつもりだが、取り敢えず今日はここまでだ。しっかり食って眠れ。明日も早いぞ」


　返事はない。ぎりぎりと歯を軋きしらせるアドニスに、にやりと不敵な笑みを見せた。


　同時に、その足の爪先がもの凄すごい勢いでアドニスの脇腹を蹴けり飛ばした。


「判ったな」


　うずくまって咳せき込むアドニスに背を向け、ふいに現れた扉から去った。どうにかアドニスが顔を上げたときには、もう扉ごとシアンの姿は消えている。飲食魔法レスト・ラントによる異空間から出ていったのだと知れた。


「……いつか殺してやる」


　呻うめきを零こぼして立ち上がると、いつの間にか円卓テーブルが現れ、食事が用意されている。よろよろと席に着き、傷だらけのままむさぼり食った。口の中まで切れているらしく、どの食べ物も血の味ごと飲み下した。この生活はいい。アドニスは思う。何も思い悩まずにいられた。ひたすらに剣を振るうこと以外は、獣と何ら変わらぬようなこの生活がよかった。


　食べ終わる頃合になってから、バンブーを呼ぼうとして、口をつぐんだ。それが止められていることに対して不思議と不満はなかった。この冷たい床の上で眠るのだろうかと、ぼんやり考えていると、ふいに背後で気配が起こった。


　きい……と何かの軋む音に振り返ると、そこに扉が現れて開いている。


　アドニスは最後に鉱泉ソーダ水で口の中をすすぐと、それを飲み込んで扉の中に入った。


　すぐに簡素なベッドが見当たり、他は藍あい色の闇に包まれていてよく見えない。部屋が実際どれくらいの広さなのか判らないが、空気の感じからしてそれほど広くはなさそうだった。ふと、部屋の扉がひとりでに閉ざされ、同時にまた別の扉が闇を切り取るように開かれると、湯場バスが現れた。どうやら風ふ呂ろが用意されているらしい。だが、アドニスは血の滲にじんだ服のままベッドに倒れ込んだ。剣は、いぜんとして握ったままだ。これだけは、もはや何があっても手放す気がしなかった。


　そのアドニスの気持ちを酌くんだか、微かに剣が哭いた気がした。


　アドニスの顔に微笑が浮かんだ。そのまま、ことんと眠りに落ちた。


　なんとはない違和感に眠りをさまたげられたとき、アドニスは柔らかなものの上に頭を載せているのに気づいた。淡い肉桂シナモンの香りと、それに混じる甘い匂いを嗅かいだ。誰かの膝で寝ていることに気がいった。目を丸くして見上げた。


　ドランブイの冷たくも艶つややかな笑みと、向き合った。


「眠る前に、湯につかっておきなさい」


　疲れを取り、傷を癒いやすための特殊な薬が入っているのだという。しかしアドニスは返事もせずに、ドランブイの膝に頭を載せた姿のまま、訝いぶかしげに問い返した。


「あんたは……、俺のどこまでを知っているんだ？　俺のこの手のことは……？」


「お前が、ここに現れたときに、全てを理解したわ。私が鋼の形に見み出いだしたものは、これだったのだと……」


　そう、ドランブイは不思議と惹ひき込まれるような口ぶりで返した。疑問を更に根深くさせるような返答よりも、むしろドランブイの口調の方が気になった。アドニスのことを、いつの間にか、お前と呼んでいるのだ。まるで子供をそう呼ぶ母のように。


　それになにより、自分の頭が正常に回転しはじめるのがやけにうっとうしかった。このまま何も考えずにいられる状態でありたかった。獣のまま、剣を振るっていたかった。


　だが心は決してそれでは治まらない。疑問が無数にあった。まるでアドニスがここに来ることを知っていたかのような素振り、この剣、どうしてこうもアドニスに何もかもを与えようとするのか。時折、自分の心にこの剣以外のものが触れようとするのは何なのか。


　はっきりとした、飢餓同盟タルトタタンの集合意識が自分を飲み込もうとする感覚があり、しかもアドニスはもはやそれを決して拒んではいないというのにもかかわらず、それはアドニスを完全には飲み尽くさなかった。


「最初に飢餓同盟タルトタタンの闇に飲み込まれたときのような感覚が、今はないんだ……」


　相変わらずドランブイの膝に載ったまま呟つぶやくように言った。どうしてといえばそれこそ最たる疑問だった。どうして自分は、こんな姿を、こんな女にいつまでも見せているのか。


　ドランブイが、優しく説くように答える。


「お前がいまだ我らの一部となりえないのは、剣の声に惹かれただけで、飢餓同盟タルトタタンの声に応こたえるものがなかったからよ。けれどもお前は既に災いの種アツプル・シードを飲み干した……心配しなくても、いずれそのときが来るわ」


「どうして、俺のことを知らずに、この剣を鍛つくることが出来たんだ？」


「私は未来の形を鋼にあらわすだけ」


「未来……？」


　ドランブイが頷うなずく。


「鋼は未来という名の剣の形代になり、剣は自らを執らせるためにその握り手を引き寄せ、そして握り手にふさわしい形になろうとする……値する者ドランブイを求めて」


「俺には……よく判らない。あいつの……ベルの〈唸る剣ルンデイング〉も、そうなのか？　あんた、ベルのようなやつがこの世に存在することを、知ってたのか？」


　ドランブイは、うっすらとした微笑を帯びて、静かにかぶりを振った。知っていたとも、知らなかったとも、なんともつかぬ仕し種ぐさである。水族マーメイド特有の男女の艶いろを両方ともに合わせ持つ不思議な美しさをたたえるおもてが、どこか悩ましげに憂えるようだった。およそアドニスの理解の届かぬことを、ドランブイが伝えあぐねているのが判った。


　そして、一つ一つ丹念に説明しはじめるのかと思いきや、


「……今は湯につかって眠りなさい。子守歌が欲しいのなら、明日から話してあげるわ」


　アドニスの肩をそっと叩たたいて促した。


「その前に、一つ、聞きたい。どうしてこの剣には刻印スペルがないんだ？」


「あるわ……、あなたがまだ、それを見み出いだしていないだけ」


　アドニスは剣を握ったままよろよろと立ち上がると、湯場バスの入り口に立って、藍色の闇に包まれた部屋を、ふと振り返った。


「母親って、あんたみたいなのを言うのかな」


　ぽつんと呟く。


　ドランブイが優しげに目を細めた。微笑を保ったまま、その顔が、ふっと消えてゆく。


　闇の中に姿が滲しみ込み、やがて完全に消え去った。どうやら、また別の空間に移動したのだと知れた。


　アドニスは、剣を手に、衣服をまとったまま、湯船に飛び込んだ。





「悪魔だよ」


　シアンがにやっと笑って言った。


「神と対を成し、それまであった平安を揺り動かす者を悪魔と呼ぶのであれば、あいつの本当の名は、間違いなく悪魔さ」


　アドニスが、ドランブイについて問うた、その答えとしての言葉であった。


　そのアドニスは、今シアンの足元でぶざまに倒れている状態である。腹が鮮血で濡ぬれていた。どてっ腹に無造作に突き込まれたのだ。


　血ち反吐へどを吐いてもがくアドニスに、


「誇りも何もない、薄っぺらい剣技だ。せっかくの剣が泣く」


　容赦のない言葉を、聖灰の入った小瓶とともに投げつけていたのだった。


「しばらくしたら再開する。早く回復しろ」


　到底、腹を裂かれた者にかける言葉ではない。


　だがアドニスもそれに逆らわず、待てと言う代わりに、ドランブイのことを問うていたのである。


「惚ほれたか」


　シアンがからかう。そんなわけはないのが判っている口調だった。


「そうじゃない。ただ、不思議なだけだ」


　アドニスの言葉遣いは、ガフと向かいあったときと同じで、相変わらず遠慮がない。


　ガフや、あるいはキールと同じく、シアンもまたその口ぶりをさして気にした様子もなく、軽く肩をすくめて笑った。


「不思議か……」


　そう言うシアンの目は、やけに遠くを見ているようだった。


「早すぎたのさ。あいつの不幸は、百年後の時代ではなく、今のこの時代に生まれてしまったことだ。そのせいで、国の妹王レードウロネツトとして神に支配されざるをえなくなった」


「どういうことだ？」


「言ったろう、悪魔だと」


　にやりと笑って、いつまでもさぼるなといった風で、ふさがりかけたアドニスの腹を蹴けった。


　苦く悶もんの声を零こぼしながら、アドニスが立ち上がる。


「そうだ、その程度の傷でもたもたしていられるほど、余裕があると思うなよ」


　剣を構えながら、アドニスが眉まゆをひそめた。


「……あんたたちは、いったい、俺に何をさせようってんだ？」


　ぶん。空気を焦がしてシアンの剣撃がきた。剣を交わす音が、高らかに響き渡る。


「悪魔になるんだよ、お前も」


　さも面白そうに、シアンが言った。





　閉ざされた空間には、昼も夜もなかった。


　時間の流れさえ永遠に停止しているかのような風景、青い電気石トルマリンの床と、灰色にもやうような天井が延々と続く場所に、三百本からある剣が突き立てられている。〈？クエステイオン〉が刻み込まれた剣は、そのほとんどがまだシアンの手に取られてもいなかった。


　シアンが曲くせ者ものなのは、アドニス自身にその懐疑の刻印スペルを刻まれた剣を砕かせることであるのと同時に、時折、シアンがアドニスそっくりの剣技を見せることだった。相手と剣を打ち合わせることを極力拒んでおいて、確実に最も弱い部分を突いてくる。剣を使い棄てにすることはしなかったが、いつでもそうするぞという気配は常にあった。


　まるで自分自身と向き合い、それを打ち砕かせようとでもするような修練の方法である。


　しかもアドニスの苛か烈れつで迅速な剣技を、何気ない風で容易に真似ておいて、


「薄っぺらい剣技だ」


　と、あっさりこきおろすのだからたまったものではない。


　アドニスは心根からして打ち砕かれ、鍛えなおされているといってよかった。


「いつか殺してやる……」


　その言葉を燃えるようなまなざしで投げつけるのだが、シアンはいかにも涼しげだ。


　この日も、どうにかたったひと振りだけ、長い時間をかけて朽ちさせると、シアンは飄ひよう々ひようとした様子でこの異空間から出ていった。


　それからアドニスはがつがつと食事を摂り、湯につかると、いつの間にか用意されていた衣服を身に着けた。藍あい色の衣服だ。真夜中ミツドナイトブルーの時刻をあらわす色。


　バンブーを呼び出すことが出来ないため、これでアドニスが本来身に帯びていたものは、赤い頭巾バンダナ以外は何もなくなってしまった。剣さえもがここで新たに与えられたものだった。


　ベッドに身を投げ出し、うつらうつらとしていると、また膝ひざの上にある感触で目を開いた。ふと、その手を握られている感覚に、胸が騒いだ。


「俺の手には、触れない方がいい」


　胸のざわつきを押し殺すように言った。


「それは、お前が、そうやって呪いのかたちを定めているだけのこと」


「なに……？」


「そしてそのせいで、お前にはまだあの剣の刻印スペルが見えない」


　はっとして握られた手を振りほどいた。これまで守ってきた心の中の大事な何かを、いきなり刺激されたようだった。猛烈な不安があった


「子守歌を聞かせてくれるんじゃなかったのか」


　取り繕うような言い方だった。女の膝から離れようとしたが、その膝がやけに暖かいのと、疲れ切っているのとで、とうとう体を動かす気にはなれなかった。


「そうね……」


　ドランブイが短くいらえした。そして、静かに語り出した。


「昔……私が都市パークにのぼったのは、もう一人の自分と出会うため。それが、始まり──」





５




　その昔──


　一人の少年が、都市パークへと続く道を歩いていた。


　道とは、〈剣の国〉全土を巡り、その全てが都市パークへと続く、黄レンガの道イエローブリツクロードである。


　その街道脇の屋根付きベンチバスステーシヨンに座って待っていると、間もなく定期甲俥花タンプラーがやって来た。


　そして少年が財貨デナーリを払ってそれに乗り込んだその瞬間から、全ては始まったのだった。


　少年は、水族マーメイドだった。いまだ幼げな顔立ちも美しく映え、その場にいる乗客の目を引いた。座席に腰を下ろすと、たまたま隣り合わせた男が声をかけてきた。


「水族マーメイドが俥バスに乗って来るとは珍しいな」


　気さくな感じのする、水角族ミノタウロスの男だった。力自慢の種族の中でも、よほど体格に恵まれているのだろう。この男が一人座るだけで、乗り物の中が急に狭くなるほどの筋骨逞たくましい姿である。


「そうですか？」


　と少年が穏やかに返す。


「君は、他の種族と一緒の席に座るのが、嫌じゃないのかい」


　武辺な出いで立たちとは裏腹に、やけにひと懐っこい顔で男が訊きいた。


「別に……。確かに、私は変だと、よく沢の仲間から言われますが、自分ではそうは思いません」


「ふふん、そうかあ。都市パークへはなんのために？」


「もう一人の自分に出会うために」


　少年が言う。


「なんだい、そりゃ」


「私は、まだ、雄性おとこの自分しか知らないんです」


　男が眉をひそめる。そしてふと水族マーメイドに特有の体質に思い当たったように大きく頷うなずいた。


「ああ、そういうことか」


「あなたは、なんのために都市パークへ？」


「こいつさ」


　荷物の包みを僅かに開き、なんとも巨大な剣けん斧ぷの刃を示して見せた。


　あるいはこの男の自作の剣斧かもしれなかった。実に頑丈そうで重く無骨だが、妙にこの男に似合って、どこか愛あい嬌きようがあった。


「腕試しってわけだ」


　男が、にこにこ笑って、少年の両脚ほどもある太い腕に力こぶをつくってみせた。


「お前さん、たった一人で都市パークに住むつもりかい？」


　少年が小さく頷く。


「たずきはどうするんだ、どうやって食っていく」


「沢の洛むらでは、水みず鋼がねを織っていました」


「へえ、その齢としで……」


　男の目が真ん丸に見開かれた。本気で驚いたようだった。


　水鋼は特殊な鋼の果実から抽出するもので、非常に枯れやすく、そのせいで精製が極端に難しい、経験と才能の要る織工であった。


「はい。それで、何か楽器を作らせて貰もらえればと思って」


「なるほどねえ。じゃあ、はじめはどこぞの作家の徒弟にして貰うのがいいやね。うまくゆけば食いっぱぐれることはない。なにせ都市パークと楽器ってのは、切っても切れないものだからね。それで君、どんな楽器を作る気だい。やっぱり農楽器かね、それとも……」


「そうですね。たとえば、今あなたが持っているものを」


　男がまたもや驚いて目を丸くした。


「剣楽器シユベルトかい……こりゃあまた、よっぽど自信があるんだな」


「いえ。私はただ、その方が、形にしやすいから」


「形……？」


「ええ」


　少年はそう答えながらも、どう説明したらよいか、言いあぐねているようだった。


「つまり……自分自身の求めるものを、形に託して、鋼にすっかり委ゆだねてしまうんです。それを執るべき者があらわれて、私に、未来のかたちを示してくれるように」


　男はしばらく首を傾げてうんうんと考え込んだ。


「……要するに、あれだ、君は自分の作ったものに相応ふさわしい客にしか売らないと」


「そうとも言えますね」


「いやあ、その齢で客を選ぶかね。こいつは並大抵の自信じゃないな」


「選んでいるわけではなくて……ただそれが、私を導いてくれる唯一の方法だから……」


　なんとか解って貰おうとする少年を、男がしげしげと見詰めた。


「俺は、水族マーメイドの子供と話をしたのは初めてだが……他の子供たちもみんな、あんたみたいに大人びているのかねえ」


　少年が苦笑する。


「私がまだ幼齢こどもの姿なのは、雌性おんなになったことがないから……。水族マーメイドは雌性になることを知って、初めて若齢おとなになりますから……」


　男は、ふんふんと頷いた。


「色々と……嫌なことを尋ねちまったかね」


「いいえ」


「そうだなあ、これも何かの縁だ。どうだい、いつか俺にも一つ、剣斧を作っちゃあくれないかねえ」


　くすりと笑って、少年は頷いた。


　そのとき、御者のかき鳴らす楽器の音が、間もなく都市パークの近いことを知らせた。


　やがて、少年は男とともに城に赴き、謁見の刻ときを待って天てん秤びんの計りを受け、〈正義トツプドツグ〉と〈悪アンダードツグ〉との別を定められるための列に加わった。


　そこで二人ともに〈正義トツプドツグ〉とみなされ、下方東アンダーイーストの街に住むことになったのである──





「男の名はギブソン……。私は、剣作家としての道が開けるまで、その男の助けを受けてともに暮らすことになったわ。ギブソンがそれを提案し、私もそれを望んだ。お互いに、何かしらの予感があったのよ。水族マーメイドと水角族ミノタウロスとは、もともと種族的に相性が良いからかもしれない……。実際、ギブソンがいつか私を雌性の私と出会わせてくれることを期待していたわ。お互いに……」


　ふと、ドランブイがアドニスの顔をのぞき込んだ。


「続きは、また次にしましょう……」


　うとうととするアドニスの下で、すうっと溶けるように女の姿が消えた。


「水族マーメイドか……」


　微かすかに呟つぶやき、そして口にしたことさえ忘れて、深い眠りに落ちていった。





「鋼の声を聞け！　そこに見み出いだすものの名乗りに応じろ！」


　アドニスの剣撃を真っ向からしのぎながらシアンが叫ぶ。


「その剣を運命の相手と思え、剣をただの道具と思うな！」


　日に日に激しく剣を交わし、尽きることがないのではないかと思わせる力でアドニスを叩たたき伏せ、また起き上がらせる。事実、教えるという目的において無尽に発揮されるシアンの力の前では、追いつけば追いつくほど引き離されるかのようであった。


　剣技だけではない。シアンは剣を振るうと同時に様々な魔法を駆使して、躍起になるアドニスを打ちのめした。


「剣の刻印スペルが、なぜ刃の片腹にしか刻まれないか、考えたことはないのか」


　あのいつもの不敵な笑みを浮かべながら、指先で、刻印スペルの刻まれていない方の刃の腹に様々な筆記魔法グラマーの印スペルを書きつづっては刻印スペルの効果を自在に操り、威力を倍増させた。


「ひと昔前に比べて、剣士も剣一辺倒になっちまった。役割演技ロールプレイングの功罪だ」


　およそこれまでアドニスの触れたことのない精せい緻ちをきわめたような技術であった。


　それに比べれば、これまでひとかたならぬ自負をもって剣士たることを自認してきたアドニスの剣技でさえ、武辺で粗暴といわざるをえない。


　とうとうその日はただのひと振りも剣を砕けぬまま、シアンの苛か烈れつな一撃を受けて動けなくなってしまった。


　血ち反吐へどにまみれておののくアドニスに、シアンは無言で聖灰の小瓶を投げた。


　床に転がっている小瓶に向かって、ずるずるとぶざまに這はってゆく。


「痛みが新鮮だろう。よく味わっておけ。力というものをな」


　シアンのからかうような言葉に応こたえる余裕もなく、小瓶に辿たどり着くと必死の形相で傷を癒いやした。


「殺せ……」


　痛みに呻うめきながら、ぶつぶつ呟く。


「いつか貴様を殺してやる。今のうちに殺せ。俺を殺せ……」


　それが、アドニスなりの苦痛の耐え方であることを知っている素振りで、シアンはにやっと笑うと、問答無用で蹴けり飛ばした。


「お前が強くなればなるほど、俺が解放出来る力が増すんだ。早く俺を楽しませろ」


　咳せき込みながらシアンを睨みつける。憎悪とはまた違った、激しいまなざし──


「ふん……」


　シアンがのんびりと幻の煙をふかし、目を細めた。


　その口調が、ふとした感慨の響きを帯びていた。


「申し子か」


「なに……？」


「お前のようなやつは、これまで俺の教え子たちの中にはいなかったってことさ。だが……思い出すな。久しく教示を行っていなかったせいかもしれん」


「…………」


　アドニスは知らない。


　このとき、シアンは、かつて己をつき動かしていた激しい衝動があったことを思い出していた。懐かしくさえある、猛烈な苛いら立だち。今それを感じているというのではない。その昔、常にその感情の中に身を置いていたときの記憶が、まざまざとよみがえってくるのだ。


　いつのことであったか……


　生まれながらの青き衣の神官として、生まれながらの弟王フアタールとして、自らの意志で剣を振るうことさえままならぬくせに、その剣技においては兄王フオルチユネさえ凌しのぐ〈剣の国〉最強の剣士であった頃のこと。


　日々はみなすべからく神の奴隷としての義務と正当なる軛くびきに満ち、そこから逃れるためのほとんど唯一の手段として、シアンは教示者エノーラになった。教示することだけが、剣を存分に振るうことの出来るただ一つの機会であった。育て上げるべき教え子との、神さえ観覧せぬ、見捨てられたかのような剣楽。そしてそれに興じることの後ろめたさと自己嫌悪。


　所しよ詮せん、自分を慰めるために教え子を鍛えているに過ぎない。その思いが、自分が育てきってしまった者に対する、ひどく冷淡な態度となってあらわれることの欺ぎ瞞まん──


　苛立ちのただ中にあるくせに、それを自覚していない。常に何かに追い立てられていることは判るくせに、他ならぬ自分自身によって追い立てられていることを知らないのだ。


　そしてついにその苛立ちの正体を知らぬまま、事態は決定的な方へと流れ込んでゆき、未熟な教え子を殺してしまうという形で、シアンに思い知らせることとなった。


　若齢ユースになったばかりの、月瞳族キヤツツアイズの青年であった。金色の体毛の映える、剣士としての将来を嘱望された青年であり、その有望さゆえに、シアンの目が狂った。どれだけ有望であろうと、現実にはまだそれほどの力がなかったのだ。


　青年の亡なき骸がらを、もう一人の青年が抱きかかえている姿が、シアンのそれまでの全てを暴き出し、後ろぐらい享楽にも似た教示の本心を責め糾ただすかのようだった。二人は兄弟であり、恐らくは次代の王位をともに担うはずの者たちであった。


　兄王フオルチユネと弟王フアタールと。それは幸せな王子と、不幸せな王子の対の姿であり、シアンは、現在の自分の姿を、次代の不幸な王子の姿に重ね、それが殺害という結末を導いたのではないか、そうも思う。弟王として拘束された生を生きることに果たして意味はあるのか──本来、誰にも決められぬことを、シアンは己の苛立ちをもって決めつけたに等しかった。


　そしてそれを、次代の幸せな王子に伝えたところでどうなるというのか。


　聖灰の治癒さえ間に合わぬ深手を、いったいいつ負わせたのか。


　シアンにはついに思い出せなかった。心がそれを思い出すことを否定していた。


　亡骸を抱いた青年が、シアンを振り返った。苦く悶もんの末の決意がそのおもてにまざまざと浮かび上がっている。シアンはその顔に恐怖さえ覚えた。


「俺が、こいつの分まで、あなたの教えを継ぎます。だから……」


　青年の見事に心を押し殺した声が、更にシアンを追い詰めた。


「ガフ……」


　思わず、青年の名を呼んでいた。だが、それに続くべきどのような謝罪の言葉も、青年は暗に拒んだ。青年にとってシアンは唯一無二の貴き師である。どのような過ちも許されはしなかった。たとえ過ちを犯したとしても、シアンにおいてそれは過ちではありえない。


　それは、青年に教え示すべき事柄の一つに過ぎないのだ。


　何もかもが愚かだった。


　それでいて、それに抗あらがうすべが全く見当たらない。


「師よ、教示の継続を」


　青年が言った。


　思えばそれは、重大な歯車が回り出す合図きつかけであったのかもしれない。


　当時、シアンの兄ローハイドは既に王位にあって神の樹に住み、その愛まな娘むすめシェリーが元気に育つかたわら、姉王たる王妃は次代の妹王となるべきだった子を産んだ際にその子ともども死んでいる。


　国を支える四つの王の柱のうち、次代の候補が二人もいなくなっていた。そしてその空白が今、アドニスとベルとを迎える支配の器となろうとしているのだ。


　だが、そんなことを当時のシアンが知るべくもない。


　次代の弟王たるべき青年を殺したということは、自らの後継者を失ったということだった。しかもそれはほとんど自分一人の欲求の犠牲だった。慰みに、国にとっての大事な存在を殺害してしまった。そんな者に、教示者エノーラを名乗る資格があるのか。シアンが自分を責めるのとは裏腹に、実に多くの者がシアンを庇かばい、むしろ次代の弟王を担うには素質が足りなかったのだと、死者に責さいを負わせた。


　ローハイド王がそのように定め、ガフがそれを肯定した。ガフは実に見事なまでに己の心を押し殺してしまった。まるでそれが兄王たるべき者の受ける最初の試練だとでもいうように。


　そしてその様子がまたシアンを追い詰めた。いまや教示者エノーラであるということは呪縛に等しかった。決して今さらその立場から逃れることは出来ず、その後も、教示者エノーラとして高く評価されればされるほど、逆にそれがシアンにとっては堪え難い責め苦となった。


　己の罪を誰もみとめてくれぬゆえにそれはいつまでも解消されずシアンの中でくすぶり続けた。当初、シアンが王国に対して疑問を抱くようになったのは、むしろその苦痛を解消するためであったといえた。


　どうして自分はあの青年を殺さねばならなかったのか。シアンは、青年を斬り裂いた一瞬、青年にとっては今ここで死んだ方がむしろ幸せであるかもしれないという思いが心をよぎったことをはっきりと思い出していた。それまでは、心の苦痛が、その瞬間の出来ごとを思い出すことを妨げていたのだ。


　だがそのとき感じた自分の心の動きをはっきりと悟ったとき、それはシアンを根深い疑問の渦へと引きずりこんだ。王とは何か。この国というものはいったい何であるのか。教示者エノーラとは何なのか。自分はいったいどうして満足に剣を振るうことが出来ないのか。自分はどうしてあの青年を殺したのか。


　全ての疑問の果てに、神の存在があった。この神はいったいなんなのか。太古から全ての種族を支配し、管理しているという神──実に長い苦痛の時を経て、シアンはその懐疑に辿り着いた。だがシアンが己の疑問を行動に移すには、心の痛みが広がりすぎていた。


　気力が萎なえ、厭えん世せい的になり、極端に他者と顔を合わせることを拒んだ。淡々と多くの教え子たちに教示を行い、その義務ゆえに重苦しい疲労感が常につきまとった。そんな状態で何が出来るわけでもない。


　シアンはひたすらに力を欲した。力を注ぎ込んでくれる救いの主を求めた。それが鋼の声となってシアンを呼んだ。


　ひと振りの剣が、激しい苦痛の末にシアンの前に現れていた。あるいはシアンが剣に呼応して、互いに導き合い、引き寄せ合った。鋼に込められた未来の形が、現実の姿となってあらわれたのだ。


「この剣は……」


　シアンが剣から目を離さず訊きいた。


　下方東アンダーイーストの街であった。知人を避けてふらふらと都市パークに出歩いていると、ふいに何か奇妙な音色が聞こえ、無意識のうちにそれに引かれて歩くうちに、いつの間にか城からずいぶんと離れた場所に立っていたのだ。


　何人かの剣作家が、共同で剣楽器シユベルトを出展する店だった。たまたま店番をしていたらしい男が、シアンに、それは売り物ではないというようなことを告げた。だがそんなことは知ったことではなかった。シアンは今目の前にある剣が自分を呼んだことを確信していた。


　鋼が強烈な意志をもってシアンに感応をあらわしてくる。刃の腹にはいまだなんの刻印スペルも記されていない。だがシアンのまなざしに応じて、そこに何かが現れようとしていた。


　もう少しでそれが何か判る。


　そう思ったとき、店番をしていた男がはっとして誰かを呼んだ。


　男の呼び掛けに、店の奥から誰かの現れる気配がした。シアンは剣を見詰めたまま動かない。店の奥からやってきた者が、シアンに近寄った。その姿が、見事に磨き上げられた青燐色ラピスラズリの剣の腹に映った。男とも女ともつかぬ美しい水族マーメイドが、剣を通してシアンと目を合わせた。


　シアンははっきりと見た。まるでその水族マーメイドの姿に重なるようにして、剣に刻印スペルが浮かび上がっていた。


　それはシアンのまなざしに応じて、初めて誰の目にも見えるようになったのだ。


「読めますか……」


　シアンの背後から、水族マーメイドが尋ねた。


　シアンは頷うなずいた。


　──ENOLA


　教示者エノーラをあらわす刻印スペルを、声に出して読んだ。


　そして振り返った。はっとした。水族マーメイドがひっそりと微笑んでおり、その藍あい色の瞳ひとみが涙で濡ぬれていた。


「あなたを待っていました、とても長い長い間」


　涙が零こぼれた。


　わけも知らず、シアンは戸惑いと、それ以上に心が震えるのを覚えた。予感があった。


　水族マーメイドがシアンの前に出て剣を手に取ると、捧ささげるようにしてシアンに手渡した。


「あなたの剣です……」


　剣に引き寄せられるように、シアンの手がその柄つかを取った。刹せつ那な、シアンは予感が確信に変わるのを感じた。それは救いの予感だった。教示者エノーラとしての呪じゆ縛ばくを、他ならぬ教示者エノーラとしての誇りをもって断ち切るのだ。そういう救いが、その剣の意志に示されていた。


「この剣を、鍛つくったのは……？」


　水族マーメイドが、シアンと目を合わせながら頷いた。


　にわかに無数の疑問が湧き上がった。自分を待っていたとはどういうことか。この剣はいったいなんなのか。どうしたら刻印スペルが突然現れるなどということが起こりうるのか。だが不思議なことに、どれ一つとして言葉にならなかった。


「答えはその手にあります」


　ふいに水族マーメイドがシアンの内心を察したように言った。


「私の口から答えを語ったとしても、それは完全な答えにはなりませんから」


　既に涙は消えていた。淡々とした声音にも、どこか悩ましい響きがあった。到底そのときのシアンには理解しえぬことを、水族マーメイドが伝えようとしていたからだ。


「素晴らしい剣だ」


　シアンが言った。それだけは確かに判ることだった。


「これほどの腕前……是非、城に欲しい」


　弟王フアタールの地位にあるシアンにとってみれば、直属の剣作家を城に住まわせるなど造作もないことだった。問題は相手がそれを了解するかである。だがそれにも不思議と確信はあった。本当の問題は、シアンがそれを口にするかどうかだった。果たして水族マーメイドは頷いた。


「そこで、私は、未来のかたちを鋼に託しましょう」


　謎めいた得体のしれぬ言葉とともに、水族マーメイドはシアンに従って城にのぼった。


　そうして、歯車はまた一つまた一つと確実に回り始めたのだった。だがそれは決して、誰かが事前に察してそのように仕組んだというのではない。その水族マーメイドでさえ、自分のあらわした鋼の形が、どのような未来を導くか、実際にそれが現れるまで判らないのだ。


　シアンが連れてきた謎めいた剣作家の存在は城を沸かせた。また、暗くなりがちだったシアンが目に見えて心晴れていったことで、多くのシアンの教え子たちからも快く受け入れられた。


　何より、その腕は異才の一語に尽きた。どの剣士もまるでその水族マーメイドが鍛った剣と出会うためにこそ剣を手段たずきに生きてきたかのように、実に多くの者にとっての唯一無二の剣を作り上げていった。


　その才はあっという間に城中に知られ、やがて神の樹から鋼を削り出し、神官の剣具を作るという栄誉ある仕事を依頼するよう、ローハイド王直々の言がシアンのもとへ届くありさまであった。


「鋼に託す未来のかたちは、その鋼次第では、より大きな未来につながります」


　そう言って、水族マーメイドはシアンの依頼を請け負った。


　新参の剣作家が、兄王フオルチユネ直々の依頼を受けるなど前代未聞である。〈玉座の間〉に現れた剣作家の姿に、観衆が山のように集まった。注目の中、水族マーメイドはローハイド王と対面し、その言に従って舞台に上がると、直接、神の樹にその手を触れた。


　毅き然ぜんとした水族マーメイドの姿に、軽いどよめきの声が起こる。


　そのときであった。


　水族マーメイドが、珍しくも驚きよう愕がくの表情を浮かべ、不思議なことを呟つぶやいた。


「あなたも……待っているの」


　その刹那、剣樹にやどる神が慄ふるえた。


「理由ことわり……を」


　王の双そう貌ぼうがかっと目を見開き、そのただならぬ様子にシアンはわけもなく全身の体毛が逆立った。観衆は誰一人としてこの異様な事態に気づいていない。


　儀式はつつがなく行われ、水族マーメイドが城つきの剣作家としてみとめられたことが最終的に王の双貌によって宣言された。


　だがシアンは目の前に立つ水族マーメイドに恐るべき戦せん慄りつを感じていた。それはそのまま、神がこの水族マーメイドに対して抱いた慄えであった。この水族マーメイドは、シアンさえ計り知れぬ神の樹の本質を、一目で見抜いたのだ。それがいったい何であるのか判らぬまま、シアンはこのまま今すぐこの水族マーメイドを連れて城を逃げねばならないという気持ちにつき動かされた。そうしなければ……いったい何が起こるというのか。それさえ判らず、ただ恐怖にも似た感情によってそれを確信した。だが、城の法テーマからさえ逃れることのかなわなかったシアンに、そんなことが出来るはずもない。この国の神から逃れる方法など、ありはしないのだ。


　シアンが直感的に悟った危機は、やがて神の支配の意志という形であらわれていた。


　神は水族マーメイドを、妹王レードウロネツトとして城の要とする意志を伝えた。


　それは絶対的な支配の形であった。





「ドランブイは、パラダイス・シフトが目に見える形となって現れたような女だ」


　シアンが言った。


「だがしかし、全てが早すぎた。世界はいまだ現在の夢にあり、醒さめた未来のかたちを受け入れるには幼すぎた。誰もあいつの本当の技術を理解できなかったし、その意志に共感することができなかった」


　仰向けに倒れるアドニスの顔を真上からのぞきこんで、にやりと笑んだ。


「お前は、その悪魔に見入られた申し子さ」


　そう言って、立ち去った。


　とうとうこの日、ひと振りたりともシアンの振るう剣を砕くことは出来なかった。


　アドニスは唇を嚙かんで〈錆びた爪ラステイネール〉を手に立ち上がった。いつものように食事を摂り、湯につかると、剣を手にしたままベッドに転がった。剣はいまだアドニスに刻印スペルを見せようとしない。ともするとそこに何かが記されているのは判るのだが、それが何であるかはっきりしない。剣はいまだアドニスのものではなかった。


　ふいに暖かな感触が体の下に生じていた。


「あなたが拒む限り、剣はあなたの一部となりえない」


　また唐突に現れたドランブイが、囁ささやくように言った。


「怖いんだ」


　アドニスが剣を見詰めたまま呟いた。ドランブイの手がそっとその髪を撫なでる。


「受け入れるのも怖いし、受け入れたものを、失うのが怖い。そのときどんな思いが俺を苛さいなむか、それが怖い。俺はいつでも、自分の感情の被害者なんだ」


　いつの間にかずいぶんと屈託のない話し方になっている。


　そのことに気づいて、無性に歯がゆくなった。そのくせ相手の膝ひざから体をどける気にもなれない。アドニスは言葉を切ると、皮肉そうに唇を吊つり上げ、ドランブイを見上げた。


「俺は母親を知らない。あんた、もしかして俺の母親を演じようとしているのか？」


　ドランブイが無言で微笑んだ。


　否定も肯定も、どう受け取られても構わないという顔だ。


　つまり目的はもっと上のところにあって、手段としては何をどう用いてもいいということなのだろう。アドニスが誰かに母性を見み出いだすことがその目的のための近道となるのであれば、ドランブイは躊ちゆう躇ちよせずそのように計らう。そういう笑みだった。


　アドニスは相手の微笑に引き込まれる自分を、ぼんやりと他人ひと事ごとのように思った。


「話の続きを聞きたい……あんたの話を」


「男はいつだって、過去に見習おうとするのね」


　からかうような口調だった。


「私は常に待ち望むものだった。決して追い求める者ではなかった……」





　ギブソンが抱き締めてくれていた。


　都市パークへ通ずる道で出会い、以後ともに住み、いつか少年の水族マーメイドに雌性を目覚めさせる相手になることを、互いに望み合った男だった。


「幸せにな」


　ぽつりと、ギブソンが別れを告げた。なんにせよ言葉は情薄く、互いの思いを伝えることはかなわなかった。せめてもの微笑みを別れの苗に、いまや雌性に目覚めんとする水族マーメイドは男に背を向け、未来のかたちを花咲かせるため、立ち去った。


　一度だけ振り返ると、ギブソンは独り、取り残された姿で手を振った。


「本当に、いいのか」


　傍らのシアンが訊きく。


　涙が止まらなかったが、それでも頷うなずいた。


「自分の一番大事なひとと、自分の一番大事な気持ちと、いつかどちらかを裏切らなければならないことが、判っていました」


　下方東アンダーイーストの街を出たところで、もう一度だけ振り返った。長く住んだ街並が眼下に広がり、街からは黄レンガの道イエローブリツクロードが自分のやってきた長い道程そのままに遠くに伸びている。


　背後から、シアンが優しく抱き締めた。その身は少年と女との間をなずみ、ゆっくりと雌性を帯びてゆく。それは、鋼に形を託すことで未来を見詰め続けた者が、その生涯でただ一度、過去に思いを馳はせた時間だった。


「私を連れていって下さい。私の形づくるべき未来のある場所へ」


　シアンが耳元でそっと頷くのを感じた。


　だがその男にさえ、いまだ自分が本当に見据えているものの正体は届いていない。


　異端──


　その言葉がどれほど心に馴な染じもうと、自分にはそうすること以外に生きるすべはなかった。今ある場所、今ある自分、今ある心、そういったものごとの中に、未来の種子はある。


　自分はただその種子を蒔まいて、そして育てる。いつかそれが花咲くことを信じて、形というものが持つ力に全てを委ゆだねる。ただそれだけのことだ。


　それは確かに一種の未来視の力であり、あるいは特定の未来を引き寄せる力であった。


　それは本来的に誰もが持っている力である。ただこの水族マーメイドはその力の本質を常なる者とは比べものにならぬほど深く理解してしまった。不幸の由縁とはそうしたものだった。


　城に入って間もなく、この水族マーメイドはドランブイと自ら名乗った。それは剣作家としての筆名であり、同時に、少年であった自分との、訣けつ別べつの言葉だった。


　その名、値する者ドランブイの通り、作り出す剣の全てが、その形に値する何かを導き、あるいは引き寄せていった。現実の中に含まれる未来の種子を萌ほう芽がさせ、それが花咲くとともに更なる未来がそこで形づくられる。しかし誰も正確にはそれを理解しなかった。ただ、彼女が作り出す剣の素晴らしさだけが、高く謳うたわれるようになっていった。


　いつでも見目麗しい水族マーメイドたる剣作家ドランブイは、名にし負う教示者エノーラにして弟王フアタールたるラブラック＝シアンと対を成して語られた。だがその一方が、やがて禁忌の名として憚はばかられるようになる。その原因はほかでもない。飢餓同盟タルトタタンである。


　この世のどこにも〈楽〉を見失って神の手元から追い放たれた影法師の群が、ドランブイの名と結びついて、城に住む者たちの記憶に残った。誰もその本当の理由を知らないまま、ドランブイは闇の中に去ったのである。


　ではその本当の理由とは何か。それがゆえんするものは、神の樹に他ならない。


　その名声が高く謳われ、やがてローハイド王より直々の依頼を受けるに従い、ドランブイは〈玉座の間〉にて初めて神の樹に触れた。


　まさか、と思った。神の樹があらわすその未来のかたちに、ドランブイは紛れもなく滅びの姿を見ていた。いや、正確にはそれは滅びではない。同時に新たな創造を担う形である。ただ消滅するのではなく、それが苗床となって新たな花を咲かせるための、犠牲の姿であった。そしてその形をあらわしているはずのものは、明らかに犠牲になることを拒もうとしていた。だがどんなにその形を拒んで成長しても、結局は当初の未来をあらわす形に舞い戻ってくるのだが、そのたびに少しずつ形が変わり、同時に未来を萌芽さすべき現実の形も変わってくる、そういう姿だった。


（誰を待つというの……？）


　ドランブイは神の樹が待つ、その何かを正確に見据えた。それが樹にやどる神を戦慄させた。その瞬間こそ、機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナが、この異端の剣作家を支配し尽くすことで食い殺すことを決定した瞬間であった。


「理由ことわりの……少女」


　明滅する無数の刻印スペルに、ドランブイは明確にその存在を見出した。ローハイド王の双そう貌ぼうがかっと目を見開いた。恐るべき神の慄ふるえが、城の主族たるローハイドやシアンたちを内側から恐怖せしめ、世界の秩序が音もなく震しん撼かんした。


　だが当のドランブイにさえ、あるいは神自身にさえ、その時点で何がそうまで秩序を揺るがせることになったのか、見定めることは不可能だった。


　神の意志は間もなくドランブイに最初の軛くびきを施した。妹王レードウロネツトの地位である。異端の剣作家を支配するに足る器といえばそれしかなかった。


　シアンからその地位について伝えられたドランブイは、それが正しくシアンと結ばれるための法であることから、何の疑いもなく受け入れた。シアンとドランブイの甘やかな幸福の日々はここに確かな実を結ぶかに見えた。だが実際はそのときを境に、二人の道が大きく分かたれることになる。


　事件が起こった。


〈正義トツプドツグ〉の剣士団の一人が剣に魂を食われた〈魔ニドホツグ〉と化し、凄すさまじい騒乱の末に死んだ。


　ドランブイは、その訃ふ報ほうを、シアンから受け取る前に知っていた。自分が作り出した剣が砕かれたときに感ずる、剣作家特有の感応によって悟ったのだ。信じられなかった。


〈魔ニドホツグ〉に堕おちたことによって、正常な葬儀さえ禁じられ、青い衣の神官たちによってどことも知れぬ場所に弔われたその剣士、名をギブソンといった。ドランブイが、都市パークにおける少年期を、ともに過ごした相手である。


「剣を見せて！　ギブソンの剣を！」


　ドランブイはシアンに詰め寄った。常ならぬ勢いである。この女にしてはごく珍しいことに、取り乱しているといってよかった。


「あの剣は私が鍛つくったものよ。それがギブソンの魂を冒したですって？　シアン、私に剣作家としての自分を疑えというの？　このまま私に次の剣を鍛うてというの？」


　一切の虚偽は通用しなかった。


　シアンは、ギブソンの剣けん斧ぷだけを密ひそかに掘り起こし、それをドランブイに示した。


　一目見て絶叫が上がった。ドランブイが気も狂わんばかりに叫びを上げている。シアンが必死になってそれを押さえつけた。だがなんとシアンの手を振りほどくと、滅茶苦茶に歪ゆがんだギブソンの剣斧を抱えて走りだしていた。


「ガフ！」


　シアンが叫んだ。すぐそばで控えていたガフがすぐさまドランブイをつかまえ、シアンと二人がかりでようやく押さえ込んだ。そのときにはドランブイの手足は痣あざだらけになっている。それほどの暴れようだった。


「あの樹よ！　神の樹よ！　こんなにも形が歪んでしまっているわ、シアン！」


　とてつもない金切り声で叫んだ。シアンが素早く当て身を食わせ、ドランブイの気を失わせた。城中の者がなにごとかと集まってきていた。


　注目を浴びながら、シアンはガフさえあとをついてくることを禁じ、ドランブイを抱えて部屋に戻った。


　ドランブイが次に目覚めたとき、ギブソンの剣斧はもうどこにもなかった。だがドランブイがそれを目にしたことだけはもはやどうあっても取り返しがつかない。シアンは散々ドランブイに責められた揚げ句、試者の灰エグザミネーシヨンのことを話していた。シアンも、相手が妹王の地位になければ、たとえ相手がドランブイであろうと話す気のないことだった。


「あなたがやったの」


　憔しよう悴すいした顔でドランブイが言った。問いではなかった。シアンを責めてもいなかった。ただ事実だけを確かめるようにして口にしていた。


「そう…‥」


　無言で頷くシアンを見て、力なく呟つぶやいた。だがその内容は実に恐るべきものであった。


「あの神の本当の力は、未来を消してしまうこと。それに今まで気づかなかった私が愚かだったわ」


　それは、ドランブイの、神に対する宣戦布告に等しかった。


　これよりのち──


　ドランブイの作り出す剣は、みな常軌を逸するものとなった。


　誰にも振るうことのかなわないような剣、誰にも意味が判らないような刻印スペル、誰の理解をも遥はるかに超えた意図──それら全てが、実にドランブイにとっては神との戦いであった。


　いかなる神の手にもかからぬ、強きよう靭じんなる生と未来のかたちを鋼にあらわすべく、いつしか選び取る鋼さえ非常識なものになっていった。


　いまだ果くださえ結ばぬ生まれる前の鉄を、いわば母親の腹を裂いて未熟な胎児を引きずり出すかのように抽出し、剣質とした。あるいは錆さび果てた楽器の弦を束ね合わせ、幼剣とも老剣ともつかぬ剣を形づくるなど、誰の目にもほとんど狂気の行いにしか見えなかった。


　そしてまたドランブイは、自分が作り出してきた剣に刻んだ刻印スペルを、自らの肉体にも刻み入れていった。あるときは刃物でその身を切り裂き、あるいは焼き印を自ら押して、自分の作り出したほとんど全ての剣との危険なまでの一体感を持ったのである。そして神がその剣を歪ませるとき、ドランブイの体もまた堪え難い苦痛に襲われた。


　その傍らにあって、神と戦うというドランブイの本当の動機モチーフを知るシアンでさえ、ときにおぞけを感じるほどの所行である。


　ただ、その中でも、唯一といっていいほど誰の目にもまともに見える剣があった。


　神の樹より削り出され、王国を意味する刻印スペルを刻み込まれた、次代の兄王フオルチユネたる者に与えられる剣である。


「あなたの内なる〈剣と天秤ジヤステイス〉が、この剣によって正当な地位を得ることを期待するわ」


　そう告げるドランブイに戸惑いながらも、ガフはその剣を受け取った。


　だが大方の作品はもはや誰の目にも異様で不可解に見え、ドランブイは徐々に剣作家としての自分の居場所を失っていった。それは同時に、城の中での居場所を失い、そこが神との目に見えぬ戦いを繰り返すだけの、不毛な場と化してゆくことを意味した。


　ドランブイはかつてのシアンのように疲れ切り、孤独の中に己の心を病んでいった。


　声が聞こえはじめたのは、その頃からである。


　それは、ドランブイによって鋼が形を得て、握り手を呼び寄せるときの声に似ていた。


　違うのは、それがより大きな群体としての複雑で巨大な声であるということだ。


　飢餓同盟タルトタタンが、都市パークに現れていた。


　虚うつろなる闇の申し子たちが、嘆きの声を上げてドランブイを呼んでいた。





「未来とは、どこにもまだ現れていないということ」


　ドランブイが囁ささやくように言った。


「いまだどこにもないものへの飢えが、私を闇に誘った。それは現実に対する絶望ともいえるし……未来に対する永遠の希望ともいえるもの……。あなたもまた……」


「俺にとって、闇は光よりも暖かかった」


　アドニスが、なかばドランブイを遮るようにして言った。


「それが俺の動機モチーフの全てだ……。あんたの話は……面白かったよ。ありがとう」


　幾分そっけなくうつむき、目を閉じて眠りに身を任せた。ドランブイがそれ以上何かを話す気配がなかったからだし、どこまでもこの女に引き込まれてゆくようで怖かった。


　やがて再び目覚めたときには、またいつもと同じようにシアンが〈？クエステイオン〉を刻まれた剣の群の中で、幻の煙をくゆらせながら、アドニスを待っていた。


「よく眠れたか」


　アドニスは返事をせずに、逆に問い返した。


「あんたはどうして俺に教示してくれるんだ」


「依頼さ」


　シアンがさも当然のようにいう。


「でなければ、俺が教示者エノーラだからだ」


「旅の者ノマドになったのに？」


「俺の呪いのかたちがそうさせるんでな」


「ベルを育てたのも、その呪いのせいか」


　シアンがすうっと目を細めた。一瞬、殺気にも似たものがその身から放たれていた。


「あ……」


　あまりの鋭さに、自分に向かって放たれた殺気かと思ったが、どうやらそうではないと知って、アドニスの全身に安あん堵どの汗が噴き上がった。それほどの迫力だった。


「ベルを初めて目にしたとき、殺意が湧いた」


　シアンが淡々として言った。


「何故……」


「誰しも、自分がいったいなんのために存在するのかを知りたがり、そして実際にその本当の理由ことわりを知ってしまったとき、誰しもそれを否定したがるのさ。そうでなければ、永遠に、未来という言葉を失うことになるからな」


　アドニスは目を丸くした。驚きよう愕がくしたといってよかった。さきほど感じた殺気は、恐らく、シアンが初めてベルを目の当たりにしたときに湧き起こった感情が、余りの激しさに殺気となって外にあらわれたものであるのだ。長い時を経てこれほどまでにはっきりと形を失っていないその感情の根深さに、アドニスはわけも知らず慄りつ然ぜんとした。


「それでも、俺が理由ことわりの少女を育てることを決意したのは、あいつが俺を待っていたからだ。まるでドランブイの鍛った剣が、握り手を待つようにな。そして俺は、あいつに、もう誰も待たなくていい方法を教示した。自分の未来への希望を託してな」


「いったい、理由ことわりの少女とは、なんなんだ？　何が、あんたほどの男を、そうまで……」


「この世界全体の存在する理由ことわりだ。この世の太古からの秩序を滅ぼし、新たな世界を出現させる存在であり──俺が、旅に出ることになった、直接のきっかけさ」


　その言葉をシアンが初めて聞いたのは、ドランブイが神の樹に触れたときである。


　だが当のドランブイさえ、その言葉については何も知らなかった。いや、その言葉を呟いたということさえ覚えていない様子であったのだ。


　そしてその直後、神の支配の意志が、シアンやローハイド王や城の主族に、ドランブイに対する絶対的な支配の意志を示していた。


　何がそうまで神を、また神の秩序を震しん撼かんさせたのか。


　シアンは神の戦慄とそれがもたらすものに恐怖を覚えながらも、己の王国に対する疑問の鍵かぎをその言葉に見み出いだしたかのような、一種異様な興奮を感じていた。


　二度目にその言葉を聞いたのは、ある酒場でのことである。


〈オン・ザ・ロック亭〉という、旅の者ノマドたちが集う場所として有名な店だった。


　そこで、シアンはある一人の長耳族ラビツテイアと出会い、理由ことわりの少女について聞いた。それが何であるか、ではなく、それが〈硬貨の国〉における大いなる謎々エニグマの一つであることを、知ったのだった。


　またそこでシアンはもう一つの啓示を受けている。


　神の法テーマから逃れ出るための、ほとんどただ一つの方法としての、旅の扉である。それを開くことによって旅の者ノマドになり、この国から解き放たれるのだ。


　それまでシアンは旅の者ノマドを、非常にうさんくさいもの、神の恩恵から離れた惨めで孤独な存在としてしかとらえていなかった。実をいえば、〈オン・ザ・ロック亭〉に来ることさえ、なんとなく嫌な気分だったのだ。しかし、そこに行けば、旅の長耳族ラビツテイアの知恵を借りることが出来るというので、仕方なく赴き、あろうことか今度は逆に旅の者ノマドこそ己の理想の在り方であることを悟ったのだった。


　そしてその瞬間、シアンとドランブイの訣けつ別べつが定められたといってよかった。


　シアンがどれほどかき口説こうと、ドランブイには旅に出る気はなかった。何度かドランブイを連れて〈オン・ザ・ロック亭〉に赴き、旅に出ることの素晴らしさを説いたが、僅わずかな反応もすぐに消え、まるで既にお互いの離別が決定したかのような顔になった。


　その頃には、ドランブイの異様な作品づくりは城中に知れ渡り、時を同じくして飢餓同盟タルトタタンが都市パークの外壁に姿を現している。


　お互いの予感は徐々に募り、もう既に口にすることさえ必要もないほどになっていた。


　そんなある日、シアンは最後の機会として、ドランブイを連れて〈オン・ザ・ロック亭〉を訪れた。二人と一緒に、ガフも席をともにしている。誰もが、お互いが離れてしまうことなど考えもせず、それでいてそれを最後の晩ばん餐さんとして理解しているようだった。


　これまでの、互いが出会い、過ごしてきた日々が、三人の会話から流れ出て、店の空気に溶け込んでいった。互いが知り合ったばかりのように、話がはずみ、心地好い時間が過ぎていった。


　シアンが器用に火晶石マツチを砕き、宙に小さな火を浮かばせた。それでパイプに火をつけ、煙を吐いた。うまかった。もはやこれほどのものを味わうことはないだろうという確信があった。シアンは未来を捨てた。それは世界のとらえかたを自ら定めるということだ。


　シアンは常に過去を背負い、現在に生きることを決めた。いつか来るべき未来のかたちに頼らず、どんなに我が身も心も変わり果て、立って赴く場所さえ変わろうと、今ある自分、今ここにある場所を生き続けること──すなわち旅の者ノマドになることを選んだ。


　シアンは、何かを待ち望むものではなかった。追い求める者であり、そのために剣を手に出てゆこうとする者だった。





「長い旅の果てに、俺は理由ことわりの少女の存在を知った。その謎々エニグマを解き、それを育てた」


　シアンが、アドニスを見据えて言った。


「謎々エニグマの名は、〈石の卵〉──それを、〈硬貨の国〉では〈賢者の石シユタインデアヴアイセン〉と呼んだ……」


　既にお互い剣を手に取って向かい合っている。だが、アドニスには相手の剣を砕ける自信がなかった。シアンのとてつもない存在感が、猛烈な圧力となってアドニスの気を叩たたいた。それに抗あらがうようにして、問うた。


「まさか、理由ことわりの少女とは神の……？」


　シアンが不敵な笑みを浮かべた。


「古いにしえなる神代の世に、機械仕掛けの神デウス・エキス・マキナを遣わし、楽園世界の支配者とした、真なる神の存在が、その背後にある。そしてそこから先は、お前が自分で見出せ。さもなくば、ここで死ね」


　アドニスの顔から表情が消えた。


〈錆びた爪ラステイネール〉を手に、猛然と駆け込んだ。





　どれだけの時間が過ぎたのか。


　もはや昼も夜もないこの空間では確かめようもなかった。


　アドニスは〈錆びた爪ラステイネール〉を握ったままぶっ倒れた。猛烈な血の臭いが鼻をつく。左腕に痺しびれるような痛みを感じた。あまりの劇痛に、もはや痛みを熱や痺れとしてしか認識できていないのだ。ちらりと目をやると、左手が剣の柄つかを握ったまま半ば千切れていた。アドニスは仰向けに寝転んだまま深く溜ため息ついた。


「お前は、これまで俺が手掛けた中で、最も気難しくて強情な教え子だよ」


　シアンもまた溜め息ついて、アドニスの腕の治療に当たっている。シアンが、珍しく手ずから聖灰と包帯を持って近づくと、それを拒むようにしてアドニスが後ろに下がったことを言ったのだった。


「子だって……？」


　アドニスが嘲あざ笑わらうような素振りを見せた。


　その途端、目の前が真っ白になった。シアンが拳こぶしで殴ったのだ。問答無用だった。


「親の気持ちにでもならねば、お前なんぞ殴る気にもなりァしない」


　そう言って、アドニスの腕を治療し終わるや、傷の上から思い切りひっぱたいた。


「痛いか？」


　アドニスはもはや声も出ない。痛みに震えながらのたうち回っている。ただそれでも剣の柄から手を放してはいなかった。


「ふん。生きている証あかしだ。たっぷり味わえ」


　にやにや笑って言うと、さっと背を向けてアドニスから離れた。


　向かう先に、いつの間にかまた扉が現れている。


　その背に斬りつけてやろうかと、痛みを押して身を起こすが、にくいほどに隙がない。


　そのアドニスの気配を察したか、シアンが僅かに振り返って、にやりと笑った。


「いつか殺してやる」


　アドニスの呟つぶやきとともに、扉が閉ざされ、ふっとかき消えた。あとには茫ぼう漠ばくとした空間が広がった。


　アドニスはどうにかして身を起こすと、いつの間にか用意してある食事を摂り、包帯だらけの姿のまま湯につかった。とてつもない痛みが全身を襲っていたが、どうやら湯に聖灰を溶かしてあったらしい。呻うめきながら湯の中でのたうっていると、目に見えて傷が塞ふさがっていった。


（剣士たちの屍しかばねを苗に作り出した、魔法の薬か……）


　聖灰について、アドニスはひっそりと口の中で呟いた。


　自分が死の灰を撒まいて回ったときの記憶が急激によみがえってくるのに、唇を嚙んで耐えた。


　途端に、痛みが走った。無意識に、包帯の上から、傷に爪を立てている。


「痛い……」


　口が勝手にその言葉を呟いた。


　そっと爪を傷から離し、湯に血が滲にじむのを見詰めた。痛みが幻にすぎず、また他者と触れ合うといえば、負傷と痛み以外のなにものでもないと思っていたことが、無性に歯がゆかった。アドニスはやけにいたたまれない気持ちで、そのまま辛苦に満ちた感情が流れ去り、やがて静かな時間が満ちるのを待ってから、湯を出た。


　知らぬ間にまた衣服が用意されていた。その色は徐々に変化している。今度のは黄から赤みへと移りゆくような色合いだった。恐らく、時間の経過を知らせるつもりで、ドランブイがこれを用意しているのだろう。あるいはそれは、アドニスの修練の進み具合によって、色が時刻のように変わっていっているのかもしれない。この閉ざされた空間では、なんとも判断がつかなかったが、アドニスは不思議と満ち足りた気持ちでそれに着替えた。


　アドニスは剣を握ったままベッドに横たわり、目を閉じた。


　ふとまた目を開くと、横向きになって背後に隙間をつくった。首を伸ばし、まるで何かを催促するような、待ち構えるような恰かつ好こうになった。苦笑した。目を閉じた。そのままの姿勢で眠りを待った。


　うとうととしかけたとき、ふいに柔らかく暖かなものが頭を支えているのに気づいた。


　用意した隙間に、ドランブイがいた。


　声はなくとも匂いで判った。アドニスはまた微かすかな苦笑を洩らした。その途端、鼻の奥を熱いものが刺すような感覚に襲われた。まさかと思った。なんと涙ぐんでいる。胸をつく激しい感情にはっとして身構えたが、それは決してアドニスを傷つけなかった。自分の凍えた心を溶かし、包み込むかのようなこの感覚を、どう名づけたらよいのか。アドニスは僅かなためらいののち、それを温もりと名づけた。涙が頰を滑り落ちてドランブイの膝ひざを濡ぬらした。相手に涙を気づかれた。


　だがもはやそんなことはどうでもよかった。


「まるで家族ごっこだ……」


　ドランブイの手の平が、アドニスの髪を優しく撫なでていた。


「ままごとで救われてりゃあ、世話はない……」


　声が震えていた。それをごまかすように、剣を握り締めて背を丸めた。相手の膝に頭を乗せたまま、ゆっくりと静かな呼吸を繰り返した。暖かい闇がアドニスを包んでいた。


「……あんたが、あの〈唸る剣ルンデイング〉に託した未来の形を……俺も、見てみたい」


「あの剣は、未然形アンテ・フエストウムにつくってあるわ」


　ドランブイが、囁ささやくように言った。


「生まれる前の鋼……永遠に、生まれ続ける剣」


「ああ……そうか。それが、あの剣の秘密なのか。あれだけの闘いを経験していながら、一向に剣が成長する気配がないのは……」


「あれは、成長ではなく、生成するものだから」


「あんたが、俺に何を望んでいるのか……この剣を振るっていると、判る気がする」


　ドランブイの手が、つと、剣を握るアドニスの手の甲に触れた。


「その剣は、已然形ポスト・フエストウムにつくってあるわ」


「ああ」


「錆さび果てた鋼……永遠に枯れ続ける剣よ」


「ああ、そうだ……判る気がする。あんたの意図が。この剣で、あんたは俺に神を……そして、ベルを……」


　言葉が、闇に溶けるようにして消えた。それは実際にあらわれるまでは決して見定めることの出来ない、未来の形であった。アドニスは考えを振り払うようにして瞬きした。涙はもう引いていた。


「俺の手に、触れない方がいい」


「言ったはずだわ、あなたがそのように呪いを定めているのだと」


　ドランブイの手をふりほどこうとして、アドニスの目が大きく見開かれた。


「なぜ……」


「呪いの源泉はあなた自身……敵意と憎悪で世界を満たしているものの、本当の正体」


　呆ぼう然ぜんとした。思わず傷を押して起き上がっていた。ドランブイを見た。ほとんど互いの息がかかる距離でじっと相手を見詰めた。震えが起こった。


「まさか、そんな……」


　わななく手でドランブイに触れた。ちりちりとその衣服が腐り、ほつれる感触に、ほっとしさえした。だがそれもすぐに止まった。ぴたりと相手の胸元に手の平を当てたまま、ただ温もりだけがアドニスの手に流れ込んできた。アドニスは苦笑した。


「なんだ……」


　力なく笑いが零こぼれた。


「こんなに……簡単なことだったなんて……」


　笑った顔のまま泣いていた。


「世界はいつも手遅れになってから和解の手を差し伸べる……」


　剣を握り締めたままうつむいた。その姿を、ドランブイが両腕で優しく抱き締めた。





　高らかな剣撃とともに、激しく鋼の損壊する音が響いた。


　その直後、アドニスの体がものの見事に吹っ飛んでいる。どこをどう打たれたのか判らぬまま、血ち反吐へどを吐いて宙を舞うと、ぶざまに床に転がった。


「ようやく、少しは進歩したか」


　のんびりとしたシアンの声が聞こえてきた。


　見やると、シアンが、砕けた剣を放り出したところだった。半ばから斬り砕かれた剣身が完全に腐敗している。床に放られただけで、それが粉々に砕けてしまった。


　新たな剣を引き抜くが、アドニスが床に這はいつくばったままどうにも立ち上がれないのを見て、また床に突き刺した。


　用意していた聖灰と包帯とを手に、手負いの獣さながらに歯牙きばを剝むくアドニスの顎あご先を蹴け飛とばして牽けん制せいした。


「あとはお前、早いところその剣の刻印スペルを見み出いだせ。でなければ話にならんぞ」


　蹴られた顎の痛みが引くのを待ってから、ぽつりとアドニスが言った。


「なあ、あんたのこと、名前で呼んでいいかな」


「構わんよ」


「いつか殺してやるよ、シアン」


「誰と話しているつもりだ、小僧っ子」


　今度は傷を蹴り飛ばした。


　劇痛に喘あえぎながら、アドニスがシアンの足を摑つかんだ。


「あんた、腐らないんだな……」


　ぼんやりと、傷ついたような顔で呟く。


「馬ぁ鹿」


　その手をふりほどきもせずに、しゃがみこんで軽くアドニスの頭を小突いた。


「よく回る舌だ。喋しやべる余裕があるのなら俺の靴でも舐なめていな」


　にやりと、アドニスが不敵な笑みを浮かべる。


「……似合わんよ、馬鹿」


「……そうかな」


「本当に馬鹿だなあ、お前」


　くっくっとシアンが笑った。治療を終えて立ち上がる。それを見上げながら、アドニスが目を細めて言った。


「今、気がついた……」


「あん？」


「ベルは、あんたに倣ってるんだ。あいつにはじめて会ったときは、ただ男を装っているのかと思っていた。あいつは、自分の姿かたちをけっこう気にしてるから、女であることを相手に意識させないようにしてるんじゃないかと思ってたけれど……そうじゃない。ただ、あんたの喋り方や、笑い方や……そして、旅に出ようとすることを、あんたに倣ってるだけなんだ……あんたのことを忘れた、今でも」


「……ふん。あいつはいずれ、その俺にも行けないところに、足を踏み入れるさ」


　さして感慨を受けた様子もなくシアンが返す。そのさまに、かえってアドニスはシアンなりの照れを見たような気がした。ひどくおかしかった。


「何を笑ってる」


　応こたえる間もなくシアンがアドニスの胸元を蹴りとばした。


「お前もな。期待しているんだぜ。早く俺を楽しませるようになれ」


　痛みに呻うめくアドニスを尻しり目めに、さっさと扉から立ち去ってしまった。


「痛つっ……痛……痛い……」


　仰向けになって深い湖底のように灰青色にもやう天井を見詰めながら、繰り返し呟つぶやいた。


「痛い、痛い、痛いよ……」


　そうすることで、痛みというものが、長い時を経てようやく自分のものになろうとしているような気がした。





６




　闇の中で眠りのふちをただよっていると、ふいにまたドランブイがいつもの姿勢で現れていた。どうやらこの時間が、ドランブイが飢餓同盟タルトタタンの集合意識から抜け出て、自分個人の意識を持てる唯一の時間のようだった。


「一つ、思ったんだ……」


　ぽつりと言った。


「聞くわ」


　ドランブイが優しくいらえる。


「……俺に、最初に欠けていたものが何なのか。俺は……生まれたときに、母親がいなかったから……俺は、母親の乳を飲まずに、育ったんだ……温もりが、足りないまま……」


　口ごもりながら、訥とつ々とつとして言った。自分は何を言っているのか。かっと羞しゆう恥ちが湧いた。それきり絶句してしまった。


　だがドランブイは正確にアドニスが必要としているものを理解しているようだった。それこそみなまで言わせず、その帯タイを解ほどいていた。


「いいのよ……」


　衣きぬの滑る音が、言葉のあとに続いた。


　はっとした。目を細めた。アドニスは起き上がると、ゆっくりと振り返って向き合った。


　するすると帯タイがほどかれ、水族マーメイドにしては厚着だと思った、神官の法衣にも似た衣服の下から、その理由を告げるようにしてドランブイの上半身があらわになった。


　無惨のひとことに尽きた。


　水族マーメイド特有の、滑るような白い肌だった。首筋や肘ひじの当たりから藍あい色に輝く鱗りん骨こつが生えている。その至る所に、肉のひきつれや瘤こぶが、切り刻まれ、焼き切られた跡を見せていた。


　自分が作り出してきた様々な剣の刻印スペルを、我が身に刻み込んだ裸体であった。刺青いれずみであるものはまだいい。中には明らかに刃で抉えぐったものや、刻印スペルのかたちに肌を焼いた火傷やけどのあとなど、異形の傷きず痕あとが、ほとんど全身に及んでいる。


　アドニスの口から嘆息が零れた。


　均整の取れた、張り詰めたように豊かな肉体であるだけに、いっそう惨むごたらしい印象を受けた。だがしかしなお、それはアドニスの目に美しく映えた。それらの傷は神との一歩も引かぬ戦いの痕であり、この女が今なお壮絶な戦おこないの渦中にある証あかしだった。アドニスは闇に棲すまう聖母たる姿をそこに見み出いだした。その姿はあらゆる聖せい痕こんを一身に引き受けてなお、[image: ]りんとして神々しくさえあった。そこでは醜さと美しさとが見事に同居していた。醜悪な傷と苦痛の痕跡あとが美しい姿態の内にすっかり引き受けられ、その美しさが醜い傷によってむしろ輝くように映えている。


　アドニスは、一方の手に〈錆びた爪ラステイネール〉を握ったまま、その裸身に恐る恐る手を触れた。


　傷のかたち、肌の滑りと温もり、息づく鼓動の感触が伝わり、闇の中で白くほのかな輝きを帯びて清浄なる気配を湛たたえ、静かに坐いますこの聖なるものの前にアドニスは胸の詰まる思いでひざまずいていた。


　その目の前で、肉体に刻み込まれた刻印スペルの一つがふと赤く染まった。かと思うと、ふっくらとした血玉を溜ため、にわかに血に濡ぬれていた。まるでそれが、今このときにアドニスを迎え入れるべく刻み込まれたものであるかのように、少しずつ血が溢あふれだし、一筋の赤い線を引いて乳房を滑り落ちていった。


　──NOWHERE


　奥深く優しい微笑みに促され、アドニスは血に染まるその刻印スペルに唇くちづけた。


　甘く暖かい鉄かねの味──はじめてドランブイとおもてを合わせた際に飲んだあの災いの種アツプル・シードにも似て、それは口の中に広がるとともに全身に広がってゆくようで、アドニスをどこか遠くへ、深しん淵えんなる場所へと決定的にいざなっていった。


　刻印スペルの流す血は闇になお赤く映えた。おぼろに白く闇を裂くドランブイの裸身を流れて胸乳に跳ね、アドニスの唇と舌がそれを吸った。それはまさしく血の授乳であった。


「ああ……」


　ドランブイが妖あやしく熱を帯びた声を洩もらす。


　優しく静かにアドニスを抱き締め、生まれたばかりの赤子をあやすように愛あい撫ぶした。


　血に染まる乳首を唇に含み、アドニスの目に哀しい光が溜まった。光が溢れ、雫しずくとなって零こぼれた。雫はドランブイの胸元にこぼれて滑り落ち、奥深い闇に飲まれていった。


　くぐもった声──


　それがやがて嗚咽おえつに変わり、アドニスは激しくすすり泣いた。


　あたかも産声のように。





　闇の中の、どれほどともつかぬ時間の流れの中で──


　アドニスは再び一人になっていた。


　ほのめくような灰銀色の輝きを帯びる剣を手に、じっとそれを見詰めている。


　その剣が求める握り手の感応に、ゆっくりと少しずつ、確実に応えてゆく。


　もう、甘えは必要なかった。それがどれだけ滑こつ稽けいに見えようと、それがどれほど幼い頃のことであろうと、その瞬間に戻ってやり直さねば先に進めない、克服の時は過ぎた。


　やがて、無限に繰り返されるかと思われるような、綿密で、精こまやかな、精神の作業を経て──


　それが現れていった。





　一睡もしていないような顔で、アドニスはやって来たシアンを出迎えた。


「見えたよ」


　短く、そう告げた。


「ほう」


　面白そうにシアンが笑んだ。


　いまだ三百本以上ある剣の群から、手近な剣を引き抜く。


　シアンの手に取られた剣の〈？クエステイオン〉を、アドニスは不思議な穏やかさで見詰めた。


「ずいぶんと甘えさせて貰もらった。お蔭かげでようやく、一人で立てるようになった気がする」


「知った風な口をきく前に、剣を構えてみな」


　アドニスが、ことさらそれをみせつけるでもなく、静かに剣を構えた。


　その片刃の、左側の腹に、今はっきりとそれが刻み込まれているさまが、シアンの目にも映った。


　──NOWHERE


　それはそういう刻印スペルであり、ドランブイの見据える未来をあらわす、一つの形であった。


「どうして、この剣を振るうのが俺なのか、判ったような気がする」


「ふふん」


　さも楽しげに、シアンが剣尖きつさきを向けた。


「来い」


　ゆらりと、アドニスの身体が動いた。


　恐ろしく無防備に見えて、見事に体を崩さず、するすると足を運んだ。アドニスにしてはごく珍しい、愚直なまでに真っ直すぐな運びである。シアンが剣尖を僅わずかに揺らして誘う。だがそれをしっかりと見詰めていながらも体の動きはぴたりと崩さない。かといって身を硬く強こわ張ばらせているのでもない。しなやかな動作で、またたく間に戟げき尺しやくの間に入った。ひゅっ、という剣が空を切る音が、剣撃の音と同時に聞こえた。真っ向から互いの剣が打ち合った。これぞ剣楽と思わせるような、美しく誇り高い音が、二撃、三撃と鳴り響いた。


「む……」


　シアンが唸うなった。涼しげな顔はそのままに、目が歓喜とも驚きよう愕がくともつかぬ色に満ちた。


　刹せつ那な──その正当なる剣楽以外の何ものでもないような剣撃の応酬に異変が起こった。


　シアンの剣が目に見えて腐敗の色を帯びてゆくのである。十合と打ち合わせてはいない。打ち合った箇所がそれと判るほど、青黒く染みを浮かばせ、鋼の肌がささくれた。ぐにゃりと刃が歪ゆがんだ。亀裂が走った。


　かあん。乾いた音を立てて〈？クエステイオン〉が粉々に砕け散った。半ばから消しとぶようだった。


　一瞬にも満たぬ間に、シアンは目にも留まらぬ素早さで新たな剣を引き抜いている。アドニスが次々とバンブーから剣を抜き放つよりも数段早い動作だった。


　アドニスは満足した。このまま今の剣闘の流れを崩したくなかった。このままゆけば確実に自分が見るだろうものを、この先に見てみたかった。


　更にシアンの剣を砕いた。三振り目が抜かれた。今やアドニスの剣技は正当なる洗練に満ち、それでいてその手に振るう〈錆びた爪ラステイネール〉は異形の姿をあらわそうとしていた。ぐねぐねと剣身が歪んで伸び、刃が牙きばを剝むくようにささくれ、剣尖はさながらかぎ爪だった。


　手に握る柄つかさえ腐敗の色を見せながら伸びた。その形状の変化につれアドニスの手法も自然と変わりゆき、洗練された印象はそのままに、恐ろしく異様な剣技へと発展を遂げてゆくようだった。


　三振り目が、柄もとから木端微み塵じんに砕けた。


　シアンが更に剣を抜く。真っ向から打ち合うのをわざと避け、僅かに相手の剣筋を避けるためだけに刃を当てるようにする。かつてアドニスがティツィアーノの赤い胎はらの中で見せた剣技そのままに、りゅうりゅうとしたしなやかさと軽さで打ち流し、確実に相手の最も弱い部分を刺突斬ざん撃げきする。


　だがそれをアドニスはかつての自分を打ち砕くように、次々と剣撃を繰り出しては徐々にシアンを追い詰めていった。〈？クエステイオン〉を刻まれた剣が生気を奪われるようにみるみる枯れきり、真っ向からの剣撃を受けた瞬間、錆さび切った破片をまき散らして砕けた。シアンが横ざまに跳ぶのが一瞬遅れていれば、その身を両断しかねない剣撃の鋭さであった。


　五振り目が抜かれた。もはやアドニスの剣はさながら、螺ら旋せんを描く首切り鎌だった。その剣の振るわれる音たるや、掠かすれた嘆きの声に似て、どこか奇妙に肉声を思わせた。ともするとそれは、おぞましくも美しいその剣風の音に惹ひき込まれ、自らその刃の前に首を差し出しそうになるような、異様な錯覚を引き起こすていのものであるのだった。


　その剣の振るわれる音に、妖しく響き渡るなにかがにわかに重なった。


　──ＮＮＮＯＯＯ……！


　──ＷＷＷＨＨＨＥＥＥ……！


　──ＲＲＲＥＥＥ……！


　ぞくりとシアンの体毛が目に見えて逆立った。それほどに圧倒的な異様さで、アドニスの〈錆びた爪ラステイネール〉が慟どう哭こくの声を上げていた。


　輝くような赤錆の色を十じつ爪そうに帯び──


　アドニスが陶酔にも似た表情を浮かべ、爛らん々らんとした光を目に溜めた。その剣は止まらない。あたかも振るわれるほどに迅速に鋭さを増すようであった。あるいは実際そうであるのだ。シアンが六振り目を抜く間をかせぐために、大きく後方へ跳躍せねばならなくなっていたのがその証あかしであった。信じ難い速さでアドニスの全身が迅はしった。


　素早く抜き放つと、刻印スペルを記されていない方の刃の腹に、見事な確実さで筆記魔法グラマーを書きつづった。剣が振るわれ、〈錆びた爪ラステイネール〉と打ち合い、魔法によって防御力を上げられたそれが、激しく炎熱を発した。ただ単に炎を放つのではない。どのような魔法を帯びたのか、炎が風に巻いて宙に舞い、四方八方からアドニスに迫った。


　アドニスの目に僅かに動揺が走り、そしてにわかにこれまでに勝る迅速さを発揮した。


　剣が自らアドニスに刃の軌跡を示すように、この形状であるからこそこのような剣技が可能となるのだと思わせるような見事さで、なんと炎を切り払った。まるで舞踏である。剣の舞いが、宙に放たれた魔法による炎の仮象の生命さえ吸い取るかのようであった。


　またたく間に炎が消え、ついでシアンの振るう剣の防御力が打ち合うごとに目に見えて落ちた。錆び果て、砕けた。更に抜き放つ。だがそれはほとんどふりに等しかった。抜いた途端に敢えてそれを砕かせ、その隙にようやく次の剣を手に取っていた。


　もはや何振り目かなど判然とせぬ。ついにその異形の剣身をあらわした〈錆びた爪ラステイネール〉が次々と〈？クエステイオン〉を食らってゆく。鋼のかけらも魔法の効力もなにもかも文字通り食われて吸収され、〈錆びた爪ラステイネール〉の新たな腐敗の成長の糧となるのだった。


　そのさまは実に飢餓同盟タルトタタンの存在する動機モチーフそのものをあらわし、永遠の飢えに満ちた闇の剣はいまやアドニスの手にあって真なる嘆きの叫びを上げていた。


「申し子か……」


　シアンの呟つぶやきが、ふしぎな響きを帯び──


　その声を、アドニスの剣撃が苛か烈れつにかき消した。


　剣撃は唄うたうように告げている。


　──真に懐疑することに、意味などない！


　剣と、またアドニスとが、ともに感応を込めて空気を震しん憾かんさせた。


　──理由ことわりさえ要らぬ！　この世のあらゆる答えが問いの闇に飲み込まれ、懐疑の刃に八つ裂きにされるさまをただ欲するのだ！　この刃をもって問われたものは、存在そのものを死に至らしめられる！　永遠に枯れゆく已然形ポスト・フエストウムのかたちをなして未来なる闇にただ飲み尽くされてゆけ……！





　藍あい色の闇に包まれながら、アドニスは剣を肩に抱いて、ベッドに座っていた。


　やがていつもの匂いがふっと鼻をつき、確かな重みがベッドを微かすかに軋きしませると、温もりがかたちをとってすぐ背後に現れていた。


「もう、その必要はない」


　厳しく引き締まった表情で、目の前の闇を見詰めながら、言った。その目は鋭く凍えながら、ただ己を閉ざすことに腐心していたかつてとは違い、妖あやしい不敵さを帯びて、目を合わせる者に畏い怖ふにも似た感動を起こさせるものであった。


　そして、それが、ふっと柔らかく微笑する目になって、背後のドランブイを振り返った。


「またどうせ……甘えたくなるだろうから」


　艶つややかな笑みを返し、ドランブイが頷うなずいた。無限の包容を思わせる様子で、アドニスの手を取った。


「お前に、飢餓同盟タルトタタンの〈牙〉を与えるわ」


　これからアドニスに為すべきことがらを予感させ、ひっそりと呟いた。


「お前は、旅の呪いを負いながらこの世に生まれ、神なる王国への懐疑に生きてきた。闇の申し子よ……飢餓同盟タルトタタンはあなたを迎え入れることで、その法テーマをより確固としたものに成り立たせるでしょう」


「飢餓同盟タルトタタンの、法テーマ……」


　ドランブイは、それが何であるか答えぬまま、ひっそりとまた頷いた。それは言葉にあらわせるものではなかった。それがアドニスにも判った。


　ふと、それまでアドニスが見詰めていた闇の向こうで、幾つもの気配がにわかに生じるのを感じた。


　アドニスは油断なく振り返り、目を凝らしてそれを見み出いだした。


　闇に、ドランブイと同じように異空間を開きながら、次々と現れてゆく者たち──


　その全てが妖しく異形を帯びていた。


　一族自慢の角に無数の釘くぎを打ちつけた水角族ミノタウロスの男が、闇にうっそりと佇たたずんだ。


　全身に包帯を巻き、その上から筆記魔法グラマーとも演算魔法マスマテイクスともつかぬ意味不明な印スペルを滅多やたらと描き入れた水族マーメイドの女が現れた。かと思うと両の瞼まぶたを銀の糸で縫い合わせた上に、瞼に〈目〉を意味する印スペルを刺青いれずみした月瞳族キヤツツアイズの少女がその傍らに立った。弓瞳族シーブアイズの少年の指は拇おや指ゆびと小指を残して全て切り落とされ、失われた指の代わりに三本の金の鎖が肉と骨を貫いて垂れ下がり、鎖の先には〈指〉の印スペルを模した見事な細工の鍵かぎが、シャラシャラと澄んだ音を立てて触れ合っている。


　他にも、老人から子供まで雑多な者たちがいた。半分以上がアドニスの知らぬ種族の者たちである。その様子は、常なる者が見ればその場で卒倒しかねないほどに異様でおぞましく、何より恐ろしいのは、堪え難い魅惑と美しさを、そのおどろおどろしさの中にはっきりと湛たたえていることであった。みなそれぞれがそれぞれの由縁をもって我が身を異形と化さしめ、飢餓同盟タルトタタンに身も心も委ゆだねた、闇の者どもであった。


　みな黒い外がい套とうのようなものを着て、そのどこかに共通の印スペルを書き込み、あるいはアドニスのように頭巾バンダナをしたりまた顔中に包帯を巻いたりして、そこにも同じような印スペルを書き入れている。若干の言語の違いはあれど、それが全世界に共通するという筆記魔法グラマーで、〈牙〉を意味するものであるのだということが知れた。


　それらの者たちの姿にも、アドニスは怖おじ気けや不快の表情を見せることなく、むしろ親しみさえ感じさせるような顔で見詰めた。実際、彼らがどのような経緯でその身を異形と化さしめたかを思うと、ひどく胸が騒ぐような気持ちとともに、彼らのその姿を美しいとさえ感じてしまうのだ。


　それはドランブイのあの全身に刻印スペルを刻み入れた裸身と同じだった。何らかの理由から、さまざまな国のさまざまな法テーマから疎外され、それでいながら絶対的にそれに支配された者たち。そしてそれと争ううちに、やがてあらゆる楽を失い、闇へといざなわれていったその過程と動機モチーフとをあらわす、哀しくも[image: ]りん然ぜんたる姿であるのだった。


「彼らはあなたの影に潜み、あなたの手足となって働く者たち……飢餓同盟タルトタタンの、牙の役を担う者たちよ」


　そう言うドランブイの手が、アドニスの赤い頭巾バンダナをそっと外した。


　白はく皙せきとした額があらわになり、ドランブイの唇くちづけが火のようにそこに点ともった。


「これで俺も、お前たちのお仲間入りか……」


　安らぐような笑みを見せ、嘆息するように呟いた。


　目を閉じ、されるがままに任せると、ドランブイが一方の手を取ってきた。その中指に唇づけると口にくわえ、指全体を湿らせ、吸った。目を閉じていながら、自分のその指の爪だけが、赤く錆さびの色を浮かべるのを悟った。その爪をゆっくりとアドニスの額に持ってくる。さきほど唇づけた辺りに、ひどく静かに爪を潜らせた。


　いったいどういう手段を用いているのか、爪は剃刀かみそりのように鋭くアドニスの額を裂いた。


　肉が抉えぐれ、骨にまで達するのではないかと思われるほどの劇痛が走った。だがアドニスはむしろ恍こう惚こつとした表情をたたえ、ドランブイが自分の指でなにごとか自分の顔面に描き入れてゆくのを甘んじて受け入れた。血がしたたり、瞼を濡ぬらし、涙のように流れ落ちてゆく。指が額から徐々に鼻筋を降り、瞼のすぐ下から頰を切り裂いて進み、やがて左の顎あごの下で骨に食い込むようにして止まった。


　既に最初に爪が抉った箇所では痛みが引いてゆき、不思議な快美感を伴って傷がふさがれていった。とともに、その顔面に刻いれられた刻印スペルが、アドニスの顔貌かおの内側へと染み込むように消えてゆく。


「闇は、光よりも暖かかった……」


　アドニスが、苦く悶もんと快美の狭はざ間まで囁ささやいた。


「それが、俺の動機モチーフの全てだ」


　口の中で、あの災いの種アツプル・シードを飲んだときの味がにわかに広がった。その澄み切った甘さは全身にゆき渡り、闇の中にアドニスの五体も心も全てを溶かし尽くした。


　周囲で〈牙〉の群が、おうおうと嘆きの声を上げるのが聞こえた。


　──ＮＮＮＮＮＮ……！


　──ＯＯＯＯＯＯＷＷＷＷＷＷ……！


　──ＨＨＨＨＨＨＥＥＥＥＥＥＲＲＲＲＲＲ……！


　妖しの声を上げ、さながら何者かの誕生を祝うように、手に手に火ひ搔かき棒を持ち、枯剣を振りかざし、錆びた楽器をかき鳴らしながら、ひどく厳かな様子で彼らはアドニスとドランブイを囲み、騒ぎ狂った。


　血で濡れた顔を上げ、アドニスはゆっくりと目を開いてその様子を振り返った。陶然とした表情かおだった。ドランブイが優しく静かにアドニスを背後から抱き締めた。甘美なる災いの種アツプル・シードの味と香りが辺り一面に満ちていた。


　かくて、闇なる申し子は真に飢餓同盟の一員として迎え入れられたのであった。
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　ノックの音で我に返った。


　ベルはふと辺りを見回した。


（いったいここはどこなんだ──）


　自分の部屋。都市パーク──中位東ミドルイーストの街。剣士たちの集落のその一角──東の宿舎。


　とりとめもない認識が、頭の中でこだました。


（どうして私は……ここにいるんだ？）


　散乱した部屋。ぴったりと閉ざされた窓とカーテン。うす暗い部屋に、ぼんやりと陽光がにじんでいる。時刻は黄から赤へ。にじむような赤。なぜだかとても嫌な時刻だ。


（なんだろう。私は何を考えてる？　考えなければいけないことなんて──）


　ぼうっとした顔のまま、ゆっくりと首を横に振った。頭の痺しびれはそれでもとれない。べッドの上にいるのだという感触をふと覚える。いったいどれだけの時間、同じ恰かつ好こうでいたのか。肩に剣を抱いたまま、


（斬るんだ）


　膝ひざをかかえてうずくまったまま。お尻しりが痛い。少し身体を移動させる。楽になった分、だるさが襲った。キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉はどこにいったのだろう。最後にその姿を見たのがいつだったか思い出せない。


　キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉のイメージが、自然と食事に結びついた。食事。寝過ぎてしまうのはあまり食べていないからだろうか。食卓の方へ目を向ける。開けっ放しのドアから、ダイニングの床が見えた。皿がひっくり返ってちらばっていた。片付けなきゃ。だいたいなんで食器が床にあるんだ。斬る。食器が床に。風がないな今日は。


（俺が……斬れるか）


　風がないのは窓をしめきっているせいだ。まずそれから始めよう。窓を開けて、それから、


（斬れないよ）


　剣を持って、


（どこへ行こうとしていたんだっけ、私……）


　皿を片付けなきゃ。最後になにか食べたのはいつだっけ。汗をかきすぎて気持ち悪い。食欲がないんだ。窓を開いて──


　またノックの音がして、ぐらぐら揺れる思考の渦から引き離された。


　玄関に続く廊下に、のろのろと顔を向ける。そのドアも開きっぱなしだ。


「誰だい」


　自分が喋しやべっているという感覚がまるでなかった。


「私だよ。ちょっといいかな」


　という返答がなければ、声を発したということさえ判然はつきりとしなかったのではないか。そう思わせるほどに、自分の心から離れたところで口が喋っていた。


「誰だ」


「……ベネットだよ、ベル」


　少し傷ついたような声。なんだってあんなに遠くから聞こえてくるのか。


　それに対しても、口が勝手に応じてくれていた。


「なんだい、何か用？」


　徐々に大きくなってゆく声で問いながら、うろんそうに自分の恰好に目を向けた。丈の長いシャツが一枚。それっきりだ。服はどこだっけ。衣装棚だなが目に映った。ぼんやりと、棚の木目を見詰める。幾重にも広がる波紋のような木目。その線を目でなぞる。するといつの間にか別の線に目が移っている。更になぞる。どうしてそんなことをしているんだ。


　窓を開けよう。まずそれから始めて、次に──


（斬るんだ）


　剣の柄つかを強く握った。ぎしっと、柄に巻いた獣皮が乾いた音を立てる。それを振るう対象がどこにもないまま、目が爛らん々らんとした光を溜ため、凄せい惨さんな表情がベルのおもてを覆った。


「ベル……？」


　また、はっとした。自然と溜め息が出た。体の力が抜けていった。誰かがなにごとかをドアの向こうで言い続けている。誰が？──ゆっくりと思い出す。


「見舞いに来たんだ、ベル。よかったら入れてくれないかな。君の好きなマイセン茶の葉と、干し花を持ってきたよ。それともホープ酒がいいかい。両方、持ってきたよ」


「なんだって？」


　ベッドからのろのろと立ち上がった。右手に剣を握ったまま、じっとドアを見詰めた。


「ホープ酒だよ、ベル。君はあまりお酒はたしなまないけれど、これだけは君も好きだと……」


「違う、そうじゃない。なんだってそんな物を持ってくるんだ？　私が頼んだのか？」


　剣を手に引きずりながら、玄関までずるずると歩いていった。剣尖きつさきが床を搔きむしり、がりがりといやな音を立てていた。


「見舞いに来たんだ。ピースの果肉もある。上等なやつが手に入ってね。他にも……」


「どうしてだよ」


「ピースは今が旬だからね。もうすっかり葉が色づく頃合だ。今朝、耕地で採れたてのやつを買ってきたんだよ」


「何を言ってるのさ。どうして見舞うんだよ。誰を？　何しに来たんだよ」


「君は──もう半はん季ときもそうして閉じ籠こもりっきりじゃないか。そうだろう？　だから私はてっきり……」


「半はん季とき？　何のことだ？」


（いったい私は──）


「君が戦闘に参加してから、ほら、君の方からギネスに頼んだじゃないか」


「あれから半はん季ときも経ったっていうのか」


　左手に頭を抱えて壁にもたれた。ベネットの喋る声にものすごく苛いら々いらさせられるものを感じていた。自然ともう一方の手に力がこもった。何かを握り締めていた。剣だ。


（斬れるか……）


　剣をここまで引きずってきたのだ。いったい何のために？　ぎらりと目がベルの意志を離れてドアを睨にらんだ。それから慌てて頭を振った。何でこんな目をしなけりゃならないんだ。風がないのは窓が閉まっているからだ。まずはじめに窓を開けて。そして剣を持って。


「斬るさ」


「──なんだって、ベル？」


「いや……なんでもない。それで、何の用なんだい」


「見舞いに来たんだよ、ベル。君を。具合が悪いようだからね」


「具合？　具合なんか悪くない。そんなこと──どうしてさ」


「だって君はもう半季も──いや、いいんだ。ともかく君に色々と持ってきたんだよ。あまり表にも出ていないようだから、食べる物にも事欠いているのではないかと思ってね」


「そんなことするなよ。やめてよ。どうしたんだよ。私は大丈夫だよ。確かに──少し、気分が悪いけど──大丈夫だよ」


「なら、少し時間を貰もらえないかな。話をしたいことがあるんだ」


「それは──話って何だよ。なるべくなら勘弁してよ、お願いだから」


「君は最近、元気がなさそうだから……」


　ドアの向こうで、ベネットがとうとう口ごもった。


　ベルの状態など、ドアを開かずともとっくに察している。それなのに自分でも嫌になるほど口が回らない。まるっきりいつもと勝手が違った。こんなにも口下手な自分がいるとは予想だにしていなかった。ベネットは口の中でもごもご呟つぶやくと、


（お前がいつもやっているように──優しく、ほら、もっと囁ささやきかけるように──）


「だから、見舞いにと思って……」


　そして、にわかにはっとした。左右の三枚耳ドライツエンがぴんと立ち、おののくようにぴくぴくと跳ねた。隻眼を大きく見開いてドアを見詰め、あたかもそれを透かして中を見据えるように、その目が悲痛なまなざしをたたえた。


　ドアの向こうで、剣がゆっくりと持ち上がってゆく様子が、殺気にも似た微妙な空気の震えとともにはっきりと伝わってくる。


　一方だけ残った右の目は、既にぼんやりとした視界しかベネットに見せてはくれない。片方の目をやられた時点で、いつかもう一方もそれだけ酷使されることに耐えられず視力を失うことは判っていた。その最後の光が──


（とんでもないことだ、ベネット！）


　心のどこかの、もう一人のベネットが、驚きよう愕がくの叫びを上げた。


（よせ、やめるんだ。どうしてそこまでしてやる必要がある。お前はいったいこの少女になにを見み出いだしたというのだ……！）


　ドア一枚隔てて、ベルが剣を掲げるのをはっきりと悟った。何のために？　誰に対して？


　早く何かを言わなければ──


（まるで音もなく吹き荒れる嵐だ）


　そう。自分ははっきりとそれをこの耳に感じた。


（あなたにしか出来ないよ）


　ギネスの言葉が思い出された。


（水族マーメイドの宿命だ──ベネット）


（光を……もう聖灰でも癒いやせない）


（構うものか。そのお蔭かげで私は強くなった。強くなれた。多くのものを得て、心の呪じゆ縛ばくから解き放たれた。私は……）


（本当にそうか？　本当に失うことになるぞ。今はまだ──）


（今これを行わないで、いったい何のために私は強くなった。このためだ。今この時のためでなければ……そうでなければ、この強さは無意味だ！）


　それこそ音もなく吹き荒れるように──


　激しい葛かつ藤とうを飲み込んで、ベネットはゆっくりと目をつむった。


「ベル……」


　ドアのこちら側では、ベルは今にも心が弾はじけ跳びそうな、危うい表情かおで剣を握り締めている。その腕が小刻みに震えていた。何故、こんなにも自分を無力と感じるのか──何故、自分はこの剣であいつを斬ることが──


「見舞いに来たんだ」


　ぶつん。何かが音を立ててふきとんだ。


　思考など到底追いつかぬ猛烈な勢いで剣撃が放たれていた。今ならば斬れそうだった。無我夢中だった。手の中の剣は、しかしただの鋼の固まりにすぎなかった。それは一瞬たりとも感応を示さなかった。それが判っていた。一瞬に満たぬ雫しずくの時の中で、ベルの何もかもが荒れ狂った。何もかもが自分を無力だと蔑さげすんでいる。他にどうするすべがあるというのか。ただ剣を振るうことだけが──力の象徴だった。


「ベル！」


　一瞬、何が起こったのか判らなかった。


　ぴたりと剣が止まった。不思議なくらいにベル本来のしなやかな力が発揮されて、いったん放たれた剣を引き止めていた。


　剣の尖せん端たんが、浅く、ドアの表面に潜り込んでいる。ふいにぱらぱらと粉こな屑くずのようなものが落ちてきた。天井を見ると、剣尖が引っ搔かいたところが、弧を描いて削り取られていた。


　のろのろと目をドアに向けた。


　さきほどまでとは明らかに違う気配と声が、その向こうから届いてきていた。


「誰……？」


　震える声で、おそるおそる聞いた。


　そっとドアから剣を引き抜き、信じられないものを見るかのようにドアに目を食い入らせた。手に力がこもったが、さきほどとは違って、それは恐れるような期待に耐えるために剣にすがりついているのだと知れた。


　ふう、とわざとらしい溜め息が聞こえた。


「私よ、私」


　やたらと横柄な口調だった。


「早く開けなさいよ。色々と手に持ってるんだから、落としちゃうじゃないのよ」


「誰なんだよ」


「何言ってるの。色々持って来たわ。あなた、こういうのが好きなんだ。けっこう趣味がいいじゃないの。食い意地だけは立派ってことかしらね。あらでもマイセン茶よりも私はデミタス茶の方がおすすめよ。特にこの季節はね。そっちを持ってくればよかったわ」


「なんで……なんで、そんなことをするのさ」


「あなたね、この私が、わざわざ見舞いに来てやったのよ？　いいから、ここを開けなさいよ、ほら」


「だって私は……」


「傷ついているのよ。自分で自分の心を押し込めてしまわないとどうにかなっちゃいそうなくらい」


　ごとり。剣尖きつさきが音を立てて床に落ち、浅くめり込んだ。右手はそれでも剣の柄つかを握り、左手はゆっくりとドアの鍵かぎにかかった。一つ錠を外し、それを手に取ってドアノブの鍵を外すと、開いたノブに錠をかけ、おずおずと回し、光が滲にじみ、溢あふれ──開かれた。


「窓を……」


　ベルは、まぶしい光の中に佇たたずむその女に何と言っていいやら判らず、何度も口ごもった末に、言い訳するようにしてやっとそれだけを言った。


「窓を開けよう、開けようと思っていたんだ」


　相手は皮肉っぽく微笑した。嫌味な笑み──だが不思議なことに、それは不快ではなかった。いやあな笑みのそのすぐ下にある、ひどく優しい感情が目に見えるようだった。


　女が髪をかきあげると、首筋や肘ひじに生える彼女の種族特有の鱗りん骨こつがきらきらと陽光を受けて光った。


「凄すごい恰かつ好こう」


　ベルに向かって顎あごをしゃくった。丈の長いシャツを着たきり、何も身につけていないべルに、呆あきれたような顔を見せた。


　無惨な姿だった。ほとんど裸同然の肌が、引っ搔き傷だらけだ。女の目が、ちらりとそれを見た。傷のすぐ下を、青黒い痣あざがまるで鞭むちで打たれた痕あとのように縦横に走っている。それにも、女がちらりと目を走らせた。それから、見たぞ、とでもいうように、叱りつけるような顔でベルの顔を真っ直すぐ見据えた。


　二つの紫水晶のような瞳ひとみが、ベルの怯えたような黒い瞳と向き合う。


「あんた……目が……」


「色々、持ってきたのよ」


　ベルを遮り、押しのけるようにして、ずいと部屋に足を入れた。途端に、悲鳴を上げる。


「なんなのよこのひどい部屋は。まったく……いいわよ、片付けてあげるから、あなたはそこで寝ていなさいよ。あーあ、もう、これだから病人の見舞いは──ほら、早く扉を閉めなさいよ。髪もなにも滅茶苦茶なその恰好を誰かに見てもらいたいってわけ？　馬鹿じゃないの、あなた」


「な……なんなんだよ、いきなり。いったい、何しに来たんだよ」


　言われた通りまた鍵を閉め、不快を顔にあらわそうとして──失敗した。声が詰まった。


　女が両手いっぱいの荷袋を食卓に置き、呆れた顔を隠さず部屋のあちこちを見て回った。そして廊下でぼんやりと突っ立っているベルにつかつかと歩み寄ると、腰に手を当ててさも馬鹿にしたような風で首を傾げて言った。


「ぼけっとしてないでベッドにお入りったら。風邪引くわよ」


「あんた……死んだんじゃなかったのか」


「何言ってるのよ、あなた」


「だって……」


　女が目を細めた。両方の目を。左の眉まゆから頰にかけて、ざっくりと断ち割られた剣傷のあとが走っている。その傷の下にある目は、ベルの知る限りでは既に白濁し、聖灰の癒しさえ受けつけないほどに負傷しているはずだった。多くの場合、一方の目を失えば、他方の目を酷使することになり、結果として視力が衰え、やがて失明に至る。それでも日常の生活にあまり支障がないのは、目よりもむしろその三枚耳ドライツエンで世界をとらえる水族マーメイドの種族的な優性ゆえであるのだ。


　そう、この女は、水族マーメイドなのだ。


　男と女の性を同時に一つの身にやどす──種としての両性具有者。


「死んだと思っていた。男の方のあんたが私の前に現れたときから……ベネット、あんたは、死んでしまったのだと、てっきり私……」


　ベネディクティンは、否定も肯定もしなかった。


　ちょっと皮肉そうに笑っただけで、腰に当てていた手をベルの肩に置き、ゆっくりと、少しずつ、ベルの警戒を解きほぐすようにその身を引き寄せると、優しく抱き締めた。


「借りを返していないからね。あなたがゴードンを斬り、私の剣を斬ってくれた、そのお返し……」


　いたずらげな、本気とも冗談ともつかぬ口調の中に、なんだかとても哀しく切ない響きをベルは聞いた気がした。どうしてだろう。そう思った途端、ふいに鼻の奥がつんと熱くなった。


　ベネディクティンの手が、あやすようにベルの背を撫なでていた。


「お茶をいれましょう。マイセン茶でいいわよね。それから、ゆっくりと話を聞くわ。あんなに元気で向こう見ずだったあなたに、何があったのかを」


「私……私が、悪いんだ」


「あら、そうかしら」


「だって、私は──」


「どうしてかは、ゆっくりと、話したいように話しなさい。私はお茶をいれるわ。喉のどがからからよ。あんな大荷物、とても一日じゃ食べ切れないわ」


　そう言いながらもベネディクティンの手は優しくベルの背を撫で続け、暖かく豊かな胸にベルを抱き締めていた。いつしかベルは自分が泣いていることに気づいた。いつかの場合と逆だと思った。あのときは一方的にベネディクティンがベルにすがりつき、子供のように泣くこの女に心底うんざりしながらも、決して手を放す気にはなれなかったのだ。そのときのことを思い出し、ひどく安らいでいた。ベルは声を張り上げて泣いた。





「あなたは何も悪くないわ」


　ベネディクティンはきっぱりとそう言ってのけた。


「悪いと思うことで気が楽になるっていうのなら、別にそれでかまわないと思うけどね」


　部屋を片付けるベネディクティンはいかにも片手間に返事をしているようにみえて、それがむしろベルをほっとさせた。


　剣を抱いたままベッドに大の字になって寝転び、そうなのかなあ、と呟つぶやいた。


　目は天井の漆しつ喰くいが縦と横に何度も塗りたくられた痕こん跡せきを追っていた。縦と横に。二人の言葉がずっとそうやって交わされてきたように。どちらが縦でどちらが横なんだろうと思う。ふと首を傾げてみた。縦が横に、横が縦になる。ほら、と自分に向かって呟いた。


　二人の言葉──あるいはアドニスとベルと。そしてまた、ベルとベネディクティンと。


「そういうもんかなあ」


「そうよ。でもこの部屋の様子を見る限り、それであなたの気が楽になっているとは、とても思えないわね」


　呆れたように、馬鹿にしたように、ベネディクティンが言う。


　そしてぶつぶつとまたぼやきながら、部屋のあちこちを歩き回ってはてきぱきと掃除していった。


　部屋に入ってきたはじめから、この高慢ちきで鼻持ちならないくせにひどくベルを安心させる水族マーメイドの女はぶつくさと文句を言い続けながら、ベルをベッドに寝かせ、窓とカーテンを半分だけ開き、脱ぎ散らかされた衣服を洗濯していったのだった。


　実際、部屋の状態はひどいものだった。ただ散らかっていたり、汚れていたりというのではなかった。あらゆるものが、結局はベルの声なき悲鳴のようなものだった。山のように脱ぎ捨てられた衣服も、それがじっとりとした汗に濡ぬれているのも、水びたしの湯場バスも、それだけ執しつ拗ように着替え、風呂に入り、眠り続け、また汗だくになって目覚めるその繰り返しによるものだった。ひっくり返った食器も保凍器フリゴの中で放ったらかしになっている果物も吐いたあとも、叩たたき壊された水洗器ユチリテもばらばらになった椅子も傷だらけの壁も、全てやはりそうした精神の苦痛とその抑圧の悪循環の、ひどくストレートな、ベルらしいといえばこの上なくベルらしいあらわれだった。


　そしてその一つ一つを、ベネディクティンはベルに自分でそうと認識させるように、いちいち文句を言い、おおげさに悲鳴を上げては、丁寧に丹念にすみずみまで綺き麗れいに洗いすすぎ、掃除し──水族マーメイド風に言うならば、清め祓はらっていったのだった。


「冷めちゃうわよ」


　ベネディクティンが、ベルのすぐ脇にやって来てそう言った。


「ん……」


　まだいくぶんぼんやりした顔で起き上がったベルに、ベネディクティンが円卓テーブルの上に放って置かれたマイセン茶を差し出した。ずいぶんといい香りだ。つい誘われて手に取った。


「高価たかいだろう、これ」


「別に。私はこれでもね、上級剣士なの。あなたみたいにやくざな稼ぎで暮らしているわけではないわ」


　ベルは笑って一口すすった。カップの中で紅茶の色をした自分が波紋に揺れた。


「その……さっきの話だけどさ、ベネット。別に、私は、気が楽になるために自分が悪いと思ってるわけじゃないんだ。なんというか──そういう面があるなってだけで。確かに少し、それにとらわれ過ぎていたけど……」


「あら、どういうこと。何故あなたが悪いのか、よく聞きたいわね」


　ベネディクティンは不満げな顔で言った。


　もうすっかり片付け終わったのか、ベッドの脇に椅子と円卓テーブルを持ってくると、ベルの横顔を見るかたちで座り、持参したピースの果実の皮を剝むき始めた。果乳の匂いが快くベルを刺激する。その快さの中に微かすかな哀しみが混じっているように感じたかと思うと、それがいつかの綿猫ポツプスの記憶につながった。ガラス玉みたいな目で、自分の生まれてしまった世界を不思議そうに見上げていた彼らの無惨な出生と死が、これまでにない自然さでアドニスに対する幾つかの気持ちと記憶につながっていった。これまで常に遮られ、ふさがれていた思考の流れが、澱おりを取り除かれたようにすんなりと通ってゆく。


「私には、あいつの苦しみを判ってやれなかったし、逆に判ってしまってはいけないような気がしていたんだ」


　ベルは言った。


「そのくせ私のことを理解させようとして……あいつを私で一杯にしてしまおうとしていた」


「それはあいつも同じじゃない。あいつの方がよっぽどひどいわよ」


　呆れたようにベネディクティンが返す。しかしその口ぶりの底には、問いがあった。どうしてお互いにそうなったのかという問いだ。ベル自身がそれに気がいかないように心を沈めさせた本当の理由。それこそ裏切りと負傷の記憶の根ざすところに違いなかった。


　それを、ベネディクティンはぶっきらぼうに、あるいはそういうふりをすることでベルを肯定し、安心させ──ベル自らそれを悟るように促してゆく。その様子が、ベルには肌で雰囲気として感じられたし、またその程度には、ベルの直感力というか世界に対する鋭敏な感応力は回復していたのだった。


「私は、強いアドニスが好きだ」


　ぼそりと呟いた。またカップの中で自分の顔が揺れた。それが鎮まるのを待って、また呟くように言った。


「弱いアドニスを見ると私は不安になる。弱いアドニスは私を助けてくれない。逆に私を揺り動かしてしまう。私が弱いアドニスを理解することで、きっと私は強いアドニスという存在を失うことになってしまうんだ。だから嫌だった。解りたくなかった。そんなことになるくらいなら殺してやりたかった」


「言ってくれるわねえ。じゃあ、あなたは、そのお強いアドニス様に何を期待していたっていうのよ。あんな偏屈で臆おく病びようなやつに。それが問題じゃなくて？」


「旅に……」


　言いかけて口をつぐんだ。


「言いなさいよ」


　叱りつけるような声が飛んだ。


「何を気兼ねしてるの、気持ち悪いわね。はっきり言いなさいってば。で、なんですって？」


「旅に出ること」


　言ってから、おずおずとベネディクティンを振り向いた。


「しようのない子ね」


　本当にそう思っているような顔でベネディクティンが笑った。


「とっくに判ってるわよ、そんなこと。あなたは……旅に出るのね」


「私は……」


　手の中で紅茶が跳ねた。震えが止まらなかった。ゆっくりとベネディクティンの手がカップを受け取り、円卓テーブルの上に置いた。そのついでに皿に盛ったピースの果実をつまむと、ひょいと一つ放り込んだ。


「おいしい」


　どう？　とでもいうような目を向けてきた。ベルがちょっと戸惑ったように頷うなずく。すると二叉串フオークに刺して直接ベルの口元に持ってきた。果乳の匂いに甘い砂糖のような匂いがほんの微かに混じっている。食いついた。ベネディクティンがにこっと子供のように笑った。そんな顔も出来るのかと驚いた。えらく上等な果実を味わいながら、いつしか涙がぽろぽろ零こぼれ出した。甘さと辛さが口の中で縦と横に交わった。首を傾げてうかがうようにベネディクティンの顔を見た。縦が横に、横が縦に。


「私は、弱いあなたも好きよ」


　ベネディクティンが紅茶をすすっていった。


「心の底から、ざまあみろって、思えるわ。爽そう快かいね」


　ベルは泣きながら苦笑した。何も言わずに再び差し出されたカップを受け取り、一口飲んでピースの濃厚な味を洗い流した。すぐにまたカップを返すと、当然のようにそれが円卓テーブルの上に置かれた。何もかもが無造作で──自然だった。まるで二人が仲の良い姉妹であるように。実際それは家族的といってよかった。


「どうして、あんたみたいな嫌なやつに、ずっと会いたかったのか、判ったよ」


「あら、言ってくれるわね」


　ベネディクティンはくすくす笑って、円卓テーブルの上に置かれた品物に目を向け、部屋中を見回し、そして最後にベルを見た。こんなに親切にしてあげているのに、何か不服が？　とでも言いたげな目だ。嫌味ったらしい動作に、なんとも愛あい嬌きようがあった。あなたみたいな女に、こんなに好意を持ってくれる者が他にいて？


　──確かにその通りだった。


　この高慢ちきな女は、嫌味ったらしいことこの上ないしやたらと嫉しつ妬と深く、そしてそれだけ、出会った最初の瞬間から、真っ正面からベルに相対しようとした、ほとんどはじめての同性の者だったのだ。ベルの異形も、異常な出生も、異端なる力も、大地から遊離し続けることも、全て、ベネディクティンにとっては（何様のつもりよ、私より目立とうっていうの、私はあなたなんかとは比べものにならないほどこの都市ではちょっとした顔なのよ）といった実に即物的というか即応的な感情の対象に過ぎないのだ。


　なんとも単純で、自分と他人を比べるのが好きで、優越感にひたることに喜びを感じ──そんな接し方を、他の多くの女と同じように、ベルにしいたのだ。そこにはっきりとした目に見えるかたちで相手がいて、そして自分がいた。同じ部分で張り合い、同じ観点で認め合った。共通の思考──共感といっていいものを、ベルに施した、ほとんど最初の者であったのだった。


「あんたの側にいると、自分が佳いい女になれる気がする」


「ちょっと、どういうことよ、それ。あなたの引き立て役ってこと？　この私が？」


　かなり本気でむっとしたらしい。眉み間けんに可愛くしわをよせてじろっとベルを睨にらんだ。


「ははは。そういうとこがね……私を、普通の、色々な種族の者と一緒で、ただの女にしてくれるってこと。種族ってものを超えた、もっと大きな、なんていうか根っこのところで、あなたは私を見てくれた。腹は立つし、嫌な気持ちになることもあるけど、逆にそのお蔭かげで──気が楽になることもあるんだ。判るかな。その……うまく言えてるかな、私」


「さあね。あなたがそんなに嫌味がうまいとは思わなかったわ。あなたはね、ベル、綺き麗れいなのよ」


「は……？」


　さすがにこれにはぽかんとした。


　だがベネディクティンはかなり苛いら々いらした様子でベルを指差すと、今までどんな鬱うつ憤ぷんを感じていたのかすっかり吐き出すようにまくしたてた。


「自由なのよ、あなたは。美しさからも、醜さからも。どんな種族だって、その種族なりの美しさがあり、醜さがあるわ。どんな男も女もそれを基準にしてる。あなたは美しくなろうと思えば、ただそのままで美しくなれるし、醜くもなれるのよ。あなたはとても身軽で──自由だわ。強さも弱さも、全てみんなあなたの内にあるわ。そして私やアドニスみたいにあなたの存在が気になって仕方のない者は、みんなあなたの内側に入り込もうとしてしまうのよ。そのためにあなたの外見にとりついたり、壊そうとしたり、あなたを守ろうとしたりするの。あなたの内にあるものに触れたくて。それはあなたがただ存在するだけで、この世界に与える影響の大きさってやつよ。なんて悔しいの。そのくせあなたは観賞されてる花よろしく、それを見ている者の気なんか知らぬ素振りで自分勝手に咲いてるわ。せめて花がしょんぼり枯れているところを見てやらなきゃ──気が済まないわよ、実際」


「そんなあ」


　ベネディクティンの勢いにたじたじとなって、思わず泣きつくような顔になった。


「私だって辛つらいんだ。そんな風に言われたって、どうしていいか判らないよ」


　つい不満げな、ぐちっぽく、甘えた口調になる。


「判ってるわよ」


　しかしベネディクティンは素っ気なく顎あごをしゃくった。


「あなたみたいな女に一つだけ言わせて貰もらうとね、別段、男の所為せいで女になるだけが女であるってことじゃないのよ。あなた、腹が立つほど自分の中に女である由縁を沢山持っているくせに、ちっともそれを利用しようとしないのね。だからあなたは──あなたでいられるんだし、もしそれを利用したとしても、ちっともあなたは傷ついたりしないでしょうよ」


「なんだよ……そんな、怒んないでよ。私にはよく判らないよ」


「怒ってないわよ」


「怒ってるよ」


　ベネディクティンはなんともすました仕し種ぐさでぴっとまたベルを指差すと、


「ともかく、あなたは悪くないわ」


　そう言って、当初の結論に戻ったのだった。


「でもさ……」


「あなたが自分を許せない本当の理由なんか私の知ったことじゃないけど、その点では私は認めないわ。はっきり言ってね、純情ぶってるようで、腹が立つのよ。被害者だってんならそれらしくすればいいじゃない」


　これにはさすがにむっとした。


「ひどいこと言うなあ。余計に傷つくじゃないか」


「ざまあみなさいよ。そうしてるんだから」


「ひどいよ」


　すねたようにうつむく。ふいにまたこみ上げてくるものをごまかすように、唇を嚙かみ、眉まゆをひそめた。ベネディクティンが真っ直すぐそれを見詰め、優しく──不思議なことに、とても温かに、ベルを支え、包み込んだ。ベルは何かを言おうとした。冗談めいた、とるに足らないことを。しかし何も言えなかった。喉のどが震え、だんだんと嗚咽おえつするように、声のかたまりそのものが迫せり上がってそれを邪魔した。


「私はアドニスに一緒に旅に出てくれと言った……」


「ええ」


「あいつは、私となら、旅に出ても、色々と面白そうなことがありそうだって、言ってくれた」


「ええ。そうでしょうね。そうでしょうとも」


「それは、私が、寂しかったから……寂しさを寂しさとして感じるのが嫌で、そこから逃げ出したくて、アドニスを犠牲にしようとした」


「そうではないわ」


「そうさ。もしアドニスを一緒に旅に連れてったら、私はきっと、アドニスを支配して殺してしまうよ。私の求める通りに、私の望む通りに、まるであの神のようにアドニスを……」


「それはあなたが他者の気持ちに敏感すぎるからよ。もしあいつがあなたに対してそんな風に思っていたとしても、それはあなたのせいじゃないわ。あいつだって、無理なら無理と最初から断ればいいのよ、まったく……」


「アドニスは私に助けを求めていた」


「ええ。そうね。でも……」


「それなのに、私はアドニスが何に苦しんでいるのか、確かめもせず──」


「だからどうしたのよ。だから、全てあなたが悪かったっていうの？　全てとまでは言わないでも、せめてあなたがあいつに抱かれてやるべきだったって？　あなたってば、そういうところはまるっきり子供なんだから参っちゃうわよ。阿あ呆ほらしい。あなた、さっき自分で言っていたじゃないのよ。本当の理由を」


「……本当の理由？」


「本当という言葉が変なら、なんとでも言っていいわ。真の、とか、もう一つの、とか、そんなものを。あなたはどうしてあいつと一緒に旅に出ようとしたの？」


「私は──」


　また口ごもった。


　胸の内がその思いでいっぱいになり、一瞬、本当に張り裂けるのではないかと思った。


　そしてその瞬間、ベルははじめてそれと本当に向き合ったのだといえた。ベルは自分自身のあまりの感情の激しさに叫んだ。そうでもしなければどうにかなってしまいそうだった。だが実際はか細い悲鳴に似た声が切として洩もれただけだ。ベネディクティンの手の平が伸びてベルの頰に触れた。その手の甲の鱗りん骨こつが陽射しを受けて銀色に輝いている。ベルの涙が頰をつたわってベネディクティンの手に拭ぬぐわれながらあとからあとから零こぼれ、喘あえぐようにその声が出てこようとするのを、ゆっくりとベネディクティンが頷うなずき、促した。


「寂しいよ」


「ええ」


「寂しくて、おかしくなって、死んでしまいそうだよ」


「ええ」


「怖いよ。辛いよ。一人ぼっちだよ。誰も助けてくれないじゃないか。なんで……一人ぐらい私を支えてくれたっていいじゃないか。私を救ってくれたっていいじゃないか。どうして私はこんなにも一人なんだよ。どうしていつまでたっても私は、この──」


　それを、なんと言ったか。その心の有様を、あのとき、何と言ったか。


（お前の中で、そうして言い訳のきかないでいるそれを……）


　かけがえのない誰かがいつか教えてくれたその言葉が、ゆっくりと形をあらわして自分を引き寄せる。


「この郷愁を、どうにかすることが出来ないんだ」


　ベネディクティンがそっと頰を撫なで、頭を撫でた。励ますように、まるでよくやったとベルの功をねぎらうように。


「いつかどこかで、誰かが私に、そう教えてくれた……故郷を想って──理想郷に憧あこがれて──今いる場所も自分も愛せない──いつでもさまよってる」


「あなたは悪くないわ」


「旅の扉は開かないままで……あれを開くと、私はもっと孤独になってしまうよ。なんでだろう。どうして私は、なにか自分のことを知ろうとするたびに、こんなにも一人ぼっちにならなけりゃならないんだろう。いつでも私は迷子で、一人で、色々なやつらに助けられていることは判るくせに、それにちっとも満足できないままで……」


「あなたは、悪くないわよ」


「私は──」


「言ってごらんなさい、ほら」


「私……」


「ほら」


「私は、……悪くない？」


「ええ、そうよ。ほら、ちゃんと言いなさいよ」


「私は悪くない」


　呟つぶやくように言った。その手が自然と伸びて、ベネディクティンの腕を摑つかんだ。


「私が悪いんじゃない！　私だって……私……！」


「そうよ。ええ、そうですとも。そしてあなたは、どこへ行こうとしているの？」


「私は……自分の、本当の由縁を探しに──」


「ええ」


「この郷愁をどうにかするために、私は……」


「そうよ。あなたは、旅に出るのね。たった一つの法テーマをもった、たった一人の者になるのよ。そうでしょう」


「そうだ。ああ、そうなんだ」


　ベルはベネディクティンにしがみついて何度も頷いた。


「そうするしかないんだ。私は……そうすることでしか、生きていけないから」


「判ってるわ」


「私は、旅に出る」


「ええ」


「私は──旅の者ノマドになるんだ」


　その瞬間、ベルの心を覆っていた固く乾いた殻が吹き飛んだ。自分の中にうずまいてそれまで見たくも感じたくもなかったものたちが次々と溢あふれ返り、迸ほとばしった。


　喘いだ。


　必死で息を吸い込み、荒すさぶように泣きわめきながらそれを吐き出した。


「旅に……！」


「ええ、そうよ。お行きなさい、ベル。私たちはこの地にとどまって生きてゆくしかすべはないけれど……あなたの旅の果てにあるものを、私たちもまた信じてそれを願っているわ。いつかお互いを語り合えるように。お互いの旅を」


　ベルをあやすように抱き締めながら、ベネディクティンはひっそりと告げていた。





８




　時は赤から紫の刻ソワレへ。傷みと恕ゆるしとそして行方を失っていた意志の赴く先とを取り戻した幾つもの瞬間をふくみながら、陽はゆっくりと暮れていった。


　ベネディクティンは枕元の蛍光石ランプの刻印スペルを〈暗グラツセ〉から〈明オール〉に回すとともに、持参した光晶石の殻を砕いて宙に灯ともし、部屋におりかけた黄昏たそがれの闇をきれいに払いのけた。


　光晶石は城の主族が珍重する、とても高価な魔法の品だ。ベルも実際にそれを見るのははじめてで、何の熱も発さぬ光が目を痛めぬ程度に真っ白く昼のような明るさで部屋を照らすのを感心して眺めた。


「どう？」


　とベネディクティンが腰に手を当てて言った。


「言ったでしょう、私はね、こう見えても上級剣士なの。ただ財力があっても駄目。なかでも特に魔法の心得がない者には、この石は使えないわ」


　さも自慢げな口ぶりにも、ベルはただただ感心して頷くばかりである。


「ふふ……こうしてこの光球を宙に浮かばせておくのだって、あなたには無理ね。それにこれ、光を再び封じるすべを知らなければ、あと十日は消えずに照らしっぱなしよ。とてもあなたみたいな剣術一辺倒には使えない代物だわ」


　なんとも業腹な言いい種ぐさだった。だが確かにこのまま煌こう々こうと照らされた状態で放っておかれてはとても落ち着いて眠れないので、相手の機嫌を損なわない程度にぞんざいに頷くにとどまった。


　ベルの口から素直な賛嘆の言葉を聞こうとするのは無駄と悟ったか、ベネディクティンはそれ以上は何も言わず、日没の前からせっせとつくっていた料理を食卓に並べはじめた。


　ベルは食間ダイニングに座りながら、不思議なことに光晶石の照らす光はほとんど影というものをつくらないのに気づいた。恐らく光を魔法で操作しているのだろうことは判るが、いったいいかなる原理でそれがなされているのか、ベルにはさっぱり判らない。ちょっと悔しさが湧いたが、食卓に次々と並べられてゆく料理の方にすぐ気がいった。


「あなたの口に合うよう工夫してはみたけれど、ここらが妥協点だと思ってちょうだい。あんまり味が濃いと私が食べられないのよ。それにしてもあなた、やたらと濃い味が好きみたいだけど、全般的に不感症なんじゃないの？」


　いちいち余計なことを言いながらベネディクティンも食卓に着いた。


「うまそうだなぁ」


　それこそ素直にベルは言った。


　料理のほとんどが蓮レンの花実を食材にしたものだった。蓮は水族マーメイドの主食であるという。


　ベルはさっそく皿の一つに三角杓スプーンを伸ばした。蜂の花ロータスビーと呼ばれる蓮の一つで、蜜みつを搾ったあとの果実を煮込んだものだとベネディクティンが説明した。他の種族の間でも一般的に食されているもので、ベルの好みを考えてわざわざそれを主品に選んだのだという。


　見た目はごくあっさりとしているが、口に放り込んでみると実に多彩な味わいだった。


　花肉とりにくのような歯は応ごたえでしっとりとした甘みがある。黒香実チリのさやを擂すり潰つぶした香辛料の辛味にも引き立ち、果実のあちこちに穿うがたれた蜂の巣ハニカムの穴には、ベルには見当もつかぬほど様々な薬草香花が詰まっている。中には何かの花肉を潰して入れてあるものもあり、驚くほど複雑な、それでいて鉱泉ソーダ水で口をすすぐ必要もないほどあっさりとしている。次に手をつけた芙茎ストークの汁つゆも逸品だ。蓮の葉で巻いた菜肉の団子もいい。


「うまいよ、これ。すごいよ。さすがだ。えらい、よくやった」


　光晶石などよりも、こちらの方がよっぽどベルの気に入った。短く感嘆の言葉を上げながら、あとはそこら中にあるものをがつがつ食った。口をきくのがもったいないくらいだと呟きながら、ちらりと、キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉がいなくて良かったと思う。万が一こんな味を覚えられて、ごく単純なベルの料理にそっぽをむかれては、ベルの立つ瀬がない。


「あなたにだって作れるわよ、これくらい」


　ベネディクティンが呆あきれたような顔で言った。


「本当、食い意地だけは立派なんだから。いい、これはね……」


　と、なにやら取り繕うように蓮レンのごく初歩的な調理の仕方を説明しはじめた。褒めたら褒めたで急にこうして謙けん遜そんぶるのがこの女の更に嫌味なところだが、同時にすぐに照れをみせる。可愛げだといえばそうもいえる。いずれにせよベルはずいぶんと熱心に頷うなずいてベネディクティンの講釈に耳を傾けている。


　その間にも、このところまともに食べていなかったベルはあさるように食い散らし、やがてベネディクティンが半分ほど食べたところでその何倍かをきれいに腹に収めていた。


　一通り食べ終えると、ベルが先に洗い場に立って歯を磨いた。毎食後の習慣である。仙花カクタスの灰をつまんで歯に塗り、その上から香砂ミントをすりこんで、最後に水で口を濯すすぐ。それを二へん三べんと繰り返す。


「いやあ、何から何まで世話になっちまった。ありがとう。感謝してるよ、本当に」


　実に健康そうな白い歯を手巾ハンカチで拭ぬぐいながら、ベルはからからと笑って、素直に礼を言った。ベネディクティンが再び姿を現して以来、真面目に感謝の念を示したのはこれが最初である。まるで部屋を掃除したり心の澱おりを払ってくれたりするよりも、この一食の方がよほど喜ばしいかのような口ぶりだった。


「あら、それはどうも。もっと沢山のことでもそのくらい感謝されたいものだわ」


　素っ気なくベネディクティンが答える。


「いやあ、感謝してるってば」


「あらそう。まあ、いいわ。あと一つ、やるべきことが残っているみたいだから」


「やるべきこと……？」


「それよ」


　ベネディクティンは、行儀良く二叉串フオークを置いてから、ベルの手元を軽く指差した。


「……ああ」


　ベルが急にしゅんとして納得する。シャツの上から全身を包むような薄絹の羽織ローブを着て、それを隠したまま、食事に興じていたのだ。願わくばそのままそれを忘れてしまいたい気持ちだった。だがその下ではいつ消えるとも知れぬ青黒い痣あざがほとんど体中に走り、更にその上から心の傷みそのままに爪を立てて引き裂いた痕あとが幾重にも重なっている。どれだけ意識を他に逸そらせたところでそれらの傷が消えるはずもなかった。


　ふいに、ベネディクティンがうつむいた。目頭を押さえ、呟つぶやくように言った。


「早く……もうあまり時間がないみたいだから、すぐに用意しましょう」


「用意……？」


「ええ。あなたは、ただベッドにいればいいわ。ここを片付けたらすぐに行くから、待っていてちょうだい」


　目が痛むのか、しきりに瞼まぶたの上から指で揉もんでいる。だがすぐに目をぱちぱちしばたたかせると、


「……それにしても、きれいによく食べたわねえ」


　冗談めかして笑いながら立ち上がった。


　不安を顔に出したままなんと言ってよいか判らぬベルをさっさとベッドに追い立て、自分は食器を洗いはじめた。ベッドに横になってベルはその音を聞いた。残った食材を皮紙にくるんで保凍器フリゴに入れる音がした。皿が鳴り、水晶球を砕いて水を解放し、食器をスポンジの実で洗い流す様子が耳に届き、そのうち鼻歌まで聞こえてきた。


　そのどれもこれもが、奇妙に切なかった。


　ベルは無意識に身を伸ばし、剣を引き寄せるとそれに抱きつくような恰かつ好こうで待った。


　やがてベネディクティンの口を濯ぐ音も終わり、ひょいと姿を現した。


「まるで恋人ね」


　そう言って、〈唸る剣ルンデイング〉に寄り添うベルの様子をからかった。


「そうかな。私には判らないよ、恋人がどんなものなのか」


「真面目に答えられても困るわよ。戯ざれごとが本気になりそうで怖いわ。そういえば、そんな下らない咄はなしがあったっけ。知ってる？　ある剣士が、恋人に、剣と私とどちらが大事なのかと訊きかれたんですって。それでその剣士は、〈玉座の間〉の天てん秤びんに恋人を乗せるため、王の許しを乞うたそうよ」


「ふうん。で、結局、どっちが重かったの」


「……あなたねえ。そういう問題じゃないでしょう」


「そうなの？」


「本当に笑えない娘こねえ。はっきり言って私はあなたのそういうところが怖いわ」


　まんざら冗談でもなさそうにベネディクティンが言う。


「そんなこと言われたって……判んないよ」


　口を尖とがらせ、すねた声で返す。


　ベネディクティンは呆れたように首を振ると、何も言わずに光晶球に向かって手をかざした。素早く何らかの印スペルを宙に描き、晶殻からを掌で押さえると目に見えて光が消えていった。


　いったい光が音を発することなどあるのか、き─んと耳鳴りのような響きとともにふっと明りが消えた。その間際、ふと、呟きが聞こえていた。


「いつか判るわ。あなたのその残酷さを。そしてそれはきっと、あなたの呪いがどんな心のもとでかたちづくられているかを、知るときなんでしょうね」


　囁ささやくような声が光の結晶とともに白銀の石に吸い込まれるようだった。


　蛍光石ランプの青白いぼんやりとした明りだけが部屋に灯ともる中、ベネディクティンは静かに光晶石を机の上に置いた。


　持参した荷物の中から二つの水晶球を取り出すと、それを手に、いやに神妙な様子でべルの横たわるベッドのかたわらに佇たたずみ、ベルを見詰め、にこりと笑んだ。どきりとした。怖いくらいだった。ベネディクティンの笑みはあまりに澄んでいた。まるで今にも消えゆきそうな、悲しい幽霊話ガイストテラの結末でとっくに死んでいた女がそのことを恋人に告げるときに、決まって浮かべる微笑みを思わせるような、透き通るような微笑わらい方だった。


「いつかまだ私が雌性おんなを知らずにいた頃、集落むらで聴いた長老衆の退屈な教義を思い出すわ。水族マーメイドの、希望と理想に満ちた、聞くも無惨なよた話……」


　そう言ってベネディクティンはベッドに膝ひざを載せた。


　両手に水晶球を持ち、右手は紅色に澄み、左手は無色透明なそれらを捧ささげるようにベルに向かってかざしている。その姿は青白い明りに映え、鱗りん骨こつはきらきらと微細な光を放ち、微かすかな笑みをたたえるおもても、そうして見ると実に豊かでしなやかな体も、ひどく神々しく見えてベルを呪じゆ縛ばくするようだった。


　ベルは促されるままに剣から身を離した。


「脱いで……そして力を抜いて。眠るときみたいに。本当に眠ってもいいわよ」


　甘んじて従い、両腕で体を隠しながら、シャツを剣の上に放った。


　言われた通り全身の力を抜いて横たわり、おそるおそる腕をはだける。若齢になったばかりの水族マーメイドを思わせる、少年と女の間を揺れなずむのに似たベルのしなやかな姿態と、その全身に鞭むちで叩たたきまくられたような無惨な傷痕とをさらした。


　ベネディクティンが素早くその傷の様子に目を走らせながら、自分もまた帯タイを解ほどいた。


　その様子にわけもなくかっと頰がほてったが、ベネディクティンがその上にまたがる恰かつ好こうで膝をつくのを、ただ黙って見詰めた。


　目が合った。怯おびえるような黒い瞳ひとみが、澄み切った紫水晶の目と向き合った。


　くすりと、ベネディクティンが、いたずらげな笑いを零こぼした。


「水族マーメイドはみな、大いなる精神の大海より生まれ出で、心の汚穢けがれを引き受けて還元世界の水流を通り、やがて忘却界リンボの海底に帰るのだ……なんてね」


　ベネディクティンが、いつか聴いたのだろう、長老衆の口調を真似て言う。


「そのための結界の術だ……と、繰り返し言われたわ。思い出すのも嫌な言葉。私はとても攻撃的な結界ばかり好む少年で、同じ齢相としで私に敵かなう者はいなかった。女になることを覚えた後でも、誰かを本気で護まもるために結界を結ぶなんてことは、考えもしなかった。いつでも誰かを傷つけるためだったり、逆に私の心に取り込んでしまおうと考えてばかりだったわ……、あの、ゴードンのように。そんな私が、ましてや誰かの心を癒いやすためだなんて、お笑いだわ……」


　くすくすと笑った。自じ嘲ちようするでもない、本心からおかしいと思っているようだった。


　ベルは不思議そうにそのベネディクティンの様子を見上げた。


「ごめんなさい、本当におかしいのよ。時間がないって言ったのは私なのに。つい昔のことなんか引っ張り出して……。さ、それじゃあ始めるわ。あらかじめ言っておくけど、この右手の紅いやつは、治癒のための聖酒を封じたものよ。悪酔いはしないはずだけど、あなた、お酒に弱いから、すぐに眠くなるかもね。もしそうだったら、さっさと寝ちゃいなさいよ。その方が、私もやりやすいから。ただ、眠る前には、さよならを言ってね」


　最後の言葉に、ぎくりとした。


「さよならって……」


　どういうことだ──そう言おうとして、にわかに鳴り響いた高らかな音にかき消された。


　ベネディクティンが、さっと両手を振るったかと思うと、両手の水晶を互いに叩き合わせたのだ。


　はっとするような美しく澄んだ音を立てながらも、よほど強力に晶殻からを結んであるのか、水晶は完全には砕けず、叩かれた辺りが薄く割れ、はらはらと微こまかな光の粒子のように宙に舞った。


　ベネディクティンの両手がふわりと動き、更に叩く。その手は水晶を握ってはいない。


　手の平に触れるか触れないかのところで、水晶が手の動きに従い、宙を舞っている。


　そうして互いにぶつかり合って、ベルの体をそのまま透き通ってゆくような音を響かせ、光の粒子が霧となって帯ひれのように舞い、ベルの身に温かく降り注いだ。


　水晶の振り零す紅い聖酒と白湯の霧がまたたく間にベッドを覆い、天蓋ドーム状に広がって結界をかたちづくると、その内部が澄んだ香りと心地好い暖かさに満ちた。


　ベルは感嘆と安心の溜ため息を吐いた。むせかえるような香りをいっぱいに吸い込むと、自分の体が清浄な暖かさに満ちるようだった。


　霧がつゆを帯びて降り注いだ。しっとりと濡ぬれゆくベルの全身に、ふいに何かが走った。


　決して不快ではない、愛あい撫ぶにも似た感覚とともに、霧がベルの身に結露するように溜まると、露の一粒一粒がくっつき合い、一斉に流れてゆく。


　やがてそれはなにかを描きだし、またたく間に紅く霊妙なる印スペルがベルの全身に浮かび上がっていった。


（水憂い者オンデユーンたちが、河や湖を清めるときのために唄う歌だ……）


　それは──


　まったく唐突に、ベルの頭の中で声を上げていた。


（彼らは総じて、決して逃れられぬ宿命を背負っている。人格的存在ペルソナリテを他者に依存し、複数の精神に同時に寄生せねば心を成り立たせられぬ彼らの、本質たる宿命だ）


　導き手ガイダンス──


　かつて授けられた知識を司つかさどる存在であり、ベルの心の成長とともにより広く深い知を開き示す、失われた師の唯一残した存在のかけらであった。


　ああそうか、とベルは思った。それは、導き手ガイダンスの声が再びまたベルの中でかたちづくられたことへの感慨であり、それが伝える言葉と微妙なイメージが示す内容についての悲哀であった。そしてまた、その身に浮かび上がる無数の印スペルと、それを霧露しずくに媒まかせて唄うたうベネディクティンの温かさと美しさへの感動だった。


　導き手ガイダンスは言う。


（この現実なる大陸と対を成す、大いなる精神の大海……そこからほとばしり出た汚れなき雫しずくが、水憂い者オンデユーンの如来する姿なのだ）


　ベルの脳裏にそのイメージが鮮明に浮かび上がり、現実に見ている光景と重なった。


　心の底から嘆息した。まるで自分がその無限の深みと広がりを持つ海原の波間に漂うかのような錯覚をおぼえていた。


　そしてその海原から、透明な魂のかけらたちが、天に向かって涙が降るように零れてゆく。イメージの中でそれらはベルの身を透き通り、雪が天にのぼってゆくように海面から浮かび上がって、ただ光に満ちた場所としか見えぬ天空に渡ると、そこから今度は現実世界である強固な大陸へと舞い降りてゆくのだった。


（そうして彼らはみな、現実なる大陸にて諸もろ々もろの汚穢けがれを引き受け、やがて忘却界リンボと呼ばれる精神の深海へと通ずる大河に注がれる。そこから、彼らの第二の旅が始まるのだ。彼らは精神の大海を守護し、清浄に保つために、引き受けた汚穢けがれを浄化しながら、還元世界と呼ばれる大河を流れてゆく──）


　それは、常なる時間と空間とを超えた、永遠と呼ばれる場所であった。現実世界からはひどく隔たっていながら、現実の時間の流れる一瞬一瞬の中に常にそれがあらわれているようなどこか──手を伸ばせば伸ばすほどに遠く離れながら、いつでも自分の内部に無限の広がりを見せてやどっているような、そんなどこかが、今ベルの中に、そして目の前のベネディクティンを通して、確かにあらわれていた。


　見やるとベネディクティンの手にあったはずの水晶が、最後のかけらを宙に霧散させて消えている。するするとその手がベルの身を撫なで、傷きず痕あとを覆いながら唄う紅い印スペルの歌を辿たどり、ついでベネディクティンの唇が、癒すように柔らかくそれを吸った。


　ベルの全身にまざまざと傷みの記憶がよみがえった。ベルはベネディクティンに促されるままに、その痛烈なる傷害の思いを甘んじて解放した。


　その心と体の負傷を癒し、引き受けるように、しなやかな指と肉厚の唇がベルの体を滑ってゆく。


　安らぎと暖かさと痺しびれるような快さが大気に満ちて身を洗い、同時に自分の内側からも豊潤に沁しみ出し、溢あふれるものを感じた。赤裸々にその身を大気に溶かすように、おののきに濡れ、あわいをはだけ、いつしかベルは目を閉じて涙を流し、うねるように身体を開いてベネディクティンを受け入れていた。


「あなたの汚穢けがれも純潔も、痛みも悦よろこびも……あなたが失うものはなにもないわ」


　聖酒の霧に酔い、熱を帯びた安楽のさなかに、囁ささやくようなベネディクティンの声が聞こえた。それが徐々に遠のき、微かなこだまを耳にするように消えてゆく。


「ただそれらの澱よどみを……還かえすの……私だけがそれを知る……あなたとの……」


　遠くさざなみを聴くように、ベネディクティンの言葉がゆらめいて響いた。ベルはまどろみに耐えて瞼まぶたを開き、懸命にその姿を目にとどめようと喘あえいだ。


「私も……行くわ……深い所に……」


　熱に浮かされたような声。あるいはそれは自分の声か。ふいに瞼の裏が白んだ。身も心も芳ほう醇じゆんに満ち、顔がのけ反り、切とした吐息がはぜた。激しく押し寄せる昂たかぶりにびくんと身体を反り返らせ、弓なりにたわんだまま灼やけつくような余韻に震えた。


　最後のはっきりとした意識が、体内に溢れるような焦熱の波に朦もう朧ろうと飲み込まれ──


「いつかお互いの……旅を語れるときが……」


　喉のどを絞って、ベルはそれに応こたえようと喘いだ。まだだ。そう思った。まだ言ってない。別れの言葉を、私はまだ言っていない。


「さようなら、ベル」


　そのままこの世から消え去るかのようなベネディクティンに、必死でしがみついた。


　ベルは、その言葉を伝えた。


　それだけはいまだ忘れずにいる、生まれたときに知っていた、別れの言葉──


「……ばいばい、ベネディクティン」


　ベネディクティンの限りなく透明な微笑みが、その意味を理解したと応えた。


　それを最後に、いつかベルの意識は陶酔のまどろみに消えていた。





　Lin……


　時計石オクロツクが音を告げ、時刻は朝の爽緑色ライムグリーンを示している。


　洗濯してたっぷりと陽光に干したばかりのようなシーツの匂いに包まれて、ベルは目を覚ました。


　瞼を開いたときには既に覚かく醒せいしているという、このところなかった久し振りの状態だった。すぐに身を起こして部屋を見回した。ふと半ばベッドから落ちて床板にめりこんでいる〈唸る剣ルンデイング〉を見やり、ついでその柄つかもとに引っ掛かっている丈の長いシャツに目を向け、そして、自分の身体を見た。


　真っさらな肌だった。


　いつか、シェリーの歌をこの部屋で聴いたときのように──形あるものがその記憶にたちかえり、冴さざやくような初々しさを得てなおそれが経てきた歴史を失わずに──滑らかな瑞みず々みずしさをたたえている。


　ふと、シーツの陽気な匂いの中に、清浄たる聖酒と水の香りをかいだ気がした。


　ベルはもう一度辺りを見やった。円卓テーブルの上にあった茶器もなく、机の上の光晶石もない。ベネディクティンが両手に持っていた水晶はとうに消え、寝具はさらさらに乾いた手触りを返し、まるでベルの身体ごと綺き麗れいに洗濯したように、何の跡も残っていなかった。


　取り敢えずシャツを着ると、心地好くさえある浮遊感に跳ねるように食間ダイニングに行ってみた。


　食器は綺麗に片付けられ、洗い場に並べてある。歯を磨くための仙花カクタスの灰もちゃんと箱にしまわれていた。食卓の上には無論、何もない。


　ベルはしばらく諦あきらめたように佇たたずんでいたが、ふと思い立った。急いで保凍器フリゴの前に行儀悪くしゃがみこみ、ぱっと蓋ふたを開くと、皮紙にくるまれた幾つもの固まりが目に飛び込んできた。思わず噴き出した。


　一つ解ほどいてみると、中身は蓮レンの果実だった。他にも、束になった芙茎ストークや、ピースの実の房、蜂の花ロータスビーの果実ハニカム、様々な薬草香花などが次々と現れていった。


　その一つ一つを、再び丁寧にくるんでしまいながら、ベルはくすくす笑った。


「あいつ……ちゃんと食い物だけ残していくなんて」


　なんだかベネディクティンらしい、つらあてのような気がした。


（食い意地だけは、立派なんだから）


　どこからか、そういう声が聞こえてきそうだった。


（あなたにだって作れるわよ、これくらい）


「……試してみるさ」


　虚空に向かって呟つぶやきながら、保凍器フリゴの蓋を閉めた。


　それから部屋中のカーテンを開いて回り、ベッドの脇の窓を大きく開いた。


　眩まぶしさに目を細め、涼しい風を受けて、ゆっくりとのびをする。


「ありがとうな」


　くすりと笑う。


「本当、感謝してるんだぜ」


　そしてふいに胸を突き上げる感情を、甘んじて嚙かみ締めた。


　生まれて初めて、悪態と共感と深い理解とが味わえた、短い間の、たった二度だけ顔を合わせ、そして自分のために命を捨てた友達だった。


　他者の人格に依存する水族マーメイドの宿命を自ら悟って引き受け、水の女は、青黒い毒を身代わりに飲んでこの世から消えた。彼女は正しく朋友ともがらだった。そのはっきりとした確信が、ベルの中でほのかな熱をともした。決して苦痛を伴わぬ、その罪悪感さえ浄きよめていってしまったかのような、清々とした悲しみが、胸一杯に溢れた。


（正当なる地位を、咎とがに与えたゆえだ……）


　導き手ガイダンスがその感情のありさまに深く頷くように、ベルの中で囁く。


（心の内なる〈剣と天秤ジヤステイス〉もまた、正当なる地位を得てこそ、いたずらに責さいを負うことを避けて、咎を抱きうる──）


　ベルは胸元の時計石オクロツクを握った。


　窓の彼方へ、いつか見た空に似て、そのまま飛び込んでしまえそうな青い広がりに目を向けた。


　そのまま、静かな時間が満ちるのを待った。


　涙は零こぼれない。それは瞼の裏に引き、胸の底でたゆたっている。


　いつか、お互いの旅を、語れるときが……


　彼女は、祈るようにそう言った。そして、世界の〈内〉へと、旅立っていった。


　その言葉さえ本当に抱き続けることが出来れば、旅に出ても決して迷うことはない。


　ベルはそう告げる自分の心を確かめるように、平穏のうちにその日を過ごした。


　昼過ぎになって、キティ＝〈愚者ザ・ナツシング〉がひょっこり姿を現すと、さっそくベネディクティンに教えられた通りに蓮レンの実を調理してみた。最初に食べたときのような複雑な味わいはとても出せるものではなかったが、それなりの味になって、ベルは懐かしささえ覚えてそれを食い、一方キティは相変わらず表情のすとんと欠けた顔で無心に食べている。食器と食べ物の区別がついているのかどうかそれすら怪しかったが、


「うまいだろう」


　とベルが訊きくと、ちょっと手を止めて料理を見詰め、賛同するような目になった。もしかすると、たまたまそういう風に動いただけなのかもしれないが、それはそれでよかった。


　ベルの方でも、すっかりこの気のおけない客人に慣れて親しんでいたのだ。その奇妙な客人は、夕刻になると、いつものように突然どこかへぷいと消えてしまった。そしてまた陽が昇るとともにやって来るのである。


　そうして、数日が過ぎた。いたって平穏無事な日々だった。


　そろそろ、ギネスたちに顔を見せようかと思い始めたところに、ふと、それが現れた。


　決まって明け方か、あるいは黄昏たそがれどきに現れるというそれは、ベルの気がつかないうちにひっそりと窓辺にとまり、見慣れぬ風聞の花を咲かせていた。


　ぎょっとなった。まだ内容は読んでいない。その黒い翼を見て、驚いたのだ。


「死告鳥からす……!?」


　短い訃ふ報ほうが、濡ぬれたような黒い花弁に包まれて、ベルの手に取られるのを待っている。


　ベルは、呆ぼう然ぜんとしてそれを読んだ。


　ある老練の剣士の死が、簡潔につづられていた。


　名は、ジンバック。


　カタコーム戦役でともにティツィアーノと戦った、〈悪アンダードツグ〉の指揮者コンダクターであった。







（『ばいばい、アースIII　爪先立ちて望みしは』に続く）
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